
【
解
題
】

『
西
南
学
院
大
学
博
物
館
紀
要
』
四
号
に
お
い
て
、「
九
州
へ
来
た
『
諸
国
巡
見
使
』」
と
題
し
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
巡
見

使
と
し
て
九
州
へ
派
遣
さ
れ
た
三
人
の
旗
本
（
曽
我
又
左
衛
門
・
大
久
保
勘
三
郎
・
近
藤
勘
七
郎
）
の
う
ち
、
大
久
保
が
書
い
た
『
順
見
使
西

国
紀
行
』
を
紹
介
し
た
。
本
稿
の
『
西
海
道
日
記
』
は
、
大
久
保
の
従
者
で
あ
る
立
野
良
道
（
た
ち
の

よ
し
み
ち
）
が
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
。『
西
海
道
日
記
』
全
七
巻
の
う
ち
、
一
・
二
・
三
・
四
巻
は
『
西
南
学
院
大
学
博
物
館
紀
要
』
五
号
に
掲
載
し
た
の
で
、
本

稿
で
は
残
り
の
五
・
六
・
七
巻
を
翻
刻
す
る
。
立
野
良
道
の
ご
子
孫
で
あ
る
立
野
一
郎
氏
（
千
葉
市
中
央
区
）
の
所
蔵
で
あ
り
、
同
氏
の

許
可
を
得
て
紹
介
し
て
い
る
。

筆
者
の
立
野
良
道
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
月
十
八
日
、
上
総
国
市
原
郡
引
田
村
（
千
葉
県
市
原
市
引
田
）
に
生
ま
れ
た
。『
市

原
郡
誌
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
と
、
幼
少
か
ら
学
問
を
好
み
、
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
に
十
二
歳
で
引
田
村
の
名
主
と
な

天
保
九
年

幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
二
）

立
野
良
道
『
西
海
道
日
記
』
五
・
六
・
七
巻

森

弘

子

宮

崎

克

則

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
三
十
二
巻

第
一
号

一
五
九－

二
九
八
頁

二
〇
一
七
年
八
月
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り
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
に
は
出
羽
の
大
橋
盤
谷
に
従
っ
て
漢
学
を
修
め
、
同
十
二
年
に
は
江
戸
の
清
水
浜
臣
に
従
い
和
学
を
研

究
。
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
に
地
頭
の
代
官
と
な
り
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
に
は
平
田
篤
胤
に
入
門
し
て
国
学
を
学
ん
だ
。
そ
し

て
四
十
代
半
ば
の
天
保
九
年
四
月
、
幕
府
巡
見
使
の
大
久
保
勘
三
郎
に
従
っ
て
九
州
へ
行
き
九
月
に
帰
郷
す
る
。
な
ぜ
大
久
保
の
従
者

と
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
は
江
戸
の
国
学
者
小
山
田
與
清
に
入
門
し
て
国
学
を
研
究
、

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
代
官
を
辞
し
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
神
祇
官
史
生
と
な
り
、
日
本
書
紀
な
ど
の
校
正
を
担
当
し
た
。

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
七
月
二
十
七
日
没
、
八
十
五
歳
。
墓
地
は
引
田
の
蓮
蔵
院
に
あ
る
。

著
書
と
し
て
、上
総
の
地
誌
に
関
す
る『
上
総
志
外
伝
』『
上
総
志
総
論
』『
上
総
志
引
用
書
目
』『
安
房
志
引
用
書
目
』『
上
総
志
料
・

安
房
志
料
』
な
ど
多
く
が
あ
る
。
参
考
：
大
室
晃
『
市
原
人
物
譚
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）、『
市
原
市
史
』
中
巻
（
市
原
市
教
育
委
員

会
、
一
九
八
六
年
）。

【
凡
例
】

�
解
読
に
あ
た
り
用
字
は
、
原
史
料
の
と
お
り
と
す
る
が
、
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
用
い
た
。

�
異
体
字
・
合
わ
せ
字
は
正
字
に
改
め
た
。

�
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

�
句
読
点
は
解
読
者
に
よ
る
。

�
合
字
「
ゟ
」
は
「
よ
り
」、「
ホ
」
は
「
等
」、「
而
」
は
「
て
」、「
江
」
は
「
え
」
と
し
た
。

�
虫
食
い
等
に
よ
り
判
読
不
可
能
な
文
字
は
、
□
に
し
た
。

�（

）
は
筆
者
の
注
で
あ
る
。
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【
表
紙
】

自
長
崎

至
肥
後
国
水
俣
陣
町

〔
西
海
道
日
記

五
〕

（
見
返
し
に
「
霞
関
に
出
て
虎
門
よ
り
飯
倉
へ
出
」
の
墨
書
あ
り
）

六
月
七
日

七
日

朝
よ
り
快
晴
、
辰
上
刻
頃
よ
り
く
も
り
し
か
、
巳
中
刻
よ
り
又
晴
た
り
、
巳
よ
り
西
風
吹
や
ま
す
、
ゆ
ふ
く
れ

や
み
た
り
、
暁
七
ツ
時
よ
り
船
支
度
し
て
夜
明
ぬ
ほ
と
舟
出
ス
、
曳
船
艪
に
て
こ
き
行
也
、

鍋
島
家

鍋
島
家
よ
り
曳
船

多
く
出
さ
れ
た
り
、
数
百
艘
の
舟
と
も
こ
き
つ
れ
ゆ
く
さ
ま
誠
ニ
見
も
の
也
き
、
所
か
ら
一
し
ほ
興
ま
さ
り
て

お
ほ
ゆ
、
長
崎
よ
り
三
里
、
左
ニ

深
堀
村

深
堀
村
、
是
鍋
島
家
の
家
老
鍋
島
孫
六
郎
居
住
也
、
孫
六
郎
海
辺
に
出
て
下
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座
、
深
堀
ハ
う
し
ろ
ハ
山
、
前
ハ
海
に
て
南
北
に
人
家
長
く
つ
ら
な
り
、
陣
屋
も
見
ゆ
、
右
に
香
焼
島
、
い

さ
ゝ
か
入
込
た
る
湊
あ
り
、
人
家
多
し
、
高
き
所
に
寺
な
と
も
見
ゆ
、
う
し
ろ
の
山
の
い
た
ゝ
き
遠
見
番
所
あ

ノ

モ

り
、
右

硫
黄
島

硫
黄
島
、
こ
う
や
き
島
よ
り
小
し
、
畑
も
見
へ
人
家
も
あ
り
、
野
母
、
の
も
ハ
出
崎
よ
り
半
道
計
、
こ

な
た
せ
ま
き
入
江
有
て
こ
ゝ
よ
り
右
へ
曲
り
、
海
に
そ
ひ
人
家
あ
り
と
、
家
数
千
軒
計
也
と
云
り
、
居
村
の
辺

山
低
し
、
こ
れ
よ
り
さ
き
出
崎
の
方
ハ
却
て
高
し
、
三
ツ
瀬
、
野
母
の
沖
三
里
ニ
あ
り
、
右
ニ
見
ゆ
る
也
、
此

ミ
つ
せ
俗
に
水
瀬
と
い
ふ
、
そ
の
よ
し
ハ
海
中
に
一
二
間
高
く
岩
三
ツ
あ
る
に
よ
り
三
ツ
瀬
と
い
ひ
し
を
、
此

岩
間
よ
り
真
水
出
て
い
さ
ゝ
か
塩
気
な
し
、
さ
れ
ば
水
せ
と
名
つ
く
と
云
り
、
三
里
と
い
へ
と
一
里
計
の
沖
に

見
ゆ
、

野
母

野
母
の
出
さ
き
迄
ハ
長
崎
よ
り
ハ
辰
巳
さ
し
て
来
し
也
、
野
母
の
出
崎
を
回
れ
は
左
ノ
方
家
数
多
く
並

び
見
ゆ
、
野
母
の
う
ら
浜
と
い
ふ
、
う
ら
浜
よ
り
廿
丁
計
は
な
れ
、
北
よ
り
南
へ
出
さ
き
の
ひ
く
き
所
を
わ
き

つ
浦
と
い
ふ
、
わ
き
つ
浦
、
家
数
千
軒
あ
り
と
い
ふ
、
よ
き
家
も
あ
り
、
此
出
崎
の
西
東
を
う
ら
お
も
て
お
し

な
べ
て
家
あ
り
、
人
家
の
中
に
丸
く
高
く
繁
れ
る
社
地
な
と
見
ゆ
、
舟
人
に
問
と
し
ら
ず
、
樺
島
、
廻
り
凡
一

里
よ
、
丸
き
島
に
て
高
し
、
険
し
き
所
を
も
畑
に
作
り
た
り
、
人
家
ハ
戌
亥
に
向
ひ
山
下
の
海
辺
に
家
数
百
軒

計
あ
り
、
売
女
な
と
も
あ
り
と
、
舟
人
の
よ
く
舟
か
ゝ
り
す
る
湊
也
と
、
さ
れ
と
湊
ハ
深
く
い
ら
す
、
よ
き
み

な
と
に
ハ
あ
ら
さ
る
へ
し
、
わ
き
つ
と
か
は
島
の
間
三
里
計
も
あ
ら
ん
、
其
中
に
な
か
か
み
と
て
小
き
島
あ
り
、

な
か
か
み
と
樺
島
の
間
を
舟
行
す
る
也
、
わ
つ
か
廿
間
よ
も
あ
ら
ん
、
い
と
せ
ば
し
、
野
母
の
あ
た
り
ハ
風
波

あ
し
き
所
に
て
舟
も
の
り
に
く
し
と
て
、
船
人
至
て
恐
る
ゝ
所
也
、
か
は
島
の
瀬
戸
を
出
れ
は

天
草
島

天
草
島
近
く
見

ゆ
、
冨
岡
の
辺
ハ
卯
に
見
ゆ
、
島
ハ
南
北
に
長
く
寅
卯
辰
に
か
ゝ
り
て
見
ゆ
、
二
三
里
こ
き
出
れ
は
北
ノ
方
に
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島
原
温
泉
嶽
よ
く
見
ゆ
、
天
草
島
に
着
て
左
へ
廻
り
出
崎
を
右
へ
い
り
、
冨
岡
の
湊
也
、
冨
岡
の
湊
ハ
北
よ
り

入
ば
西
東
に
長
く
町
続
け
り
、
出
さ
き
西
よ
り
北
を
入
江
か
け
く
ち
に
松
原
め
く
り
よ
き
湊
也
、
町
の
西
ノ
方

高
き
所
古
木
の
中
に
陣
屋
あ
り
、
是

高
木
作
右
衛
門

高
木
作
右
衛
門
殿
手
代
居
、
上
陸
場
よ
り
三
十
間
計
行
、
左
へ
行
、
右

（
マ
マ
）

ニ
太
神
宮
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
二
丁
計
行
、
石
垣
高
く
く
ひ
違
ひ
あ
り
、
橋
を
わ
た
り
三
丁
計
行
、
左
ニ
飛

龍
権
現
宮
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
御
本
陣
、
瑞
林
寺
、
禅
宗
也
、
石
段
廿
五
段
、
十
段
、
三
段
上
り
庭
也
、
本

堂
西
向
、
南
ノ
方
庫
裏
也
、
北
ノ
隅
に
洪
鐘
あ
り
、
肥
後
州
天
草
郡
冨
岡
庄
飛
龍
山
瑞
林
禅
寺
重
鑄
洪
鐘
銘
并

引
と
あ
り
、
序
略
ス
、
銘
曰
、
通
身
是
口

木
舌
以
鳴

殷
々
山
震

浩
々
夢
醒

不
分
遐
邇

豈
隔
幽
明

（
午
）

塵
仝
刹
仝

維
徳
維
宏

寛
永
七
庚
寅
年
閏
八
月
吉
祥
日

現
住
笑
宗
謹
誌

六
月
八
日

八
日

朝
よ
り
快
晴
、
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
誠
ニ
あ
つ
し
、
辰
上
刻
御
出
立
、

冨
岡
町

冨
岡
町
の
中
程
よ
り
左

へ
曲
り
、
町
の
出
は
な
れ
分
レ
道
あ
り
、
左
へ
ゆ
き
冨
岡
の
町
の
辺
い
さ
ゝ
か
狭
く
、
陸
に
続
き
て
出
さ
き
、

山
高
く
広
く
龍
ノ
島
と
名
付
し
も
む
べ
な
り
と
覚
ゆ
、
左
海
辺
並
木
に
て
右
ニ
田
畑
を
見
て
ゆ
く
、

志
岐
村

志
岐
村
、

左
右
人
家
あ
り
、
土
橋
あ
り
、
十
間
計
、
左
八
幡
宮
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
村
を
は
な
れ
三
丁
計
行
、
天
満
宮

ノ
社
あ
り
、
少
し
高
し
、
そ
の
宮
を
左
に
見
て
坂
を
上
る
、
し
ん
じ
や
う
坂
と
い
ふ
、
此
坂
よ
り
龍
ノ
島
目
ノ

下
に
見
ゆ
、
志
岐
村
ノ
辺
狭
く
低
く
、
冨
岡
の
出
崎
高
く
広
く
木
し
け
り
黒
く
、
実
ニ
龍
ノ
さ
ま
と
も
い
ふ
へ

し
、
遠
景
眺
望
よ
し
、
み
づ
茶
屋
、
冨
岡
よ
り
一
里
半
、
御
休
あ
り
、
十
丁
計
上
り
行
、
功
徳
水
あ
り
、
左
右
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杉
の
陰
ニ
あ
り
、
左
ニ
石
地
蔵
あ
り
て
、
地
蔵
の
傍
よ
り
清
水
流
れ
出
る
也
、
い
と
冷
水
也
、
ひ
ん
の
水
と
も

い
ふ
よ
し
、
四
丁
計
行
、
志
岐
村
と
本
村
の
境
あ
り
、
此
辺
峠
也
、
一
丁
計
行
、
御
立
場
あ
り
、
御
休
な
し
、

ホ
ン

シ
ン
キ
ウ

次
第
に
三
十
丁
計
下
る
也
、
此
坂
上
下
す
へ
て
二
里
計
人
家
な
し
、
下
れ
ば
本
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
新
給
村
、

村
続
き
也
、
此
辺
川
を
右
に
見
て
行
也
、
川
は
ゝ
十
間
計
、
広
せ
川
、
一
名
新
給
川
と
も
い
ふ
、
東
向
寺
と
云

禅
寺
あ
り
、
山
門
に
額
聯
な
と
あ
れ
は
御
供
に
て
殊
に
さ
は
る
事
あ
り
て
書
ず
、
下
河
内
村
、
平
地
、
田
ノ
中

に
居
村
あ
り
、
左
右
ハ
山
高
し
、
百
姓
大
八
方
ニ
て
昼
食
、
川
を
右
に
見
て
六
七
丁
行
、
川
を
渡
り
十
丁
計
行

く
、
谷
よ
り
な
か
れ
出
る
小
川
を
土
俵
を
積
て
渡
る
、
二
丁
よ
行
右
ニ
高
き
城
跡
あ
り
、
向
陽
山
明
徳
寺
と
い

ふ
禅
寺
あ
り
、
石
垣
数
十
段
あ
り
、
廿
間
計
行
、
本
戸
馬
場
村
の
人
家
を
過
て
御
本
陣
に
着
也
、

冨
岡
町

冨
岡
町
よ
り

志
岐
村
迄
廿
七
丁
、
志
岐
村
よ
り
本
村
迄
二
り
廿
三
丁
、
本
村
よ
り
新
休
村
迄
五
丁
、
新
休
村
よ
り
下
河
内
村

迄
十
八
丁
、
下
河
内
村
よ
り
本
戸
馬
場
村
迄
廿
四
丁
、
〆
四
里
廿
五
丁
、
本
戸
馬
場
村
、
高
、
家
数
三
百
間
余
、

御
本
陣
城
山
重
兵
衛

六
月
九
日

九
日

朝
間
晴
し
か
、
辰
下
刻
よ
り
く
も
り
、
巳
下
刻
よ
り
晴
て
終
日
く
も
ら
す
、
辰
よ
り
南
風
ふ
く
、
さ
れ
と
つ
よ

か
ら
す
、
い
と
あ
つ
し
、
辰
上
刻
御
本
陣
を
出
立
、
三
四
丁
行
左
へ
曲
り
十
丁
計
行
、

町
山
口
村

町
山
口
村
、
左
右
人
家

四
五
丁
続
き
、
町
め
き
て
よ
き
家
多
し
、
家
数
五
百
軒
よ
あ
り
と
、
村
中
に
川
あ
り
、
石
橋
を
掛
廿
間
計
、
舟

を
の
橋
と
い
ふ
、
出
は
な
れ
海
辺
ニ
出
、
間
な
く
右
へ
谷
間
め
き
た
る
田
な
と
の
所
を
行
、
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
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り
又
下
り
、
亀
川
村
に
至
る
、
此
所
海
辺
よ
り
ち
か
道
あ
り
と
云
り
、
亀
川
村
、
左
右
に
家
あ
り
、
人
家
二
百

軒
計
あ
り
と
、
一
丁
計
行
、
右
ハ
田
地
左
ハ
川
也
、
十
丁
計
川
に
そ
ひ
行
、
川
を
渡
り
二
丁
計
上
る
、
草
す
み

峠
と
い
ふ
、
御
立
場
あ
り
、
右
ニ
松
一
本
あ
る
所
也
、
四
五
丁
下
り
田
あ
り
、
小
坂
上
り
右
ニ
松
二
三
本
有
て

地
蔵
あ
り
、
小
橋
を
わ
た
り
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
て
下
り
、

楠
浦
村

楠
浦
村
之
内
た
ち
浦
と
い
ふ
所
也
、
人
家
所
々
に

あ
り
、
小
川
に
そ
ひ
上
り
二
丁
計
、
た
ち
の
こ
え
坂
と
い
ふ
、
下
り
三
丁
計
、
右
ハ
塩
浜
、
左
ハ
山
也
、
三
丁

計
行
、

御
乗
船
場

御
乗
船
場
也
、
此
所
ニ
細
川
家
の
役
人
ま
ち
ゐ
て
同
家
の
船
ニ
て
渡
海
、
廿
丁
計
の
わ
た
り
也
、
古
ハ

天
草
島
の
内
き
れ
と
也
、
御
上
陸
場
、
下
浦
の
内
せ
ん
ば
と
云
る
所
、
小
家
二
三
十
軒
あ
り
、
一
丁
計
行
左
、

天
満
宮
ノ
社
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
て
又
下
り
、
右
ハ
入
海
也
、
下
浦
村
の
本
村
也
、
左
右
人
家
多
し
、

下
り
あ
い
の
坂
三
丁
計
、
廿
丁
計
行
き
り
の
木
坂
下
り
又
上
る
、
人
家
あ
り
、
道
の
こ
へ
坂
上
り
、
三
丁
下
り

四
丁
計
也
、
右
ニ
海
を
見
て
小
川
を
わ
た
り
、
馬
場
村
、
田
地
中
を
三
丁
計
行
川
あ
り
、
四
五
丁
行
、
湯
船
原

村
御
昼
食
、
二
丁
計
行
橋
あ
り
、
五
六
丁
行
川
を
渡
り
、
下
河
内
村
、
左
右
人
家
有
、
三
四
丁
行
橋
あ
り
、
御

立
場
あ
り
、
四
五
丁
行
草
す
ミ
峠
、
四
丁
計
の
上
り
也
、
湯
舟
原
村
よ
り
此
峠
迄
左
右
山
に
て
、
谷
間
田
地

つ
ゝ
き
也
、
草
す
ミ
峠
の
上
、
御
休
所
あ
り
、
島
原
温
泉
嶽
戌
亥
ノ
方
、
い
し
ま
、
談
合
島
と
も
い
ふ
、

天
草
一
揆

天
草

一
揆
の
寄
合
相
談
有
し
島
也
と
い
ふ
、
丸
く
平
ら
な
る
島
也
、
島
原
に
近
し
、
六
七
丁
谷
間
を
下
り
て
よ
り
田

あ
り
、
人
家
あ
り
、
下
津
村
の
内
也
、
小
川
を
渡
り
谷
間
を
下
る
、
右
高
き
所
諏
方
の
社
有
、
小
川
土
橋
あ
り
、

是
下
津
浦
の
谷
間
に
て
海
の
方
に
人
家
多
く
見
ゆ
、
西
に
流
る
ゝ
也
、
川
に
そ
ひ
右
へ
行
、
少
し
上
下
し
田
あ

る
谷
間
ニ
出
、
是
上
津
浦
の
谷
間
に
て
五
六
丁
下
に
上
津
浦
の
人
家
見
ゆ
、
右
へ
坂
を
上
り
又
下
り
二
丁
計
行
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て
御
本
陣
に
着
、
本
陣
ハ
田
ノ
中
也
、
本
戸
馬
場
村
よ
り
町
山
口
村
迄
十
三
丁
、
町
山
口
村
よ
り
亀
川
村
迄
十

三
丁
、
亀
川
村
よ
り
楠
浦
村
迄
三
十
三
丁
、
楠
浦
村
よ
り
下
浦
村
迄
海
上
廿
丁
、
下
浦
村
よ
り
馬
場
村
迄
一
里

十
八
丁
、
馬
場
村
よ
り
湯
舟
原
村
迄
四
丁
、
湯
船
原
村
よ
り
河
内
村
迄
廿
五
丁
、
河
内
村
よ
り
下
津
浦
迄
一
里

四
丁
、
下
津
浦
村
よ
り

上
津
浦
村

上
津
浦
村
迄
十
五
丁
、
〆
六
里
一
丁
、
内
渡
海
廿
丁
、
肥
後
国
天
草
郡
上
津
浦
村
、
高
、

人
家

六
月
十
日

十
日

朝
よ
り
く
も
ら
す
、
辰
よ
り
快
晴
い
と
あ
つ
し
、
辰
よ
り
東
南
風
吹
た
れ
と
強
か
ら
す
、
辰
上
刻
、
上
津
浦
御

本
陣
を
出
立
、
波
戸
場
迄
八
丁
計
也
、
上
津
浦
の
人
家
を
通
り
二
丁
計
行
御
乗
船
場
也
、

細
川
家

細
川
家
の
役
人
、
高

木
作
右
衛
門
殿
の
手
代
な
と
出
て
居
る
、
見
物
の
も
の
千
万
人
、
陸
ハ
い
ふ
も
さ
ら
也
、
舟
に
乗
て
見
物
す
る

も
数
十
艘
也
、

見
物
の
多
き

見
物
の
多
き
長
崎
に
も
ま
さ
れ
る
や
う
な
り
、
上
津
浦
よ
り
冨
岡
へ
海
上
九
里
、
本
戸
馬
場
門

三
里
半
、
舟
を
の
り
出
シ
天
草
島
の
山
々
浦
の
さ
き
〳
〵
な
と
見
ゆ
、
天
草
島
の
内
大
島
と
て
人
家
多
き
所
、

左
の
海
辺
ニ
見
ゆ
、
肥
前
の
山
々
見
ゆ
、
巳
下
刻

口
ノ
津

口
ノ
津
着
、
口
ノ
津
ハ
辰
巳
よ
り
海
い
り
て
未
申
よ
り
出
崎

有
て
口
せ
ま
く
中
ハ
丸
く
広
く
、
人
家
ハ
西
よ
り
北
か
け
並
ひ
立
て
り
、
よ
き
湊
也
、
曳
船
の
出
精
に
し
て
勢

ひ
よ
く
速
な
る
こ
と
、
諸
国
今
日
に
比
す
べ
き
な
し
、
口
ノ
津
御
上
陸
場
よ
り
右
え
行
二
丁
計
、
御
本
陣

玉
峰
寺

玉
峰

寺
ニ
着
、
石
段
三
段
、
五
段
、
四
十
二
段
也
、
山
門
あ
り
、
額
、
江
上
法
窟
、
正
面
本
堂
、
右
ハ
庫
裏
続
き
、

右
ニ
鐘
楼
あ
り
、
鐘
楼
よ
り
口
ノ
津
ノ
町
、
入
江
な
と
目
ノ
下
に
見
ゆ
、
肥
之
前
州
高
来
郡
島
原
領
口
津
村
太
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月
山
玉
峰
禅
寺
云
々
、
略
ス
、
銘
曰
、
曽
聞
大
法

無
如
鳬
鐘

範
就
懸
□

扣
之
聲
従

耳
根
頓
□

聞
之

音
雍

厥
中
空
虚

厥
體
無
絺

醒
衆
醒
眼

覺
幼
夢
濃

圓
通
證
八

作
法
界
供

善
哉
功
徳

檀
度
壽

宗

明
厳
梵
宇

家
国
長
年

法
運
無
盡

萬
古
玉
峰

旹

天
和
歳
□
壬
戌
佛
歓
吉
日
逆
流
識

口
津
村
、
肥
前
国
高
来
郡
、
高
、
家
数
九
百
軒
余
、
上
津
浦
よ
り
口
津
迄
海
上
六
里
半
、
又
ハ
七
里
共
い
ふ
、

口
ノ
津
ハ
東
南
よ
り
海
い
り
て
西
ノ
方
入
江
を
め
く
り
町
つ
ゝ
き
、
家
並
よ
く
辺
土
に
ハ
め
つ
ら
し
き
所
也

六
月
十
一
日

十
一
日

朝
よ
り
快
晴
、
辰
中
刻
よ
り
南
風
吹
た
れ
と
あ
つ
し
、
申
上
刻
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
風
ハ
夜
す
か
ら
や
ま
す
、

六
ツ
半
時
、
口
ノ
津
を
出
は
な
れ
二
丁
計
あ
り
、
大
屋
村
、
口
ノ
津
の
枝
村
也
、
橋
を
わ
た
り
五
六
丁
行
、
橋

を
渡
り
左
右
人
家
あ
り
、
こ
の
崎
と
い
ふ
、
二
三
丁
行
、
東
村
、
い
つ
れ
も
口
ノ
津
村
之
内
也
、
口
ノ
津
よ
り

此
辺
迄
西
よ
り
北
か
け
海
に
そ
ひ
行
也
、
左
へ
谷
間
の
田
地
あ
る
所
を
通
り
坂
あ
り
、
二
丁
計
上
り
大
や
坂
と

云
、
四
五
丁
行
、
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
菖
蒲
田
と
い
ふ
、
左
ノ
山
の
は
ら
を
四
五
丁
行
、
茶
屋
の
松
と
い
ふ
所

あ
り
、
並
木
有
、
天
草
の
諸
島
か
け
眺
望
い
と
よ
し
、
是

南
有
馬
村

南
有
馬
村
の
内
也
、
ふ
る
そ
の
、
よ
し
川
、
家
少
々

あ
り
、
左
貴
船
の
宮
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
石
灯
籠
二
対
あ
り
、
海
辺
を
行
、
南
有
馬
村
の
内
、
大
江
郷
、
右

海
中
に
さ
し
出
た
る
森
あ
り
、
八
幡
社
地
也
、
左
右
長
く
続
き
人
家
多
し
、
土
橋
を
渡
り
一
丁
計
行
、
右
海
へ

さ
し
出
た
る
所
あ
り
、

原
古
城

原
古
城
跡
也
、
今
ハ
悉
く
畑
に
な
り
、
大
豆
・
薩
摩
芋
な
と
一
面
植
た
り
、
本
丸
、
二

ノ
丸
、
三
ノ
丸
な
と
の
跡
あ
り
、
島
原
合
戦
記
な
と
云
る
も
の
に
、
山
高
く
岩
峙
ち
険
き
所
も
あ
る
や
う
に
こ
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と
〳
〵
し
う
書
た
れ
と
、
今
よ
く
見
れ
は
、
海
水
よ
り
四
五
丈
も
高
か
ら
ん
か
と
覚
ゆ
る
計
也
、
北
ノ
方
有
馬

村
の
方
、
大
木
の
松
一
本
に
て
幹
よ
つ
に
わ
か
れ
、
其
下
に

板
倉
内
膳
正

板
倉
内
膳
正
殿
の
墓
碑
あ
り
、
石
の
高
サ
七
尺
計
、

横
四
尺
計
也
、
高
来
郡
南
有
馬
村

六
月
十
二
日

十
二
日

朝
よ
り
く
も
り
、
午
時
し
は
し
日
か
け
見
へ
し
か
、
又
く
も
り
、
未
時
よ
り
小
雨
た
ひ
〳
〵
ふ
り
来
て
や
ミ
、

朝
よ
り
東
風
烈
し
く
午
よ
り
わ
き
て
甚
し
く
、
夜
す
か
ら
や
ま
す
、
六
ツ
半
時
頃
御
出
立
、
五
丁
計
行
、
川
あ

り
、
土
橋
十
五
六
間
、
橋
よ
り
三
丁
計
ゆ
き

北
有
馬
村

北
有
馬
村
、
家
数
千
二
百
軒
計
あ
り
と
、
辰
巳
よ
り
戌
亥
に
家
長

く
つ
ゝ
け
り
、
其
外
に
も
枝
村
散
在
せ
り
と
、
村
中
橋
有
、
村
を
過
て
海
辺
迄
行
、
左
ノ
山
の
出
さ
き
小
坂
を

上
り
二
丁
計
下
る
、
隈
田
村
、
人
家
八
百
五
十
軒
、
左
右
家
あ
り
、
此
辺
の
外
に
も
人
家
散
在
し
た
り
と
、
村

は
つ
れ
土
橋
あ
り
、
海
辺
を
行
、
西
浦
田
と
い
ふ
、
右
ニ
鹿
社
あ
り
、
石
鳥
居
に
鹿
社
と
あ
り
、
海
へ
一
丁
計

さ
し
出
た
り
、
一
丁
計
上
り
ま
な
く
下
り
須
川
、
西
浦
、
す
川
な
と
隈
田
村
の
小
名
、
三
丁
計
行
又
小
坂
あ
り
、

下
り
左
右
坂
高
く
天
満
宮
ノ
社
あ
り
、
森
か
う
〳
〵
し
、
田
場
を
過
て
川
あ
り
、
土
橋
高
く
か
け
た
り
、
有
家

町
村
、
人
家
六
百
軒
よ
、
左
右
人
家
並
つ
ゝ
き
町
め
き
た
り
、
村
中
よ
り
右
へ
曲
り
行
、
二
丁
計
に
て
有
田
村
、

人
家
五
百
五
十
軒
、
左
ニ
専
念
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
、
鎌
川
、
有
田
村
之
内
御
休
あ
り
、
こ
ゝ
よ
り
下
り
小
橋
三

ツ
計
、
人
家
も
所
々
あ
り
、
海
辺
を
行
、
堂
崎
村
、
家
数
五
百
七
十
軒
余
、
左
天
満
宮
ノ
社
あ
り
、
土
橋
あ
り
、

左
右
人
家
あ
り
、
右
海
中
へ
な
り
出
た
る
松
森
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
又
下
り
土
橋
あ
り
、
畑
中
を
行
、
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布
津
村
、
人
家
六
百
八
十
軒
、
布
津
村
に
い
り
、
畑
中
を
通
り
道
よ
り
右
へ
二
丁
計
行
、
此
所
に
も
人
家
多
く

あ
り
、
百
姓
平
之
丞
方
御
昼
食
、
平
之
丞
宅
よ
り
も
と
の
道
を
二
三
丁
帰
り
、
右
へ
畑
中
の
道
を
通
る
、
左
右

一
丈
二
三
尺
も
高
く
、
き
り
と
ふ
し
の
如
し
、
三
丁
計
行
い
さ
ゝ
か
上
り
古
松
し
け
り
た
る
所
御
休
所
あ
り
、

右
ニ
海
目
ノ
下
に
見
ゆ
、
下
り
三
丁
計
険
し
き
所
あ
り
、
橋
を
わ
た
り
又
小
橋
あ
り
、

深
江
村

深
江
村
、
家
数
六
百
八

十
軒
、
左
右
人
家
あ
り
、
よ
き
家
多
し
下
り
、
小
川
の
橋
を
渡
り
て
上
り
又
下
り
て
行
、
人
家
ま
は
ら
に
あ
り
、

諏
訪
の
社
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
深
江
村
よ
り
安
徳
、
中
木
場
の
村
々
ハ
左
ノ
方
温
泉
嶽
の
麓
の
村
々
な
り
、

安
徳
村
、
家
数
百
六
十
軒
、
左
右
家
あ
り
、
御
立
場
あ
り
、
右
み
な
と
道
、
左
島
原
城
下
、
道
の
わ
か
れ
あ
り
、

シ
タ
メ
ヤ
ウ

中
木
場
村
、
家
数
三
百
三
十
軒
、
海
辺
に
も
人
家
か
な
た
こ
な
た
に
見
ゆ
、
ひ
く
し
、
中
木
場
村
の
内
、
下
名

と
云
る
所
御
立
場
あ
り
、
此
辺

く
つ
れ
山

く
つ
れ
山
の
ふ
も
と
、
左
ノ
方
高
く
聳
へ
、
崩
れ
跡
白
く
見
ゆ
、
十
丁
余
も
あ

ら
ん
か
、
あ
ふ
き
見
る
や
う
也
、
右
に
小
島
数
多
く
見
ゆ
、
山
く
つ
れ
の
時
出
来
た
り
と
語
れ
り
、
こ
の
山
く

つ
れ
の
ハ

寛
政
四
年
四
月

寛
政
四
年
四
月
朔
日
の
事
也
、
庄
屋
な
と
に
尋
ね
き
ゝ
た
る
事
お
ほ
け
れ
と
、
あ
ま
り
に
事
し
け
く

い
さ
ゝ
か
書
付
を
か
り
た
る
を
ぬ
き
い
て
ゝ
跡
に
記
ス
、
十
丁
よ
行
、
少
し
人
家
あ
り
、
此
辺
よ
り
山
次
第
に

遠
さ
か
る
、
下
り
て
橋
を
渡
り

島
原
城
下

島
原
城
下
町
に
入
、
樹
間
よ
り
天
守
矢
倉
な
と
見
ゆ

島
原
城
下
町

一
、
私
在
所
肥
前
島
原
、
先
達
て
御
届
申
上
候
、
去
朔
日
山
水
押
出
シ
、
城
下
海
よ
り
洪
浪
打
上
ケ
大
変
ニ
及

候
所
、
其
後
只
今
迄
兎
角
相
静
不
申
候
、
近
比
城
地
近
辺
、
山
中
并
平
地
迄
も
一
体
地
面
不
穏
、
所
々
別
紙
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之
通
異
変
之
儀
相
増
申
候
、
右
ニ
付
て
は
此
以
後
如
何
体
之
大
変
可
有
之
哉
難
計
奉
存
候
、
扨
又

普
賢
山

普
賢
山
穴

廻
山
焼
、
弥
城
郭
ニ
差
向
焼
寄
申
候
、
只
今
焼
候
所
最
中
田
地
ニ
押
移
り
、
山
中
と
申
候
ニ
も
無
御
座
、
城

内
構
、
塀
よ
り
凡
三
十
丁
程
ニ
相
成
申
候
、
右
之
通
次
第
焼
寄
候
得
は
、
城
内
ニ
掛
り
申
候
歟
、
又
は
城
中

よ
り
北
城
郭
ニ
付
候
沖
田
と
申
所
を
焼
通
り
、
城
郭
東
之
海
に
焼
抜
可
申
程
、
甚
無
覚
束
模
様
ニ
相
成
、
城

中
よ
り
南
ハ
去
朔
日
山
水
押
出
候
末
ニ
て
、
輙
、
人
馬
通
路
相
成
不
申
、
在
ノ
方
押
廻
シ
海
ニ
御
座
候
所
、

是
又
湊
打
潰
、
船
揚
場
所
無
御
座
、
舟
寄
候
義
相
成
兼
申
候
、
然
所
西
ノ
山
焼
寄
候
火
、
先
北
通
焼
抜
可
申

様
子
ニ
相
成
候
歟
、
又
は
此
節
模
様
、
山
焼
計
之
義
も
無
御
座
候
、
都
て
如
何
様
之
急
変
可
有
之
哉
之
程
難

計
奉
存
候
、
変
之
模
様
ニ
よ
り
北
通
り
ニ
掛
候
へ
は
、
四
方
通
路
給
人
共
命
障
候
程
之
儀
難
計
奉
存
候
、
右

体
模
様
至
候
節
は
城
内
別
条
無
之
候
共
、
家
来
之
者
為
引
退
差
置
候
儀
可
有
御
座
、
此
段
御
届
申
置
候
、

以
上

子
四
月

子
四
月
朔
日
、
洪
波
前
山
中
木
場
抜
崩
、
山
海
一
時

民
屋
破
損
之
覚

民
屋
破
損
之
覚

一
、
御
高
札

六
ヶ
所

一
、
郷
蔵

廿
七
軒

一
、
御
番
所

十
軒

一
、
船

五
百
三
拾
艘

一
、
本
家

弐
千
九
百
三
拾
弐
軒
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一
、
馬
屋
・
灰
屋

千
七
百
四
拾
壱
軒

一
、
堂
社
・
拝
殿
共

廿
八
ヶ
所

一
、
土
蔵

三
百
弐
拾
棟

一
、
畑
方

百
拾
五
町
弐
反
四
畝
分

一
、
田
方

三
百
拾
三
町
八
畝
分

一
、
並
木
土
手

千
百
拾
八
間

一
、
塩
浜

参
拾
四
丁
壱
畝
分

一
、
往
来
道
橋

四
拾
四
ヶ
所

一
、
波
戸
石
垣

五
千
弐
百
間

一
、
鳥
居

十
三
基

一
、
田
畑
川
除
石
垣

弐
千
七
百
間

一
、
死
人

一
万
百
八
拾
四
人

一
、
水
車

六
輜

一
、
旅
人
出
違
人
数

生
死
未
不
分（

マ
マ
）

一
、
怪
我
人

六
百
四
拾
一
疋

一
、
怪
我
馬

九
疋

一
、
斃
牛
馬

四
百
六
拾
弐
疋
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内
牛
十
三
疋

馬
四
百
十
九
疋

一
、
潰
家
消
失

本
家
十
七
軒

一
、
塩
浜
石
垣

五
百
廿
間

一
、
潰
馬
屋

廿
七
軒

一
、
船
掛
入
口

弐
ヶ
所

一
、
島

四
ヶ
所
崩

一
、
米

千
三
百
六
拾
六
石
四
斗
流
失

一
、
関
船

六
十
丁
立
四
艘
、
四
十
六
丁
立
弐
艘
、
廿
弐
丁
立
五
艘
、
十
八
丁
立
弐
艘
、
小
早
弐
拾

六
艘
、
但
、
十
三
丁
立
よ
り
六
拾
一
丁
立
迄

（
マ
マ
）

一
、
翌
丑
二
月
十
日
、
流
屋
之
者
へ
晨
具
為
手
当
金
千
両
被
下
置
候

一
、
同
六
月
廿
二
日
、
御
領
分
百
姓
中
へ
庄
屋
元
ニ
て
御
酒
被
下
置
候
、
但
十
六
以
上
男
千
六
百
人
之
御
積
也
、

壱
人
三
合
也
、
酒
肴
代
十
八
文
宛
被
下
置
候

六
月
十
三
日

十
三
日

暁
よ
り
く
も
り
、
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
、
巳
中
刻
よ
り
晴
し
か
、
時
々
く
も
れ
り
、
朝
よ
り
北
風
強
く
、

午
よ
り
わ
き
て
烈
し
か
り
し
か
、
申
上
刻
や
ミ
た
り
、
城
下
御
本
陣
を
出
て
町
を
通
り
橋
を
渡
り
、
左
ニ
城
あ

り

大
手
口

大
手
口
あ
り
、
二
丁
計
行
右
へ
曲
り
町
を
は
な
れ
海
辺
迄
ゆ
き
、
板
倉
八
幡
、
五
社
と
て
あ
り
、
此
所
へ
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家
老
、
中
老

家
老
、
中
老
出
ル
、
海
辺
を
十
丁
計
行
、
左
へ
二
三
丁
行
左
へ
一
曲
り
、
い
さ
ゝ
か
下
り
橋
を
わ
た
り
な
と
し

ミ

エ

二
丁
計
行
、
此
辺
左
に
島
原
村
、
杉
谷
村
見
ゆ
、
三
會
村
、
左
ニ
人
家
多
し
、
海
辺
を
行
、
三
ノ
沢
村
、
人
家

コ

カ

左
右
ニ
あ
り
海
辺
也
、
御
立
場
あ
り
石
橋
あ
り
、
東
空
閑
村
、
左
右
人
家
、
大
野
村
、
橋
を
渡
り
少
し
上
下
あ

り
、

湯
江
村

湯
江
村
、
左
右
人
家
、
橋
を
渡
り
左
へ
下
り
橋
を
渡
り
、
又
上
り
て
下
り
田
間
様
あ
り
、
又
上
り
畑
な
と

あ
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
又
下
り
橋
を
渡
り
、
多
比
良
村
、
左
右
人
家
多
し
、
三
丁
計
行
右
に
川
あ
り
、
橋
を
渡

り
左
ニ
宮
あ
り
、
又
橋
あ
り
、
田
場
を
ゆ
く
事
十
丁
計
、

神
代
村

カ
ウ
シ
ロ

神
代
村
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
坂
を
下
り
又
上
り
、

サ
イ
ゴ
ウ

右
へ
き
れ
海
辺
へ
出
、
御
休
所
あ
り
、
並
木
の
内
也
、
是
よ
り
並
木
十
丁
余
、
西
郷
村
、
海
辺
に
村
あ
り
橋
あ

コ

ベ

り
、
伊
古
村
、

島
原
領
、
佐
賀
領

島
原
領
と
佐
賀
領
と
二
村
に
わ
か
れ
た
り
、
伊
福
村
、
古
部
村
、
人
家
左
右
に
あ
り
田
地
中
也
、

モ
リ

三
宝
村
海
辺
也
、
人
家
左
右
に
あ
り
、
橋
い
く
つ
も
あ
り
、
守
山
村
海
辺
也
、
人
家
多
く
有
、
右
長
崎
道
と
あ

る
所
よ
り
左
へ
六
丁
計
上
り
山
田
村
也
、
島
原
海
道
よ
り
左
ノ
山
付
の
村
也
、
山
田
村
、
肥
前
国
高
来
郡
、

高
、
家

六
月
十
四
日

十
四
日

夜
あ
け
、
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
し
か
、
卯
中
刻
よ
り
大
雨
、
辰
下
刻
頃
や
み
し
か
、
巳
中
刻
頃
又
ふ
り
出

た
り
、
つ
よ
か
ら
す
、
早
朝
山
田
村
を
出
立
、
六
丁
計
行
湯
江
川
、
橋
あ
り
、
右
海
中
に
石
田
島
と
て
小
き
島

四
ツ
あ
り
、
坂
を
上
り
人
家
あ
り
、
二
丁
計
行
又
下
り
青
の
坂
、
青
崎
村
、
山
田
村
之
内
、
橋
あ
り
、
野
井
村
、

左
右
人
家
あ
り
、
町
長
く
よ
き
家
多
し
、
左
ニ
宮
あ
り
、
同
村
ふ
な
つ
名
、
海
辺
を
行
、
八
屋
権
現
ノ
宮
、
橋
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ア
イ
ツ

を
わ
た
り
川
に
そ
ひ
、
愛
津
村
、
右
ノ
川
に
そ
ひ
上
る
、
つ
き
当
り
番
所
あ
り
、
右
へ
曲
り
木
戸
あ
り
、
此
所

へ

島
原
侯

島
原
侯
の
役
人
出
て
居
、
右
谷
間
ニ
い
り
十
丁
斗
行
、
同
村
の
内
山
王
山
、
御
休
あ
り
、
島
原
領
、
佐
賀
領

堺
杭
あ
り
、
か
ら
こ
村
、
こ
は
る
坂
下
れ
は
右
ニ
鍋
島
家
の
番
所
あ
り
、
こ
う
坂
二
三
丁
上
り
御
休
あ
り
、
少

し
上
り
い
む
た
、
左
ニ
天
草
の
海
見
ゆ
、
横
山
、
右
ニ
人
家
見
ゆ
、
長
野
村
、
左
ノ
方
一
里
塚
あ
り
、
右
紀
州

山
、
左
宇
久
島
海
辺
な
り
、
人
家
見
ゆ
、
又
坂
を
上
る
、
左
右
並
木
、
廿
丁
計
上
り
右
ニ
川
床
村
、
ご
み
た
め

坂
、
御
休
有
、
右
一
里
塚
松
あ
り
、
ご
み
た
め
左
小
川
村
下
り
じ
ん
の
辻
、
左
ノ
方
遠
く
長
の
村
人
家
見
ゆ
、

少
シ
上
り
又
下
り
左
右
人
家
少
々
あ
り
、
下
り
て
海
津
村
土
橋
あ
り
、
左
ニ
長
崎
道
有
、
こ
れ
矢
上
へ
ゆ
く
道

也
、
此
所
よ
り

諫
早
城
下

諫
早
城
下
町
内
也
、
右
ニ
霊
社
、
上
町
、
下
町
、
田
代
町
、
諫
早
村

六
月
十
五
日

十
五
日

朝
間
雨
、
一
し
き
り
ふ
り
し
か
、
辰
中
刻
よ
り
や
ミ
、
巳
よ
り
晴
れ
た
り
、
辰
上
刻
諫
早
城
下
を
出
立
、
御
本

陣
よ
り
右
へ
曲
り
二
丁
計
行
、
又
右
へ
曲
り
一
丁
計
に
て
川
は
た
へ
出
、
左
へ
川
に
そ
ひ
一
丁
計
行
、
川
を
渡

る
、
廿
間
計
、
町
を
一
丁
よ
行
、
左
右
田
地
、
三
四
丁
行
橋
あ
り
、
八
丁
計
行
小
豆
崎
、
少
し
の
坂
な
り
、
左

右
人
家
あ
り
、
す
ぐ
に
下
る
、
十
丁
計
田
場
を
行
、
西
中
田
村
、
橋
あ
り
、
東
長
田
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
い

さ
ゝ
か
上
り
左
ニ
御
休
所
あ
り
、
一
丁
よ
下
り
橋
あ
り
、
又
上
り
一
丁
よ
下
り
橋
あ
り
、
一
丁
よ
行
、
上
り
て

下
り
橋
あ
り
、
二
丁
計
行
、
又
上
り
て
下
り
、
深
の
み
村
、
右
入
海
也
、
入
江
の
辺
人
家
多
く
あ
り
、
い
さ
ゝ

か
上
り
左
右
人
家
あ
り
、
天
神
社
有
、
石
鳥
居
あ
り
、
石
坂
上
り
本
社
あ
り
、
天
神
の
傍
よ
り
坂
を
あ
が
り
畑
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中
を
通
り
て
下
り
橋
二
ツ
あ
り
、
入
江
近
し
、
又
上
り
て
下
り
橋
あ
り
、
を
へ
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
い
ぬ
き

村
、
坂
を
上
り
又
下
る
、
左
右
人
家
あ
り
、
下
り
て

湯
江
村

湯
江
村
也
、
橋
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
湯
江
村
也
、
人
家

左
右
ニ
あ
り
、
御
本
陣
光
宗
寺
、
道
ノ
左
高
き
寺
也
、
洪
鐘
あ
り
、
肥
前
州
高
来
郡
湯
江
村
法
城
山
光
宗
寺
、

享
保
十
九
甲
寅
歳
十
月
廿
七
日
と
あ
り
、
高
来
郡
、
湯
江
村

六
月
十
六
日

十
六
日

夜
あ
け
し
は
し
あ
り
て
雨
ふ
り
出
し
か
、
一
し
き
り
甚
し
く
て
や
ミ
、
辰
巳
の
間
誠
に
強
く
、
午
中
刻
よ
り
ハ

時
々
日
か
け
見
へ
な
か
ら
、
村
雨
い
く
た
ひ
と
な
く
ふ
り
来
た
り
、
朝
よ
り
南
風
吹
し
か
、
辰
巳
午
わ
き
て
は

け
し
く
、
辰
巳
の
間
風
雨
甚
し
き
事
、
道
ゆ
き
あ
へ
ぬ
迄
也
、
風
も
終
日
や
ま
す
、
夜
半
な
き
た
り
、
卯
中
刻

御
出
立
、
人
家
を
は
な
れ
四
丁
計
行
川
あ
り
、
三
丁
計
行
又
小
川
あ
り
、
左
へ
曲
り
坂
を
上
り
並
木
松
あ
り
、

大
か
た
山
の
背
を
上
り
行
也
、
是
名
に
し
お
ふ
多
良
越
也
、
九
州
に
名
に
聞
ゆ
る
峠
也
、

多
良
山

多
良
山
ハ
左
に
高
し
、

温
泉
嶽
に
を
さ
〳
〵
劣
ら
ぬ
や
う
に
見
ゆ
、
鹿
の
と
う
御
休
所
あ
り
、
湯
江
村
よ
り
一
里
、
道
ノ
左
右
鳥
居
あ

り
、
石
ノ
額
あ
り
、
太
良
嶽
大
権
現
と
あ
り
、
花
表
に
銘
曰
、
肥
陽
霊
区

太
良
神
嶽

□
物
無
邊

振
威
卓

栄

尋
本
二
佛

如

以
嬢

大
悲
救
世

心
當
中
央

華
表
神
建

明
徳
倍
馨

檀
主
膺
福

壽
侔
丁

伶

元
禄
十
四
歳
次
辛
巳
仲
春
吉
日
、
坂
を
下
り
小
橋
を
渡
り
険
し
き
坂
を
い
く
た
ひ
と
な
く
曲
り
上
る
、
七

曲
り
坂
と
い
ふ
、
此
辺
に
て
の
烈
風
甚
雨
、

対
州
の
七
曲
り
峠

対
州
の
七
曲
り
峠
を
経
し
時
に
も
増
れ
る
や
う
也
、
坂
道
を
お
ち

来
る
水
恰
も
小
川
を
上
る
心
地
し
た
り
、
苦
痛
言
語
に
堪
た
り
、
後
に
思
へ
は
対
州
と
こ
ゝ
と
名
も
同
し
く
、
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風
雨
の

難
義

難
義
せ
し
も
同
し
き
ハ
怪
し
き
事
と
思
は
る
、
又
下
り
坂
を
上
り
又
下
り
て
上
り
、
山
茶
花
、
家
二
三

軒
あ
り
、
宇
良
村
之
内
御
休
あ
り
、
二
丁
計
行
、
左
高
き
所
に
高
来
郡
、
藤
津
郡
の
郡
界
の
石
あ
り
、
是
よ
り

並
木
い
さ
ゝ
か
上
り
五
丁
計
行
下
り
、
又
上
り
て
下
り
左
松
二
本
あ
り
、
ほ
う
の
木
、
糸
岐
村
之
内
御
立
場
あ

り
、
是
よ
り
段
々
下
り
也
、
左
山
の
か
た
そ
は
い
さ
ゝ
か
上
る
所
も
あ
り
、
三
十
丁
よ
行
下
る
、
糸
岐
村
也
、

右
海
辺
人
家
あ
り
、
糸
き
川
廿
間
計
、
川
を
こ
し
て
人
家
多
し
、

太
良
村

太
良
村
昼
食
、
村
中
を
通
り
い
さ
ゝ
か
左
へ

曲
り
田
場
を
通
り
坂
を
上
る
、
大
か
た
南
へ
向
ひ
上
る
也
、
太
良
村
之
内
大
た
ふ
御
休
、
右
高
き
所
也
、
五
六

丁
行
、
少
シ
下
り
又
上
る
、
是
よ
り
次
第
に
下
る
の
ミ
也
、
並
木
の
下
大
た
ふ
よ
り
壱
里
、
肥
後
の
入
海
、
其

外
山
々
な
と
見
え
景
よ
し
、
浜
町
の
村
へ
い
り
、
橋
を
わ
た
り
三
四
た
ひ
曲
り
御
本
陣
に
着
、
仙
龍
寺
、
藤
津

郡
八
本
大
村

六
月
十
七
日

十
七
日

朝
よ
り
く
も
り
し
か
、
辰
よ
り
時
々
日
か
け
見
へ
、
未
よ
り
時
々
村
雨
ふ
り
来
た
れ
と
強
か
ら
す
、
申
上
刻
よ

り
い
と
つ
よ
く
ふ
り
、
ゆ
ふ
く
れ
や
ミ
た
り
、
早
朝
浜
町
村
を
出
立
、
三
丁
計
行
川
あ
り
、

鹿
島
村

鹿
島
村
、
一
丁
計

は
な
れ
町
長
く
つ
ゝ
け
り
、
さ
れ
と
よ
か
ら
す
、
左
方

鍋
島
殿

鍋
島
殿
陣
屋
あ
り
、
十
丁
よ
行
、
右
五
宮
明
神
の
宮
あ

り
、
石
鳥
居
あ
り
、
ふ
く
ろ
村
左
右
人
家
あ
り
、
塩
田
村
之
内
、
左
に
吉
浦
大
明
神
、
左
鳥
居
石
ノ
額
、
石
手

水
鉢
な
と
あ
り
、
馬
場
長
く
桜
を
植
た
り
、
川
は
た
也
、
塩
田
川
、
石
の
上
に
板
を
並
へ
橋
と
せ
り
、
廿
間
余
、

川
を
わ
た
り
、
塩
田
村
、
少
し
家
あ
り
、
一
丁
よ
は
な
れ
、

塩
田
町

塩
田
町
、
ゆ
き
あ
た
り
、
右
へ
曲
り
町
長
く
よ
き
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家
あ
り
、
浜
町
よ
り
二
里
三
丁
、
村
は
つ
れ
橋
あ
り
、
二
丁
計
行
、
下
熊
村
左
右
人
家
、
し
た
原
村
、
る
す
と

の
森
御
休
あ
り
、
下
熊
村
よ
り
当
村
迄
へ
な
ひ
道
い
と
あ
し
く
、
三
丁
計
行
、
南
藤
津
、
北
杵
島
の
郡
界
石
あ

り
、
桶
崎
、
小
野
原
村
の
内
、
左
右
人
家
、
成
瀬
村
、
右
高
き
所
に
成
瀬
大
明
神
ノ
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
伊

王
寺
村
、
人
家
あ
り
、
土
橋
あ
り
三
十
間
計
、
橋
を
渡
り
二
丁
計
行
、
右
へ
曲
り
行
也
、
左
へ
行
道
あ
り
、
是

長
崎
道
也
、
や
き
米
村
、
左
山
也
、
や
き
米
村
の
出
は
な
れ
左
ニ
大
き
な
る
ゐ
せ
き
あ
り
、
ふ
く
も
村
、
左
右

人
家
あ
り
、
村
の
出
は
な
れ
左
ニ
八
幡
ノ
社
あ
り
、
道
は
た
石
ノ
鳥
居
あ
り
、
明
和
四
年
に
立
た
る
也
、
銘
あ

れ
ど
字
体
分
明
な
ら
ぬ
、
字
多
け
れ
は
書
す
、
鳥
居
の
傍
に
石
を
立
た
り
、
御
国
廿
四
社
之
一
社
と
あ
り
、
馬

場
一
丁
計
桜
を
植
、
左
ニ
池
あ
り
、
石
坂
四
十
五
段
上
り
二
ノ
石
ノ
鳥
居
あ
り
、
銘
文
あ
り
、
終
ニ
、
仰
希
雲

行
雨
施
五
穀
成
生
更
諸
郷
豊
邑
冨
百
姓
安
寧
と
あ
り
、
又
五
十
三
段
上
り
本
社
あ
り
、
普
請
よ
か
ら
す
、
大
町

村
、
人
家
あ
り
、
村
中
左
八
幡
宮
あ
り
、
石
橋
あ
り
、

小
田
村

小
田
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
左
高
き
所
八
幡
ノ
社
あ
り
、

此
石
坂
ノ
左
ニ
四
丈
計
の
楠
あ
り
、

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音
の
像
を
堀
た
り
、
行
基
菩
の
作
也
と
い
ひ
伝
へ
た
り
、
信
し
か

た
し
、
領
主
よ
り
家
を
作
り
て
雨
露
を
覆
へ
り
、
楠
ハ
い
と
盛
大
也
、
古
ハ
小
田
木
仏
と
て
西
遊
記
に
記
さ
れ

た
り
、
古
の
故
よ
し
を
記
し
た
る
石
あ
り
、
御
供
な
れ
は
読
す
過
行
ぬ
、
村
を
は
な
れ
小
田
畷
道
ひ
き
く
雨
後

な
と
ハ
道
い
と
あ
し
ゝ
と
云
り
、
山
口
村
、
左
右
人
家
、
さ
る
し
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
此
村
に
左
ニ
宮
あ
り
、

そ
の
宮
の
前
道
ノ
辺
に
石
多
く
有
り
、
中
に
い
と
大
き
な
る
石
に
て
さ
る
し
の
か
ん
〳
〵
石
と
て
あ
り
、
石
も

て
打
見
れ
は
、
か
ん
〳
〵
と
な
り
、
ひ
ゞ
き
て
か
ね
の
器
を
打
か
音
し
た
り
、
一
丁
計
行
、
西
杵
島
郡
、
東
小

城
郡
と
郡
界
の
石
あ
り
、
八
幡
、
左
右
人
家
あ
り
多
か
ら
す
、
左
ニ
八
幡
ノ
宮
あ
り
、
戸
川
村
、
左
右
人
家
あ
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り
、
新
町
、
入
口
土
橋
あ
り
、
い
と
高
く
か
け
た
り
、
村
の
出
は
な
れ
土
橋
あ
り
、
い
と
高
し
、
此
ふ
た
つ
の

橋
共
川
い
と
深
く
橋
も
高
く
掛
た
り
、

牛
津
村

牛
津
村
、
小
城
郡
定
原
ヶ
里
村

六
月
十
八
日

十
八
日

朝
よ
り
は
れ
、
終
日
く
も
ら
す
、
い
と
暑
し
、
南
風
ふ
き
た
れ
と
強
か
ら
す
、
辰
上
刻
御
出
立
、
牛
津
村
出
口

小
橋
あ
り
、
左
右
田
地
、
久
保
田
村
左
右
人
家
あ
り
、
左
小
城
郡
、
佐
賀
郡
の
郡
界
あ
り
、
村
中
左
祇
園
社
、

右
田
中
権
現
社
あ
り
、
治
郎
ノ
宮
あ
り
、
香
椎
宮
石
鳥
居
、
石
ノ
玉
垣
有
大
社
也
、
左
若
宮
あ
り
、
町
長
サ
五

丁
計
、
か
せ
橋
、
板
橋
四
十
九
間
、
橋
を
渡
れ
は
加
瀬
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
堤
を
行
、
又
同
村
の
人
家
あ
り
、

二
所
に
て
百
廿
軒
計
、
五
六
丁
行
左
四
面
社
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
二
ノ
鳥
居
迄
二
丁
程
、
御
立
場
有
、
石
ノ

鳥
居
、
寛
文
二
寅
年
肥
前
佐
賀
国
主
松
平
丹
波
守
藤
原
直
茂
、
右
中
原
村
、
左
元
町
村
、
左
右
人
家
、
扇
町
中

原
の
内
也
、
町
中
左
天
神
若
宮
あ
り
、
出
口
板
橋
、
是
よ
り
や
え
宿
、
右
番
所
あ
り
、
此
所
よ
り
城
下
町
続
也
、

や
え
宿
十
丁
行
、
永
瀬
町
二
丁
、
六
座
町
二
丁
、
左
ニ
か
な
仏
あ
り
、
て
ん
や
町
、
右
ニ
ふ
く
め
ん
天
満
宮
あ

り
、
伊
勢
屋
本
町
、
左
ノ
隅
ニ
太
神
宮
あ
り
、
い
せ
屋
町
、
田
ふ
せ
町
、
石
橋
を
渡
り
中
町
、
米
屋
町
、
白
山

町
、
右
ニ
制
札
場
あ
り
、
左
ニ
八
幡
宮
あ
り
、
呉
服
町
、
石
橋
あ
り
、
蓮
池
町

佐
賀
郡
佐
賀
城
下
町
、

佐
賀
城
下
町

佐
賀
城
下
町
名

紺
屋
町
、
下
今
宿
町
、
材
木
町
、
高
木
町
、
上
芦
町
、
牛
島
町
、
上
今
宿
町
、
柳
町
、
蓮
池
町
、
呉
服
町
、
元

町
、
東
魚
町
、
八
百
屋
町
、
中
島
町
、
夕
日
町
、
白
山
町
、
勢
地
町
、
米
屋
町
、
寺
町
、
唐
人
町
、
同
新
町
、
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中
町
、
多
布
施
町
、
伊
勢
屋
町
、
岸
川
町
、
伊
勢
屋
本
町
、
点
合
町
、
西
魚
町
、
六
座
町
、
駄
賃
町
、
長
瀬
町
、

道
祖
本
町
、
本
庄
町
、
〆
三
十
三
丁

六
月
十
九
日

十
九
日

朝
よ
り
晴
れ
た
り
、
辰
巳
ノ
間
く
も
り
か
ち
也
し
か
は
れ
た
り
、
南
風
い
さ
ゝ
か
ふ
き
い
と
あ
つ
し
、
六
ツ
半

時
出
立
、
城
下
町
を
通
り
過
て
見
付
を
出
四
丁
計
行
、
高
尾
村
、
左
右
人
家
多
し
、
十
四
五
丁
行
、
左
松
一
本

あ
り
、
二
三
丁
行
、
左
ニ
松
一
本
、
杉
一
本
、
是
一
里
塚
也
と
、
西
の
か
い
村
、
東
神
崎
郡
、
西
佐
賀
郡
の
郡

界
あ
り
、
境
原
村
、
入
口
左
ニ
吉
備
津
ノ
社
あ
り
御
休
所
あ
り
、
石
橋
を
渡
り
境
原
村
也
、
つ
き
当
り
制
札
場

あ
り
、
左
ハ
小
倉
道
、
右
蓮
池
道
也
、
町
屋
也
、
佐
賀
城
下
よ
り
此
所
迄
一
里
半
、
左
右
田
地
、
所
々
人
家
あ

り
、
蓮
池
村
人
家
あ
り
、
見
付
を
い
り

蓮
池
町

蓮
池
町
也
、
城
下
町
家
六
百
軒
余
あ
り
と
、
町
中
右
祇
園
社
あ
り
、
廿

丁
よ
行
、
土
橋
有
、
犬
尾
橋
、
橋
を
わ
た
れ
は
犬
尾
村
也
、
犬
尾
村
左
右
人
家
あ
り
、
左
八
幡
社
あ
り
、
石
鳥

ミ
ツ
ノ
リ

居
あ
り
、
寛
保
元
年
十
月
建
し
也
、
増
田
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
光
法
左
右
人
家
あ
り
、
水
町
左
右
人
家
有
、

寺
井
村
、
東
ハ

筑
後
川

筑
後
川
に
そ
ひ
、
南
北
に
村
長
く
つ
ゝ
け
り
、
佐
賀
城
下
よ
り
寺
井
迄
四
里
八
丁
、
是
ハ
蓮
池

に
回
り
し
故
也
、
城
下
よ
り
寺
井
へ
す
く
に
行
ば
二
里
八
丁
也
と
云
り
、
此
日
よ
り
今
日
の
道
ハ
小
坂
一
ツ
も

な
し
、
誠
ニ
平
田
也
、
佐
賀
郡
寺
井
村
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六
月
廿
日

廿
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
、
い
と
あ
つ
し
、
巳
上
刻
御
本
陣
出
立
、
波
戸
場
迄

三
丁
、
波
戸
場
ニ
鍋
島
家
の
役
人
出
て
居
、
横
川
を
十
丁
計
行
、
川
は
ゝ
三
十
件
計
、
筑
後
川
、

九
州
第
一

九
州
第
一
の

大
川
也
、
源
ハ
豊
後
よ
り
発
し
筑
前
、
筑
後
の
小
川
落
合
て
大
川
と
成
、
川
は
ゝ
四
丁
程
也
、
川
上
筑
後
ノ
方
、

若
津
村
の
人
家
見
ゆ
、
遊
女
な
と
あ
り
て
に
き
は
し
、
こ
の
川
肥
前
、
筑
後
の
国
境
也
、
小
川
に
乗
入
り
行
也
、

（
川
）

右
新
地
と
て
柳
原
領
、
人
家
多
く
あ
り
、
左
ハ
藤
津
ノ
内
、
久
留
米
領
也
、
川
は
ゝ
一
五
間
計
、
六
丁
計
行
、

御
上
陸
場
也
、
一
丁
計
行
、

立
花
家
番
所

立
花
家
番
所
あ
り
、
小
保
町
、
町
屋
也
、
木
下
甚
右
衛
門
御
昼
食
、
村
ノ
中
右
ニ

八
幡
宮
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
左
へ
曲
り
柳
川
領
、
久
留
米
領
の
石
立
た
り
、
榎
津
町
、
左
右
に
人
家
あ
り
、

（
川
）

久
留
米
領
也
、
幡
保
町
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
柳
原
領
也
、
城
下
へ
壱
り
と
石
立
た
り
、
此
辺
に
て
四
方
を
見

渡
せ
は
、
南
ハ
一
里
余
に
て
海
、
子
丑
の
方
ハ
筑
前
の
山
下
迄
十
里
余
、
目
に
た
つ
山
な
く
、
東
西
も
大
か
た

四
五
里
山
な
く
、
わ
き
て
西
ノ
方
佐
賀
領
の
方
長
く
広
く
平
地
、
田
畑
の
多
き
事
、
武
蔵
を
出
し
よ
り
い
つ
れ

の
国
に
て
も
か
は
か
り
山
遠
く

田
畑
な
る
土
地

田
畑
な
る
土
地
を
見
す
、
是
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
と
お
し
な
へ
た
る
田
野
也
、

南
ハ
温
泉
嶽
、
太
良
嶽
、
西
ハ
せ
ふ
り
、
北
ハ
筑
前
の
宝
満
山
、
東
ハ
筑
後
、
肥
後
境
の
山
々
見
え
景
よ
し
、

大
坂
井
村
、
小
坂
井
村
久
留
米
領
也
、
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
小
坂
井
ハ
此
通
り
筋
ハ
枝
村
の
よ
し
也
、
人
家
を

一
丁
計
行
、
東
柳
川
領
、
西
久
留
米
領
と
大
き
な
る
木
に
記
し
あ
り
、
此
辺
よ
り
柳
川
の

天
守

天
守
よ
く
見
ゆ
、
金

納
村
、
か
ま
ち
村
共
い
ふ
よ
し
、
枝
光
村
、
い
つ
れ
も
人
家
道
の
左
右
ニ
あ
り
、
柳
川
村
、
土
橋
二
ツ
わ
た
り

番
所
あ
り
、
城
下
へ
い
り
、
新
舟
町
、
本
船
町
、
見
付
を
入
橋
あ
り
、
上
町
、
中
町
、
左
へ
曲
り
、
瀬
高
町
一
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丁
目
、
大
浜
屋
半
兵
衛
方
御
本
陣
也

山
門
郡

柳
川
城

柳
川
城
下
郡
、
柳
川
城
下
町
名

辻
町
、
中
町
、
上
町
、
外
町
、
西
船
津
町
、
新
船
津
町
、
蟹
町
、
材
木
町
、
西
町
、
八
百
屋
町
、
糀
屋
町
、
鍛

冶
屋
町
、
片
原
町
、
別
当
町
、
寺
町
、
脇
通
町
、
宗
元
町
、
横
町
、
裏
町
、
瀬
高
町
、
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三

丁
目
、
細
工
町
、
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
新
町
、
出
来
町
、
東
町
、
切
葦
屋
町
、
稲
荷
町
、
片
原
町
、

田
代
町
、
石
場
町
、
南
町
、
北
町
、
〆
町
名
三
十
一
、
町
数
三
十
五
、
柳
川
城
下
ハ
、
町
数
ハ
多
か
ら
ね
と
町

屋
普
請
よ
く
大
国
守
の
城
下
に
も
増
れ
る
や
う
に
見
ゆ
、
城
ハ
町
よ
り
右
ノ
方
に
て
、
城
下
に
入
て
ハ
見
え
す

六
月
廿
一
日

廿
一
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
す
、
い
と
暑
し
、
風
も
ふ
か
す
、
辰
上
刻
御
出
立
、
瀬
高
町
、
細
工
町
、
新
町
、

見
付
を
出
て
橋
を
渡
り
、
左
へ
堀
ニ
付
三
丁
計
行
、
左
ニ
新
宮
、
銅
鳥
居
あ
り
、
橋
あ
り
、
藤
吉
村
、
高
畑
村
、

下
百
町
村
、
蒲
舟
津
村

正
行
村
、
乗
見
村
、
下
久
米
村
、
上
久
米
村
、
五
丁
町
村
、
瀬
高
上
庄
町
、
高
千
二

百
九
十
四
石
三
斗
九
升
一
合
、
人
家
、
宿
駅
也
、
来
迎
寺
に
て
御
昼
食
、
山
門
額
、
扶
桑
□
山
、
山
門
ニ
鐘
あ

り
、
筑
之
後
州
柳
川
山
門
郡
瀬
高
上
庄
正
覺
山
来
迎
寺
鐘
銘
并
序
、
お
は
り
ニ
、
維
旹
享
保
元
龍
集
夏
七
月
念

九
日
、
左
ニ
祇
園
社
、
石
鳥
居
あ
り
、

瀬
高
川

瀬
高
川
、
舟
橋
を
か
け
た
り
、
川
を
渡
り
、
瀬
高
下
庄
町
、
人
家
三
百

六
十
五
、
北
高
柳
村
、
南
高
柳
村
、
真
木
村
、
井
手
上
村
、
下
小
川
村
、
梅
津
村
、
長
島
村
、
吉
里
村
、
古
賀

村
、
岩
津
村
、
今
福
村
、
西
濃
施
村
、
わ
た
の
せ
村
、
倉
永
村
、
三
池
郡
三
池
町
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六
月
廿
二
日

廿
二
日

朝
よ
り
快
晴
、
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
、
い
と
あ
つ
し
、
六
ツ
半
時
本
町
出
立
、
新
町
、
橋
あ
り
、

左
ニ
祗
園
宮
あ
り
、
十
丁
計
行
、
今
山
村
、
い
さ
ゝ
か
下
り
谷
川
あ
り
、
五
六
丁
行
、
小
橋
を
渡
り
東
の
山
き

イ
チ
イ

は
を
一
丁
計
行
櫟
野
村
、
三
丁
計
上
り
峠
也
、
左
右
人
家
あ
り
、
山
の
せ
を
十
丁
計
ゆ
き
亀
の
甲
、
御
立
場
あ

（
後
）

り
、
三
丁
計
下
り
柳
川
領
と
細
川
領
の
境
也
、
岩
本
口
と
い
ふ
よ
し
、
井
手
村
、
肥
前
国

玉
名
郡

玉
名
郡
、
右
高
き
所

番
所
あ
り
、
石
橋
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
左
右
畑
、
府
本
村
迄
廿
三
丁
、
平
山
村
、
大
坂
原
御
休
、
い

さ
ゝ
か
下
り
石
橋
あ
り
、
府
本
村
、
か
は
村
迄
六
丁
、
府
本
ハ
左
右
に
人
家
あ
り
、
よ
し
、
樺
村
、
金
山
村
迄

三
十
丁
、
い
さ
ゝ
か
上
り
又
下
り
て
石
橋
あ
り
、
一
丁
計
行
又
大
き
な
る
石
橋
あ
り
、
熊
本
よ
り
八
里
と
杭
あ

（
マ
マ
）

り
、
金
山
村
、
西
照
寺
村
迄
六
丁
、
石
橋
有
、
西
照
寺
村
、
築
地
村
迄
廿
七
町
、
一
丁
計
行
石
橋
あ
り
、
上
村
、

京
塚
御
休
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
下
り
石
橋
あ
り
、
築
地
村
、
お
原
村
迄
五
丁
、
一
丁
計
行
、
熊
本
よ
り
七
里
ノ
杭

あ
り
、
中
村
石
橋
あ
り
、
亀
ノ
甲
村
、
は
ね
き
村
迄
十
九
丁
、
繁
根
木
村
、
高
瀬
町
迄
二
里
、
左
右
人
家
つ
ゝ

け
り
、
左
ニ
八
幡
宮
あ
り
、
石
鳥
居
、
八
幡
宮
と
額
あ
り
、
楼
門
あ
り
、
八
幡
宮
と
あ
り
、
至
て
大
社
也
、
外

廻
り
石
垣
高
く
築
た
り
、
高
瀬
町
、
向
つ
る
迄
七
丁
、
人
家
長
く
続
き
よ
き
家
多
し
、
御
本
陣
を
出
立
、
二
丁

計
行
高
せ
川
、
百
間
余
、
舟
渡
也
、
川
を
上
り
左
へ
川
に
そ
ひ
上
る
、
向
津
留
村
、
人
家
百
八
十
五
軒
あ
り
、

四
丁
計
行
、
右
熊
本
よ
り
六
り
杭
あ
り
、
津
留
ま
で
十
七
丁
、
井
手
の
碑
道
ノ
右
に
あ
り
、
津
留
村
、
安
楽
寺

村
迄
十
丁
、
安
楽
寺
村
、
い
な
さ
村
迄
八
丁
、
石
橋
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、
熊
本
よ
り
五
里
、
稲
佐
村
、
左

右
人
家
あ
り
、
石
橋
有
、
山
口
村
迄
八
丁
、
木
ノ
葉
町
、
宿
め
き
た
る
家
な
り
、
田
原
村
迄
八
丁
、
境
木
村
、
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石
に
て
太
鼓
橋
と
も
い
ふ
へ
き
よ
き
橋
あ
り
、
五
間
計
、
田
原
村
、
三
丁
計
行
、

田
原
坂

田
原
坂
、
二
丁
計
あ
り
、
舞

尾
村
迄
廿
四
丁
、
四
五
丁
行
、
右
高
き
所
御
休
所
あ
り
、
小
吉
松
、
舞
尾
村
十
四
丁
、
滴
水
村
、
二
丁
計
行
熊

本
よ
り
三
里
と
あ
り
、
道
ノ
左
右
高
き
所
榎
左
右
ニ
有
、
四
丁
計
行
味
取
新
町
入
口
也
、
宮
脇
町
よ
り
三
里
十

七
丁
余
、
山
本
郡
味
取
新
町
、
高
、
人
家

六
月
廿
三
日

廿
三
日

朝
よ
り
雨
甚
し
う
ふ
り
巳
上
刻
頃
や
ミ
、
下
刻
よ
り
日
出
て
終
日
く
も
ら
す
、
今
朝
大
雨
ニ
付
御
出
立
延

引
也

六
月
廿
四
日

廿
四
日

朝
よ
り
は
れ
、
終
日
く
も
ら
す
、
南
風
い
さ
ゝ
か
ふ
く
、
あ
つ
さ
つ
よ
し
、
六
ツ
半
時
出
立
、
味
取
新
町
出
は

な
れ
大
木
の
松
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
下
り
田
場
を
通
り
又
登
る
、
此
辺
よ
り
卯
ノ
方
に

阿
蘇
山

阿
蘇
山
見
ゆ
、
前
山
よ
り

い
さ
ゝ
か
高
き
や
う
に
見
わ
た
さ
る
、
燃
る
煙
見
ゆ
、
早
天
に
ハ
い
と
い
と
あ
か
し
、
日
出
て
ハ
外
の
雲
と
お

カ
ノ
コ

キ

な
し
さ
ま
に
見
ゆ
、
味
取
新
町
よ
り
鹿
子
木
村
迄
廿
九
丁
、
糸
山
村
、
鐙
田
村
、
鹿
子
木
村
、
高
八
百
八
十
四

ミ

マ

ゲ

ウ
エ
ノ

石
二
斗
九
升
九
合
、
人
家
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
梶
尾
村
迄
九
丁
、
梶
尾
村
、
御
馬
下
村
、
上
野
村
、
馬
出
村

迄
一
丁
、
馬
出
村
、
大
く
ほ
村
迄
十
二
丁
、
大
窪
村
、
岩
立
村
迄
廿
六
丁
、
此
村
の
辺
よ
り

熊
本
の
天
守

熊
本
の
天
守
よ
く

見
ゆ
、
岩
立
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
札
辻
よ
り
廿
二
丁
余
、
熊
本
城
下
へ
い
り
、
左
へ
見
付
を
入
り
、
左
右
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家
中
町
也
、
堀
あ
り
、
見
付
を
入
、
左
ニ
又
見
付
あ
り
、
二
丁
計
右
へ
行
く
、
左
へ
坂
を
上
り
見
付
を
い
り
、

家
中
町
也
、
二
丁
計
行
、
門
よ
り
右
へ
ゆ
き
、
家
中
町
、
小
路
あ
り
、
此
所
よ
り
天
守
櫓
な
と
よ
く
見
ゆ
、
坂

を
下
り
見
付
を
出
れ
は
札
ノ
辻
也
、
高
札
場
十
間
有
、
石
垣
十
二
間
有
、
他
国
に
も
見
ぬ
大
き
な
る

高
札
場

高
札
場
也
、

新
町
三
丁
目
福
岡
屋
嘉
次
郎
方
御
小
休
、
細
川
家
よ
り
末
藤
新
右
衛
門
、
高
木
作
右
衛
門
様
手
代
林
田
勇
八
郎
、

細
川
様

細
川
様
御
病
気
、
側
用
人
松
井
典
礼
、
同
使
者
福
田
源
兵
衛
、
柏
原
治
郎
四
郎
、
家
老
有
吉
織
部
、
同
松
野
匡
、

奉
行
役
下
津
久
馬
、
用
人
松
木
内
匠
、
小
姓
番
頭
木
村
次
郎
左
衛
門
、
休
泊
所
見
繕
小
林
藤
吾
、
町
別
当
中
田

武
八
郎
、
平
田
彦
三
、
本
田
又
次
郎
、
当
所
郡
代
高
藤
三
郎
、
大
黒
角
左
衛
門
、
三
野
四
郎
左
衛
門
、
速
水
丈

右
衛
門
、
島
庄
右
衛
門
、

熊
本
城
下

熊
本
城
下
ハ
、
城
ハ
平
城
也
、
い
さ
ゝ
か
高
し
、
加
藤
主
計
正
清
正
築
之
由
、
城
郭

東
西
三
百
八
十
一
間
二
尺
、
南
北
三
百
七
十
五
間
三
尺
、
大
手
西
向
、
天
守
あ
り
、
櫓
数
六
十
六
ヶ
所
、
内
弐

十
ヶ
所
二
階
以
上
櫓
、
三
拾
ヶ
所
平
櫓
、
十
六
ヶ
所
門
櫓
、
城
ハ
九
州
城
郭
の
第
一
の
よ
し
な
れ
と
、
町
ハ
四

方
広
け
れ
と
家
造
り
ハ
柳
川
に
も
劣
れ
る
や
う
也
、
兼
て
き
ゝ
し
ハ
土
地
も
至
て
開
け
し
や
う
に
思
ひ
し
か
、

山
遠
か
ら
す
見
ゆ
、
さ
れ
と
山
ハ
多
く
、
左
り
二
里
も
遠
く
つ
ら
な
り
、
田
野
の
肥
饒
な
る
事
は
他
国
無
類
也
、

町
数
百
十
一
町
、
表
家
三
千
九
百
軒
余
、
人
数
二
万
百
人
余
と
本
陣
の
亭
主
な
と
語
れ
と
、
町
家
総
数
ハ
二
万

五
六
千
軒
あ
り
と
案
内
の
も
の
語
れ
と
、
い
か
ゝ
あ
ら
ん
、
城
下
辺
よ
り
右
ニ
十
丁
余
は
な
れ
、
み
つ
の
た
け
、

き
ん
ほ
う
山
、
あ
ら
を
山
と
て
高
き
山
共
あ
り
、
御
昼
休
の
内

清
正
公

清
正
公
の
宮
へ
御
代
参
あ
り
、
肥
後
国
飽
田
郡

芝
崎
村
清
正
公
の
御
社
ハ
熊
本
城
下
よ
り
西
ノ
方
凡
十
四
五
丁
も
あ
ら
ん
、
熊
本
城
下
京
町
よ
り
左
り
の
方
西

を
さ
し
て
一
丁
半
計
行
、
夫
よ
り
二
丁
計
西
北
ノ
方
え
行
、
半
町
計
な
ゝ
め
に
下
り
一
面
の
田
也
、
夫
よ
り
田
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中
の
細
道
を
八
丁
計
行
、
柴
崎
村
、
田
ノ
中
を
通
り
山
ノ
根
、
畑
中
に
人
家
所
々
ニ
あ
り
、
夫
よ
り
二
丁
計
西

南
へ
さ
し
て
行
、
細
川
家
の
一
族
家
老
長
岡
内
膳
知
行
八
千
石
、
柴
崎
村
の
内
田
道
よ
り
つ
き
当
り
也
、
屋
敷

構
至
て
立
派
也
、
夫
よ
り
三
丁
計
に
て
黒
門
ニ
至
ル
、
発
星
山
本
妙
寺
、
凡
三
十
丁
計
の
松
山

金
峰
山

金
峰
山
に
続
く

山
の
根
通
り
ニ
上
り
、
十
二
三
丁
計
の
松
山
也
、
山
の
八
分
程
ニ
清
正
公
の
廟
あ
り
、
黒
門
、
二
重
門
に
て
大

な
ら
す
、
普
請
美
な
ら
す
、
至
て
古
し
、
黒
門
よ
り
本
社
迄
八
丁
、
発
星
山
と
金
字
の
額
あ
り
、
黒
門
よ
り
釈

迦
堂
迄
五
丁
、
釈
迦
堂
よ
り
本
社
迄
三
丁
也
、
黒
門
よ
り
釈
迦
堂
迄
ハ
つ
ま
さ
き
上
り
に
て
、
さ
の
ミ
険
く
ハ

な
し
、
大
門
の
道
は
ゞ
凡
三
十
間
計
也
、
方
丈
十
間
四
面
、
大
門
よ
り
右
ノ
方
ニ
あ
り
、
正
面
ニ
清
正
公
安
置
、

御
前
ニ
甲
冑
一
領
あ
り
、
南
蛮
鉄
胸
当
ニ
蛇
ノ
目
桔

の
紋
あ
り
、
美
な
ら
す
、
左
ノ
方
ニ
清
正
公
誕
生
よ
り

朝
鮮
凱
陣
迄
武
徳
絵
図
都
て
十
一
軸
掛
た
り
、
絵
伝
の
前
ニ
甲
冑
二
具
あ
り
、
如
前
、
右
之
品
々
ハ
不
断
ハ
無

之
由
、
今
日
ハ
御
神
祭
ニ
付
飾
有
之
候
由
、
庫
裏
十
一
間
ニ
八
間
、
方
丈
と
並
ひ
た
り
、
本
堂
十
八
間
四
面
と

い
へ
と
十
二
三
間
四
方
も
あ
る
へ
し
、
大
門
よ
り
右
ノ
方
に
て
方
丈
と
並
へ
り
、
本
尊
多
宝
如
来
、
釈
迦
堂
五

間
四
面
也
、
大
門
よ
り
左
ノ
方
黒
門
よ
り
五
丁
也
、
黒
門
よ
り
釈
迦
堂
迄
ハ
爪
さ
き
上
り
に
て
平
ら
也
、
釈
迦

堂
よ
り
本
社
迄
三
丁
ハ
険
し
、
是
よ
り
大
門
石
段
に
て
幅
五
間
計
、
左
右
ニ
石
燈
籠
並
ひ
た
り
、
大
な
ら
す
、

石
段
の
外
左
右
共
赤
土
路
四
間
計
つ
ゝ
也
、
夫
よ
り
外
ハ
木
竹
し
け
り
、
木
に
て
手
す
り
有
、
釈
迦
堂
よ
り
上

り
口
ニ
石
ノ
台
の
上
ニ
銅
の
大
き
な
る
狛
犬
並
ひ
立
た
り
、
七
面
堂
八
間
四
面
、
番
神
堂
五
間
ニ
六
間
、
い
つ

れ
も
左
ノ
方
大
木
の
中
ニ
あ
り
、
大
門
よ
り
ハ
見
へ
す
、
中
門
三
間
四
方
計
也
、
至
て
麁
末
也
、
中
門
ノ
前
左

ノ
方
ニ
大
き
な
る
石
の
水
鉢
あ
り
、
水
鉢
の
う
し
ろ
に
せ
つ
た
い
茶
所
め
き
た
る
所
あ
り
、
拝
殿
八
間
ニ
五
間
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淨

黒
門
の
方
へ
向
ひ
額
あ
り

池

花
山
院
の
御
筆
也
と

院

拝
殿
、
本
社
の
方
に
向
ひ
左
之
通
之
も
の
掛
た
り

頃
年
数
多
真
法
之
成
力
御
感
尤
深
三
国
無
比
類
妙
宗
後
代
難
有
高
僧
何
者
比
之
於
日
本
国
中
宗
弘
不
可
有
妨
者

也
仍
執
達
如
件

文
永
十
一
年
五
月
二
日

㊞

城
左
平
衛
奉

日
蓮
大
上
人

此
額
今
奥
州
仙
台
光
照
寺
の
什
物
之
由
、
故
有
て
写
か
ゝ
け
し
と
そ
、
常
題
目
堂
、
長
六
間
幅
三
間
計
、
拝
殿

の
左
ニ
あ
り
、
法
華
信
心
の
輩
集
り
不
断
題
目
の
声
た
え
さ
る
也
、
御
供
所
、
間
口
九
尺
三
尺
、
奥
行
不
知
、

拝
殿
の
右
ノ
方
ニ
あ
り
、

清
正
公
御
影

清
正
公
御
影
御
守
御
符
出
ス
、
僧
俗
群
集
、
中
門
よ
り
上
平
地
、
七
八
坪
あ
り
、
拝

殿
よ
り
左
右
常
題
目
堂
御
供
所
の
間
十
間
計
、
拝
殿
よ
り
本
社
ハ
五
間
計
高
し
、
本
社
の
玉
垣
迄
わ
つ
か
五
間

計
な
り
、
本
社
、
五
間
四
面
一
間
半
の
落
縁
あ
り
、
本
社
ハ
熊
本
の
城
の
方
へ
向
ひ
た
り
、
本
社
ハ
清
正
公
の

御
廟
所
也
、
石
櫃
ニ
尊
骸
を
納
め
葬
り
て
、
淨
池
院
殿
の
石
碑
を
立
、
其
上
ニ
本
社
を
立
た
り
、
近
年
迄
石
碑

見
へ
た
り
と
、
正
面
に
清
正
公
の
御
像
安
置
、
坐
像
也
、
御
胸
の
あ
た
り
よ
り
上
計
拝
ま
れ
給
ふ
、
御
顔
赤
く
、

御
髭
長
く
生
る
か
如
く
に
て
、
誠
に
尊
し
、
御
機
嫌
あ
し
き
時
ハ
拝
し
か
た
し
と
、
寺
僧
語
れ
り
、
古
ハ
法
師

の
愚
俗
を
狂
惑
す
る
常
の
談
に
て
、
聞
に
も
た
ら
ぬ
事
と
思
は
る
、
此
清
正
公
天
正
年
間
戦
国
無
道
の
世
に
生
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れ
智
勇
万
人
に
す
く
れ
、
殊
ニ
寛
度
無
比
の
性
質
、
唐
土
・
朝
鮮
迄
名
を
輝
か
し
、
日
本
ハ
三
歳
の
童
子
も
其

武
徳
を
称
せ
さ
る
ハ
な
き
、
古
今
絶
倫
の
名
将
に
そ
有
け
る
、
さ
れ
は
、
機
嫌
の
善
悪
と
て
有
へ
き
道
理
な
し
、

不
正
邪
欲
の
輩
み
つ
か
ら
恐
怖
し
て
拝
シ
か
た
き
事
も
有
な
る
べ
し
、
額
、
丈
六
尺
幅
三
尺
位

四

字

朱

大
清
嘉
慶
十
五
歳
在
庚
午
仲
夏
之
日

清
正
大
神
儀

二
字
朱

誥
授
資
政
大
夫
癸
尹
状
元
及
第
翰
林
院
掌
院
學
士
順
天
夫
大
主
考
吏
部
左
侍
郎
清
世
恩
敬
白
□
□

こ
ハ
一
行
に
書
て
あ
り
、
此
額
ハ
清
正
公
二
百
年
大
神
事
之
節
、
朝
鮮
へ
申
つ
か
は
し
、
朝
鮮
王
此
額
と
聯
二

枚
認
め
て
お
こ
さ
れ
た
り
と
、
語
れ
り
、
本
堂
の
左
右
九
尺
四
面
の
堂
二
ツ
あ
り
、
右
石
の
五
輪
、
高
さ
六
尺

計
、
堂
の
中
ニ
あ
り
、
右
同
断
、
高
さ
四
尺
計
、
竾
題
目
也
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
い
つ
れ
も
清
正
公
の
御
家

士
の
墓
之
由
、
本
堂
左
ノ
方
ニ
石
ノ
碑
銘
あ
り
、
高
七
尺
幅
四
尺
計
、
漢
文
也
、
千
余
字
も
あ
ら
ん
、
長
文
急

き
け
れ
は
立
よ
り
も
見
ず
、
昼
飯
過
二
丁
計
町
を
行
、
見
付
橋
あ
り
、
町
屋
、
十
丁
余
行
、
橋
あ
り
、
六
十
間

計
、
札
辻
よ
り
平
田
村
迄
壱
り
弐
丁
、
平
田
村
、
近
見
村
、
高
江
村
迄
十
九
丁
、
高
江
村
、
刈
草
村
、
今
村
迄

十
丁
、
椎
田
村
、
川
尻
迄
壱
丁
、
左
右
人
家
あ
り
、
出
口
石
橋
あ
り
、
河
尻
町
、
池
田
村
迄
十
八
丁
、
入
口
橋

あ
り
、
町
中
石
橋
あ
り
、
土
は
し
あ
り
、
八
九
丁
長
く
町
並
続
け
り
、
高
、
人
家
、
緑
川
、
舟
わ
た
し
、
百
間

（
マ
マ
）

計
の
川
也
、
上
杉
島
村
、
小
岩
瀬
村
迄
十
一
丁
、
小
岩
瀬
村
清
正
村
迄
九
丁
、
清
藤
廻
江
村
、
国
町
迄
六
丁
、

国
町
村
、
志
々
水
村
、
古
賀
村
迄
三
丁
、
古
閑
村
、
い
か
り
村
迄
五
丁
、
碇
村
、
丗
丁
村
迄
弐
丁
□
、
丗
丁
村

八
丁
、
松
原
村
、
宇
土
迄
七
丁
、

宇
土
城
下

宇
土
城
下
、
細
川
豊
前
守
殿
在
所
、
町
数
十
一
町
、
家
数
凡
三
百
五
十
軒
、

人
家
よ
か
ら
す
、
熊
本
札
辻
よ
り
三
里
三
十
二
丁
、
宇
土
郡
段
原
村
之
内
宇
土
町
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六
月
廿
五
日

廿
五
日

朝
よ
り
く
も
り
、
辰
よ
り
日
か
け
見
へ
た
れ
と
く
も
り
か
ち
な
り
、
午
よ
り
快
晴
、
い
と
あ
つ
し
、
風
も
ふ
か

す
、
未
上
刻
村
雨
強
く
ふ
り
て
や
ミ
し
か
、
夕
く
れ
や
ミ
た
り
、
辰
上
刻
、
宇
土
城
下
を
出
立
、
左
へ
曲
り
五

丁
計
行
、
石
橋
あ
り
、
石
橋
村
、
栗
崎
村
、
松
山
村
之
内
恵
西
寺
村
、
道
ノ
左
石
に
人
家
並
へ
り
、
杉
木
村
、

松
山
村
之
内
庄
屋
村
、
御
領
村
、
松
橋
村
、
一
丁
よ
行
左
へ
曲
り
三
丁
計
町
続
け
り
、
町
中
石
橋
あ
り
、
右
ハ

ト
イ
フ
ク

入
海
也
、
大
野
村
、
上
野
原
村
、
曲
野
村
、
久
貝
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
中
間
村
、
右
之
方
ニ
あ
り
、
豊
福

カ
ウ
ノ
エ

村
、
道
の
左
阿
蘇
神
社
あ
り
、
石
段
十
段
計
上
り
石
鳥
居
あ
り
、
社
内
に
て
御
休
、
竹
崎
村
、
河
江
村
之
内
、

北
新
田
村
、
江
頭
村
、
北
小
川
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
小
川
町
、
人
家
長
く
続
き
町
め
き
た
り
、
宇
土
よ
り

ヨ
シ
モ
ト

十
七
丁
余
、
板
屋
権
兵
衛
方
御
昼
食
、
小
川
と
吉
本
の
間
板
橋
隔
て
し
の
ミ
也
、
吉
本
町
、
人
家
並
ひ
つ
ゝ
け

り
、
大
野
村
、
野
津
村
、
野
つ
村
之
内
道
ノ
左
薬
師
堂
あ
り
、
大
木
の
楠
あ
り
、
此
所
に
て
御
休
、
河
原
町
、

人
家
並
ひ
町
め
き
た
り
、
橋
を
へ
た
て
五
十
軒
計
あ
り
、
河
原
町
と
宮
原
町
と
川
を
へ
た
て
し
の
ミ
也
、
宮
原

カ
コ
イ

村
之
内
宮
原
町
、
今
村
、
栫
村
、
道
ノ
左
右
ニ
家
あ
り
、
道
ノ
左
木
し
け
り
馬
の
か
み
と
云
る
所
に
て
御
休
、

岡
小
路
村
、
岡
中
ノ
村
、
岡
□
川
村
、
興
善
寺
村
、
道
ノ
左
右
ニ
家
あ
り
、
河
田
村
、
東
川
田
、
西
川
田
と
て

あ
り
、
片
野
村
、
日
置
村
之
内
福
正
原
、
道
ノ
右
ニ
人
家
あ
り
、
松
ノ
馬
場
と
云
る
所
に
て
御
休
、
此
所
よ
り

八
代
迄
十
四
五
丁
の
間
左
右
松
並
木
也
、
当
国
に
ハ
並
木
ハ
め
つ
ら
し
き
事
也
、
波
川
村
、
横
手
村
、

八
代
城
下

八
代
城

下
、
町
長
し
、
城
ハ
右
ニ
あ
り
、
細
川
家
の
家
老
長
岡
山
城
居
住
、
当
城
も
加
藤
家
築
候
由
、
細
川
三
斎
在
城

い
た
し
候
由
、
天
守
も
有
之
候
所
、
寛
文
十
二
年
二
月
雷
火
に
て
消
失
い
た
せ
し
よ
し
、
櫓
数
十
八
、
内
五
ヶ

所
二
階
以
上
櫓
、
八
ヶ
所
平
櫓
、
五
ヶ
所
門
櫓
、
八
代
郡
八
代
町
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六
月
廿
六
日

廿
六
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
中
刻
村
雨
つ
よ
く
ふ
り
し
か
、
や
か
て
や
み
、
終
日
い
く
た
ひ
と
な
く
甚
し
く
降
た
り
、

巳
上
刻
東
南
風
一
し
き
り
強
く
吹
て
や
ミ
、
巳
中
刻
雷
鳴
強
か
り
し
か
や
ミ
て
、
雨
つ
よ
か
り
き
、
夜
ニ
い
り

甚
雨
車
軸
を
流
か
如
し
、
六
ツ
時
八
代
町
を
出
立
、
ま
へ
川
、
船
渡
、
徳
渕
川
と
云
、
川
は
ゝ
四
十
間
、
川
端

村
、
左
右
ニ
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、

球
磨
川

球
麻
川
、
川
は
ゝ
百
間
計
急
流
也
、
い
は
ゆ
る
球
麻
人
吉
城
下
よ
り
流
れ
来

る
川
也
、
城
下
よ
り
此
所
迄
十
六
里
、
源
ハ
日
向
境
、
米
良
境
な
と
の
水
お
ち
合
て
来
る
と
云
り
、
卯
よ
り
酉

へ
流
る
、
川
よ
り
十
丁
余
行
、
八
間
計
の
石
橋
あ
り
、
此
辺
左
ハ
山
に
近
し
、

日
奈
久
村

日
奈
久
村
之
内
田
ノ
河
内
村
、

左
の
山
下
に
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
川
を
渡
り
左
ハ
山
の
こ
し
、
右
ハ
海
を
五
六
丁
行
、
左
ニ
松
一
本
あ
り
、
石

橋
あ
り
、
熊
本
よ
り
十
三
里
の
杭
あ
り
、
同
村
之
内
千
代
長
村
、
左
山
下
に
家
あ
り
、
日
奈
久
町
、
町
長
く
家

ゐ
よ
し
、
町
中
橋
あ
り
、
辰
巳
ハ
山
、
戌
亥
ハ
海
、
町
ハ
丑
寅
よ
り
未
申
へ
長
し
、
村
津
屋
清
三
郎
方
御
休
、

清
三
郎
ハ
右
か
は
也
、
道
を
へ
た
て
左
に
石
段
十
二
三
段
上
り
薬
師
堂
有
、
四
方
一
間
計
、
石
坂
の
下
一
尺
四

方
計
の
温
泉
出
る
あ
り
、
眼
疾
に
よ
し
と
て
世
挙
て
洗
ふ
と
、
此
外
に
諸
人
浴
す
る
温
泉
有
と
、
此
所
に
着
し

頃
ハ
甚
雨
い
は
ん
方
な
し
、
十
丁
計
行
、
馬
越
村
、
家
十
軒
計
あ
り
、
坂
一
丁
計
上
り
、
山
の
出
さ
き
に
御
休

所
あ
り
、

肥
後
国

肥
後
国
ハ
此
所
迄
廿
二
三
里
、
坂
と
い
ふ
程
の
所
な
し
、
わ
き
て
味
取
新
町
辺
よ
り
此
所
迄
十
六
七

り
ハ
い
さ
ゝ
か
の
坂
な
し
、
右
に
海
を
見
て
四
五
丁
行
、
坂
を
下
る
、
二
見
村
之
内
須
口
村
、
家
五
六
軒
左
ニ

あ
り
、
此
所
よ
り
左
へ
谷
を
い
り
、
両
山
高
し
、
谷
は
ゝ
二
丁
余
、
田
あ
り
、
二
丁
計
行
、
川
を
渡
る
、
十
間

計
、
二
丁
計
行
、
又
川
を
こ
ゆ
、
一
丁
計
行
き
ミ
か
渕
、
一
丁
計
上
り
て
一
丁
計
下
り
坂
至
て
険
し
、
下
れ
は
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川
の
分
レ
め
也
、
わ
か
れ
め
の
所
を
渡
る
、
左
川
こ
し
に
天
満
宮
の
宮
あ
り
、
石
坂
高
く
木
立
し
け
れ
り
、
此

所
迄
十
丁
計
の
間
山
間
せ
ま
か
り
し
か
、
此
辺
よ
り
四
面
山
な
れ
と
至
て
広
く
田
も
多
し
、
左
ニ
二
見
村
の
人

家
見
ゆ
、
五
六
丁
行
小
川
、
五
六
丁
行
小
川
、
一
丁
よ
行
、
熊
本
よ
り
十
五
里
の
杭
あ
り
、
六
丁
計
行
川
あ
り
、

小
坂
を
上
り
又
下
り
、
左
ニ
家
あ
り
、
又
上
り
、
左
飛
松
と
て
老
大
木
一
本
有
、
一
丁
よ
下
り
小
川
あ
り
、
七

八
丁
行
小
川
あ
り
、
又
坂
あ
り
、
赤
松
太
郎
、
肥
後
三
太
郎
の
其
一
也
、
六
七
丁
上
る
、
右
へ
さ
し
て
上
る
也
、

山
上
に
御
休
所
あ
り
、
六
丁
計
下
り
熊
本
よ
り
十
六
里
の
杭
あ
り
、
十
丁
計
行
右
八
幡
宮
の
社
あ
り
、
浜
村
、

浜
村
出
口
に
小
川
あ
り
、
橋
あ
り
、
右
ハ
海
也
、
天
草
村
の
内
あ
か
く
島
見
ゆ
、
小
田
浦
村
之
内
宮
の
浦
、
左

ノ
谷
間
な
と
家
少
々
あ
り
、
天
子
宮
と
て
社
地
あ
り
、
石
ノ
鳥
居
あ
り
、
坂
を
上
り
て
上
り
、
小
田
浦
村
、
左

右
人
家
あ
り
、
熊
本
よ
り
十
六
里
の
杭
あ
り
、
同
村
之
内
野
添
村
、
右
の
山
き
は
ニ
あ
り
、
左
へ
四
五
丁
い
り
、

谷
川
を
渡
る
、
こ
れ

佐
敷
峠

佐
敷
峠
の
谷
よ
り
流
れ
出
る
谷
水
の
末
也
、
二
丁
計
行
左
り
高
き
所
に
滝
見
ゆ
、
是
よ
り

右
の
山
へ
上
る
也
、
い
は
ゆ
る
佐
敷
太
郎
峠
の
上
り
口
也
、
佐
敷
太
郎
、
左
右
山
高
く
谷
川
を
左
に
見
お
ろ
し
、

右
の
山
を
な
ゝ
め
に
上
る
也
、
三
丁
計
行
、
左
谷
川
こ
し
に
滝
ノ
上
村
あ
り
、
小
田
浦
村
之
内
、
此
辺
よ
り
至

て
急
峻
也
、
上
り
十
七
丁
あ
り
と
、

薩
州
海
道

薩
州
海
道
第
一
の
険
路
と
い
へ
と
、
さ
い
つ
こ
ろ
対
州
の
坂
道
を
あ
り
き
、

前
年
紀
州
の
熊
野
路
を
遊
歴
せ
し
険
難
に
比
ふ
れ
は
至
て
心
安
し
、
峠
に
御
休
所
し
つ
ら
へ
あ
り
、
い
さ
ゝ
か

下
り
佐
敷
村
地
境
也
、
七
丁
計
上
り
熊
本
よ
り
十
八
里
の
杭
あ
り
、
左
右
ハ
谷
に
て
谷
水
高
く
聞
へ
、
山
の
を

さ
き
を
巳
午
さ
し
て
下
る
也
、
十
丁
計
ハ
険
し
か
ら
す
、
十
丁
余
よ
り
ハ
六
七
丁
難
所
也
、
左
佐
敷
の
入
海
目

ノ
下
に
見
ゆ
、
山
間
を
な
ゝ
め
に
入
江
め
く
れ
る
也
、
か
ゝ
る
入
江
対
州
に
多
し
、
佐
敷
川
に
つ
ゝ
け
り
、
佐
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敷
町
も
め
の
下
に
見
ゆ
、
下
り
は
て
左
ニ
家
ゐ
見
ゆ
、
一
丁
計
ゆ
き
橋
を
渡
り
佐
敷
川
を
右
ニ
見
て
、
左
ハ
佐

敷
町
也
、
橋
あ
り
、
四
十
間
計
、
佐
敷
町
に
い
り
一
丁
よ
行
、
御
本
陣
佐
敷
村
之
内
佐
敷
町
、
肥
後
国
葦
北
郡
、

高
、
人
家
、
佐
敷
町
ハ
西
南
入
江
に
続
け
る
方
、
両
山
高
け
れ
は
い
と
狭
く
覚
ゆ
、
東
ハ
人
吉
へ
ゆ
く
谷
間
、

二
里
よ
あ
れ
と
広
か
ら
す
、
南
北
ハ
山
也
、
さ
れ
と
佐
敷
ハ
よ
き
家
多
く
あ
り

六
月
廿
七
日

廿
七
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
村
雨
強
く
ふ
り
て
や
ミ
、
時
々
村
雨
ふ
る
、
巳
時
東
風
強
く
吹
し
か
ま
な
く
や
ミ
た
り
、

夜
ニ
い
り
て
も
雨
時
々
ふ
り
た
り
、
今
朝
出
立
せ
ん
と
せ
し
か
、
昨
日
よ
り
の

大
雨

大
雨
、
川
わ
た
り
兼
候
由
ニ
付

同
宿
滞
留

六
月
廿
八
日

廿
八
日

朝
よ
り
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
、
又
つ
よ
く
ふ
り
な
と
す
る
事
い
く
た
ひ
と
な
し
、
午
時
風
つ
よ
く
吹
し
か
ま
な
く

や
ミ
た
り
、
大
か
た
き
の
ふ
に
似
た
り
、
今
日
も
雨
天
ニ
付
同
所

滞
留

滞
留

六
月
廿
九
日

廿
九
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
よ
り
日
出
し
か
く
も
り
、
辰
よ
り
晴
し
か
時
々
く
も
り
、
未
時
風
も
ふ
き
た
れ
と
や
ミ
、

陰
晴
い
く
た
ひ
と
な
し
、
日
頃
の
大
雨
ニ
山
坂
崩
し
所
な
と
あ
る
由
に
て
、
同
所

滞
留

滞
留
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六
月
晦
日

晦
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
す
、
西
南
風
い
さ
ゝ
か
ふ
く
、
六
ツ
半
時
出
立
、
五
丁
計
行
、

右
ノ
方
へ
行
道
あ
り
、

薩
摩
道

薩
摩
道
也
、
石
橋
あ
り
、
右
ノ
谷
間
よ
り
出
る
也
、
十
丁
計
行
、
川
を
渡
る
、
左
へ
流

る
大
野
川
と
云
、
川
は
ゝ
十
八
九
間
、
川
よ
り
廿
間
計
行
、
熊
本
よ
り
十
九
里
の
杭
あ
り
、
川
を
右
に
そ
ひ
行
、

十
二
丁
計
行
川
を
渡
る
、
右
二
丁
計
行
川
、
左
三
丁
計
行
川
、
右
へ
二
丁
計
行
川
、
左
へ
一
丁
計
行
川
、
右
へ

四
丁
計
行
川
、
左
へ
二
丁
計
行
川
、
右
へ
、
是
よ
り
両
山
の
間
狭
し
、
三
丁
行
川
、
右
へ
小
坂
を
上
り
て
下
り

五
丁
計
に
て
川
、
右
へ
二
丁
計
行
川
、
右
、
是
迄
お
な
し
川
を
い
く
た
ひ
と
な
く
越
し
也
、
右
ノ
谷
へ
い
り
小

川
を
渡
り
坂
を
上
る
、
牧
士
峠
、
ま
き
さ
む
ら
い
と
う
け
、
と
云
、
七
八
丁
上
り
、
右
熊
本
よ
り
廿
里
の
杭
あ

り
、
十
四
五
丁
上
り
、
牧
士
峠
の
い
た
ゝ
き
也
、
牧
士
村
之
内
、
左
ノ
方
め
の
下
に
し
や
う
し
た
し
村
見
ゆ
、

谷
間
田
地
四
方
三
四
丁
も
あ
ら
ん
、
い
つ
れ
の
方
よ
り
ゆ
き
か
ひ
す
る
や
し
れ
ぬ
さ
ま
な
る
村
也
、
峠
の
上
に

て
御
休
、
十
丁
計
下
り
川
を
渡
り
祝
坂
村
、
右
人
家
あ
り
、
角
割
峠
坂
、
十
丁
計
上
り
峠
也
、
御
休
あ
り
、
七

八
丁
下
り
左
右
杉
に
て
険
し
、
右
ニ
田
畑
あ
り
、
流
に
そ
ひ
て
左
へ
下
る
、
二
丁
計
ニ
て
川
左
へ
流
る
、
三
十

間
計
行
川
、
右
へ
一
丁
計
行
、
熊
本
よ
り
廿
一
里
の
杭
あ
り
、
此
辺
よ
り
田
少
々
あ
り
、
三
丁
計
行
川
、
左
へ

一
丁
計
行
川
、
右
へ
此
辺
よ
り
添
河
内
村
、
人
家
あ
り
、
一
丁
計
行
川
、
左
へ
十
間
計
行
川
、
右
へ
、
芦
北
郡

市
瀬
村
之
内
添
河
内
村
、
百
性
惣
七
御
昼
休
、
添
河
内
ハ
両
山
高
く
木
も
あ
り
て
谷
間
せ
ま
く
、
貧
家
廿
軒
計

あ
り
、
御
本
陣
も
至
て
賎
し
き
民
家
也
、
是
迄
対
州
に
も
な
き
小
家
に
て
し
か
も
古
し
、
深
山
幽
谷
也
、
御
本

ツ
ゲ

陣
よ
り
廿
間
計
行
川
、
左
へ
十
間
余
行
て
坂
を
上
る
、
右
の
山
に
上
る
也
、
告
坂
峠
と
い
ふ
、
上
り
八
丁
計
、

－ 192 －



峠
の
上
に
御
休
所
あ
り
、
七
八
丁
下
り
、
告
村
、
人
家
左
右
に
あ
り
、
谷
間
い
と
せ
ま
き
村
也
、
左
少
シ
高
き

所

細
川
家

細
川
家
の
番
所
あ
り
、
是
よ
り
少
し
ゆ
き
細
川
家
の
役
人
、
医
師
共
出
居
た
り
、
川
あ
り
、
右
ノ
谷
よ
り
な

か
れ
出
る
也
、
是
細
川
家
、

相
良
家

相
良
家
領
分
境
也
、
此
川
よ
り
西
細
川
越
中
守
領
、
熊
本
札
辻
よ
り
廿
壱
里
廿
四

丁
五
十
間
と
川
前
ニ
あ
り
、
川
を
渡
り
て
、
橋
也
、
右
ニ
此
川
半
よ
り
東
相
良
壱
岐
守
領
分
、
人
吉
札
辻
よ
り

四
里
廿
三
丁
と
高
き
所
ニ
建
て
あ
り
、
相
良
家
の
役
人
、
医
者
な
と
出
て
居
、
川
よ
り
さ
き
も
相
良
領
告
村
也
、

相
良
家
の
番
所
あ
り
、
川
を
左
ニ
六
七
丁
球
磨
川
の
辺
ニ
出
つ
、
く
ま
川
ハ

九
州
第
一
の
急
流

九
州
第
一
の
急
流
な
る
か
う
へ
に
、

日
頃
の
大
雨
後
な
れ
は
、
水
勢
誠
に
言
語
に
も
述
か
た
く
、
か
つ
奇
観
也
、
此
辺
よ
り
く
ま
川
を
左
ニ
見
お
ろ

し
、
川
は
た
を
少
し
上
下
し
て
行
、
十
丁
計
、
大
か
た
杉
、
楠
な
と
大
木
の
下
に
て
日
か
け
見
え
す
、
右
相
良

イ
ツ
シ
ヤ
ウ

チ

家
の
番
所
あ
り
、
木
戸
あ
り
、
大
坂
間
村
、
人
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
至
て
あ
し
ゝ
、
池
の
し
も
村
、
一
勝
地
村
、

球
磨
郡
、
右
の
谷
よ
り
出
る
枝
川
あ
り
、
人
家
少
し
也
、
板
橋
を
渡
り
一
勝
地
村
也
、
大
坂
間
村
よ
り
こ
な
た

も
大
か
た
木
峠
也
、
御
本
陣
御
茶
屋
守
、
足
軽
白
坂
鹿
右
衛
門
、
一
勝
地
ハ
北
ノ
方
、
ま
へ
ハ
球
磨
川
に
て
南

ノ
方
う
し
ろ
ハ
山
也
、
山
間
の
川
は
た
い
と
深
谷
也
、
さ
れ
と
御
本
陣
ハ
領
主
の
普
請
の
よ
し
、
茶
屋
守
其
外

諸
事
に
遣
ひ
す
る
も
の
、
大
か
た

江
戸
人

江
戸
人
也
、
さ
れ
は
用
事
い
ひ
付
る
に
も
速
か
に
弁
し
、
料
理
な
と
も
味
よ

く
、
初
ハ
不
審
に
思
ひ
た
り
、

一
勝
地

一
勝
地
、
肥
後
国
球
磨
郡
、
高
四
拾
壱
石
七
升
五
合
、
家
数
二
百
七
十
六
軒
、

二
百
七
十
軒
余
ハ
一
勝
地
に
属
邑
廿
一
村
あ
り
と
、
村
々
合
せ
て
の
人
数
也
、
佐
敷
町
、
五
十
丁
余
行
、
右
井

上
村
、
家
七
軒
、
三
丁
行
、
左
中
村
、
十
八
軒
、
一
丁
よ
行
、
左
右
新
村
、
一
丁
よ
行
、
右
山
下
村
、
廿
弐
軒
、

四
丁
余
行
、
右
井
樋
口
村
、
三
軒
、
二
丁
余
行
、
右
見
付
村
、
五
軒
、
二
丁
よ
行
、
左
宮
浦
村
、
六
十
軒
、
左
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兼
丸
村
、
十
八
軒
、
左
井
手
向
村
廿
一
軒
、
六
丁
よ
行
、
右
桑
原
河
内
村
、
十
五
軒
、
六
丁
よ
行
、
左
菅
宇
田

村
、
六
軒
、
三
十
丁
よ
行
、
塩
浸
村
、
三
十
軒
余
、
市
之
瀬
村
之
内
、
右
祝
坂
村
、
八
軒
、
一
丁
余
行
、
左
岩

下
村
、
六
軒
、
二
丁
よ
行
、
右
古
里
村
、
十
軒
、
廿
五
丁
よ
行
、
左
右
添
河
内
村
、
廿
軒
余
、
十
三
丁
余
行
、

平
沢
津
、
十
五
軒
、
左
右
告
村
、
廿
軒
よ
、
右
は
細
川
領
之
分

天
保
九
年
戊
戌
年
七
月

大

七
月
朔
日

朔
日
庚
子

朝
よ
り
快
晴
な
り
し
か
、
未
時
く
も
り
、
や
か
て
は
れ
し
か
、
申
時
ハ
く
も
り
か
ち
也
、
巳
よ
り
西
南
風
ふ
き

て
や
ま
す
、
六
ツ
半
時
一
勝
地
村
を
出
立
、
左
ニ
川
を
見
お
ろ
し
、
右
の
山
根
に
そ
ひ
行
也
、
七
八
丁
行
、
右

へ
曲
り
少
し
坂
を
上
り
三
四
丁
行
、
下
り
四
丁
計
行
、
左
へ
曲
る
、
此
辺
左
川
向
ひ
高
き
所
に
毎
床
谷
村
、
高

廿
三
石
八
斗
四
升
弐
合
、
人
家
四
十
軒
、
木
陰
に
家
少
々
見
ゆ
、
十
丁
余
行
、
右
の
方
よ
り
流
出
る
枝
川
を
渡

る
、
板
仮
橋
廿
間
余
、
橋
よ
り
廿
間
よ
行
て
御
休
あ
り
、
川
を
見
お
ろ
し
佳
景
也
き
、
廿
丁
計
行
、
渡
利
村
の

渡
場
也
、
左
右
坂
高
く
観
音
の
小
堂
あ
り
、
左
渡
利
村
、
高
弐
百
九
十
五
石
四
斗
八
升
五
合
、
人
家
三
百
軒
、

村
ハ
村
よ
り
さ
き
也
、
川
端
に
村
役
人
、
人
足
等
大
勢
出
て
居
る
、
川
は
流
れ
こ
し
也
、
川
ハ
未
申
よ
り
丑
寅

へ
流
る
、
川
は
ゝ
六
七
十
間
も
あ
ら
ん
、
い
と
急
流
也
、
二
丁
計
行
、
左
よ
り
流
れ
出
る
枝
川
あ
り
、
川
は
ゝ

廿
間
計
、
水
流
、
八
九
間
か
り
橋
か
け
た
り
、
二
丁
計
行
、
左
へ
上
り
山
に
そ
ひ
行
、
又
下
る
、
板
橋
あ
り
高

し
、
左
原
田
村
、
高
六
百
四
石
九
斗
五
升
四
合
、
人
家
二
百
四
軒
、
此
村
辺
よ
り
谷
間
広
く
田
も
多
し
、
左
右
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中
神
村
、
高
弐
百
八
十
五
石
五
斗
六
升
、
人
家
百
三
十
軒
、
い
さ
ゝ
か
坂
あ
り
、
人
家
左
右
ニ
多
し
、
坂
を
下

り
ま
へ
川
、
左
よ
り
流
出
る
、
横
川
川
は
ゝ
五
十
間
計
、
水
流
ハ
十
間
計
也
、
仮
橋
あ
り
、
一
丁
計
行
、
又
七

八
間
の
川
あ
り
、
左
右
林
村
、
高
四
百
廿
一
石
八
斗
九
升
五
合
、
人
家
百
三
十
五
軒
、
道
ノ
左
右
其
外
遠
く
家

居
あ
り
、
左
一
丁
計
ニ
温
泉
出
る
所
あ
り
、
此
辺
左
右
山
遠
く
田
畑
多
し
、
右
薩
摩
瀬
村
、
高
三
百
八
十
一
石

二
斗
六
升
八
合
、
人
家
百
廿
五
軒
、
橋
あ
り
、
人
家
左
右
に
あ
り
、
左
大
村
、
高
千
二
百
十
五
石
六
斗
五
升
五

合
、
人
家
三
百
六
十
弐
軒
、
城
下
町
の
四
五
丁
ま
へ
よ
り
並
木
有
、
左
ニ
蓮
池
あ
り
、
長
二
丁
計
、
幅
廿
間
計

也
、
池
を
へ
た
て
家
中
の
居
宅
あ
り
、
青
井
神
社
あ
り
、
木
ノ
鳥
居
、
楼
門
、
宮
殿
な
と
普
請
美
麗
也
、
下
馬

札
あ
り
、
神
領
跡
ニ
記
す
、
此
辺
右
ニ
大
橋
并
城
な
と
見
ゆ
、
町
に
い
り
左
へ
曲
り
出
町
、
御
本
陣
孫
八
、

人
吉
城
下

人
吉
城
下
、
町
数
九
筋
、
五
日
町
、
九
日
町
、
紺
屋
町
、
二
日
町
、
七
日
町
、
新
町
、
田
町
、
大
工
町
、
鍛
冶

町
、
総
町
屋
数
六
百
廿
四
軒
あ
り
と
、
球
麻
ハ
城
下
に
て
ハ
日
本
無
類
の
深
山
中
に
て
、
佐
敷
よ
り
こ
な
た
険

路
を
通
し
頃
ハ
、
行
先
に
人
家
有
へ
く
も
思
は
れ
ぬ
や
う
也
し
に
、
か
く
田
野
広
く
開
け
、
城
下
人
家
も
普
請

至
て
よ
く
、

冨
饒
の
土
地

冨
饒
の
土
地
と
見
わ
た
さ
る
、
実
ニ
一
世
界
也
き
、
其
う
へ
食
物
な
と
領
主
の
江
戸
人
を
召
つ
れ

給
ひ
し
も
の
共
取
計
す
る
よ
し
、
さ
れ
は
に
や
、
味
も
他
所
に
す
く
れ
、
用
弁
の
よ
き
事
、
国
持
諸
侯
の
城
下

も
及
は
ぬ
計
也
、
青
井
大
明
神
、
大
同
元
年
建
立
、
二
百
十
六
石
、
社
務
青
井
信
濃
守
、
市
房
権
現
、
大
同
二

年
建
立
、
四
百
六
十
石
、
別
当
普
門
寺
、
右
青
社
ハ
同
国
阿
蘇
勧
請
、
市
房
社
は
日
州
霧
島
勧
請
、
宮
三
百
一

社
、
領
主
よ
り
米
出
し
高
、
米
百
弐
拾
四
石
六
斗
六
升
一
合
二
勺
、
祈
願
所
弐
百
三
十
九
石
、

願
城
寺

願
城
寺
、
菩
提

所
、
百
石
、
瑞
祥
寺
、
家
中
共
、
同
、
同
、
百
石
、
永
石
寺
、
同
、
同
、
五
拾
石
、
大
信
寺
、
寺
百
拾
ヶ
寺
、
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内
、
真
言
宗
三
十
九
ヶ
寺
、
禅
宗
濟
家
派
弐
拾
四
ヶ
寺
、
禅
宗
洞
家
派
弐
拾
六
ヶ
寺
、
浄
土
宗
七
ヶ
寺
、
黄
檗

派
拾
四
ヶ
寺
、
大
俣
橋
、
大
岩
瀬
共
い
ふ
、
長
五
十
七
間
、
幅
二
間
半
、
小
俣
橋
、
長
四
拾
四
間
、
幅
二
間
半
、

合
百
壱
間
、

山
田
川
橋

山
田
川
橋
、
長
十
六
間
一
尺
、
幅
二
間
半
、
此
橋
共
、
普
請
丈
夫
な
る
事
東
都
の
浅
草
川
の
大
橋

共
に
減
す
、
大
坂
の
天
満
橋
、
天
神
橋
よ
り
ハ
手
堅
き
普
請
也
、
巳
中
刻
、
城
下
に
着
て
領
主
病
気
の
よ
し
に

て
家
老
、
用
人
な
と
来
、
未
上
刻
御
出
立
、
申
中
刻
一
勝
地
迄
御
帰
り
、
再
泊

七
月
二
日

二
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
中
刻
よ
り
日
出
て
く
も
り
か
ち
也
し
か
、
巳
中
刻
よ
り
快
晴
、
い
と
あ
つ
し
、
六
ツ
半

時
、
一
勝
地
出
立
、
午
中
刻

佐
敷
町

佐
敷
町
迄
帰
り
、
一
昨
日
の
道
と
同
し
け
れ
は
略
す

七
月
三
日

三
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
す
、
巳
よ
り
南
風
ふ
く
、
つ
よ
か
ら
す
、
辰
下
刻
佐
敷
町
出
立
、
五
丁
余
行
、

右
谷
間
へ
曲
り
三
四
丁
行
、
熊
本
よ
り
十
九
里
の
杭
あ
り
、
二
丁
計
行
、
右
の
山
へ
上
ル
、
ゆ
ふ
じ
峠
、
左
右

松
林
也
、
五
六
丁
上
り
、
湯
の
浦
本
浦
と
案
内
代
ル
、
四
五
丁
行
、
御
休
所
あ
り
、
此
辺
松
林
、
左
谷
深
し
、

ド
ウ
ソ
ノ

坂
を
上
り
五
六
丁
、
小
坂
を
こ
へ
運
上
橋
、
廿
一
間
、
袖
二
間
、
一
丁
計
行
、
湯
浦
本
村
、
同
村
の
内
、
道
園

村
、
同
村
之
内
、
右
山
川
村
、
五
丁
計
行
今
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
右
ノ
谷
へ
入
行
、
五
丁
計
行
、
右
ハ
山

左
ハ
杉
山
、
是
津
奈
木
太
郎
坂
也
、
七
八
丁
上
り
御
休
所
あ
り
、
六
七
丁
上
り
峠
也
、
御
休
所
あ
り
、
此
所
右
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天
草
島
の
内
ひ
の
し
ま
あ
ら
江
、
薩
摩
国
の
せ
ま
き
入
海
こ
し
に
見
え
佳
景
也
、
七
八
丁
下
り
左
右
杉
山
、
谷

間
に
て
田
地
あ
り
、
上
門
村
之
内
松
木
原
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
同
村
之
内
野
平
村
、
人
家
左
右
ニ
あ
り
、

ス
ミ

ウ
エ
ノ

谷
間
村
也
、

津
奈
木
村

津
奈
木
村
之
内
角
村
右
、
同
大
手
村
、
同
上
原
村
、
同
浜
崎
村
、
二
丁
計
行
小
橋
を
渡
り
、
二
三

丁
上
り
又
三
四
丁
下
り
、
う
た
坂
又
は
野
坂
と
い
ふ
下
り
、
右
に
小
島
あ
り
、
名
ハ
大
島
と
い
ふ
、
小
名
木
村

之
内
、
町
原
村
左
右
人
家
あ
り
、
右
熊
本
よ
り
二
十
二
里
杭
あ
り
、
同
村
之
内
小
津
奈
木
村
、
同
村
之
内
荒
田

村
、
左
ニ
人
家
あ
り
、
山
太
田
村
、
左
ニ
人
家
あ
り
、
陣
内
村
之
内
田
子
須
村
、
左
ニ
家
あ
り
、
此
所
左
右
砂
、

三
丈
計
き
り
と
ふ
し
の
坂
を
下
る
、
左
ニ
小
川
あ
り
、
右
ニ
阿
蘇
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、

水
俣
新
町

水
俣
新
町
、
左
右
ニ

人
家
あ
り
、
陣
内
村
之
内
水
俣
陣
内
町
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【
表
紙
】

自
肥
後
国
水
俣
陣
町

至
日
向
国
酒
谷

〔
西
海
道
日
記

六
〕

七
月
四
日

四
日

夜
あ
け
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
み
、
辰
上
刻
又
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
ま
な
く
は
れ
、
い
と
あ
つ
し
、
未
時
い
さ
ゝ

か
ふ
り
て
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
巳
よ
り
南
風
ふ
く
、
つ
よ
か
ら
す
、
申
時
や
み
た
り
、
辰
上
刻

水
俣
陣
町

水
俣
陣
町
を

出
立
、
四
十
間
計
行
、
板
橋
あ
り
、
長
廿
間
、
左
ニ
川
を
見
て
行
、
二
丁
計
ハ
右
も
川
也
、
此
川
ハ
右
の
方
の

谷
よ
り
な
か
れ
出
る
也
、
五
六
丁
行
て
坂
の
こ
な
た
に
て
再
ひ
わ
た
る
也
、
陣
内
村
之
内
、
南
福
寺
村
、
左
山

辺
に
人
家
あ
り
、
此
村
の
奥
谷
長
く
見
ゆ
、
右
へ
曲
り
行
、
川
を
渡
る
、
廿
間
計
、
右
ニ
人
家
あ
り
、
じ
ん
の
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坂
、
上
り
四
丁
計
険
し
、
左
右
大
木
の
松
あ
り
、
侍
村
、
左
ノ
木
ノ
中
に
あ
り
、
肥
前
陣
と
い
へ
る
所
、
右
高

き
所
に
御
休
所
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
其
所
の
西
五
六
十
間
、
高
き
山
の
い
た
ゝ
き
に
ひ
ぜ
ん
ち
ん
の
大
石
と
て
あ

り
、
丸
く
い
さ
ゝ
か
長
く
、
回
り
二
三
丈
も
あ
ら
ん
と
見
ゆ
る
大
石
二
ツ
か
さ
な
り
あ
り
、
此
所
眺
望
よ
し
、

申
酉
薩
摩
の
長
島
、
瀬
崎
、
獅
子
島
、
酉
戌
天
草
島
見
ゆ
、
一
丁
計
下
り
熊
本
よ
り
弐
拾
四
里
の
杭
あ
り
、
又

い
さ
ゝ
か
上
り
て
程
な
く
下
り
小
橋
あ
り
、
右
ハ
入
江
、
左
ハ
山
也
、
袋
村
の
入
口
左
ニ
番
所
あ
り
、
是

熊
本
侯
領

熊
本

侯
領
内
、
他
領
江
出
候
口
々
番
所
十
六
ヶ
所
之
内
、
袋
村
之
内
袋
口
と
云
る
ハ
此
所
也
、
右
海
辺
の
出
さ
き
山

ニ
袋
浦
遠
見
番
あ
り
と
、
道
よ
り
見
え
す
、
袋
村
、
高
五
百
五
拾
弐
石
五
斗
四
升
六
合
、
人
家
、
道
よ
り
左
の

山
下
に
大
か
た
人
家
あ
り
、
家
作
い
つ
れ
も
至
て
見
く
る
し
、
酉
戌
の
ミ
入
江
に
て
、
其
他
ハ
山
め
く
り
田
畑

す
く
な
し
、
巳
下
刻
出
立
、
小
川
の
橋
を
わ
た
り
左
右
畑
あ
り
、
少
下
り
小
橋
を
わ
た
り
左
ノ
山
に
そ
ひ
松
林

を
過
て
下
り
坂
あ
り
、
松
林
六
七
丁
あ
り
、
熊
本
よ
り
弐
拾
五
里
の
杭
あ
り
、
坂
の
下
平
ら
な
る
所
に
御
休
所

あ
り
、
花
立
と
い
ふ
所
也
、
二
丁
計
行
、
肥
後
と
薩
摩
の

国
界

国
界
也
、
花
立
よ
り
い
さ
ヽ
か
下
り
ゆ
く
、
左
右
松

山
也
、
国
境
、
三
間
計
の
細
谷
川
也
、
左
ノ
山
間
よ
り
流
れ
右
の
方
五
六
丁
あ
り
て
海
に
い
る
、
山
陰
樹
木
な

と
に
か
く
れ
海
ハ
見
え
す
、
此
所
を
さ
か
ひ
川
と
よ
べ
り
、
右
ノ
方
尺
角
余
の
木
に
、
此
川
半
よ
り
北
細
川
越

中
守
領
、
熊
本
札
辻
よ
り
弐
拾
五
里
弐
町
九
間
と
あ
り
、
筑
後
境
玉
名
郡
井
手
村
之
内
岩
本
口
よ
り
此
所
迄
三

拾
、
肥
後
国
芦
北
郡
、
薩
摩
国

出
水
郡

出
水
郡
出
水
郷
郡
界
也
、
境
杭
の
こ
な
た
に
細
川
家
の
役
人
末
藤
新
右
衛
門
、

（
マ
マ
）

此
川
半
よ
り
南
松
平
豊
後
守
領
、
鹿
児
島
下
町
札
辻
よ
り
弐
拾
六
里
弐
拾
六
里
弐
拾
壱
町
と
、
尺
余
の
杭
を
立
、

傍
ニ
少
し
低
く

御
巡
見
道

御
巡
見
道
三
拾
六
里
弐
拾
壱
丁
と
、
八
九
寸
角
の
木
立
た
り
、
何
れ
も
道
ノ
左
ニ
あ
り
、
巡
見
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道
十
里
、
遠
き
ハ
山
ヶ
野
金
山
へ
廻
り
て
行
し
故
也
、
此
辺
松
の
並
木
也
、
川
の
さ
き
に

薩
州
家
の
役
人

薩
州
家
の
役
人
本
田

六
左
衛
門
、
田
代
宗
右
衛
門
、
永
田
正
兵
衛
等
路
次
に
出
て
平
伏
し
居
た
り
、
杭
な
く
ハ
国
境
と
思
ふ
ま
し
き

所
の
さ
ま
也
、
三
十
間
計
行
、
左
松
林
中
に
御
休
所
あ
り
、
屋
根
を
葺
た
る
古
き
三
軒
、
新
た
に
造
り
た
る
壱

軒
あ
り
、
御
休
あ
り
、
東
南
一
里
余
ニ
矢
筈
嶽
見
ゆ
、
高
し
、
出
水
郷
の
内
也
と
、
切
通
村
、
鯖
渕
村
之
内
、

通
路
よ
り
右
の
海
手
ニ
あ
り
、
人
家
見
え
す
、
い
さ
ゝ
か
下
り
又
上
り
五
六
丁
行
、
右
ニ
天
草
島
、
当
国
の
う

ち
長
島
、
瀬
崎
、
獅
子
島
な
と
見
ゆ
、
一
丁
計
の
下
り
坂
あ
り
、
け
は
し
か
ら
す
、
左
畑
あ
り
、
谷
川
小
橋
あ

り
、
水
な
し
、
三
四
丁
行
谷
川
小
橋
あ
り
、
四
五
丁
行
又
谷
川
小
橋
あ
り
、
此
辺
左
ハ
高
山
に
て
右
ハ
二
三
十

間
有
て
海
也
、
左
山
々
の
さ
く
あ
ひ
よ
り
所
々
水
な
か
れ
出
る
谷
川
也
、
少
シ
上
り
御
休
所
あ
り
、
道
ノ
右
、

鹿
児
島
札
辻

鹿
児
島
札
辻
よ
り
弐
拾
六
里
、
御
巡
見
道
三
十
六
里
と
、
杭
二
本
並
ひ
立
た
り
、
一
丁
計
坂
を
下
り
小
橋
を
渡

り
三
丁
計
ゆ
き
、
野
間
の
原
番
所
有
、
木
の
矢
来
四
方
廿
間
余
、
入
口
出
口
戸
あ
り
、
番
所
ハ
左
ノ
方
に
あ
り
、

矢
来
の
内
也
、
大
か
た

箱
根

箱
根
の
小
き
さ
ま
也
、
他
領
よ
り
入
来
る
も
の
此
所
に
て
改
る
也
、
大
木
の
松
し
け
り

た
り
、
木
戸
を
出
れ
は
左
右
の
人
家
大
か
た
木
戸
あ
り
、
是

郷
士

郷
士
也
、
三
四
丁
行
坂
を
下
り
海
辺
ニ
出
つ
、
道

ノ
右
ハ
入
江
也
、
一
丁
計
行
領
主
の
御
茶
屋
あ
り
、
普
請
至
て
よ
し
、
其
茶
屋
に
並
び
天
神
宮
の
社
あ
り
、
森

ヨ
ネ
ツ

の
中
に
本
社
拝
殿
見
ゆ
、
玉
垣
め
く
り
道
は
た
に
木
ノ
鳥
居
あ
り
、
額
、
米
津
天
満
宮
と
あ
り
、
米
津
村
、
鯖

渕
村
の
内
也
、
人
家
左
右
に
あ
り
、
七
八
丁
行
、
鯖
渕
村
、
高
三
千
五
百
四
拾
九
石
余
、
枝
村
多
し
、
道
ノ
左

ニ
石
仁
王
あ
り
、
ぬ
れ
仏
也
、
是
幸
善
寺
門
前
也
、
延
喜
式
に
出
た
り
、
薩
摩
国
出
水
郡
加
紫
久
利
神
社
、
道

よ
り
五
丁
十
間
あ
り
と
山
下
也
、
社
地
の
森
見
ゆ
、
右
知
識
村
、
人
家
見
ゆ
、
高
三
千
五
百
七
十
四
石
余
、
枝
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村
あ
り
、
三
丁
計
行
高
柳
川
、
橋
ノ
長
十
間
余
、
五
丁
計
行
、
鹿
児
島
よ
り
弐
拾
五
里
の
杭
あ
り
、
十
四
五
丁

行
、
広
瀬
川
、
板
橋
五
十
六
間
、
左
右
袖
一
間
宛
、
二
丁
計
行
、
武
元
町
な
り
、
此
町
を

出
水
町

出
水
町
と
も
い
へ
ど

出
水
ハ
郷
名
也
、
町
に
い
り
一
丁
計
に
て
左
へ
曲
り
、
小
坂
を
上
り
左
右
郷
士
町
也
、
郷
士
町
を
三
丁
計
行
御

本
陣
也
、
武
本
村
、
出
水
郡
出
水
郷
、
高
弐
千
三
百
七
拾
石
余
、
家
数
五
百
軒
余
、
武
本
村
ハ
、
南
ノ
方
高
き

所
郷
士
町
に
て
山
続
也
、
西
北
の
山
下
に
町
屋
あ
り
、
西
よ
り
東
へ
長
し
、
南
の
外
三
方
ハ
田
地
也
、
此
郷
に

前
々
の

巡
見
使
の
墓

巡
見
使
の
墓
三
ツ
あ
り
、
不
思
議
と
い
ふ
へ
し
、
喜
多
録
御
代
参
あ
り

義
勝
院
殿
禅
心
良
雄
大
居
士

寛
政
元
己
酉
年
七
月
二
十
日

故
西
国
巡
見
御
使
番

小
笠
原
主
膳

小
笠
原
主
膳
源
長
知

右
石
碑
、
府
本
村
禅
宗
龍
光
寺

利
性
院
殿
全
心
置
勇
大
居
士

寛
政
元
己
酉
年
七
月
廿
四
日

西
国
巡
見

土
屋
忠
次
郎

土
屋
忠
次
郎
平
利
置

寶
乗
院
殿
叡
照
日
到
大
居
士

宝
暦
十
一
年
辛
巳
八
月
廿
九
日

故
巡
撫
西
国
使

神
保
帯
刀

神
保
帯
刀

灰
塚

右
御
両
人
石
碑
、
知
識
村
真
言
宗
成
願
寺
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七
月
五
日

五
日

朝
よ
り
晴
し
か
辰
時
く
も
り
、
巳
よ
り
快
晴
い
と
あ
つ
し
、
辰
上
刻
武
本
村
出
立
、
坂
を
下
り
町
を
横
き
り
て

廿
間
計
行
、
平
良
川
、
板
橋
廿
間
、
一
丁
余
行
、
石
橋
二
間
余
、
武
元
村
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
左
右
松
並
木

数
町
、
右
ニ
鹿
児
島
よ
り
弐
拾
四
里
の
杭
あ
り
、
御
休
、
少
シ
ゆ
き
、
鹿
児
島
よ
り
弐
拾
三
里
半
四
拾
五
間
と

あ
り
、
六
七
丁
ゆ
き
右
従
是
北
米
ノ
津
道
と
あ
り
、
此
辺
大
野
原
と
い
ふ
、
矢
房
川
、
土
橋
廿
間
計
、
左
右
田

地
、
四
五
丁
行
、
少
シ
坂
を
上
り
右
御
休
、
大
木
の
木
陰
也
、
道
を
へ
た
て
左
ニ

霧
島
宮

霧
島
宮
あ
り
、
宮
二
間
三
間

計
、
鳥
居
あ
り
、
神
体
一
尺
二
三
寸
角
の
二
尺
余
、
高
き
石
に
鉄
に
て
□
□
の
形
、
長
サ
二
尺
余
を
其
石
の
か

し
ら
に
さ
し
た
る
也
、
是
日
向
国
霧
島
山
の
頂
の
矛
を
摸
せ
る
な
る
べ
し
、
さ
れ
ど
霧
島
山
の
矛
と
ハ
其
さ
ま

違
へ
る
や
う
に
思
は
る
、
霧
島
山
の
矛
の
事
ハ
古
事
記
伝
、
橘
氏
の
西
遊
記
な
と
に
も
見
へ
た
り
、
一
丁
計
行
、

鹿
児
島
よ
り
弐
拾
弐
里
の
杭
あ
り
、
二
丁
計
行
、
高
尾
野
町
、
出
水
郷
、
高
三
千
弐
百
十
三
石
余
、
左
右
に
人

家
あ
り
、
十
丁
よ
行
小
橋
あ
り
、
坂
を
下
る
、
此
所
右
ニ
東
高
尾
野
村
、
西
野
田
村
と
あ
り
、
田
場
二
丁
計
行
、

野
田
川
土
橋
あ
り
、
七
八
間
の
橋
を
わ
た
り
十
間
計
へ
た
て
十
五
六
間
の
橋
あ
り
、
野
田
町
、
出
水
郡
、
高
三

千
四
百
拾
石
余
、
時
め
き
て
左
右
に
人
家
あ
り
、
一
丁
余
小
坂
を
上
り
左
右
家
中
町
、
一
丁
よ
行
、
付
当
り
十

三
仏
堂
あ
り
、
左
へ
曲
り
四
丁
計
行
、
庚
申
供
養
の
石
あ
り
、
石
の
仁
王
の
ぬ
れ
仏
有
、
右
へ
曲
り
一
丁
計
行
、

鹿
児
島
よ
り
弐
拾
弐
里
の
杭
あ
り
、
四
丁
計
行
、
並
木
坂
を
上
り
、
昼
食
、
武
本
村
よ
り
二
里
半
、
五
六
丁
行
、

少
シ
下
り
土
橋
あ
り
、
又
上
り
ま
な
く
下
り
土
橋
有
、
七
八
丁
行
少
シ
下
り
又
上
る
、
桑
原
城
村
の
地
の
よ
し
、

野
田
町
よ
り
阿
久
根
迄
二
里
ハ
大
か
た
野
道
に
て
並
木
し
け
く
左
右
所
々
田
畑
あ
り
、
坂
を
下
り
、
だ
ん
の
坂
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と
云
、
小
橋
を
わ
た
り
海
辺
近
く
松
原
を
四
丁
計
ゆ
き

阿
久
根
村

阿
久
根
村
也
、
此
所
右
十
丁
余
沖
に
上
の
島
、
南
北
に

少
し
長
く
木
あ
り
、
大
か
た
丸
き
島
、
其
南
に
近
く
大
島
と
て
あ
り
、
木
し
け
り
た
り
、
其
南
ハ
阿
久
根
村
の

南
よ
り
さ
し
出
た
る
出
さ
き
あ
り
、
町
入
口
左
海
辺
に
金
毘
羅
権
現
の
拝
殿
あ
り
、
左
ニ
領
主
の
御
茶
屋
あ
り
、

広
し
、
一
丁
余
行
左
へ
曲
る
、
此
曲
り
道
の
右
に
戸
柱
宮
の
社
あ
り
、
木
ノ
鳥
居
あ
り
、
戸
柱
宮
と
額
あ
り
、

左
へ
き
れ
、
町
二
丁
よ
長
し
、
阿
久
根
村
、
出
水
郡
、
高
四
千
弐
百
七
拾
八
石
余
、
人
家
百
五
拾
軒
、
御
手
洗

吉
右
衛
門
、
あ
く
ね
村
ハ
東
ハ
山
近
く
南
北
田
地
、
西
ハ
入
江
な
り
、
南
の
ミ
地
面
長
く
あ
れ
と
大
か
た
谷
間

に
て
田
畑
多
か
ら
す

七
月
六
日

六
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
巳
時
よ
り
い
さ
ゝ
か
く
も
り
し
時
あ
り
、
巳
よ
り
西
風
吹
た
れ
と
つ
よ
か
ら
す
、
夜
あ
け
阿

久
根
村
出
立
、
町
を
右
へ
き
れ
出
口
、
高
松
橋
十
間
よ
、
四
丁
計
行
小
坂
を
上
る
、
此
辺
左
右
山
、
三
四
丁
計

也
、
下
り
て
一
丁
計
行
、
小
坂
有
、
下
り
て
一
丁
よ
ゆ
き
、
道
の
左
右
に
田
地
の
中
に
塩
の
出
る
所
あ
り
、
左

右
一
反
歩
く
ら
ひ
づ
ゝ
、

塩
や
く
小
屋

塩
や
く
小
屋
、
道
の
左
ニ
三
軒
、
右
ニ
一
軒
あ
り
、
此
所
北
ノ
方
海
也
、
十
丁
よ
あ

り
、
東
西
ハ
二
丁
く
ら
ひ
、
南
ハ
山
き
は
也
、
山
の
左
右
谷
田
也
、
此
所
に
て
塩
よ
ほ
と
出
来
る
よ
し
語
れ
り
、

是
阿
久
根
郷
の
内
今
村
の
地
の
よ
し
、
坂
を
上
り
一
丁
計
行
、
右
ニ
、
鹿
児
島
よ
り
十
九
里
の
杭
あ
り
、
六
七

丁
行
下
り
鷹
ノ
口
村
、
右
入
江
、
島
め
き
た
る
岩
な
と
あ
り
て
景
よ
し
、
小
橋
二
ツ
渡
り
右
に
山
を
見
て
谷
間

え
行
、
飛
松
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
右
海
に
て
近
し
、
小
坂
を
上
り
て
下
り
小
橋
あ
り
、
牛
浜
村
、
小
坂
を
上
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り
山
上
六
七
丁
行
直
に
下
り
、
的
場
村
、
う
ご
村
と
も
い
ふ
、
谷
間
橋
有
、
板
仮
橋
十
間
よ
、
左
大
川
村
、
坂

を
上
り
遊
行
坂
、
御
休
あ
り
、
右
の
海
辺
高
き
所
に
、
雪
渓
和
尚
、
弘
治
三
丁
巳
年
十
二
月
と
あ
り
、
坂
を
下

り
谷
川
、
小
橋
あ
り
、
左
右
家
あ
り
廿
間
計
、
又
上
る
、
一
丁
計
行
三
丁
斗
下
り
小
溝
川
あ
り
、
左
ノ
山
に
そ

ひ
右
ハ
海
を
見
お
ろ
し
三
丁
計
行
、
谷
川
橋
を
わ
た
り
小
坂
を
上
り
一
丁
計
行
、
左
ニ
郡
境
の
杭
あ
り
、
南
高

城
、
北
阿
久
根
と
あ
り
、
阿
久
根
ハ
郷
名
に
て
出
水
郡
也
、
杭
の
右
に
大
石
あ
り
、
五
六
丁
行
、
下
り
坂
一
丁
、

橋
あ
り
十
間
計
、
麦
浦
村
之
内
西
方
村
也
、
阿
久
根
村
よ
り
三
里
半
あ
り
、
飛
松
村
よ
り
西
方
村
迄
の
間
所
々

嶋
な
と
遠
く
見
ゆ
、
こ
の
村
ハ
西
北
海
に
て
東
北
ハ
山
也
、
入
口
右
に
領
主
の
御
茶
屋
あ
り
、
此
村
家
数
多

く
あ
れ
と
大
か
た
見
く
る
し
き
家
の
ミ
也
、
村
の
出
は
な
れ
、
鹿
児
島
よ
り
十
六
里
の
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
左

右
人
家
あ
り
、
左
り
谷
へ
い
り
坂
を
上
る
、
湯
田
村
、
新
道
坂
上
り
三
丁
下
り
二
丁
よ
、
湯
田
村
谷
間
也
、
左

右
人
家
あ
り
橋
あ
り
、
三
丁
計
行
小
川
を
渡
り
上
る
、
麦
ノ
浦
村
高
六
百
廿
四
石
よ
、
、
湯
田
峠
上
り
五
六
丁

あ
り
、
険
し
か
ら
す
、
峠
ニ
休
所
あ
り
、
鹿
児
島
よ
り
十
五
里
の
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
、
道
ノ
右
一
条
妙
見
の

社
あ
り
、
宮
居
よ
か
ら
す
、
小
川
を
わ
た
り
左
右
広
き
谷
間
、
田
地
あ
り
、
鹿
児
島
よ
り
十
四
里
の
杭
あ
り
、

マ
カ
リ
イ
ワ

曲
石
坂
、
二
丁
計
、
田
麦
村
高
き
所
也
、
御
休
所
有
、
坂
一
丁
計
下
り
小
橋
わ
た
り
、
い
さ
ゝ
か
上
り
坂
を
超

三
四
丁
行
て
下
り
、
右
に
妙
見
の
社
あ
り
、
花
表
ハ
道
近
く
あ
れ
と
、
社
地
ハ
一
丁
よ
遠
く
森
の
中
に
て
高
し
、

妹
せ
川
、
板
橋
廿
間
計
、
村
左
右
人
家
、
町
め
き
た
り
、
左
ハ
山
右
ハ
田
地
、
廿
丁
よ
ゆ
き
、
鹿
児
島
よ
り
十

三
里
の
杭
あ
り
、
二
丁
計
行
、
南
水
引
、
北
高
城
の
境
杭
あ
り
、
五
六
丁
行
御
休
あ
り
、
此
所
よ
り
一
丁
計
ゆ

き
橋
あ
り
、
瓊
々
杵
尊
の
霊
廟
拝
ま
ん
と
て
和
田
篤
祐
と
ゝ
も
に
、
右
の
小
道
に
い
り
五
六
丁
行
、

八
幡
新
田
宮

八
幡
新
田
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宮
の
山
の
西
北
う
し
ろ
の
方
ニ
当
ル
洞
窟
に
参
詣
す
、
南
ノ
方
よ
り
上
る
、
石
坂
五
十
段
余
上
り
、
一
段
と
い

へ
と
三
四
尺
く
ら
ゐ
に
て
定
め
な
し
、
山
ハ
一
丁
四
方
く
ら
ひ
、
椎
ノ
木
し
け
り
高
サ
七
八
丈
も
あ
ら
ん
、
丸

き
小
山
也
、
右
小
き
石
の
手
水
鉢
あ
り
、
文
化
十
三
年
建
た
り
、
石
灯
籠
一
対
、
高
五
尺
位
、
同
年
建
た
り
、

木
の
い
か
き
五
間
ニ
三
間
く
ら
ひ
、
垣
の
内
に
石
灯
籠
あ
り
、
高
七
八
尺
、
左
ニ
よ
り
三
尺
四
方
く
ら
ひ
の
宮

あ
り
、
い
か
き
の
中
右
の
隅
に
六
尺
四
方
計
に
又
い
か
き
を
め
く
ら
せ
る
内
に
石
を
重
ね
た
る
あ
り
、
是
瓊
々

杵
尊
の

霊
廟

霊
廟
也
と
案
内
の
も
の
語
れ
り
、
此
山
と
並
び
八
幡
新
田
山
の
腰
に
つ
ゝ
き
少
シ
高
く
四
五
十
間
上
り

左
小
き
石
の
手
水
鉢
、
石
常
夜
灯
、
高
五
尺
計
、
三
間
四
方
計
い
か
き
あ
り
、
内
に
石
灯
籠
一
対
、
高
七
八
尺
、

三
尺
四
方
位
の
宮
あ
り
、
宮
の
側
大
松
二
本
あ
り
、
此
所
も
廟
也
と
語
れ
り
、
い
つ
れ
の
方
尊
の
霊
廟
な
ら
ん
、

二
つ
な
か
ら
よ
の
常
な
ら
ぬ
山
の
た
ゝ
す
ま
ひ
也
、
さ
れ
と
、
西
北
の
方
神
廟
な
ら
ん
か
と
お
し
は
か
る
ゝ
也
、

此
地
ハ
宮
ノ
内
村
の
地
也
と
、
八
幡
新
田
宮
ハ
南
に
向
へ
り
、
仁
王
門
よ
り
右
坂
下
迄
八
丁
あ
り
と
、
道
は
ゞ

十
二
間
、
仁
王
門
の
前
往
還
也
、
道
を
へ
だ
て
川
は
た
石
常
夜
灯
二
対
あ
り
、
仁
王
門
い
と
古
し
、
仁
王
門
よ

り
一
丁
計
入
、
右
別
当
観
樹
院
あ
り
、
門
の
額
に
神
亀
山
と
有
、
一
丁
計
は
な
れ
同
し
く
、
右
神
主
執
印
吉
太

の
宅
あ
り
、
門
の
両
脇
み
か
き
石
に
て
た
ゝ
み
、
居
宅
ハ
広
か
ら
ね
と
よ
し
、
此
八
丁
中
ノ
道
十
間
計
芝
を
植
、

道
の
左
右
桜
を
ま
ば
ら
に
植
た
り
、
其
両
方
七
八
尺
の
道
あ
り
、
八
丁
の
間
三
筋
の
道
あ
り
道
の
左
右
悉
く
社

家
な
ど
あ
り
、
四
丁
よ
行
、
木
の
大
鳥
居
あ
り
、
額
八
幡
新
田
宮
と
、
楷
書
の
額
也
、
八
丁
行
、
石
橋
三
ツ
並

び
掛
た
り
、
中
ハ
石
の
反
橋
に
て
左
右
擬
宝
珠
の
て
す
り
有
て
は
ゞ
九
尺
計
の
橋
に
て
長
サ
三
間
余
也
、
左
右

ハ
よ
の
常
の
石
橋
也
、
右
ニ
車
井
戸
有
、
石
の
手
水
鉢
あ
り
、
石
坂
十
三
段
上
り
常
夜
灯
弐
対
、
左
右
に
四
五
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尺
四
方
の
宮
二
社
あ
り
、
七
十
七
段
上
り
左
五
尺
四
方
の
宮
三
社
あ
り
、
右
少
シ
低
き
所
に
御
供
所
と
か
萱
屋

弐
軒
あ
り
、
石
灯
籠
三
対
あ
り
、
大
な
ら
す
、
此
所
平
ら
な
る
所
五
十
間
計
あ
り
、
石
坂
二
百
三
段
上
り
御
庭

也
、
百
七
十
段
上
り
右
ニ
大
き
な
る
楠
あ
り
、
左
右
常
夜
灯
三
対
、
石
手
水
鉢
あ
り
、
左
ニ
鐘
楼
有
、
銘
文
も

な
し
、
天
明
元
辛
丑
年
六
月
吉
日
改
之
直
、
と
あ
り
、
石
坂
五
段
上
り
回
廊
の
板
檀
也
、
回
廊
左
右
八
間
宛
、

都
合
十
六
間
、
本
社
の
左
右
へ
も
十
六
間
計
を
り
廻
シ
た
り
、
拝
殿
、
三
間
半
ニ
四
間
、
其
そ
と
に
四
方
共
四

五
尺
の
板
縁
、
本
社
、
七
間
ニ
六
軒
、
両
方
の
回
廊
の
奥
に
九
尺
く
ら
ひ
の
宮
あ
り
、
左
ハ
武
内
宿
祢
也
と
い

ハ
チ
マ
ン
ニ
ッ
タ
グ
ウ

へ
り
、
右
ノ
方
回
廊
に
造
り
そ
へ
、
三
間
ニ
四
間
計
の
宮
番
の
を
る
所
二
軒
あ
り
、
此
八
幡
新
田
宮
の
御
山
め

く
り
一
里
あ
り
と
云
り
、
山
ハ
大
き
に
高
か
ら
す
、
杉
ノ
木
、
楠
、
椎
な
と
大
木
に
て
い
と
繁
り
、
遠
く
見
れ

ば
丸
く
黒
く
見
へ
、
い
と
か
う
〳
〵
し
く
、
参
詣
し
て
も
尊
く
思
は
る
ゝ
社
の
さ
ま
也
、
社
領
八
百
、
神
代
紀

に
見
え
し
可
愛
ノ
陵
是
な
り
と
、

大
小
路
町

ダ
イ
シ
ヤ
ウ

ジ

大
小
路
町
、
高
城
郡
水
引
郷
、
高
四
百
三
十
七
石
余
、
家
数
、
大
小
路
町
ハ
、

た
ゞ
に
水
引
と
も
い
ふ
也
、
南
ハ
川
、
三
方
田
地
也
、
此
辺
四
方
山
遠
く
田
畑
多
し

七
月
七
日

七
日

朝
よ
り
晴
し
が
、
時
々
く
も
り
、
午
下
刻
村
雨
つ
よ
か
ら
す
、
ま
な
く
晴
し
か
、
と
か
く
陰
り
か
ち
な
り
、
夜

半
よ
り
雨
強
く
ふ
り
雷
も
甚
し
、
雨
ハ
よ
わ
り
し
時
あ
れ
と
つ
よ
し
、
辰
上
刻
、
大
小
路
町
を
出
立
、
二
丁
計

行
、
左
泰
平
寺
門
前
也
、
道
よ
り
門
迄
五
丁
計
、
門
前
に
石
灯
籠
三
対
あ
り
、
門
ハ
三
間
ニ
二
軒
く
ら
ひ
、
仁

王
門
の
様
な
れ
ど
仁
王
も
な
し
、
門
よ
り
五
十
間
計
ゆ
き
本
堂
也
、
石
坂
八
段
、
本
堂
三
間
ニ
二
間
計
の
仮
普
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請
也
、
石
垣
高
サ
三
尺
計
、
十
間
四
方
計
也
、
右

足
利
尊
氏

足
利
尊
氏
の
石
塔
あ
り
、
高
さ
一
丈
く
ら
ゐ
、
台
石
四
角
、

中
ハ
丸
く
上
ハ
ぎ
ぼ
う
し
ゆ
石
也
、
石
塔
の
右
ニ
地
蔵
あ
り
、
台
石
ニ
暦
応
二
年
二
月
云
々
と
あ
れ
と
、
文
字

文
明
な
ら
ず
、
本
堂
の
前
石
灯
籠
二
対
、
右
石
手
水
鉢
あ
り
、
左
六
間
半
ニ
四
間
半
の
庫
裏
あ
り
、
く
り
の
前

に

太
閤
秀
吉

太
閤
秀
吉
公
と
島
津
家
と
和
睦
石
と
て
あ
り
、
左
ノ
庭
ノ
隅
ニ
鐘
楼
あ
り
、
堂
も
古
く
上
り
か
た
し
、
元
禄

年
中
鋳
直
し
た
る
鐘
也
と
語
れ
り
、
其
模
様
な
つ
か
し
か
ら
す
見
ゆ
、
古
文
書
多
し
、
天
正
十
年
豊
臣
家
当
国

攻
の
時
、
当
寺
に
陣
せ
ら
れ
し
也
、
古
ハ
さ
し
も
大
寺
の
よ
し
な
れ
と
焼
亡
後
仮
普
請
に
て
、
そ
れ
さ
へ
今
大

破
せ
り
、
な
け
か
は
し
き
あ
り
さ
ま
也
、
元
明
帝
手
自
薬
師
の
像
を
御
彫
刻
、
和
銅
元
年
当
寺
建
立
、
叡
山
の

本
堂
、
京
都
因
幡
堂
と
当
寺
の
本
尊
と
三
薬
師
と
申
伝
る
よ
し
、
暦
應
三
年
源
直
義
蒙
院
宣
、
一
国
一
基
の
塔

婆
を
立
、
仏
舎
利
八
粒
つ
ゝ
奉
納
の
地
也
、
泰
平
寺
参
詣
よ
り
帰
り
、
大
小
路
町
の
河
岸
よ
り
乗
船
、
仙
台
川
、

薩
摩
ノ
前
口
書
ニ

川
内
川

川
内
川
ト
書
タ
リ
、
川
幅
百
間
計
、
河
源
ハ
日
州
諸
県
郡
、
霧
島
山
の
西
北
よ
り
発
し
、
隅

州
桑
原
郡
、
当
国
伊
佐
郡
を
経
て
、
此
所
に
流
れ
来
る
、
山
ヶ
野
・
金
山
の
水
も
此
川
に
落
る
也
、
大
小
路
町

よ
り
陸
を
行
ば
大
島
町
、
高
城
郡
・
薩
摩
郡
の
境
あ
り
、
安
国
寺
、
田
海
川
橋
な
と
あ
る
よ
し
な
れ
と
、
東
郷

村
迄
二
里
余
、
舟
に
て
上
り
け
れ
は
見
ず
、
大
小
路
町
に
て
鹿
児
島
道
と

山
ヶ
野
金
山
道

山
ヶ
野
金
山
道
と
追
分
あ
り
、
川
向

ハ
薩
摩
郡
隈
之
城
郷
之
内
向
田
と
い
ふ
領
主
の
仮
屋
あ
り
、
石
垣
并
普
請
よ
し
、

渕
村
之
内
東
郷
村
、
船
倉

町
共
云
、

渕
村
、
高
弐
千
弐
百
廿
七
石
余
、
川
端
に
あ
り
、
町
め
き
て
家
並
ひ
よ
き
家
多
し
、
東
郷
町
を
出

は
な
れ
川
辺
へ
出
十
丁
よ
行
、
岩
切
川
、
橋
あ
り
、
こ
ゝ
よ
り
左
ハ
山
高
く
、
右
ハ
川
に
て
四
丁
計
ゆ
き
左
へ

上
り
、
左
右
に
家
少
し
あ
り
、
下
り
て
上
れ
は
御
巡
見
道
、
鹿
児
島
よ
り
弐
拾
里
の
杭
あ
り
、

渕
村
の
内
つ
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か
さ
の
原
、
此
辺
よ
り
松
並
木
あ
り
、
大
木
に
ハ
あ
ら
す
、
下
り
溝
川
左
右
田
あ
り
、
左
ハ
山
に
近
く
右
ハ
田

畑
広
し
、
い
さ
ゝ
か
上
り
、
南
瀬
村
、
高
九
百
四
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
二
丁
計
ゆ
き
又
下
る
、
川
は
た
に

ス
ク
イ

出
小
橋
あ
り
、
仮
橋
十
間
計
少
シ
ゆ
き
、
鹿
児
島
よ
り
十
九
里
の
杭
あ
り
、
下
り
小
川
あ
り
、
須
杭
村
、
少
シ

上
り
左
に
祠
の
傍
に
御
休
所
あ
り
、
一
丁
よ
行
右
ハ
川
也
、
目
ノ
下
に
見
お
ろ
さ
る
ゝ
也
、
左
ハ
山
也
、
三
十

フ
タ
ワ
ヤ
リ

丁
計
ゆ
き
坂
を
下
る
、
二
渡
村
、
高
六
百
五
石
余
、
左
人
家
あ
り
、
道
の
左
右
田
地
広
し
、
小
川
仮
橋
あ
り
八

九
間
、
十
丁
計
ゆ
き
薩
摩
郡
伊
佐
郡
の
境
あ
り
、
山
崎
川
舟
渡
一
丁
余
、
丑
寅
よ
り
未
申
に
な
か
る
、
山
崎
町
、

高
七
百
廿
七
石
余
、
川
を
上
れ
は
町
也
、
川
よ
り
三
四
十
間
行
左
へ
曲
る
、
左
右
町
屋
也
、
町
続
き
例
の

郷
士
の
家

郷
士

の
家
多
く
あ
り
、
左
へ
い
さ
ゝ
か
上
り
又
下
り
鹿
児
島
よ
り
十
八
里
の
杭
、
宮
之
城
迄
壱
里
半
の
杭
有
、
小
川

を
わ
た
り
、
左
繁
り
た
る
森
の
小
山
に
つ
き
て
廻
り
、
上
り
下
り
し
て
川
は
た
に
土
橋
有
五
間
計
、
橋
よ
り
こ

な
た
に
、
南
山
崎
村
、
北
宮
之
城
村
と
杭
あ
り
、
川
の
さ
き
、
従
是
北

島
津
図
書
領
分

島
津
図
書
領
分
と
杭
あ
り
、
二
丁
余
行
、

松
ノ
本
坂
上
り
二
丁
、
坂
の
上
左
に
御
休
所
あ
り
、
西
ノ
方
山
崎
川
な
ゝ
め
に
遠
く
迄
見
え
、
諸
山
の
さ
ま
、

東
ノ
方
谷
川
、
所
々
瀧
め
き
て
見
え
佳
景
也
、
五
六
丁
並
木
を
行
、
鹿
児
島
よ
り
十
七
里
の
杭
あ
り
、
此
辺
よ

シ
ヤ
ウ
グ
ウ

り
北
に
高
山
見
ゆ
、
伊
佐
郡
祁
答
院
の
上
宮
嶽
と
い
ふ
由
、
廿
丁
よ
行
坂
を
下
り
谷
間
也
、
二
丁
計
ゆ
き
宮
ノ

城
町
に
入
ル
、
左
右
町
屋
あ
り
、
つ
き
あ
た
り
左
へ
二
丁
計
ゆ
き
家
中
町
、
御
本
陣
な
り
、

宮
ノ
城

宮
之
城
、
伊
佐
郡
、

高
四
百
五
拾
三
石
余
、
人
家
、
宮
ノ
城
ハ
家
老
島
津
図
書
陣
屋
あ
り
、
北
ハ
せ
ん
だ
い
川
流
れ
、
西
ハ
南
へ
か

け
岡
山
に
て
畑
な
と
也
、
東
南
ハ
田
畑
也
、
南
も
山
遠
か
ら
す
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七
月
八
日

八
日

朝
よ
り
雨
し
き
り
に
ふ
り
、
辰
上
刻
雷
も
鳴
し
が
、
辰
下
刻
よ
り
は
れ
、
終
日
風
も
ふ
か
す
の
と
か
也
、
穴
川
、

満
水
ニ
付
滞
留

七
月
九
日

九
日

朝
間
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
、
巳
下
刻
よ
り
や
う
〳
〵
は
れ
く
も
ら
す
、
あ
つ
し
、
巳
よ
り
南
風
ふ
き
た
れ

と
つ
よ
か
ら
ず
、
六
ツ
半
時
宮
ノ
城
出
立
、
屋
地
馬
場
、
左
に
舟
尾
明
神
あ
り
、
左
右
屋
敷
町
、
右
真
言
宗
多

宝
寺
并
愛
宕
の
社
あ
り
、
玉
の
本
坂
い
さ
ゝ
か
の
坂
也
、
川
ば
た
右
少
シ
高
く
家
あ
り
、
四
五
丁
行
小
橋
あ
り
、

川
向
虎
井
村
、
穴
川
か
ち
わ
た
り
也
、
源
ハ
山
ケ
野
金
山
よ
り
流
れ
出
る
よ
し
、
川
は
ゞ
廿
間
余
也
、
渡
り
口

に
て
ハ
一
丁
計
也
、
此
所
川
内
川
へ
お
つ
る
所
也
、
此
落
合
の
所
岩
石
至
て
多
く
、
大
川
も
瀧
の
如
く
に
見
ゆ
、

穴
川
ハ
水
増
ぬ
れ
は
渡
り
難
し
、
わ
た
り
て
川
よ
り
右
ニ
分
レ
行
、
左
右
田
地
を
十
丁
計
行
、
時
吉
村
、
高
八

百
五
石
余
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
右
水
天
宮
地
蔵
道
、
小
橋
あ
り
、
少
シ
上
り
ま
た
下
り
、

島
津
将
監

島
津
将
監
の
領
分

杭
あ
り
、
少
シ
坂
を
上
り
御
休
所
あ
り
、
鶴
ヶ
崎
と
い
ふ
、
左
へ
ゆ
く
道
あ
り
、
並
木
あ
り
、
坂
を
下
り
田
場

を
通
り
、
左
り
山
き
は
高
き
所
に
阿
字
荷
明
神
の
社
あ
り
、
石
の
鳥
居
、
石
の
仁
王
あ
り
、
真
言
宗
崇
全
寺
あ

り
、

仮
屋
瀬
村

カ
リ
ヤ

セ

仮
屋
瀬
村
、
左
右
に
人
家
所
々
に
あ
り
、
左
ハ
山
近
く
右
ハ
川
に
て
い
さ
ゝ
か
上
り
下
り
し
て
ゆ
く
、
鹿

児
島
よ
り
十
五
里
の
杭
あ
り
、
五
丁
計
行
小
川
田
橋
、
仮
橋
あ
り
、
十
五
六
間
、
此
橋
よ
り
六
七
丁
行
、
東
南

よ
り
流
れ
出
る
川
あ
り
、
此
小
川
田
橋
の
水
ハ
則
金
山
川
也
、
十
五
間
計
左
ノ
山
に
そ
ひ
行
、
い
さ
ゝ
か
上
り
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又
下
り
て
険
し
き
坂
を
上
る
、
花
立
坂
と
い
ふ
、
三
丁
計
の
上
り
也
、
坂
ノ
上
右
に
、
西
島
津
将
監
領
分
と
杭

有
、
其
並
ひ
に
西
佐
志
、
東
大
村
と
杭
あ
り
、
二
丁
計
ゆ
き
御
休
所
あ
り
、
花
立
坂
と
い
ふ
、
此
辺
左
右
低
く

田
畑
見
お
ろ
さ
る
、
木
崎
原
と
い
ふ
、
中
津
川
村
、
高
二
千
百
七
十
八
石
、
人
家
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
大
村

郷
の
内
也
、
三
十
丁
計
行
、
い
さ
ゝ
か
上
り
を
つ
け
の
原
と
い
ふ
、
鹿
児
島
よ
り
十
四
里
、
宮
之
城
へ
三
里
、

金
山
へ
三
里
と
書
た
る
杭
二
ツ
あ
り
、
古
町
村
、
左
ニ
人
家
あ
り
、
坂
を
上
る
、
二
丁
計
険
し
、
し
お
り
坂
と

い
ふ
、
下
り
又
さ
か
し
少
し
上
り
又
下
り
、
谷
川
を
わ
た
り
て
上
る
、
此
辺
よ
り
右
に
中
の
た
け
と
て
高
く
そ

ひ
え
木
し
け
り
黒
く
、
遠
く
よ
り
見
ゆ
る
山
あ
り
、
峰
ハ
南
北
に
い
く
つ
と
あ
り
、
今
上
り
ゆ
く
ハ
そ
の
北
の

山
の
を
さ
き
也
、
御
御
休
所
あ
り
、
永
野
村
の
内
松
か
迫
と
い
ふ
よ
し
、
一
丁
計
行
少
し
下
り
又
上
り
、
右
高

き
山
の
腰
を
上
り
下
り
し
て
ゆ
く
、
此
辺
山
つ
た
へ
と
い
ふ
よ
し
、
御
休
所
あ
り
、
一
丁
計
下
り
鹿
児
島
よ
り

十
二
里
の
杭
あ
り
、
西
大
山
、
東
金
山
と
杭
立
た
り
、
三
丁
計
下
り

長
野
金
山

長
野
金
山
の
入
口
、
番
所
あ
り
、
此
所
出

入
の
も
の
を
改
む
よ
し
、
番
所
の
て
ま
へ
右
ノ
高
き
所

制
札

制
札
あ
り
、
二
枚
と
三
枚
あ
り

一
枚
ハ

寛
文
五
年
五
月

同

元
禄
十
三
年
六
月
十
六
日

同

天
和
二
年

同

明
暦
二
年

同

天
保
三
年

と
あ
り
、
番
所
を
入
て
万
治
三
年
の
制
札
あ
り
、
此
所
に
小
判
五
十
両
な
ら
べ
、
不
正
の
儀
い
た
し
候
者
訴
出
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候
ハ
ヽ
、
褒
美
ニ
可
遣
由
之
文
言
也
、
番
所
よ
り
三
丁
計
下
り
金
山
村
の
人
家
左
右
に
あ
り
、
谷
川
の
橋
あ
り
、

左
右
人
家
有
、
谷
川
よ
り
三
丁
計
上
り
、
右
西
薩
摩
、
東
大
隅
と
国
境
の
杭
あ
り
、
こ
れ
薩
州
伊
佐
郡
、
隅
州

桑
原
郡
の
界
也
、
此
境
ハ
谷
川
よ
り
二
三
丁
上
り
坂
中
に
境
杭
あ
り
、
他
国
に
ゝ
ず
地
理
分
ち
難
き
さ
ま
也
、

廿
丁
計
上
り
左
右
家
少
々
あ
り
、
此
国
境
よ
り
十
二
三
丁
上
り
御
休
所
あ
り
、
此
所
左
ハ
山
、
一
丁
よ
高
け
れ

ど
道
ハ
こ
れ
迄
に
て
、
下
り
也
、

山
ケ
野
金
山

山
ケ
野
金
山
、
一
丁
余
下
り
隅
州
霧
島
山
見
ゆ
、
今
下
る
山
の
左
の
を
さ
き

に
て
西
ノ
峰
ハ
よ
く
見
え
す
、
四
五
丁
下
り
金
を
掘
出
ス
穴
并
製
作
の
小
屋
等
道
よ
り
左
四
五
間
高
き
所
に
あ

り
、
金
を
掘
出
す
穴
あ
り
、
穴
の
口
ハ
八
九
尺
四
方
に
て
、
十
間
計
奥
に
て
左
右
に
わ
か
れ
道
あ
り
と
、
穴
の

口
の
う
へ
に
、
本
山
惣
冠
開
基
大
切
始
と
書
て
あ
り
、
小
屋
に
て
金
を
製
法
御
見
分
あ
り
、
穴
よ
り
堀
て
来
る

も
の
弐
人
、
打
砕
く
も
の
二
人
、
つ
き
こ
な
す
も
の
三
人
、
石
う
す
に
て
挽
し
も
の
八
人
、
金
と
砂
を
洗
ひ
分

し
も
の
一
人
、

金
を
吹
立

金
を
吹
立
し
も
の
一
人
等
也
、
一
時
余
見
分
の
刻
限
あ
り
て
、
そ
れ
よ
り
三
丁
計
下
り
山
ケ
野

村
也
、
上
ノ
村
之
内
、
山
ケ
野
金
山
、
大
隅
国
桑
原
郡
、
高
、
家
数
、
金
山
村
ハ
、
東
西
ハ
山
高
く
、
北
ノ
方

山
奥
の
谷
よ
り
東
南
へ
な
か
れ
出
る
谷
川
の
辺
を
、
地
形
に
随
て
家
作
し
た
り
、
さ
れ
は
西
北
ハ
高
く
、
東
南

ハ
次
第
に
ひ
く
き
也

七
月
十
日

十
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
す
、
い
と
あ
つ
し
、
風
も
ふ
か
す
、
夜
あ
け
て
山
ケ
野
金
山
を
出
立
、
旅
宿
よ

り
三
丁
計
下
れ
は
左
ニ
谷
川
流
る
、
其
川
に
そ
ひ
下
る
、
高
塚
川
と
い
ふ
、
金
山
の
西
北
の
奥
よ
り
流
れ
出
る
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と
也
、
小
川
な
れ
と
岩
間
を
た
き
り
、
音
終
夜
か
ま
び
す
し
、
番
所
あ
り
、
右
に
制
札
あ
り
、
大
か
た
永
野
村之

入
口
の
如
し
、
番
所
を
出
れ
は
け
や
坂
、
三
丁
計
険
し
、
左
右
二
三
丈
高
し
、
き
り
と
ふ
し
の
や
う
也
、
上
野

村
、
高
千
三
百
壱
石
余
、
家
百
五
十
軒
余
、
左
稲
株
明
神
あ
り
、
鹿
児
島
よ
り
十
一
里
の
杭
あ
り
、
坂
を
下
り

小
川
あ
り
、
柴
尾
田
村
、
上
野
村
之
内
、
弐
拾
軒
、
し
を
田
川
橋
あ
り
、
右
の
谷
間
よ
り
な
か
れ
来
る
也
、
橋

六
七
間
、
此
辺
左
右
所
々
家
あ
り
谷
間
也
、
坂
を
上
り
五
六
丁
行
下
る
、
鹿
児
嶋
よ
り
十
里
の
杭
有
、
坂
を
上

り
又
下
る
、
梯
木
坂
、
左
ニ

霧
島
山

霧
島
山
近
く
見
ゆ
、
延
喜
式
神
名
帳
ニ
日
向
国
霧
島
神
社
と
載
ら
れ
し
ハ
此
神
社

也
と
、
此
山
の
事
ハ
橘
何
か
し
の
西
遊
記
に
詳
に
記
さ
れ
、
瓊
々
杵
尊
、
高
千
穂
峰
ニ
降
り
給
ひ
し
と
、
神
代

紀
ニ
載
ら
れ
し
ハ
こ
の
山
な
る
事
、
古
事
記
伝
に
本
居
翁
委
し
く
考
へ
記
せ
り
、
必
見
べ
き
也
、
霧
島
山
ハ
日

州
諸
縣
郡
に
て
、
西
ノ
方
ハ
隅
州
囎
唹
郡
の
内
の
よ
し
、
皇
国
無
比
の

尊
き
山

尊
き
山
也
、
梯
木
村
、
谷
間
也
、
右
ニ

家
あ
り
、
谷
川
あ
り
、
橋
あ
り
、
左
へ
流
る
、
二
丁
計
に
て
又
坂
を
上
り
い
さ
ゝ
か
下
り
又
上
る
、
毘
沙
門
坂

（
マ
マ
）

と
い
ふ
、
五
治
郎
坂
、
此
辺
ハ
西
北
に
道
よ
り
高
き
山
近
く
あ
り
て
霧
島
山
見
へ
す
、
南
ノ
方
日
州

桜
島

桜
島
見
ゆ
、

此
地
中
泉
村
の
地
也
、
坂
を
下
り
久
留
見
川
橋
あ
り
、
桑
原
郡
、
姶
羅
郡
の
境
也
、
有
川
村
、
高
弐
百
六
十
六

石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
有
川
橋
、
石
原
村
、
有
川
村
之
内
、
山
中
也
、
山
ケ
野
よ
り
当
村
迄
谷
間
又
ハ
山
の

い
た
ゝ
き
を
の
ミ
ゆ
く
也
、
さ
れ
と
、
い
た
く
高
か
ら
す
谷
も
深
か
ら
す
、
当
村
ハ
旧
例
の
よ
し
に
て
十
二
三

歳
の

女
子
共
十
人

女
子
共
十
人
余
出
て
先
払
に
た
ち
行
也
、
他
所
に
な
く
め
つ
ら
し
き
事
也
、
小
橋
あ
り
、
三
四
丁
行
、
右

へ
坂
を
上
る
、
げ
ん
を
う
坂
と
い
ふ
よ
し
、
上
り
二
丁
計
、
坂
よ
り
三
丁
よ
行
、
鹿
児
島
よ
り
八
里
の
杭
あ
り
、

十
丁
よ
ゆ
き
桜
島
よ
く
見
ゆ
、
廿
丁
よ
行
、
従
是
南
島
津
内
匠
領
分
と
杭
あ
り
、
五
六
丁
行
、
鹿
児
島
よ
り
七
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里
の
杭
あ
り
、
十
丁
計
ゆ
き
見
返
り
坂
、
此
所
並
木
ハ
東
南
の
方
と
ほ
く
続
き
見
ゆ
る
を
右
へ
新
道
の
坂
を
下

る
也
、
二
丁
計
下
り
御
休
所
あ
り
、
此
所
よ
り
桜
島
手
に
取
は
か
り
近
う
見
ゆ
、
薩
摩
の
山
々
又
薩
隅
の
間
の

入
海
の
浦
々
好
景
な
り
、
坂
を
二
丁
計
下
れ
は
谷
間
也
、
両
山
高
し
、
三
丁
計
行
小
橋
有
、
四
丁
計
下
り
左
ニ

小
山
田
村
の
家
あ
り
、
少
シ
下
り
鹿
児
島
よ
り
六
里
の
杭
あ
り
、
二
三
丁
ゆ
き
左
ハ
深
き
谷
間
を
見
お
ろ
し
、

二
丁
計
下
り
岩
地
に
て
道
あ
し
く
険
し
、
四
丁
余
下
り
て
三
四
丁
行
、
左
四
五
丁
遠
く
龍
門
の
瀧
見
ゆ
、
滝
よ

り
南
ノ
方

加
治
木

加
治
木
の
古
城
跡
あ
り
、
高
さ
一
丁
計
つ
き
立
た
る
や
う
に
見
ゆ
、
右
ニ
も
高
き
山
の
ふ
も
と
に
小

ナ
ラ
キ

き
滝
見
ゆ
、
岩
か
瀧
と
い
ふ
、
楢
木
川
橋
あ
り
十
四
五
間
、
二
丁
よ
ゆ
き
右
に
川
を
へ
た
て
春
日
明
神
の
社
あ

り
、
社
ハ
二
三
丁
奥
な
り
、
鳥
居
ハ
川
に
近
し
、
此
辺
に
て
左
十
丁
よ
は
な
れ
、
か
の
加
治
木
古
城
よ
り
南
へ

三
四
丁
は
な
れ
、
岩
山
の
樹
木
も
な
く
□
と
立
て
、
上
り
か
た
く
見
ゆ
る
山
あ
り
、
蔵
王
か
嶽
と
い
ふ
よ
し
、

な
ら
木
川
よ
り
五
六
丁
ゆ
き
加
治
木
町
の
家
中
町
あ
り
、
二
丁
計
あ
り
て
加
治
木
の
町
也
、
叚
土
村
之
内
、
加

治
木
、
大
隅
国
姶
羅
郡
、
高
、
人
家

七
月
十
一
日

十
一
日

朝
よ
り
快
晴
い
と
あ
つ
し
、
午
上
刻
雷
甚
し
く
鳴
し
か
や
み
、
未
上
刻
ま
た
鳴
し
か
つ
よ
か
ら
す
、
風
も
ふ
か

す
、
町
の
正
南
の
通
り
真
向
に
桜
島
見
ゆ
、
つ
き
当
り
右
へ
き
れ
一
丁
計
ゆ
き
、
網
掛
橋
あ
り
、
石
橋
廿
五
間
、

川
よ
り
さ
き
二
丁
計
ゆ
き
橋
あ
り
、
三
丁
計
左
右
田
地
也
、
岩
ノ
原
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
家
中
め
き
た
る
家

也
、
此
辺
よ
り
北
五
六
丁
は
な
れ
、
岩
の
山
と
て
南
よ
り
北
へ
並
び
峰
三
ツ
あ
る
ひ
と
つ
ゝ
き
の
山
あ
り
、
三
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丁
計
行
小
橋
あ
り
、
鹿
児
島
よ
り
五
里
の
杭
あ
り
、
川
は
ゞ
百
間
計
、
加
治
木
よ
り
廿
一
丁
、
木
田
村
の
地
に

（
帖
ヵ
）

て
、
別
府
川
と
云
、
五
里
の
杭
よ
り
左
右
並
木
七
八
丁
あ
り
、
川
よ
り
て
ま
へ
に
、
西
限
佐
、
東
加
治
木
境
在
、

川
中
と
石
に
て
記
シ
、
従
是
東
島
津
内
匠
領
分
と
あ
り
、
川
よ
り
一
丁
計
行
、
拾
日
町
、
家
三
十
軒
、
左
右
人

家
あ
り
、
町
め
き
た
り
、
松
並
木
左
右
に
あ
り
、
餅
田
村
、
高
千
九
百
六
石
余
、
人
家
百
廿
軒
、
所
々
に
人
家

あ
り
、
十
丁
余
行
、
西
重
富
、
東
帖
左
と
杭
あ
り
、
其
傍
に
従
是
西
島
津
山
城
領
分
と
杭
あ
り
、
五
丁
計
行
脇

元
川
、
川
は
ゝ
五
六
十
間
の
内
水
流
れ
三
十
間
計
、
船
廿
四
艘
並
べ
舟
橋
と
し
た
り
、
二
丁
計
行
、
鹿
児
島
よ

り
四
里
の
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
、

脇
元
町

脇
元
町
、
千
二
百
十
八
石
、
人
家
百
四
十
軒
、
左
右
人
家
、
町
屋
也
、
さ
れ

シ
ロ
カ
ネ

と
家
あ
し
く
、
右
へ
曲
り
一
丁
余
行
、
左
松
森
の
中
に
小
宮
あ
り
、
白
銀
坂
、
北
へ
差
出
た
る
尾
さ
き
を
上
る

事
六
七
丁
、
至
て
険
し
、
山
を
右
に
し
て
上
る
也
、
そ
れ
よ
り
右
へ
転
し
、
山
を
左
に
し
て
谷
間
を
上
る
也
、

並
木
松
あ
る
所
も
あ
り
、
谷
川
わ
た
る
所
も
あ
り
、
右
の
谷
に
滝
あ
り
、
流
れ
ほ
そ
し
、
虚
空
蔵
の
下
と
云
る

所
に
て
御
休
、
此
所
に
て
霧
島
山
丑
ノ
方
に
見
ゆ
、
加
治
木
辺
よ
り
別
府
川
、
脇
元
川
の
流
れ
な
と
目
下
に
見

へ
眺
望
至
て
よ
し
、
此
辺
左
右
の
山
に
野
駒
多
し
牧
也
と
、
山
ハ
道
よ
り
高
く
所
々
大
木
松
あ
り
、
二
三
丁
行
、

国
境
の
杭
あ
り
、
東
大
隅
西
薩
摩
、
隅
州
姶
羅
、
薩
州
鹿
児
島
の
両
郡
也
、
三
丁
計
行
、
鹿
児
島
よ
り
三
里
の

杭
あ
り
、
四
五
丁
行
見
返
り
坂
少
し
の
坂
也
、
通
山
、
繁
木
の
中
左
の
高
き
所
に
御
休
所
し
つ
ら
ひ
あ
り
、
高

く
低
く
よ
つ
い
つ
ゝ
小
屋
を
立
、
滝
は
し
ら
せ
な
と
し
た
る
さ
ま
よ
そ
に
な
く
、
心
と
ま
る
さ
ま
也
、
通
山
よ

り
十
丁
計
下
り
宮
之
浦
之
内
、
関
屋
、
家
七
軒
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
谷
間
一
丁
計
に
て
又
上
る
、
多
く
ハ
切

通
也
、
六
七
丁
上
り
家
あ
り
、
又
四
五
丁
上
り
十
丁
計
行
、
鹿
児
島
よ
り
二
里
の
杭
あ
り
、
十
丁
余
行
、
吉
田
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（
マ
マ
）

村
の
内
み
つ
か
さ
こ
と
云
る
所
に
て
御
休
あ
り
、
此
所
に
て
桜
島
辰
巳
、
海
門
嶽
申
の
方
山
越
に
遠
く
見
ゆ
、

オ
ビ
サ
コ

帯
迫
村
、
人
家
七
十
軒
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
坂
三
丁
計
下
り
、
実
方
村
、
人
家
弐
拾
軒
余
、
左
右
に
人
家
あ

り
、
実
方
川
、
石
橋
五
間
、

め
か
ね
橋

め
か
ね
橋
造
り
也
、
実
方
村
ハ
坂
に
随
ひ
川
迄
家
あ
り
、
川
よ
り
向
ふ
に
も
家
あ

り
、
右
高
山
に
て
き
り
と
ふ
し
を
四
五
丁
上
り
、
鹿
児
島
よ
り
一
里
の
杭
あ
り
、
坂
本
村
、
高
弐
千
五
百
三
十

四
石
余
、
坂
の
左
右
に
人
家
あ
り
、
揵
鼔
□
か
坂
下
り
也
、
左
右
山
高
く
谷
間
を
い
く
た
ひ
か
曲
り
下
る
也
、

十
丁
計
下
り
石
橋
あ
り
、
一
丁
計
下
り
番
所
あ
り
、
こ
の
下
り
坂
よ
り
鹿
児
島
海
辺
、
築
地
祇
園
社
、
神
明
の

社
、
弁
財
天
の
社
な
と
見
ゆ
る
、
番
所
を
い
り
、
左
高
き
所
ハ
真
言
宗

知
恵
光
院

知
恵
光
院
あ
り
、
門
に
知
恵
光
院
と
額

あ
り
、
左
ニ
祈
願
所
真
言
宗
大
乗
院
あ
り
、
此
寺
ハ
元
祖
豊
後
守
家
久
、
建
保
六
年
右
大
将
頼
朝
并
丹
後
局
の

肖
像
を
薩
州
郡
山
へ
安
置
、
花
尾
権
現
と
相
崇
候
別
当
寺
、
平
等
王
院
兼
帯
之
寺
の
由
、
右
菩
提
所
曹
洞
宗
福

昌
寺
裏
門
あ
り
、
左
ニ
下
町
札
辻
よ
り
十
八
丁
の
杭
あ
り
、
一
丁
計
行
、
福
昌
寺
の
大
門
へ
ゆ
く
道
あ
り
、
山

門
本
堂
其
外
僧
坊
多
く
見
ゆ
、
大
寺
也
、
境
内
ハ
平
地
也
、
西
よ
り
北
か
け
山
高
く
大
木
の
松
あ
り
、
此
寺
ハ

応
永
元
年
島
津
家
に
て
建
立
、
中
国
、
九
州
の
古
本
寺
、
其
後
奈
良
帝
の
勅
願
所
た
り
浄
岸
院
様
の
御
尊
骸
も

相
納
候
由
、
御
廟
所
、
御
位
牌
殿
等
も
有
之
由
、

城
下

城
下
、
上
町
入
口
、
柳
町
、
地
蔵
町
、
車
町
、
立
馬
場
、
右

琉
球
人
仮
屋
、
御
通
之
節
門
内
え
一
同
出
て
罷
在
、
新
橋
、
番
所
有
、
江
戸
橋
、
石
橋
あ
り
六
七
間
、
下
町
入

口
、
築
町

鹿
児
島
郡
鹿
児
島
城
下
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七
月
十
二
日

十
二
日

暁
雷
鳴
つ
よ
し
、
夜
あ
け
て
雨
ふ
り
出
、
雷
雨
つ
よ
か
り
し
か
、
辰
上
刻
よ
わ
り
、
下
刻
よ
り
時
々
村
雨
ふ
り

た
り
、
午
よ
り
南
風
烈
し
く
夕
く
れ
や
ミ
た
り
、
辰
下
刻
御
出
立
、
下
築
地
町
札
辻
、
右
ニ
制
札
あ
り
、
此
所

至
て
広
し
、
六
日
町
、
下
中
町
、
呉
服
町
、
町
奉
行
其
外
出
る
、
山
ノ
口
通
り
、
家
中
町
長
し
、
新
屋
敷
同
し

（
マ
マ
）

く
長
し
、
江
月
川
橋
あ
り
、
武
橋
、
橋
長
サ
五
十
間
計
、
下
町
札
ノ
辻
よ
り
十
八
丁
の
杭
あ
り
、
武
村
、
高
千

六
百
五
十
七
石
余
、
人
家
八
十
軒
余
、
荒
田
村
、
人
家
百
軒
余
左
右
に
あ
り
、
中
村
、
千
六
十
七
石
余
、
人
家

二
百
軒
左
右
に
あ
り
、
左
海
辺
、
領
主
の
茶
屋
あ
り
、
右
日
吉
山
王
宮
あ
り
、
左
ニ
塩
浜
あ
り
、
札
辻
よ
り
一

里
の
杭
あ
り
、
郡
本
村
、
高
五
百
七
十
六
石
余
、
人
家
四
百
軒
、
一
条
ノ
宮
あ
り
、
道
よ
り
見
え
す
、
右
牢
屋

敷
あ
り
、
郡
本
橋
長
七
八
間
、
右
牛
か
け
と
い
ひ
て
岩
山
の
そ
ひ
え
た
る
あ
り
、
鹿
児
島
郡
谿
山
郡
の
境
也
、

ヒ
ラ

脇
田
村
、
人
家
百
廿
八
軒
左
右
ニ
あ
り
、
福
本
村
の
内
波
ノ
平
村
、
福
本
村
ハ
高
八
千
五
百
四
拾
三
石
余
、
人

家
千
百
軒
余
、
波
平
村
ハ
古
昔
波
平
行
安
住
居
せ
し
所
之
由
、
道
ノ
側
に
刀
作
候
清
水
と
て
有
、
長
田
川
、
橋

あ
り
五
六
間
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
一
丁
計
行
わ
か
れ
道
あ
り
、
左
海
辺
、
並
木
道
有
、
右
山
下
に
も
道
あ
り
、

是
御
通
路
也
、
わ
か
れ
道
よ
り
十
丁
よ
行
、
二
里
ノ
杭
あ
り
、
谷
山
町
入
口
、
真
言
宗
常
楽
寺
あ
り
、
福
元
村

之
内

谷
山
町

谷
山
町
、
人
家
弐
百
軒
余
、
町
の
出
口
い
さ
ゝ
か
下
り
和
田
川
、
土
橋
六
十
間
余
、
右
ニ
塩
浜
あ
り
多
か

ら
ず
、
左
ハ
海
へ
二
丁
計
、
和
田
村
、
高
五
百
九
十
一
石
余
、
人
家
五
十
軒
、
左
右
人
家
あ
り
、
一
丁
計
行
右

へ
き
れ
三
四
丁
行
、
右
ニ
正
一
位
伊
佐
智
佐
大
権
現
の
社
あ
り
、
社
地
ハ
山
王
也
、
道
近
く
木
ノ
鳥
居
并
額
あ

り
、
一
丁
余
ゆ
き
又
切
通
シ
あ
り
、
坂
あ
り
二
丁
計
、
坂
ノ
上
村
、
人
家
六
十
軒
左
右
ニ
あ
り
、
三
丁
計
ゆ
き
、
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鹿
児
島
よ
り
三
里
の
杭
あ
り
、
十
丁
計
行
御
休
所
、
平
野
村
、
人
家
三
十
四
軒
左
右
ニ
あ
り
、
坂
を
下
り
、
障

子
川
七
八
間
の
仮
橋
あ
り
、
唐
人
坂
、
左
右
岩
を
き
り
さ
け
道
い
と
狭
く
か
つ
険
し
、
五
六
丁
計
也
、
古
屋
敷

村
、
人
家
十
五
軒
左
右
に
あ
り
、
こ
ひ
の
ゝ
村
、
人
家
十
六
軒
左
右
に
あ
り
、
古
や
し
き
村
、
こ
ひ
の
ゝ
村
畑

中
に
て
高
し
、
深
湊
川
、
仮
橋
四
間
計
、
小
坂
を
上
り
一
丁
計
ゆ
き
、
鹿
児
島
よ
り
四
里
の
杭
あ
り
、
四
五
丁

行
、
平
川
峠
、
上
り
四
丁
余
、
御
休
所
あ
り
、
入
海
眼
下
に
見
へ
桜
島
丑
、
高
く
ま
山
卯
、
眺
望
至
て
よ
し
、

豆
打
村
、
人
家
五
十
軒
、
上
り
三
丁
計
下
り
谷
川
小
橋
あ
り
、
右
人
家
、
左
海
辺
五
丁
、
拾
石
坂
、
上
り
三
丁

計
、
並
木
を
行
五
六
丁
に
て
北
谷
山
、
南
喜
入
と
杭
あ
り
、
側
に
従
是
南
肝
属
主
殿
殿
領
分
と
有
、
三
丁
計
下

り
瀬
ノ
串
村
、
上
ノ
村
之
内
、
人
家
三
十
軒
左
右
ニ
あ
り
、
村
中
に
小
橋
あ
り
、
橋
よ
り
さ
き
に
も
人
家
あ
り
、

海
辺
へ
出
右
宮
、
例
明
神
の
社
あ
り
、
社
前
に
て
御
休
、
浪
打
き
わ
廿
丁
よ
行
、
並
木
有
、
今
村
、
人
家
四
十

軒
、
黒
地
蔵
坂
上
り
四
丁
計
、
急
峻
な
り
、
い
た
ゝ
き
右
ニ
石
ノ
地
蔵
有
、
一
丁
計
ゆ
き
御
休
所
あ
り
、
坂
の

下
り
口
、
鹿
児
島
よ
り
五
里
の
杭
あ
り
、
ぬ
る
き
坂
下
り
四
丁
計
也
、
険
し
、
海
辺
浪
打
き
は
並
木
な
と
あ
る

ギ
ョ
ク
セ
ン

所
を
行
、
山
間
よ
り
出
る
谷
川
、
小
橋
二
あ
り
、
上
之
村
之
内
玉
泉
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
橋
あ
り
七
八
間
、

右
愛
宕
権
現
の
宮
あ
り
、
山
高
く
木
し
け
り
た
り
、
此
辺
左
塩
浜
あ
り
、
是
よ
り
左
右
家
中
町
也
、
七
八
丁
行
、

入
江
の
川
は
た
に
出
一
丁
計
右
へ
行
、
橋
あ
れ
と
渡
ら
す
、
右
の
山
き
は
へ
行
、
二
丁
計
也
、
左
右
人
家
、
上

之
村
之
内

喜
入
村

喜
入
村
、
給
黎
郡
、
高
、
人
家
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七
月
十
三
日

十
三
日

朝
間
雨
、
い
さ
ゝ
か
ふ
り
し
か
や
ミ
、
午
よ
り
や
う
〳
〵
晴
た
れ
と
快
晴
な
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
、
辰
下
刻
喜

入
村
出
立
、
二
丁
計
昨
日
の
道
を
帰
り
貝
底
川
、
土
橋
有
、
四
十
間
、
橋
を
渡
り
左
右
人
家
、
一
丁
計
行
右
へ

曲
り
一
丁
余
あ
り
、
人
家
よ
か
ら
す
、
山
を
左
に
し
、
右
ハ
田
に
て
広
き
谷
間
六
七
丁
行
、
切
通
の
坂
あ
り
、

上
り
二
丁
計
左
右
畑
に
て
十
丁
余
行
下
り
坂
あ
り
、
三
丁
計
谷
間
也
、
前
浜
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
鈴
川
仮
橋

六
七
間
、
海
辺
へ
出
て
右
ハ
山
高
く
左
ハ
海
辺
並
木
有
、
十
丁
余
行
八
里
の
杭
あ
り
、
久
津
輪
川
、
仮
橋
五
六

間
、
田
貫
川
、
仮
橋
五
六
間
、
給
黎
郡
、
揖
宿
郡
の
境
杭
あ
り
、
熊
ヶ
坂
上
り
三
丁
計
、
左
右
数
十
丈
高
き
切

通
し
也
、
小
牧
村
、
高
三
百
八
十
四
石
余
、
人
家
右
ニ
多
く
あ
り
、
此
辺
島
津
安
芸
領
分
也
、
三
丁
計
坂
を
下

り
谷
川
、
小
橋
あ
り
、
右
八
幡
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
額
な
し
、
石
の
仁
王
あ
り
、
八
幡
坂
上
り
四
丁
計
、
帯
坂

下
り
二
丁
、
渡
瀬
村
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
此
村
の
辺
よ
り
海
門
嶽
申
ノ
方
ニ
見
ゆ
、
近
山
の
う
へ
よ
り
見
ゆ

る
、
切
通
の
坂
を
上
り
又
上
り
、
北
今
泉
、
南
指
宿
と
杭
あ
り
、
二
丁
計
行
松
出
川
、
仮
橋
六
間
、
松
出
坂
二

丁
計
上
り
垂
門
村
、
十
九
丁
村
之
内
、
左
右
人
家
あ
り
、
六
七
丁
行
黄
色
坂
、
二
丁
計
下
り
右
の
谷
よ
り
な
か

れ
落
る
小
谷
川
の
辺
り
、
道
ノ
下
よ
り
湧
出
る
也
、
此
温
泉
の
下
、
谷
川
滝
の
如
く
流
る
ゝ
也
、
低
き
所
也
、

サ
イ
ホ
ウ

又
上
り
六
七
丁
左
右
畑
也
、
十
九
丁
村
之
内
西
方
村
、
左
右
人
家
ま
た
田
畑
な
と
の
所
を
七
八
丁
行
、
道
よ
り

十
間
計
、
左
田
ノ
中
に
温
泉
の
出
る
所
あ
り
、
七
八
丁
行
道
ノ
右
、
新
宮
大
明
神
と
て
森
の
中
に
あ
り
、
鳥
居

ハ
道
に
近
し
、
本
社
拝
殿
、
鐘
楼
其
外
小
社
見
ゆ
、
五
六
丁
行
小
川
、
小
橋
有
、
四
五
丁
行
小
川
あ
り
、
小
橋

有
、
小
名
種
々
あ
る
よ
し
な
れ
と
十
町
村
也
、
十
二
町
村
、
高
弐
千
八
百
五
十
一
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
谷
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川
か
ち
渡
り
、
右
ニ
山
王
権
現
の
宮
あ
り
、
道
を
へ
た
て
左
ニ
御
休
所
あ
り
、
此
所
よ
り
海
辺
へ
下
り

山
川
村

山
川
村

へ
舟
に
て
行
ば
、
一
里
ハ
な
し
と
云
り
、
い
さ
ゝ
か
帰
り
坂
を
上
る
、
首
尾
坂
と
い
ふ
、
十
五
六
丁
計
上
り
鹿

（
マ
マ
）

児
島
よ
り
十
二
里
の
杭
あ
り
、
此
辺
左
目
下
ニ
山
川
の
湊
、
人
家
も
見
ゆ
れ
ど
陸
路
に
て
ハ
二
余
里
也
、
山
の

せ
左
右
大
か
た
畑
十
丁
余
行
下
り
也
、
下
り
口
、
左
指
宿
、
南
山
川
と
杭
あ
り
、
此
杭
よ
り
て
ま
へ
眺
望
至
て

よ
し
、
海
門
嶽
未
申
に
近
く
見
ゆ
、
三
里
計
あ
り
と
、
山
の
形
チ
冨
士
に
よ
く
似
た
り
、
山
の
腰
の
方
二
三
分

ハ
近
山
に
か
く
れ
見
え
す
、
延
喜
式
に
穎
娃
郡
枚
聞
神
社
と
載
置
れ
し
ハ
是
也
と
、
今
海
門
と
ハ
書
で

開
聞

開
聞
と

書
て
、
土
人
ハ
ひ
ら
き
ゝ
と
い
へ
る
よ
し
、
社
領
、
硫
黄
島
、
午
に
見
ゆ
、
硫
黄
路
ハ
山
川
よ
り
十
八
里
あ
り

と
い
へ
ど
近
く
見
ゆ
、

硫
黄
島

硫
黄
島
ハ
高
き
山
あ
り
と
見
へ
、
海
上
に
高
く
見
ゆ
、
俊
寛
僧
都
の
配
流
せ
ら
れ
し
島

に
て
今
も
古
跡
あ
り
、
い
を
う
島
に
続
き
西
に
島
見
ゆ
、
別
島
な
り
や
分
り
か
た
し
、
竹
島
、
巳
ノ
方
に
見
ゆ
、

山
川
よ
り
十
三
里
、
硫
黄
よ
り
東
也
低
し
、
竹
島
を
こ
し
て
向
ふ
に
島
見
ゆ
、

屋
久
島

屋
久
島
、
卯
辰
に
見
ゆ
、
島
至

て
広
く
見
ゆ
、
三
十
六
里
あ
り
と
、
馭
謨
郡
也
、
延
喜
式
ニ
益
救
神
社
と
載
置
り
、
下
り
坂
七
八
丁
計
険
し
き

所
あ
り
、
坂
半
程
よ
り
島
々
な
と
見
ゆ
、
下
り
て
成
川
村
、
高
二
千
六
百
拾
三
石
余
、
人
家
、
左
右
人
家
あ
り
、

東
北
ハ
山
に
て
東
西
に
長
き
谷
間
村
也
、
谷
川
あ
り
、
橋
あ
り
、
を
と
し
坂
、
上
り
四
五
丁
坂
を
上
り
、
い

さ
ゝ
か
下
り
さ
ま
に
左
右
畑
の
所
を
行
、
山
川
よ
り
南
の
出
崎
見
ゆ
、
海
辺
に
そ
ば
た
ち
高
き
峰
二
ツ
あ
る
山

み
ゆ
、
た
け
の
山
と
い
ふ
よ
し
、
坂
の
上
よ
り
十
丁
計
行
、
鹿
児
島
よ
り
十
三
里
の
杭
あ
り
、
次
第
に
下
り
左

へ
曲
り
松
林
の
中
よ
り
山
川
村
へ
下
る
、
横
江
坂
と
い
ふ
、
五
丁
計
も
あ
ら
ん
、
坂
中
右
に
清
水
あ
り
、
山
川

の
入
江
人
家
な
と
目
ノ
下
に
見
ゆ
、
下
り
て
町
中
を
通
ら
す
南
の
は
つ
れ
、
町
を
通
り
海
辺
へ
出
て
左
ハ
海
、
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右
ハ
人
家
三
丁
計
ゆ
き
、
旅
宿
也
、
山
川
、
揖
宿
郡
、
高
千
五
百
六
拾
弐
石
余
、
人
家
、

山
川
浦

山
川
浦
ハ
琉
球
、
屋

久
島
、
種
子
島
、
硫
黄
島
其
外
諸
方
へ
の
渡
口
に
て
、
人
家
よ
く
か
つ
賑
し
、
薩
州
隅
州
の
間
の
入
海
、
巳
午

よ
り
酉
戌
の
方
へ
、
佐
多
の
岬
よ
り
廿
五
六
里
、
城
下
、
加
治
木
な
と
か
け
入
た
る
海
の
薩
摩
の
方
、
二
里
計

い
り
て
未
ノ
方
へ
廿
丁
余
、
広
サ
七
丁
計
の
孫
入
江
也
、
誠
に
類
ひ
す
く
な
き
湊
也

七
月
十
四
日

十
四
日

朝
よ
り
晴
た
り
し
か
、
辰
中
刻
よ
り
く
も
り
日
か
け
見
え
す
、
午
上
刻
雷
い
さ
ゝ
か
鳴
し
か
、
午
中
刻
雨
し
き

り
に
つ
よ
く
ふ
り
て
、
や
ミ
た
り

七
月
十
五
日

十
五
日

朝
よ
り
快
晴
、
誠
に
あ
つ
か
り
し
か
、
午
下
刻
雷
い
さ
ゝ
か
鳴
て
く
も
り
し
か
、
未
中
刻
よ
り
は
れ
、
大
か
た

く
も
ら
す
、
辰
よ
り
南
風
ふ
き
た
れ
と
つ
よ
か
ら
す
、
辰
上
刻
出
立
、
右
ハ
片
側
町
に
て
左
ハ
海
也
、
一
丁
計

行
、
右
熊
野
権
現
の
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
額
あ
り
、
二
丁
計
行
、
左
へ
ゆ
き
四
丁
計
に
て
番
所
あ
り
、
番
所
よ

り
三
十
間
計
、
洲
さ
き
に
鹿
児
島
札
辻
よ
り
十
三
里
三
十
丁
三
間
の
杭
あ
り
、
此
所
に
波
戸
場
あ
ら
た
に
つ
き

立
た
り
、
此

山
川
の
湊

山
川
の
湊
ハ
、
前
に
も
記
せ
し
如
く
薩
隅
の
間
の
入
江
、
南
よ
り
北
へ
廿
五
六
里
入
海
の
内
、
海

口
よ
り
近
く
、
大
隅
の
方
ハ
佐
田
の
岬
迄
凡
七
里
、
薩
摩
の
方
ハ
山
川
の
出
崎
を
廻
る
の
ミ
に
て
大
海
也
、
東

よ
り
北
へ
入
た
る
孫
入
江
也
、
北
の
出
崎
を
大
山
崎
と
い
ふ
、
此
崎
よ
り
奥
へ
凡
二
十
丁
余
も
あ
ら
ん
、
南
ノ
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方
、
番
所
の
州
崎
波
戸
場
よ
り
ハ
十
丁
余
も
あ
ら
ん
、
番
所
の
辺
ハ
い
と
せ
ま
く
二
三
丁
も
あ
ら
ん
、
夫
よ
り

奥
ハ
七
八
丁
も
広
さ
あ
り
て
大
か
た
丸
し
、
い
か
な
る
大
風
に
も
い
さ
ゝ
か
憂
ひ
な
く
、
山
海
の
有
さ
ま

め
て
た
き
所

め
て

た
き
所
也
、
渡
中
に
て
見
れ
は
薩
摩
の
方
ハ
大
海
へ
ち
か
け
れ
と
、
大
隅
の
方
、

佐
多
岬

佐
多
岬
七
里
遠
く
、
海
へ
も

さ
し
出
て
見
ゆ
、
鹿
児
島
迄
十
三
里
有
と
、
を
か
け
の
出
崎
、
大
山
崎
よ
り
北
へ
一
里
計
奥
也
、
黒
地
蔵
坂
辺

に
て
ハ
島
の
や
う
に
見
へ
し
也
、
そ
ハ
岡
の
方
平
地
に
て
、
を
か
け
の
辺
六
七
丁
山
高
く
た
な
と
あ
り
、
さ
れ

は
遠
く
よ
り
ハ
島
の
や
う
に
見
ゆ
る
也
、
其
山
の
下
南
へ
た
に
た
ら
村
、
岡
の
方
に
杉
の
浜
村
あ
り
、
を
か
け

の
出
崎
よ
り
十
丁
計
は
な
れ
、
四
方
二
三
丁
計
に
て
平
ら
な
る
島
に
て
松
生
た
り
、
人
家
な
し
、
海
門
た
け
申

酉
、
高
熊
山
丑
、
桜
島
亥
子
、
高
た
け
卯
、
屋
久
島
午
、
竹
島
午
、
硫
黄
島
未
、

種
ヶ
島

種
ヶ
島
ハ
辰
巳
に
見
ゆ
へ
き

を
、
佐
多
岬
の
陰
に
て
見
へ
ず
、
大
隅
地
ハ
、
鳥
浜
よ
り
さ
た
の
岬
迄
海
辺
近
く
山
高
し
、
し
よ
し
の
は
な
と

て
岩
山
高
く
松
生
た
る
あ
り
、
其
南
鳥
浜
也
、
午
下
刻
、
隅
州
大
隅
郡

大
根
占
村

大
根
占
村
之
内
鳥
浜
ニ
着
船
、
山
川
よ

り
三
里
半
の
渡
り
と
い
へ
と
至
て
遠
し
、
土
人
も
五
里
計
ハ
あ
ら
ん
な
と
い
へ
ど
、
六
七
里
も
あ
ら
ん
や
う
に

覚
ゆ
、
鳥
浜
ハ
海
辺
、
人
家
な
く
白
砂
の
浜
也
、
浜
に
土
俵
を
以
て
波
戸
場
拵
へ
た
り
、
今
日
砂
場
の
あ
つ
き

事
堪
か
た
き
迄
也
、

薩
隅
の
暑
気

薩
隅
の
暑
気
の
甚
し
き
事
今
日
始
め
て
し
り
た
り
、
一
丁
計
上
り
松
原
あ
り
、
そ
れ
よ
り

大
根
占
村
の
人
家
あ
り
、
大
根
占
村
、
小
根
占
村
い
つ
れ
も
海
辺
の
村
也
、
家
二
百
軒
余
あ
り
と
、
貧
し
き
家

の
ミ
也
、
大
根
占
を
出
て
海
辺
四
五
丁
行
、
右
の
谷
へ
二
丁
計
ゆ
き
、
神
の
川
、
土
橋
三
十
七
間
、
橋
を
渡
り

右
、
渕
上
三
社
大
権
現
の
宮
あ
り
、
社
地
ハ
高
く
木
し
け
れ
り
、
鳥
居
あ
り
、
が
く
あ
り
、
石
の
仁
王
あ
り
、

タ
ン
ク
ワ
ホ
リ

神
野
村
、
高
六
百
弐
拾
石
、
左
右
人
家
あ
り
、
瀬
田
尾
坂
、
上
り
六
丁
廿
間
あ
り
険
し
、
反
鍬
堀
、
大
根
占
郷
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神
の
村
の
内
、
東
南
の
海
山
遠
近
の
眺
望
誠
に
魂
ひ
飛
揚
す
る
計
也
、

九
州
第
一
の
美
景

九
州
第
一
の
美
景
、
鹿
児
島
よ
り
一
七

里
の
杭
あ
り
、
此
所
に
て
、
竹
島
未
、
い
を
う
未
下
り
、
海
門
申
酉
の
間
、
山
川
の
出
崎
未
申
、
佐
田
崎
午
、

次
第
に
七
八
丁
上
り
此
辺
よ
り
並
木
に
て
大
姶
良
村
迄
続
け
り
、
五
六
丁
下
り
山
の
せ
を
七
八
丁
行
て
よ
り
八

九
丁
上
り
峠
也
、
従
是
北
大
姶
良
南
大
根
占
と
杭
あ
り
、
此
所
よ
り
大
あ
ひ
ら
村
迄
廿
五
丁
也
と
い
へ
と
い
と

遠
し
、
一
里
計
ハ
あ
ら
ん
、
皆
下
り
也
、
二
丁
計
下
り
十
八
里
の
杭
あ
り
、
三
丁
計
下
り
御
休
所
あ
り
、
右
せ

と
の
上
塩
井
神
と
い
ふ
所
の
よ
し
、
此
所
に
て
東
北
の
方
、
大
隅
国
よ
り
日
向
国
諸
縣
郡
か
け
遠
く
十
里
余

平
地
に
田
畑

平
地
に
田
畑
見
ゆ
、
九
州
の
内
に
て
も
肥
前
佐
賀
近
辺
よ
り
筑
後
国
、
筑
前
国
迄
ひ
と
続
き
に
見
し
よ
り
外
に

比
す
へ
き
な
し
、
さ
れ
ど
所
々
森
の
如
き
あ
り
、
是
小
山
、
野
原
な
と
あ
り
と
な
ん
、
高
き
よ
り
見
お
ろ
す

ま
ゝ
、
お
し
な
へ
て
平
地
に
見
ゆ
、
二
丁
計
下
り
道
は
た
左
、
真
石
と
て
大
き
な
る
石
あ
り
、
廿
丁
計
下
り
て

よ
り
大
か
た
平
ら
也
、
右
岩
戸
明
神
の
社
あ
り
、

大
姶
良
村

大
姶
良
村
、
隅
州
肝
属
郡
、
高
六
百
七
十
四
石
余
、
人
家
、

大
姶
良
村
ハ
、
東
の
方
水
下
に
て
開
け
し
の
ミ
に
て
西
北
ハ
山
也
、
南
も
山
遠
か
ら
ず
、
い
は
ゞ
谷
間
也

七
月
十
六
日

十
六
日

朝
よ
り
晴
、
い
と
あ
つ
か
り
し
か
未
上
刻
よ
り
陰
り
、
申
上
刻
村
雨
一
し
き
り
ふ
り
て
や
み
、
う
す
く
も
り
也
、

巳
よ
り
南
風
ふ
き
て
や
ま
ず
、
六
ツ
半
時
大
姶
良
村
を
出
立
、
半
丁
計
行
小
橋
あ
り
、
三
丁
計
行
切
通
し
、
一

丁
計
の
間
也
、
四
丁
計
行
切
通
あ
り
、
三
十
間
計
並
木
道
を
行
、
鹿
児
島
よ
り
十
九
里
の
杭
あ
り
、
左
右
畑
、

カ
ノ
ヤ

十
丁
余
行
、
従
是
北
鹿
屋
南
大
姶
良
と
杭
あ
り
、
西
原
と
云
る
所
御
休
、
二
丁
余
行
二
十
里
杭
有
、
五
六
丁
計
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カ
ノ
モ

下
り
家
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
て
下
り
小
橋
、
鹿
面
川
、
板
橋
十
六
間
、

鹿
屋
町

カ
ノ
ヤ

鹿
屋
町
、
左
右
人
家
あ
り
、
つ

き
当
り
右
へ
曲
り
家
つ
ゝ
け
り
、
成
仏
坂
左
右
高
く
二
丁
計
の
上
り
坂
き
り
通
シ
也
、
並
木
道
也
、
笠
野
原
、

鹿
屋
村
之
内
也
、
此
一
郷

朝
鮮
人

朝
鮮
人
の
子
孫
の
ミ
住
居
、
道
ノ
左
右
家
に
て
垣
根
な
と
あ
り
、
村
居
の
並
ひ
又

飛
々
長
三
四
丁
あ
り
、
古
ハ
豊
臣
家
朝
鮮
征
伐
の
時
、
薩
州
家
彼
の
国
の
男
女
捕
来
て
当
村
ニ
住
せ
置
し
よ
し
、

当
時
家
数
百
四
拾
軒
余
、
男
女
八
百
人
余
あ
り
と
、
今
に
日
本
人
と
縁
組
禁
制
也
、
巡
見
之
節
先
例
之
由
ニ
て
、

道
ノ
左
右
ニ
老
若
男
女
蹲
踞
し
て
居
る
也
、
そ
の
中
に
入
口
ノ
方
、
鉄
ち
ん
・
し
ゆ
ん
じ
・
な
ん
ち
ん
と
て
三

人
の
女
、
十
五
六
七
歳
く
ら
ゐ
、
容
貌
西
国
に
は
お
さ
〳
〵
見
え
ぬ
よ
き
婦
人
也
、
此
三
婦
は
か
り
御
納
戸
絽

の
か
さ
ね
に
て

朝
鮮
服

朝
鮮
服
を
着
し
、
髪
ハ
鬢
を
耳
の
下
迄
か
き
さ
げ
、
中
な
る
ハ
結
び
て
、
う
し
ろ
の
左
右
に
さ

げ
た
り
、
平
伏
す
、
其
側
に
老
父
一
人
か
の
国
風
の
衣
服
を
着
て
、
額
に
馬
の
す
に
て
あ
ミ
た
る
ま
ん
き
ん
と

云
も
の
を
冠
り
下
座
す
、
村
中
道
の
側
に
出
居
た
る
も
の
ゝ
内
、
官
服
冠
し
た
る
を
尋
ね
、
其
名
と
年
を
自
筆

に
書
せ
た
り
、
鄭
通
剤
五
十
九
才
、
金
正
沢
七
十
二
両
人
也
、
当
村
の
役
人
之
由
ニ
て
、
年
始
礼
鹿
児
島
ニ
出

て
領
主
へ
拝
礼
致
す
よ
し
、
何
良
運
、
何
仲
舟
、
何
仲
山
、
何
平
祐
、
右
４
人
之
由
、
何
仲
山
、
何
平
祐
両
人

ハ
紫
縮
緬
の
官
服
し
て
、
村
は
つ
れ
に
出
居
た
り
、
仲
山
六
十
五
、
平
祐
四
十
六
、
古
の
朝
鮮
人
の
子
孫
と
も

を
見
る
に
、
容
貌
顔
色
、
男
ハ
い
た
く
日
本
と
か
は
り
て
、
女
ハ
さ
は
か
り
異
な
ら
す
、
い
か
な
る
事
に
や
、

笠
野
坂
、
左
右
切
通
高
し
、
下
り
二
丁
計
、
笠
野
村
よ
り
一
丁
計
行
、
自
是
東
串
良
西
鹿
屋
と
杭
あ
り
、
小
橋

を
わ
た
り
、
小
原
村
、
高
弐
千
三
百
九
十
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
谷
合
村
也
、
い
さ
ゝ
か
上
り
並
木
松
あ
り
、

鹿
児
島
よ
り
廿
弐
里
杭
あ
り
、
甫
ノ
木
村
、
左
右
に
家
あ
り
、
思
出
坂
二
丁
計
上
り
又
下
り
、
串
良
郷
岡
崎
村
、
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高
弐
千
三
十
一
石
余
、
五
丁
計
行
、
串
良
川
、
仮
橋
十
間
、
橋
を
わ
た
り
岡
崎
村
之
串
良
町
、
町
並
に
人
家
有
、

付
当
り
小
橋
を
わ
た
り
山
あ
り
、
左
へ
曲
り
六
七
丁
行
、
鹿
児
島
よ
り
廿
三
里
の
杭
あ
り
、
此
辺
池
ノ
原
村
、

杭
よ
り
七
八
丁
行
国
境
、
松
並
木
に
て
左
右
共
畑
に
て
、
露
は
か
り
国
境
と
心
付
へ
き
所
に
あ
ら
す
、
隅
州
肝

属
郡
、
日
州
諸
縣
郡
の
境
也
、
左
に
杭
あ
り
、
東
日
向
西
大
隅
、
此
杭
ハ
高
し
、
東
大
崎
西
串
良
、
此
杭
低
し
、

二
本
並
び
あ
り
、
長
吉
村
、
高
千
三
百
四
十
六
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
並
木
を
通
る
、
鹿
児
島
よ
り
廿
四
里

の
杭
あ
り
、
四
五
丁
左
右
田
地
、
左
ニ
古
城
山
あ
り
、
妻
万
大
明
神
、
坂
を
上
り
二
三
丁
行
、
左
右
高
き
所
也
、

木
の
鳥
居
あ
り
、
大
崎
町
、
町
並
人
家
多
し
、
下
り
田
場
を
過
少
シ
坂
を
上
り
、
道
ノ
左
ニ
飯
隈
山
大
権
現
の

社
あ
り
、
道
ノ
左
三
四
丁
奥
な
り
、
三
十
間
計
行
、
石
段
十
階
計
上
り
木
ノ
鳥
居
あ
り
、
左
ノ
方
社
家
あ
り
、

右
ノ
方
小
祠
二
三
ヶ
所
有
、
又
草
屋
の
鐘
楼
あ
り
、
拝
殿
三
間
ニ
六
間
、
正
面
に
一
天
護
持
、
中
山
梁
、
元
恕

謹
書
と
あ
り
、
拝
殿
の
左
右
よ
り
本
社
迄
回
廊
凡
三
間
、
長
九
間
計
、
草
屋
ニ
て
大
破
也
、
本
社
五
間
四
方
位
、

社
前
に
狛
あ
り
、
正
面
等
の
格
子
に
て
社
内
見
え
す
、
別
当
ハ

本
山
派
山
伏

本
山
派
山
伏
、
古
跡
之
院
家
に
て
山
伏
倍
照
院
、

寄
付
知
四
百
七
十
石
、
毎
年
禁
裏
ニ
御
札
守
献
上
之
勅
願
所
也
、
並
木
を
通
り
鹿
児
島
よ
り
廿
五
里
の
杭
あ
り
、

益
丸
村
之
内
菱
田
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
左
ニ
宮
あ
り
、
少
シ
ゆ
き
御
休
所
あ
り
、
此
所
よ
り
日
向
の
入
海
よ

く
見
ゆ
、
休
所
の
下
に
西
大
崎
、
東
志
布
志
と
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
菱
田
川
、
川
は
ゞ
三
十
間
計
、
船
渡
綱
越

也
、
此
渡
場
よ
り
十
丁
計
ニ
て
海
也
、
押
切
村
、
左
右
ニ
人
家
有
、
安
楽
川
、
板
橋
十
間
計
、
四
五
丁
ゆ
き
右

ハ
海
近
く
松
山
、
左
ハ
高
山
也
、
札
ノ
辻
よ
り
廿
六
里
の
杭
あ
り
、

志
布
志

志
布
志
、
左
右
人
家
、
二
丁
計
行
左
高
き

所
に
済
家
大
慈
寺
あ
り
、
妙
心
寺
末
九
州
触
頭
、
下
馬
石
あ
り
、
石
仁
王
あ
り
、
境
内
う
し
ろ
ハ
山
、
前
ハ
町
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に
て
大
寺
也
、
此
村
に
真
言
宗
宝
満
寺
と
て
勅
願
所
の
寺
あ
り
、
此
村
よ
り
一
里
沖
に
梹
榔
島
見
ゆ
、
周
り
一

里
半
、
此
海
辺
に
て
見
わ
た
す
所
南
大
隅
国
内
ノ
浦
村
日
崎
、
日
さ
き
よ
り
南
の
方
へ
高
き
山
ま
へ
た
け
、
北

日
向
国
長
田
崎
、
志
布
志
、
日
向
国
諸
縣
郡
、
高
弐
千
拾
三
石
余
、
家
数
、
志
布
志
ハ
東
北
ハ
山
也
、
山
の
間

少
シ
谷
間
の
き
れ
と
あ
り
、
明
日
ゆ
く
道
也
、
西
ハ
串
良
の
方
よ
り
ゆ
く
道
、
山
と
浜
と
広
か
ら
す
、
南
ハ
海

也
、
人
家
よ
か
ら
す
、
御
本
陣
な
と
も
狭
し

七
月
十
七
日

十
七
日

朝
よ
り
は
れ
巳
時
く
も
り
、
い
さ
ゝ
か
雨
ふ
り
し
か
、
午
よ
り
晴
て
終
日
天
気
よ
し
、
辰
よ
り
東
風
吹
し
が
午

時
や
み
た
り
、
い
と
あ
つ
し
、
夜
あ
け
て
、
志
布
志
出
立
、
町
中
を
通
り
過
て
家
中
町
あ
り
、
左
右
山
高
く
狭

し
、
左
へ
曲
り
西
谷
清
水
と
て
岩
ま
よ
り
出
る
大
美
泉
、
路
傍
の
右
ニ
あ
り
、
糸
花
坂
上
り
二
丁
計
、
右
ハ
谷

也
、
左
ハ
古
城
、
左
右
畑
五
六
丁
行
、
鹿
児
島
よ
り
二
十
五
里
の
杭
あ
り
、
三
丁
計
左
右
畑
、
一
丈
よ
高
き
所

を
行
、
柳
の
坂
下
り
三
丁
計
、
安
楽
村
の
内
也
、
険
し
か
ら
す
、
御
休
所
あ
り
、
志
布
志
よ
り
一
里
十
七
丁
あ

り
と
、
二
丁
計
下
り
柳
の
渡
、
橋
あ
り
十
五
六
間
、
橋
の
て
ま
え
、
北
松
山
、
南
志
布
志
と
杭
あ
り
、
三
丁
計

上
り
、
鹿
児
島
よ
り
廿
八
里
の
杭
あ
り
、
上
り
坂
五
丁
計
険
し
、
左
右
並
木
十
丁
計
行
、
下
り
坂
、
松
山
口
田

の
崎
川
、
仮
橋
四
間
谷
間
也
、
程
な
く
上
ル
、
二
丁
計
並
木
あ
り
、
左
ハ
谷
深
く
田
あ
り
、
田
よ
り
向
ふ
に
き

り
ヵ
嶽
、
木
し
け
り
黒
き
高
山
、
右
飯
盛
山
見
ゆ
、
鹿
児
島
よ
り
三
十
里
の
杭
あ
り
、
境
の
を
の
坂
、
長
サ
二

丁
計
、
谷
に
下
り
小
川
あ
り
、
塩
売
の
坂
上
り
三
丁
余
い
と
険
し
、
御
休
所
あ
り
、
下
り
五
丁
計
険
し
、
坂
本
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村
、
北
末
吉
、
南
松
山
と
杭
あ
り
、
狩
川
村
、
左
右
に
家
あ
り
、
池
の
坊
坂
、
小
川
橋
を
わ
た
り
て
よ
り
上
り
、

三
丁
計
さ
か
し
切
通
シ
の
坂
也
、
十
四
五
丁
行
三
十
一
里
の
杭
あ
り
、
左
右
並
木
の
広
き
野
を
十
丁
計
行
、
左

伊
集
院
助
朝
の
墓
と
て
石
塔
あ
り
、
檍
大
明
神
、
道
よ
り
右
三
丁
四
十
間
あ
り
、
日
向
国
諸
縣
郡
末
吉
郷
之
内
、

中
裏
村
、
道
よ
り
経
路
二
丁
計
行
、
小
杉
森
也
、
左
へ
下
り
小
家
四
五
軒
あ
り
、
右
ハ
社
地
の
山
也
、
一
丁
余

に
て
木
の
花
表
あ
り
、
南
に
向
へ
り
、
額
な
し
、
鳥
居
よ
り
四
十
間
計
ゆ
き
宮
あ
り
、
山
下
ニ
神
水
池
あ
り
、

五
六
間
四
方
、
小
橋
あ
り
、
左
右
ニ
末
社
一
社
つ
ゝ
、
石
燈
籠
一
対
小
也
、
寛
保
三
年
四
月
と
あ
り
、
石
坂
五

段
上
り
拝
殿
、
三
間
半
ニ
二
間
半
、
額

檍
大
明
神

檍
大
明
神
と
あ
り
、
拝
殿
に
続
き
三
間
ニ
三
間
半
の
宮
あ
り
、
是
よ
り

□
段
七
段
上
り
本
社
、
四
間
四
方
計
の
内
に
九
尺
四
方
く
ら
ひ
の
内
宮
あ
り
、
拝
殿
に
続
き
三
間
四
方
計
の
家

あ
り
、
何
も
見
え
す
、
宮
ハ
東
向
に
て
西
ノ
方
ハ
社
地
の
森
に
て
高
し
、
高
し
と
い
へ
と
十
丈
計
な
ら
ん
、
其

ふ
も
と
に
鎮
座
也
、
宮
よ
り
一
丁
計
は
な
れ
東
南
よ
り
西
北
さ
し
て
小
川
流
る
、
此
川
も
み
た
ら
し
も
い
と
清

冷
と
し
て
お
の
つ
か
ら
尊
く
思
は
る
ゝ
水
也
、
此
社
よ
り
東
一
二
里
に
橘
の
嶽
、
上
ツ
瀬
、
中
ツ
瀬
下
瀬
な
と

名
つ
け
し
山
な
と
あ
り
、
此
辺
の
事
実
ハ
信
し
か
た
し
、
此
日
記
に
ハ
論
を
も
ら
し
ぬ
、
此
社
地
の
辺
を
す
へ

て
檍
原
と
い
ふ
よ
し
、
神
主
佐
野
式
部
、
檍
原
よ
り
十
丁
余
行
、
左
住
吉
山
あ
り
、
日
州
諸
縣
郡
、
隅
州
噌
唹

郡
の
境
の
よ
し
、
住
吉
明
神
出
現
の
霊
蹤
に
て
、
此
地
よ
り
神
功
皇
后
摂
州
住
吉
ニ
御
遷
宮
為
有
之
候
よ
し
、

卜
部
朝
臣
兼
連
が
書
記
さ
れ
し

住
吉
の
縁
記

住
吉
の
縁
記
あ
り
と
、
領
主
の
役
人
も
い
へ
と
、
こ
も
い
か
な
ら
ん
、
道
よ
り

近
け
れ
と
参
る
事
を
得
す
、
檍
原
よ
り
十
丁
計
行
、
従
是
東
日
向
西
大
隅
と
杭
あ
り
、
国
境
杭
よ
り
七
八
丁
行
、

鹿
児
島
よ
り
三
十
二
里
の
杭
あ
り
、
隅
州
噌
唹
郡
稲
井
原
村
之
内
末
吉
、
昼
食
、
末
吉
ハ
通
路
の
町
屋
ハ
真
向
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に
行
右
へ
曲
り
家
た
ち
続
け
り
、
さ
る
を
町
に
い
り
、
間
な
く
右
へ
入
は
家
中
町
に
て
小
路
い
く
つ
も
あ
り
、

其
家
中
宅
に
て
御
小
休
、
末
吉
、
噌
唹
郡
稲
井
原
村
之
内
、
町
よ
り
坂
を
下
り
、
田
場
二
丁
計
下
り
川
あ
り
、

仮
橋
五
間
計
、
二
丁
よ
ゆ
き
坂
を
上
る
、
左
右
並
木
、
大
か
た
畑
な
り
、
末
吉
よ
り
廿
丁
計
行
、
鹿
児
島
よ
り

三
十
二
里
の
杭
あ
り
、
御
休
所
あ
り
、
霧
島
山
亥
ノ
方
に
見
ゆ
、
七
八
里
あ
る
よ
し
な
れ
と
、
大
高
山
な
れ
は

麓
近
く
お
ほ
ゆ
る
也
、
九
州
高
山
と
て
名
た
ゝ
る
山
の
中
に
当
山
殊
ニ
高
く
大
き
也
、
左
右
並
木
を
通
、
今
町
、

左
右
家
中
の
居
宅
多
し
、
並
木
を
通
り
坂
を
下
る
、
こ
の
所
も
左
右
家
中
宅
あ
り
、
大
岩
田
口
、
橋
あ
り
、
大

岩
田
橋
と
云
也
、
長
十
間
、
水
ハ
右
へ
流
る
、
左
に
曹
洞
宗
龍
峰
寺
あ
り
、
左
ノ
方
通
路
よ
り
二
丁
計
田
地
を

は
な
れ
、
高
き
所
に
兼
喜
明
神
の
宮
見
ゆ
、
道
よ
り
近
く
鳥
居
、
常
夜
灯
な
と
あ
り
、
宮
居
美
麗
に
見
ゆ
、
鹿

児
島
よ
り
三
十
四
里
の
杭
あ
り
、
竹
ノ
下
橋
、
板
橋
三
十
間
余
、
新
町
、
橋
を
わ
た
れ
は
町
也
、
人
家
よ
し
、

一
丁
余
あ
り
、
つ
き
あ
た
り
左
へ
き
れ
一
丁
計
に
て
都
ノ
城
也
、
左
右
家
中
町
、
三
丁
計
行
町
屋
、
二
丁
計
に

て
左
へ
曲
る
、
右
ノ
方
島
津
播
磨
の
陣
屋
あ
り
、
宮
丸
村
之
内
、
諸
縣
郡
、

都
之
城

都
之
城
、
高
、
人
家
、
都
之
城
ハ
、

町
広
く
、
陣
屋
ハ
南
ノ
方
少
し
高
き
所
に
あ
り
、
東
ハ
飫
肥
領
の
境
、
牛
ノ
峠
の
麓
寺
柱
迄
一
里
な
れ
と
、
西

ハ
霧
島
山
の
麓
迄
七
八
里
の
間
目
に
た
つ
山
な
く
、
北
ハ
佐
土
原
道
の
方
、
西
に
増
り
て
山
遠
く
、
い
さ
ゝ
か

の
野
山
ハ
あ
る
よ
し
な
れ
と
、
田
野
洪
大
に
開
け
し
事
、
西
海
道
国
々
に
て
ハ
前
に
云
し
肥
前
、
筑
後
よ
り
筑

前
か
け
、
寺
井
辺
に
て
一
望
せ
し
外
、
か
く
開
け
し
所
は
な
し
、
薩
州
領
に
て
も
当
国
諸
縣
郡
の
如
く
平
野
の

広
大
な
る
土
地

広
大
な
る
土
地
ハ
有
へ
く
も
思
は
す
、
驚
か
る
ゝ
計
に
な
ん
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七
月
十
八
日

十
八
日

朝
間
晴
し
か
辰
中
刻
頃
よ
り
く
も
り
、
巳
上
刻
よ
り
時
々
村
雨
ふ
る
、
午
未
な
と
わ
き
て
一
し
き
り
強
し
、
辰

よ
り
東
風
ふ
き
、
巳
午
の
こ
ろ
ハ
烈
し
か
り
し
か
、
未
の
下
り
や
み
た
り
、
夜
ノ
戌
の
時
頃
よ
り
雨
誠
に
強
し
、

辰
上
刻
都
ノ
城
出
立
、
北
ハ
佐
土
原
道
也
、
東
の
横
町

飫
肥
道

飫
肥
道
を
ゆ
く
、
六
七
丁
ハ
家
中
町
也
、
左
右
田
畑
、

六
七
丁
行
て
小
橋
を
わ
た
り
、
左
右
田
畑
に
て
ま
ば
ら
の
松
原
を
行
、
鹿
児
島
よ
り
三
十
五
里
の
杭
あ
り
、
鷺

ト
シ

ノ
巣
村
、
高
六
百
四
拾
七
石
余
、
左
右
人
家
あ
り
、
左
ニ
年
大
明
神
の
社
あ
り
、
川
あ
り
、
川
広
さ
廿
間
計
、

仮
橋
二
ツ
掛
た
り
、
寺
柱
村
、
高
百
八
拾
九
石
余
、
入
口
右
ニ
諏
訪
ノ
社
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、
領
主
の
茶

屋
と
て
小
き
家
な
れ
と
新
規
に
修
理
し
た
り
、
此
村
に
も
家
中
宅
あ
り
、
つ
き
当
り
番
所
あ
り
、
門
を
い
り
右

番
所
に
て
役
人
並
ひ
居
、
左
へ
曲
り
門
を
出
る
也
、
大
な
ら
す
、
日
向
飫
肥
領
よ
り
越
来
ル
他
国
の
も
の
ハ
、

宗
門
手
形
、
国
往
来
等
相
改
メ
、
当
領
え
差
通
候
由
也
、
此
所
よ
り
や
が
て
坂
也
、
左
右
人
家
あ
り
、
左
の
山

へ
上
ル
、
七
八
丁
険
し
、
四
五
丁
行
、
鹿
児
島
よ
り
三
十
六
里
の
杭
あ
り
、
十
丁
計
さ
か
し
か
ら
す
、
左
右
ま

は
ら
松
也
、
此
辺
よ
り
西
北
ノ
方
霧
島
の
麓
迄
凡
十
里
計
、
南
北
広
く
一
目
に
見
わ
た
さ
る
、
田
野
広
大
に
て

高
山
も
な
し
、
薩
州
領
第
一
の
地
所
な
る
べ
し
、
三
十
六
里
の
杭
あ
り
し
よ
り
、
十
丁
計
よ
り
ハ
大
木
し
け
り
、

左
右
谷
ふ
か
く
谷
水
見
へ
、
谷
を
へ
た
て
左
右
に
も
高
山
あ
り
、
木
繁
茂
し
て
見
ゆ
、
さ
れ
は
こ
の
峰
を
惣
て

中
の
峰
と
い
ふ
と
も
語
れ
り
、
七
八
丁
上
り
行
、
険
し
き
所
ニ
あ
り
、
御
休
所
あ
り
、
二
丁
計
下
り
又
七
八
丁

上
り
い
と
険
し
、
中
ノ
峠
と
い
ふ
、
寺
柱
よ
り
中
ノ
峠
迄
三
十
三
丁
と
土
人
ハ
い
へ
と
五
十
丁
余
も
あ
り
、
此

所
御
休
所
、
右
ノ
高
き
所
に
あ
り
、
諸
縣
郡
の
沃
野
、
隅
州
の
諸
山
迄
見
え
た
り
、
そ
か
中
に
霧
島
、
桜
島
、
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高
熊
な
と
遠
く
天
を
さ
ゝ
へ
、
眺
望
あ
く
べ
く
も
あ
ら
ず
、
此
辺
す
べ
て
谷
ふ
か
く
、
木
の
ま
よ
り
谷
水
見
え

音
も
幽
に
聞
ゆ
、
牛
ノ
峠
迄
一
里
計
、
い
さ
ゝ
か
下
り
の
所
も
あ
れ
と
大
か
た
上
り
也
、

険
難
の
所

険
難
の
所
お
ほ
し
、

牛
ノ
峠
、
道
よ
り
右
の
高
き
所
に
御
休
所
あ
り
、
こ
の
牛
峠
と
云
る
所
、
此
山
の
い
た
ゝ
き
に
て
通
路
も
こ
れ

よ
り
次
第
に
下
る
也
、
此
通
路
の
す
へ
て
の
事
ハ
末
ニ
記
ス
、
右
高
き
所
に
此
牛
之
峠
よ
り
駒
返
迄
南
□
半
、

鹿
児
島
領
と
杭
あ
り
、
左
小
高
き
所
、
石
に
て
東
飫
肥
領
と
あ
り
、
牛
ノ
峠
よ
り
五
六
丁
下
り
、
道
ノ
左
御
休

所
あ
り
、

伊
東
領

伊
東
領
に
て
し
つ
ら
へ
た
る
也
、
東
ノ
方
両
山
の
間
よ
り
日
向
の
山
々
見
ゆ
れ
と
広
か
ら
す
、
牛
ノ

峠
よ
り
廿
丁
余
下
り
右
ニ
御
休
所
あ
り
、
是
薩
州
家
よ
り
し
つ
ら
へ
た
る
な
り
、
牛
峠
よ
り
此
所
迄
通
路
ハ
峰

に
て
、
左
右
大
木
し
け
り
、
眺
望
な
し
、
一
丁
余
下
り
、
右
ニ
此
牛
之
峠
よ
り
駒
返
迄
、
南
道
半
分
鹿
児
島
領

と
杭
あ
り
、
杭
の
辺
に
薩
州
家
の
役
人
本
田
六
左
衛
門
、
永
田
正
兵
衛
、
田
代
宗
右
衛
門
、
平
川
平
左
衛
門
出

て
居
ル
、
牛
峠
よ
り
駒
返
迄
廿
一
丁
十
五
間
あ
り
、
此
所
よ
り
ハ
左
右
共
伊
東
領
也
、
左
ノ
谷
の
方
へ
下
ル
、

十
五
六
丁
下
り
、
左
石
に
て
一
里
と
あ
り
、
牛
峠
よ
り
一
里
成
べ
し
、
七
八
丁
下
り
小
橋
あ
り
、
一
里
石
よ
り

廿
丁
計
下
り
谷
川
、
仮
橋
十
間
、
是
ハ
左
の
谷
よ
り
流
れ
落
る
水
也
、
右
薩
摩
領
境
の
方
よ
り
流
れ
落
る
水
ハ
、

橋
よ
り
十
間
余
下
に
て
流
れ
合
て
、
一
ノ
瀬
村
の
方
へ
流
る
、
川
を
右
に
見
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
十
丁
よ
卯
辰
さ

し
て
下
れ
は
一
ノ
瀬
川
也
、
一
の
せ
よ
り
四
五
丁
て
ま
え
よ
り
少
し
つ
ゝ
田
あ
り
、
一
ノ
瀬
村
、
日
向
国
那
珂

郡
酒
谷
村
之
内
、
高
拾
一
石
五
斗
、
人
家
八
軒
、
こ
の
村
ハ
南
北
ハ
山
、
至
て
高
く
西
も
牛
ヵ
峠
の
谷
也
、
東

水
下
一
方
の
ミ
田
も
あ
れ
と
、
南
北
の
両
山
の
間
も
至
て
狭
し
、
極

深
山
幽
谷

深
山
幽
谷
也
、
一
ノ
瀬
よ
り
一
丁
計
下
り
、

仮
橋
十
二
三
間
、
右
の
山
に
そ
ひ
五
丁
計
行
小
坂
あ
り
、
小
橋
も
あ
り
、
右
の
谷
間
よ
り
出
る
小
川
也
、
二
丁
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計
行
、
一
里
ノ
石
あ
り
、
一
丁
計
行
橋
あ
り
十
間
、
一
丁
計
上
り
一
丁
半
計
下
り
険
し
、
三
丁
計
行
、
五
間
計

の
仮
橋
、
左
ノ
谷
よ
り
流
れ
出
る
谷
川
、
白
木
又
村
、
高
弐
拾
六
石
八
斗
、
人
家
七
軒
、
右
高
き
所
滝
あ
り
、

流
れ
細
し
、
三
四
丁
行
一
丁
計
坂
を
上
り
、
左
ニ
小
滝
あ
り
、
此
辺
す
へ
て
右
谷
也
、
田
地
あ
れ
と
広
か
ら
す
、

高
と
り
御
休
所
あ
り
、
一
ノ
せ
よ
り
一
里
、
一
丁
計
下
り
左
よ
り
出
る
枝
川
、
仮
橋
あ
り
、
五
六
丁
行
、

深
瀬
村

深
瀬

村
、
高
十
四
石
、
人
家
五
軒
、
坂
を
の
ぼ
る
、
五
丁
計
行
、
小
坂
下
り
て
又
上
ル
、
陣
の
尾
、
高
三
石
、
人
家

十
軒
、
左
の
山
き
は
に
あ
り
、
権
現
鶴
、
高
四
拾
七
石
五
斗
、
人
家
六
軒
、
左
ノ
山
き
は
に
あ
り
、
左
よ
り
出

る
小
川
板
橋
あ
り
、
三
丁
計
行
坂
あ
り
、
三
十
間
計
下
り
間
な
く
上
る
、
い
ま
へ
う
坂
上
り
六
七
丁
、
い
さ
ゝ

か
山
の
南
は
ら
二
丁
計
行
三
四
丁
下
り
、
片
頭
、
高
拾
八
石
五
斗
、
人
家
六
軒
、
山
下
所
々
に
あ
り
、
谷
川
仮

橋
を
わ
た
り
四
丁
計
上
る
、
至
て
険
し
、
又
五
六
丁
計
下
り
、
秋
山
、
高
百
八
石
七
斗
、
人
家
廿
軒
余
、
左
ニ

（
マ
マ
）

郷
蔵
あ
り
、
小
橋
を
渡
り
左
ノ
山
き
は
い
さ
ゝ
か
坂
を
上
り
下
り
す
る
事
両
三
度
也
、
此
辺
左
ハ
路
傍
并
頭
の

上
に
お
ち
掛
る
や
う
に
大
石
多
し
、
永
野
、
高
四
石
二
斗
、
人
家
十
三
軒
、
左
右
人
家
あ
り
、
此
所
、
今
朝
大

岩
く
つ
れ
落
て
通
路
た
へ
、
に
わ
か
に
新
道
を
拵
へ
た
り
、
上
の
瀬
ハ
人
越
、
下
の
せ
ハ
か
り
橋
出
来
た
り
、

二
丁
計
行
仮
橋
有
、
五
十
間
あ
り
、
永
野
の
川
向
に
栗
ヶ
野
、
人
家
六
軒
、
鯛
の
子
、
人
家
十
二
軒
な
と
あ
り
、

二
丁
計
行
酒
谷
村
桜
馬
場
な
り
、
権
現
鶴
よ
り
日
く
れ
、
挑
灯
に
て
一
里
半
計
、
さ
し
も
険
難
の
坂
路
を
行
た

り
、
夜
五
ツ
半
時
着
、

酒
谷
村

酒
谷
村
之
内
桜
馬
場
、
日
州
那
珂
郡
、
高
弐
百
八
拾
五
石
、
人
家
五
十
八
軒
、
桜
馬
場

ハ
酒
谷
郷
の
中
の
大
村
、
其
う
へ
人
家
も
繁
昌
な
れ
は
、
此
所
を
は
や
く
酒
谷
村
と
よ
ぶ
や
う
に
な
れ
り
と
な

ん
、
一
ノ
瀬
よ
り
こ
な
た
の
里
々
ハ
皆
酒
谷
村
の
小
名
也
、
今
日
の
行
程
、
都
城
よ
り
寺
柱
村
迄
凡
一
里
ハ
平
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地
也
、
寺
柱
村
よ
り
牛
峠
迄
二
里
余
ハ
道
遠
く
、
峰
高
く
険
難
い
ふ
は
か
り
な
し
、
牛
ノ
峠
よ
り
一
ノ
瀬
迄
二

里
計
ハ
下
り
な
れ
と
、
是
又

難
所
多
し

難
所
多
し
、
都
ノ
城
よ
り
一
ノ
瀬
迄
四
里
九
丁
と
い
へ
は
、
寺
柱
よ
り
坂
路
三
里

余
の
積
り
な
れ
と
、
険
し
き
の
ミ
な
ら
す
、
実
の
道
法
五
里
計
ハ
有
べ
し
、
一
ノ
瀬
よ
り
さ
く
ら
馬
場
迄
三
里

五
丁
と
い
へ
ど
、
両
山
狭
く
小
坂
か
す
多
く
道
遠
く
、
所
々
酒
谷
郷
の
貧
家
所
々
に
い
さ
ゝ
か
あ
る
の
ミ
な
り
、

又
、
寺
柱
よ
り
一
ノ
瀬
迄
三
四
里
の
間
ハ
、
高
山
の
峰
伝
へ
の
道
に
て
険
難
の
ミ
な
ら
ず
、
樹
木
し
け
り
陰
霧

深
く
家
一
軒
も
な
し
、
一
ノ
瀬
よ
り
桜
馬
場
迄
も
深
谷
卑
湿
の
小
村
也
、
当
所
ハ
他
国
人
の
ゆ
き
か
ひ
ま
れ
な

る
所
な
れ
は
、
江
戸
わ
た
り
に
て
物
語
り
せ
し
人
も
な
か
り
し
が
、
今
度
九
ヶ
国
巡
見
中

第
一
の
険
難

第
一
の
険
難
、
さ
し

も
の
対
州
に
も
な
し
、
か
ゝ
る
お
ほ
や
け
事
に
て
百
千
の
人
と
ゝ
も
に
行
た
れ
は
、
さ
し
も
お
そ
ろ
し
く
も
淋

し
く
も
お
ほ
え
ね
と
、
一
人
二
人
し
て
ゆ
き
か
ひ
な
は
、
い
か
は
か
り
な
ら
ん
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【
表
紙
】

自
日
向
国
酒
谷

至
江
戸

〔
西
海
道
日
記

七
〕

七
月
十
九
日

十
九
日

朝
間
雨
強
く
降
り
し
か
や
ミ
、
巳
上
刻
、
申
中
刻
、
わ
き
て
村
雨
甚
だ
し
く
、
其
の
外
も
時
々
い
さ
ゝ
か
降
り
、

辰
よ
り
東
風
ふ
く
強
か
ら
す
、
夜
五
ツ
時
大
雨
風
也
、
辰
上
刻

酒
谷
村

酒
谷
村
出
立
、
四
五
丁
行
左
の
山
に
そ
ひ
坂
を

上
る
一
丁
計
、
酒
谷
村
の
内
栗
峰
、
家
十
軒
計
あ
り
、
一
里
石
あ
り
、
二
三
丁
計
り
行
小
坂
を
下
ル
、
同
村
の

内
礼
田
村
、
人
家
十
壱
軒
あ
り
と
、
谷
川
左
よ
り
出
る
、
仮
橋
五
間
計
、
道
ノ
左
り
一
ノ
せ
川
と
落
合
た
り
、

ク
ス
ハ
ラ

そ
の
川
を
左
に
見
て
五
六
丁
行
、
楠
原
村
、
右
に
人
家
あ
り
、
同
村
之
内
、
走
り
込
と
云
る
所
に
て
御
休
、
四
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五
丁
行
、
右
の
山
を
廻
り
三
四
丁
行
、
小
坂
を
上
ル
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
三
丁
計
行
、
左
右
人
家
、
右
へ
曲

り
板
橋
六
十
弐
間
、
一
の
せ
川
に
掛
ル
、
水
ハ
左
よ
り
右
へ
流
る
、
す
ぐ
に

飫
肥
城
下

飫
肥
城
下
、
本
町
入
口
也
、
本
町

三
丁
目
迄
行
左
へ
曲
り
家
中
町
也
、
凡
四
丁
計
り
、
つ
き
当
り
八
幡
宮
、
右
へ
き
れ
家
中
町
弐
丁
、
石
橋
を
渡

り
今
町
三
丁
、
夫
よ
り
二
丁
計
左
右
田
也
、
橋
あ
り
五
間
計
、
左
ニ
宮
あ
り
、
右
へ
坂
を
上
ル
、
鳶
か
峰
と
い

ふ
、
上
り
十
丁
計
り
下
り
十
丁
計
、
険
し
き
所
多
し
、
七
八
丁
上
り
右
に
並
木
の
わ
か
れ
道
あ
り
、
こ
の
辺
り

よ
り
卯
辰
の
方
海
見
ゆ
、
一
の
せ
川
と
き
た
川
と
お
ち
合
所
も
目
の
下
也
、
川
の
お
ち
口
海
の
て
さ
き
を
龍
穴

村
と
い
ふ
、
城
下
よ
り
三
里
り
あ
り
と
い
へ
と
近
く
見
ゆ
、
坂
を
下
り
大
藤
村
の
内
内
野
田
村
、
右
に
き
た
川

流
れ
、
左
の
方
に
多
く
人
家
あ
り
、
坂
を
上
り
五
六
丁
行
一
里
石
あ
り
、
少
し
坂
を
上
り
上
大
藤
村
の
内
宮
間

大
明
神
の
社
内
に
て
御
休
あ
り
、
下
郷
ノ
原
村
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
上
り
下
り
坂
二
ツ
三
ツ
あ
れ
と
小
坂
也
、

一
里
ノ
石
あ
り
、

郷
ノ
原
村

郷
ノ
原
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
郷
原
村
之
内
山
宮
大
明
神
の
社
内
に
て
御
休
あ
り
、
山
宮
大

明
神
と
鳥
居
に
額
あ
り
、
川
崎
良
忠
書
と
あ
り
、
坂
を
下
り
三
丁
計
行
、
き
た
川
を
渡
る
、
橋
あ
り
、
六
十
間

計
也
、
こ
こ
よ
り
二
丁
計
下
に
て
、
と
う
す
ミ
村
の
方
よ
り
流
れ
出
る
水
と
お
ち
合
也
、
一
丁
計
坂
を
上
り
始

む
也
、
左
右
に
家
有
、
惣
名
ま
へ
坂
と
い
ふ
、
上
り
一
里
半
計
の
坂
也
、
過
半
険
し
き
所
あ
り
、
大
坂
也
、
廿

丁
よ
上
り
ま
へ
坂
之
内
、
折
□
□
と
い
ふ
所
御
休
、
二
丁
計
上
り
右
一
里
石
有
、
四
五
丁
行
少
し
ひ
く
き
所
路

辺
右
ニ
家
一
軒
あ
り
、
五
六
丁
計
り
上
り
い
た
ゝ
き
也
、
此
坂
上
り
ニ
右
の
方
山
々
多
く
あ
り
、
そ
か
中
に
□

□
□
之
山
最
高
し
、
此
山
の
い
た
ゝ
き
の
所
、
大
木
の
松
ま
ば
ら
に
あ
り
、
い
た
ゝ
き
を
越
れ
ハ
左
の
方
の
高

山
、
差
合
の
村
も
目
の
下
に
見
ゆ
、
左
ニ
最
高
き
山
を
す
へ
て
き
た
村
と
唱
ふ
よ
し
、
北
河
内
村
の
内
、
花
立
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と
云
る
所
御
休
あ
り
、
次
第
に
下
り
又
一
丁
よ
上
り
、
四
五
丁
行
又
五
六
丁
下
り
一
里
石
あ
り
、
十
丁
計
行
少

し
上
り
て
左
の
谷
へ
下
る
、
山
仮
屋
村
也
、
十
丁
計
て
ま
へ
よ
り
、
大
村
雨
、
一
同
誠
に
ぬ
れ
け
り
、

那
珂
郡
北
河
内
村

那
珂
郡

北
河
内
村
之
内
山
仮
屋

七
月
廿
日

廿
日

朝
よ
り
大
雨
、
時
々
や
み
し
時
ハ
あ
れ
と
す
へ
て
大
雨
也
き
、
風
も
烈
し
か
れ
と
時
々
強
弱
あ
り
、
夜
も
お
な

し
、
今
日
ハ

大
風
雨

大
風
雨
ニ
付
、
山
仮
屋
村
滞
留

七
月
廿
一
日

廿
一
日

朝
よ
り
雨
や
ま
さ
り
し
が
、
そ
か
中
に
き
は
め
て
甚
し
き
時
あ
り
、
風
も
烈
し
か
り
し
か
、
時
々
よ
わ
り
た
り
、

夜
も

風
雨
や
ま
す

風
雨
や
ま
す
、
今
日
も
行
へ
き
方
の
橋
お
ち
、
道
た
へ
な
と
し
た
り
と
て
滞
留
也

七
月
廿
二
日

廿
二
日

朝
よ
り
く
も
り
た
り
、
午
未
の
間
時
々
い
さ
ゝ
か
晴
し
か
又
く
も
り
た
り
、
朝
よ
り
南
風
吹
く
、
は
け
し
か
ら

ず
、
夜
半
時
々
小
雨
ふ
り
た
り
、
今
日
も
清
武
川
の

橋
崩
け
れ
ば

橋
崩
け
れ
ば
滞
留
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七
月
廿
三
日

廿
三
日

朝
間
小
雨
降
り
て
や
み
し
か
、
辰
よ
り
時
々
村
雨
つ
よ
く
ふ
り
、
日
か
け
も
見
へ
し
か
、
未
よ
り
快
晴
、
東
風

ふ
く
、
烈
し
か
ら
ず
、
夜
あ
け
て
山
仮
屋
村
を
出
立
、
右
ハ
山
の
腹
、
左
ハ
谷
、
十
五
六
丁
下
り
夫
よ
り
左
の

山
に
移
り
、
右
ハ
谷
、
左
の
腹
に
そ
ひ
一
丁
計
上
ル
、
一
里
石
あ
り
、
五
六
丁
坂
を
下
り
谷
川
、
橋
あ
り
六
七

間
、
左
の
方
低
き
所
田
あ
り
、
三
丁
計
上
り
、
鏡
洲
村
の
内
神
子
屋
敷
、
高
三
石
二
斗
、
家
三
軒
、
至
て
貧
家

也
、
家
よ
り
は
な
れ
御
休
所
あ
り
、
右
の
谷
間
目
の
下
に
田
あ
り
、
山
仮
屋
よ
り
壱
里
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
、
下

り
十
丁
計
、
同
村
ノ
内
柳
が
太
郎
、
高
壱
石
八
斗
、
人
家
壱
軒
、
同
し
く
十
五
六
丁
下
り
御
休
所
あ
り
、
右
に

コ
コ
ノ
ヒ
ラ

姥
が
嶽
と
て
岩
石
の
高
き
山
あ
り
、
此
山
を
右
に
見
て
、
左
の
方
へ
険
し
く
五
丁
計
下
り
、
同
村
ノ
内
九
平
、

高
、
人
家
拾
五
軒
、
道
ノ
左
右
ニ
有
、
十
五
六
丁
下
り
小
橋
あ
り
、
此
辺
よ
り
左
ノ
方
谷
川
こ
し
に
、
鏡
洲
村

の
人
家
多
く
見
ゆ
、
十
丁
計
下
り
御
休
所
あ
り
、
九
平
御
休
所
よ
り
壱
里
、
田
地
あ
り
、
左
よ
り
流
る
ゝ
川
の

板
橋
十
五
六
間
、
橋
よ
り
一
丁
計
下
左
ノ
谷
間
よ
り
流
来
る
川
と
落
合
也
、
是
ハ
神
子
や
し
き
の
下
に
て
渡
り

し
川
下
也
、
小
坂
を
上
り
て
小
橋
を
渡
り
、
険
坂
四
丁
計
り
上
り
、
二
丁
計
り
下
り
谷
間
也
、
田
地
あ
る
所
ニ

出
て
小
橋
を
渡
る
、
左

瀬
田
村

瀬
田
村
あ
り
、
一
丁
計
り
左
の
高
き
所
に
真
言
宗
勢
田
寺
あ
り
、
木
原
村
の
内
黒
坂
、

高
三
十
七
石
五
斗
、
人
家
廿
三
軒
、
左
右
人
家
有
、
よ
か
ら
ず
、
同
村
ノ
内
永
田
原
、
人
家
廿
七
軒
、
人
家
立

並
ひ
町
め
き
た
り
、
此
辺
田
地
広
し
、

清
武
川

清
武
川
、
川
は
ゝ
五
十
間
計
り
、
川
を
渡
り
二
丁
計
に
て
清
武
町
也
、

清
武
町
、
高
、
人
家
七
十
八
軒
、
長
サ
一
丁
半
計
り
、
よ
き
家
あ
り
、
町
を
出
は
な
れ
坂
を
上
ル
、
二
丁
計
左

ニ
中
野
八
幡
宮
有
り
、
加
納
村
之
内
中
野
、
高
、
人
家
七
十
五
軒
左
右
ニ
あ
り
、
左
ニ
福
野
八
幡
宮
あ
り
、
並
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木
道
を
行
坂
を
下
り
一
里
石
あ
り
、
小
橋
あ
り
、
加
納
村
左
右
人
家
あ
り
、
居
村
を
過
、
小
川
、
土
橋
、
北
加

納
村
八
幡
宮
社
内
ニ
て
御
休
、
一
丁
よ
行
左
、
従
是
北

延
岡
領

延
岡
領
と
高
き
杭
あ
り
、
従
是
北
源
藤
村
と
低
き
杭
あ

り
、
廿
間
計
行
、
右
南
飫
肥
領
と
石
あ
り
、
二
丁
計
行
小
橋
あ
り
、
七
八
丁
行
、
左
従
是
南
延
岡
領
と
杭
あ
り
、

板
橋
七
八
間
、
橋
を
渡
り
左
、
北
飫
肥
領
と
あ
り
、
曽
井
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
村
は
つ
れ
土
橋
あ
り
、
二
丁

計
行
、
従
是
北
延
岡
領
、
廿
間
計
行
、
右
飫
肥
領
と
石
あ
り
、
此
所
に

伊
藤
家

伊
藤
家
の
家
老
御
付
回
り
等
出
て
居
、

五
六
丁
行
、

中
村
町

中
村
町
也
、
中
村
町
、
日
向
国
太
田
村
之
内

七
月
廿
四
日

廿
四
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
ず
、
東
風
い
さ
ゝ
か
ふ
く
、
巳
よ
り
あ
つ
さ
ち
か
こ
ろ
に
な
し
、
六
ツ

半
時
、
中
村
町
を
出
立
、
町
は
つ
れ
川
也
、
十
五
六
間
の
仮
橋
あ
り
、
中
島
に
家
二
間
有
て
川
流
也
、
川
幅
三

丁
、
此
川
ハ
、
霧
島
山
の
麓
ま
た

椎
葉
山

椎
葉
山
、
ま
た
都
城
の
方
諸
縣
郡
の
水
ハ
、
百
千
と
な
く
山
谷
よ
り
流
出
て

川
々
お
ち
合
、
思
ひ
の
外
大
河
也
、
此
川
満
水
す
れ
ば
中
村
町
の
椽
の
上
に
水
上
り
、
時
に
よ
り
家
を
捨
て
逃

去
と
語
れ
り
、
中
村
町
ハ
水
面
と
い
さ
ゝ
か
高
き
や
う
也
、
左
ノ
方
太
田
村
の
内
福
島
町
、
右
ノ
方
伊
東
領

城
ヶ
崎
町
也
、
川
を
上
れ
ば
上
野
町
、
上
別
府
村
の
内
ニ
在
り
、

別
府
村

別
府
村
ハ
高
参
百
廿
八
石
弐
升
六
合
六
勺
壱

才
、
上
野
町
長
サ
二
丁
計
り
、
い
さ
ゝ
か
木
戸
あ
り
て
上
別
府
村
、
左
ニ
寺
あ
り
、
十
丁
計
行
左
ニ
涌
井
あ
り
、

七
八
丁
畑
計
、
江
平
町
池
内
村
ノ
内
町
一
丁
余
あ
れ
と
よ
き
家
多
し
、
池
ノ
内
村
ハ
、
高
千
九
百
廿
壱
石
九
斗

六
升
六
合
四
勺
六
才
之
内
也
、
花
ノ
島
村
入
口
右
ニ
御
立
場
あ
り
、
此
辺
よ
り
ほ
け
さ
ま
と
て
高
き
山
、
戌
亥
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ニ
見
ゆ
、
花
ヶ
島
三
ツ
に
き
れ
て
三
ツ
目
町
也
、
田
地
十
丁
よ
行
左
、
従
是
西
北
島
津
式
部
知
行
所
と
あ
り
、

右
、
従
是
南
延
岡
領
と
あ
り
、
青
水
村
の
内
蓮
池
、
左
右
人
家
あ
り
、
村
は
つ
れ
左
ニ
涌
井
二
ツ
有
、
蓮
池
と

い
ふ
、
新
名
爪
町
、
広
原
村
迄
三
四
丁
五
十
間
、
右
ハ
田
地
に
て
左
ハ
山
に
そ
ひ
て
家
居
多
し
、
高
千
三
百
七

十
七
石
余
ノ
内
、
八
百
九
十
五
石
余
島
津
式
部
知
行
所
也
、
土
橋
あ
り
、
左
右
田
地
也
、

広
原
村

広
原
村
、
下
那
珂
村

迄
廿
五
丁
、
左
ノ
方
山
に
そ
ひ
人
家
多
し
、
高
弐
千
三
百
四
石
余
、
内
千
六
百
八
十
六
石
六
斗
余
島
津
式
部
知

行
所
、
広
原
村
の
内
、
島
の
内
草
家
田
御
休
、
一
丁
計
行
土
橋
、
二
丁
計
行
十
間
よ
の
土
橋
あ
り
、
下
那
珂
村
、

上
中
村
迄
十
五
丁
、
十
四
五
丁
行
、
一
里
松
と
て
家
三
四
軒
あ
り
、
下
な
か
村
、
高
千
三
百
四
十
三
石
余
、
城

下
迄
廿
四
丁
、
廿
丁
計
行
右
大
木
の
松
一
本
あ
り
、
二
丁
計
行
い
ぬ
き
橋
十
二
間
、
土
橋
あ
り
、
上
那
珂
村
、

高
弐
千
八
百
六
十
六
石
余
、
坂
を
上
り
一
丁
計
、
平
地
二
丁
計
行
也
、
右
高
き
所
稲
荷
宮
あ
り
、
下
り
二
丁
計
、

右
高
き
所
愛
宕
権
現
の
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
石
坂
い
と
高
し
、

佐
土
原
城
下
町

佐
土
原
城
下
町
、
那
珂
郡

七
月
廿
五
日

廿
五
日

朝
よ
り
快
晴
、
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
す
、
い
と
暑
し
、
朝
よ
り
東
風
吹
た
れ
と
未
時
よ
り
や
み
た
り
、
夜
丑
時
頃

よ
り
村
雨
強
く
、
あ
か
つ
き
か
た
や
ミ
た
り
、
六
ツ
半
時
出
立
、
町
に
続
き
家
中
町
三
丁
計
あ
り
、
い
さ
ゝ
か

並
木
松
を
通
り
、
右
上
田
島
村
、
高
千
六
百
石
余
、
家
数
、
町
よ
り
七
八
丁
行
、
一
の
せ
川
、
川
幅
百
四
十
間

計
り
、
川
を
上
り
四
五
丁
行
、
新
田
井
倉
村
之
内
、
右
村
高
弐
千
三
百
七
拾
石
余
、
末
長
、
左
右
ニ
家
少
々
あ

り
、
二
丁
計
行
、
同
船
津
、
左
右
人
家
少
々
あ
り
、
小
橋
を
渡
り
二
町
計
り
行
、
坂
上
り
二
丁
あ
り
、
是
よ
り
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高
鍋
迄
秀
倉
の
小
郷
あ
る
の
ミ
也
、
並
木
に
て
家
居
な
し
、
廿
丁
計
行
御
休
、
茶
屋
場
と
い
ふ
、
二
丁
計
行
小

橋
あ
り
、
二
丁
計
行
、
従
是
南
西
佐
土
原
領
、
従
是
北
東
高
鍋
領
、
三
丁
計
行
下
り
坂
也
、
上
納
代
村
の
内
、

秀
倉
ニ
て
左
右
に
家
四
五
軒
あ
る
の
ミ
也
、
家
よ
り
前
に
土
橋
あ
り
、
家
を
過
て
土
橋
あ
り
、
右
に
左
土
原
領

ひ
げ
く
ら
村
と
い
ふ
あ
り
、
谷
間
五
六
丁
に
て
坂
を
上
る
也
、
一
丁
よ
上
り
、
従
是
南
西
佐
土
原
領
と
石
あ
り
、

わ
つ
か
二
丁
計
上
り
の
坂
也
、
左
右
並
木
十
四
五
丁
行
、
日
置
村
の
内
、
松
陰
茶
屋
と
云
る
所
に
て
御
休
、
此

辺
子
ノ
方
鈴
嶽
山
見
ゆ
、
頂
上
に
鈴
嶽
大
権
現
と
て
在
ス
、
土
俗
を
す
ゞ
と
い
ふ
、

米
良
境

米
良
境
の
山
々
高
く
多
く

見
ゆ
、
酉
戌
の
方
に
見
ゆ
、
廿
丁
計
行
、
小
坂
を
下
り
て
上
り
、
左
水
屋
原
と
て
家
三
拾
軒
計
、
右
神
□
崎
と

て
五
軒
あ
り
、
坂
を
上
り
二
丁
計
、
右
に
小
滝
め
き
た
る
流
れ
あ
り
、
右
ノ
方
海
辺
に
蚊
田
村
と
て
五
百
軒
と

て
あ
り
、
坂
を
下
り
、
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
中
鶴
村
一
丁
計
行
、
ら
ん
か
ん
橋
左
の
山
に
そ
ひ
二
丁
計
行
、
ら

ん
か
ん
川
石
橋
十
弐
間
あ
り
、
左
ノ
方
四
丁
計
は
な
れ
高
鍋
の
城
見
ゆ
山
城
也
、
山
下
に
塀
廻
れ
り
、
其
中
に

カ
ミ

家
中
の
宅
あ
り
と
、
本
陣
福
田
屋
忠
兵
衛
、
児
湯
郡

高
鍋
町

高
鍋
町
ハ
、
上
町
、
八
日
町
、
六
日
町
、
十
日
町
、
下
町
、

町
家
二
百
弐
拾
五
軒

七
月
廿
六
日

廿
六
日

朝
間
く
も
り
、
辰
下
刻
よ
り
た
ひ
〳
〵
村
雨
強
く
降
り
、
そ
か
中
に
未
下
刻
よ
り
申
中
刻
か
た
い
と
強
し
、
辰

よ
り
東
風
吹
、
申
時
や
み
た
り
、
未
下
刻
よ
り
申
中
刻
迄
雷
鳴
強
し
、
夜
ニ
い
り
て
も
風
雨
つ
よ
き
時
あ
り
、

町
は
つ
れ
石
橋
あ
り
、
家
中
町
五
丁
計
、
右
へ
曲
り
小
橋
を
渡
り
二
丁
計
行
、
小
川
あ
り
、
五
丁
計
行
高
鍋
川
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舟
わ
た
し
、
川
は
ゝ
五
十
間
計
、
川
よ
り
四
五
丁
行
持
田
村
、
高
五
百
八
十
四
石
弐
斗
八
升
、
北
ハ
山
に
て
山

き
は
に
あ
り
、
道
ノ
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
上
り
坂
二
丁
、
並
木
七
八
丁
行
、
家
四
五
軒
あ
り
、
左
白
髪
、
右
往

還
と
あ
り
、
並
木
の
道
左
右
田
畑
す
く
な
し
、
此
辺
平
田
村
、
高
五
百
五
十
壱
石
八
斗
、
い
さ
ゝ
か
坂
の
上
り

下
り
も
あ
り
、
大
池
村
、
高
三
百
五
十
六
石
三
斗
弐
升
、
左
右
ニ
人
家
有
り
、
同
村
之
内
、
た
れ
も
と
川
、
か

わ
は
ゝ
七
八
間
人
渡
也
、
二
丁
計
行
、
た
れ
も
と
川
同
断
、
十
間
計
、
猪
ノ
窪
村
、
高
弐
百
三
石
八
升
、
左
右

ニ
人
家
あ
り
、
大
か
た
見
へ
す
、
同
村
枝
郷
名
貫
村
の
内
な
ぬ
き
川
、
川
は
ゝ
五
十
間
計
、
人
渡
シ
、
渡
場
大

ウ
リ
ウ

石
多
し
、
急
流
あ
り
、
瓜
生
村
、
高
弐
百
三
石
八
斗
弐
升
、
同
村
之
内

都
野

ツ

ノ
都
野
（
頭
注
に
「
荒
生
村
ノ
内
都
農
町
」
と

あ
り
）、
つ
の
町
の
宿
中
石
橋
あ
り
、
出
く
ち
ニ
土
橋
あ
り
、
二
丁
計
行
左
ノ
方
二
丁
計
は
な
れ
一
宮
の
森
あ

り
、
宮
よ
く
ハ
見
へ
ず
道
は
た
に
鳥
居
あ
り
、
額
、
日
向
国
一
宮
と
額
あ
り
、
一
丁
計
行
上
り
坂
二
丁
計
、
岩

テ
ラ
サ
コ

山
村
、
高
五
十
七
石
六
斗
八
升
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
寺
迫
村
、
高
百
廿
七
石
八
斗
七
升
、
左
右
ニ
人
家
有
、

こ
こ
ろ
み
川
、
川
は
ゝ
十
間
計
、
人
こ
し
、
小
坂
を
上
ル
、
二
丁
計
行
心
見
茶
屋
御
休
あ
り
、
七
丁
計
行
下
り

小
橋
あ
り
、
落
子
村
、
高
百
十
七
石
壱
斗
壱
升
、
左
右
並
木
、
坂
を
下
り
石
な
み
川
、
川
は
ゞ
五
十
間
、
人
越

也
、
町
に
い
り
二
丁
計
行
、
左
宮
あ
り
、
竜
宮
と
額
あ
り
、
一
丁
計
行
、
左
愛
宕
山
権
現
あ
り
、
高
し
鳥
居
あ

り
、
上
別
府
村
、
高
弐
百
弐
拾
五
石
三
斗
、
同
村
之
内

美
々
津

美
々
津
、
人
家
四
百
拾
壱
軒

七
月
廿
七
日

廿
七
日

朝
間
雨
強
く
ふ
り
し
か
や
ミ
、
く
も
り
し
か
、
辰
中
刻
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
み
、
い
さ
ゝ
か
日
影
見
へ
し
か
、
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巳
下
刻
よ
り
雨
降
り
、
午
上
刻
い
と
甚
し
、
夜
ニ
い
り
村
雨
時
々
ふ
り
し
か
、
夜
半
よ
り
晴
た
り
、
町
の
出
は

な
れ
石
灯
籠
一
基
、
川
は
た
ニ
あ
り
、
左
へ
半
丁
計
行
、
立
岩
大
明
神
の
社
あ
り
、
石
坂
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、

（
幸
）

額
あ
り
、
則

美
々
津
川

美
々
津
川
也
、
川
は
ゝ
百
間
計
、
川
を
上
れ
ば
才
脇
村
也
、
高
八
十
石
四
升
、
左
右
に
人
家
あ
り
、

よ
か
ら
ず
、
此
渡
舟
場
才
脇
村
の
方
の
出
崎
、
四
五
丁
計
松
な
と
あ
り
て
少
し
高
し
、
美
々
津
の
方
ハ
二
丁
ハ

な
く
、
裏
町
の
う
し
ろ
波
う
ち
際
に
廿
間
計
、
さ
ま
て
高
か
ら
ず
、
大
浪
よ
せ
来
る
時
ハ
、
か
へ
る
な
み
に
曳

れ
ゆ
く
べ
き
や
う
に
見
ゆ
る
、
才
脇
村
を
出
れ
ば
上
り
坂
也
、
上
り
二
丁
計
り
、
□
時
坂
と
い
ふ
、
上
り
は

て
ゝ
右
の
山
に
そ
ひ
坂
を
下
り
、
谷
間
に
小
橋
あ
り
、
三
丁
計
上
り
御
休
所
あ
り
、
此
坂
も
た
ふ
と
き
さ
か
と

い
ふ
よ
し
、
上
り
三
丁
計
也
、
峠
の
上
東
北
の
方
入
江
、
出
崎
な
と
眺
望
よ
し
、
東
北
の
か
た
さ
ゝ
の
崎
、
海

へ
遠
く
さ
し
出
た
り
、
平
岩
村
の
地
先
も
海
へ
出
た
り
、
峠
よ
り
三
丁
計
下
り
右
大
松
一
本
あ
り
、
此
所
に
左

ノ
方
石
に
て
、
従
是
南
高
鍋
領
と
あ
り
、
右
松
ノ
下
に
、
従
是
北
寺
西
蔵
太
支
配
所
と
表
ニ
記
し
、
脇
ニ
細
く

日
向
国
臼
杵
郡
平
岩
村
と
あ
り
、
傍
に
小
杭
に
従
是

御
料
平
岩
村

御
料
平
岩
村
と
あ
り
、
坂
よ
り
三
十
間
計
下
り
小
谷
川
あ

り
、
此
所
廿
間
下
海
也
、
小
坂
を
上
り
て
下
り
、
海
辺
ニ
出
小
流
あ
り
、
御
休
所
有
、
平
岩
村
之
内
か
ね
か
浜
、

海
辺
七
八
丁
行
、
平
岩
村
之
内
、
左
右
ニ
家
少
々
あ
り
、
平
岩
村
弐
百
廿
軒
、
小
橋
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
下
り
て

海
端
へ
出
、
川
を
渡
り
、
海
辺
十
丁
計
松
林
を
通
り
、
人
家
四
五
軒
あ
る
所
な
と
を
過
、
土
橋
を
渡
る
十
二
間

計
、
此
川
境
に
て
財
光
寺
村
也
、
五
六
丁
行
右
に
御
休
所
あ
り
、
五
六
丁
行
居
村
あ
り
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、

財
光
寺
村
人
家
百
七
十
四
軒
、
左
高
き
所
に
宮
あ
り
太
神
宮
、
一
丁
計
行
財
光
寺
川
、
板
橋
六
十
間
、
橋
よ
り

一
丁
計
う
へ
、
川
二
ツ
お
ち
合
て
流
れ
来
る
也
、
六
十
間
ハ
案
内
に
き
ゝ
た
る
な
れ
と
、
百
間
計
有
し
や
う
に
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思
は
る
、
橋
を
ハ
た
れ
ば
新
町
村
、
左
右
人
家
並
ひ
た
り
、
新
町
ハ
富
高
村
之
内
家
数
百
十
壱
軒
、
新
町
を
出

ヒ

チ

ヤ

て
十
丁
よ
行
日
知
屋
町
也
、
ひ
ち
や
ハ
家
並
は
す
、
い
と
田
舎
ひ
た
り
、
家
数
四
百
三
十
軒
、
細
島
村
人
家
四

百
三
拾
壱
軒
、
富
高
村
人
家
弐
百
拾
八
軒
、
塩
見
村
人
家
弐
百
九
十
四
軒
、
坪
屋
村
人
家
百
拾
八
軒
、
下
三
ヶ

人
家
九
十
壱
軒
、
日
知
屋
村
、
日
向
国

臼
杵
郡

臼
杵
郡

七
月
廿
八
日

廿
八
日

朝
よ
り
快
晴
、
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
ず
、
辰
よ
り
東
北
風
ふ
き
た
り
つ
よ
し
、
夕
く
れ
よ
り
や
み
た
り
、
六
ツ
半

時
日
知
屋
村
よ
り
新
町
迄
帰
り
十
五
丁
、

延
岡
道

延
岡
道
え
行
、
左
右
田
地
い
さ
ゝ
か
谷
間
、
十
丁
よ
り
少
々
登
り
き

り
と
ふ
し
め
き
た
る
所
、
道
右
、
従
是
北
東
御
料
日
知
屋
、
道
右
、
従
是
西
南
冨
高
村
と
あ
り
、
左
右
山
の
谷

間
六
七
丁
行
、
右
家
一
軒
あ
り
、
土
橋
六
七
間
二
丁
計
行
、
左
ノ
山
際
人
家
五
六
軒
有
、
此
辺
右
入
海
也
、
左

谷
へ
曲
る
、
所
々
人
家
あ
り
、
是
迄
日
知
屋
村
の
内
也
、
梶
木
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
道
ノ
右
、
従
是
南
寺
西

イ
シ

茂
太
支
配
所
と
大
杭
有
、
従
是
南
御
料
日
知
屋
村
と
小
杭
並
ひ
立
た
り
、
道
ノ
左
、
石
に
て
従
是
北
延
岡
領
と

表
に
記
し
、
脇
ニ
延
岡
札
辻
よ
り
三
里
三
十
五
町
と
あ
り
、
傍
ニ
従
是
北
門
川
村
と
有
、
門
川
村
ノ
内
古
川
村
、

左
右
人
家
あ
り
、
番
所
あ
り
、

内
藤
家

内
藤
家
の
境
番
所
、
小
川
板
橋
あ
り
、
川
、
舟
橋
廿
五
艘
並
へ
か
け
た
り
、
舟

と
舟
の
間
三
四
尺
ツ
ヽ
離
し
た
り
、
此
川
下
二
丁
計
に
て
海
也
、
左
ノ
方
尾
末
村
、
川
よ
り
二
丁
計
行
加
草
村

高
五
百
九
十
五
石
三
斗
五
升
五
合
九
勺
五
才
、
五
六
丁
行
、
川
屋
迫
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
並
木
有
、
加
草
村

内
、
土
橋
三
十
間
、
左
一
丁
計
入
江
、
此
辺
東
を
と
島
也
、
南
北
に
長
く
よ
ほ
と
高
し
、
木
し
け
れ
り
、
み
さ
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き
、
北
よ
り
南
へ
さ
し
出
た
る
出
崎
に
て
高
し
、
遠
見
番
所
、
み
さ
き
の
続
き
山
に
て
北
の
方
高
き
所
、
中
島
、

ミ
さ
き
よ
り
内
に
て
小
く
低
き
島
也
、
左
□
宮
大
明
神
、
道
よ
り
一
丁
計
石
鳥
居
あ
り
、
さ
ゝ
う
る
橋
、
土
橋

五
間
、
左
右
人
家
、
壱
里
杭
あ
り
、
十
丁
計
行
小
坂
の
う
へ
御
休
、
薬
師
峠
又
ハ
う
ま
み
坂
と
い
ふ
よ
し
、
上

り
一
丁
計
、
下
り
も
同
し
、
御
休
よ
り
十
丁
計
行
、
左
大
松
一
本
あ
り
、
此
所
よ
り
土
々
呂
村
、
谷
間
田
場
な

と
十
丁
計
行
小
橋
あ
り
、
と
と
ろ
村
、
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
左
高
く
木
繁
り
た
る
宮
あ
り
、
霧
島
宮
、
道
は
た

鳥
居
あ
り
、
浜
辺
へ
出
口
、
左
番
所
あ
り
、
此
辺
左
ハ
入
海
也
、
此
所
子
丑
よ
り
午
未
へ
廿
丁
よ
入
海
也
、

は
ゞ
七
八
丁
計
海
辺
、
凡
十
丁
計
通
る
也
、
打
出
浜
と
い
ふ
、
右
し
ま
ち
り
崎
、
左
り
よ
ふ
さ
き
、
御
休
所
よ

り
三
丁
計
行
、
一
里
杭
あ
り
、
二
丁
計
り
行
、
一
里
杭
あ
り
、
二
丁
計
行
、
伊
福
形
村
、
並
木
あ
り
左
右
人
家

あ
り
、
土
橋
有
五
間
計
、
五
丁
計
行
笹
内
橋
、
板
橋
四
十
間
計
也
、
左
ノ
方
塩
浜
も
あ
り
、
右
ハ
海
に
近
し
左

ノ
方
恒
冨
村
之
内
沖
田
村
、
人
家
見
ゆ
、
松
並
木
の
右
に
山
を
見
て
十
丁
計
行
、
恒
冨
村
之
内
平
原
村
、
左
右

ニ
人
家
あ
り
、
松
並
木
を
通
り
同
村
之
内
伊
達
村
、
左
ノ
山
き
道
ノ
左
右
に
も
少
々
あ
り
、
出
北
村
、
高
八
百

十
四
石
七
斗
五
升
八
合
弐
勺
六
才
之
内
持
江
、
別
府
村
、
道
ノ
右
人
家
あ
り
、
恒
冨
村
高
三
千
壱
石
一
斗
六
升

六
合
六
勺
、
道
ノ
左
右
并
道
ノ
左
ニ
人
家
多
く
見
ゆ
、
恒
冨
村
よ
り
城
下
町
と
家
つ
ゝ
け
り
、
恒
冨
村
之
人
家

三
丁
計
、
新
小
路
と
て
侍
屋
敷
、
道
之
左
右
の
ミ
な
ら
ず
横
町
あ
り
、
侍
町
出
口
左
右
廿
間
計
り
あ
り
、
大
せ

川
、
仮
板
橋
六
十
間
計
、
常
ハ
舟
渡
之
由
、
此
橋
上
よ
り
左
ニ

延
岡
城

延
岡
城
見
ゆ
山
城
也
、
高
し
、
樹
木
の
ひ
ま
〳
〵

塀
、
矢
倉
な
と
見
ゆ
、
柳
沢
町
、
柳
橋
と
て
橋
あ
り
、
左
ニ
寺
あ
り
、
南
町
、
中
町
、
左
ノ
方
大
手
口
也
、
北

町
、
北
町
川
海
也
、
延
岡
ハ
中
町
、
南
町
、
北
町
、
柳
沢
町
、
元
町
、
紺
屋
町
、
博
労
町
、
都
合
七
町
也
、
家

数
四
百
七
十
弐
軒
あ
り
と
、
延
岡
城
下
町
、
臼
杵
郡
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七
月
廿
九
日

廿
九
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
ず
、
朝
よ
り
東
風
ふ
き
て
涼
し
、
夜
か
け
や
ま
す
、
早
朝
出
立
、
川
を
通
り
川

は
た
へ
出
、

五
ヶ
瀬
川

五
ヶ
瀬
川
、
凡
百
間
計
、
舟
橋
六
十
三
艘
並
へ
渡
せ
り
、
川
向
ひ
ハ
紺
屋
町
・
博
労
町
・
元
町
也
、

（
岡
冨
ヵ
）

夫
よ
り
北
小
路
と
て
侍
屋
敷
也
、
一
丁
計
は
な
れ
冨
岡
村
之
内
古
川
村
、
左
ノ
方
川
向
、
南
方
村
之
内
野
地
村

見
ゆ
、
小
橋
あ
り
、
永
田
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
此
辺
右
二
丁
計
は
な
れ
高
山
あ
り
、
小
坂
を
上
り
右
日
蓮
宗

本
東
寺
あ
り
、
小
坂
下
り
松
山
村
、
小
橋
あ
り
、
左
ハ
川
の
渕
也
、
こ
こ
よ
り
大
河
の
右
へ
枝
川
あ
り
、
そ
の

川
に
つ
き
左
右
広
き
谷
間
へ
行
、
左
ノ
方
南
方
村
之
内
ま
ひ
村
、
同
村
之
内
小
峰
村
、
右
ノ
方
所
々
人
家
あ
り
、

仮
橋
十
二
間
、
此
辺
右
ニ
行
騰
山
と
て
岩
山
に
て
そ
ひ
へ
、
此
辺
諸
山
に
勝
く
れ
て
高
き
山
あ
り
、
山
上
に
行

騰
大
権
現
を
祭
り
あ
り
と
、
小
坂
上
り
左
ハ
山
也
、
五
六
丁
行
、
小
坂
下
り
小
橋
あ
り
、
右
へ
上
ル
、
左
ノ
方
、

荒
田
内
村
見
ゆ
、
同
村
之
内
舞
野
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
芝
野
あ
り
五
六
丁
、
小
坂
あ
り
下
り
、
御
休
所
あ
り
、

一
里
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
、
下
り
坂
、
同
村
之
内
畑
野
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
二
丁
計
下
り
土
橋
十
二
間
、
い

さ
ゝ
か
上
り
て
下
り
、
岡
本
村
、
右
の
山
に
付
人
家
あ
り
、
左
ハ
川
也
、
小
橋
あ
り
、
一
丁
ヨ
行
坂
を
上
ル
、

一
丁
計
大
川
へ
た
て
、
左
ノ
方
三
輪
村
之
内
上
樫
谷
村
、
右
北
方
村
之
内
荒
谷
村
、
芝
野
を
十
丁
よ
行
、
野
中

に
木
村
境
杭
あ
り
、
境
杭
よ
り
三
丁
計
行
、
北
方
村
之
内
曾
木
村
、
北
方
村
、
高
千
弐
百
三
十
石
四
斗
六
升
六

合
九
勺
四
才
、
境
杭
よ
り
十
丁
計
次
第
ニ
下
り
、
曾
木
村
也
、
左
川
あ
り
枝
川
也
、
昼
食
、
二
丁
計
行
土
橋
十

弐
間
、
同
村
之
内
柳
瀬
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
右
高
き
所
智
古
大
明
神
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
額
有
、
黒
原
村
、

左
右
人
家
あ
り
、
左
久
保
山
村
、
川
水
流
村
、
蔵
田
村
、
小
坂
を
上
り
山
き
は
を
通
り
下
り
小
橋
あ
り
、
同
村
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之
内
渡
守
村
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
行
、
十
丁
計
行
左
一
里
杭
あ
り
、
五
丁
計
行
下
り
小
橋
、
一
丁
計
上
り
水
桶
茶

屋
あ
り
御
休
、
一
丁
計
下
り
谷
川
、
坂
一
丁
計
上
り
下
り
、
二
丁
計
右
山
に
そ
ひ
、
二
丁
計
行
小
橋
あ
り
、
坂

五
丁
計
下
り
五
ヶ
瀬
川
の
川
は
た
に
出
つ
、
川
は
た
六
十
間
計
、
左
ノ
方
川
向
ひ
山
高
し
、
川
は
た
七
八
丁
行
、

御
休
所
あ
り
、
御
休
所
あ
り
、
渡
守
村
之
内
也
、
一
丁
よ
上
り
又
下
り
二
丁
計
行
、
一
里
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
、

同
村
之
内
八
峡
川
村
、
杭
あ
り
、
小
橋
あ
り
、
二
丁
計
い
さ
ゝ
か
下
り
八
狭
川
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
土
橋
有
、

上
り
坂
七
八
丁
、
至
て
険
し
、
平
地
三
丁
計
行
、
又
四
五
丁
上
ル
、
松
む
れ
村
、
小
橋
あ
り
、
椎
畑
村
、
下
り

坂
四
丁
計
、
左
ノ
山
に
そ
ひ
五
六
丁
行
、
少
シ
下
り
御
休
所
あ
り
、
四
丁
計
下
り
小
橋
あ
り
、
人
家
あ
り
、
上

り
三
丁
計
、
い
さ
ゝ
か
の
上
下
ハ
い
く
た
ひ
も
有
、
下
り
坂
六
七
町
つ
ゝ
ら
折
に
て
い
と
険
し
、
此
坂
よ
り
西

北
の
諸
山
、
南
西
の
川
の
わ
か
れ
よ
り
綱
野
瀬
川
の
岩
石
の
さ
ま
誠
に
奇
観
也
、
川
は
た
右
ニ
、
従
是
高
千
穂

七
折
村
之
杭
あ
り
、
綱
野
瀬
川
、
長
サ
十
七
間
よ
の
仮
橋
あ
り
、
左
ノ
方
荒
平
村
、
右
ノ
方
美
々
地
村
、
菅
原

村
、
橋
を
わ
た
り
す
く
に
上
り
坂
七
八
丁
い
と
険
し
、
此
川
北
よ
り
南
へ
流
れ
た
り
、
上
り
は
て
ゝ
左
へ
た
を

行
、
こ
れ
山
の
を
さ
き
也
、
次
第
に
上
り
十
四
五
丁
、
御
休
所
あ
り
、
此
山
の
せ
に
て
左
り
の
川
も
見
ゆ
る
也
、

左
右
の
谷
川
西
北
の
諸
山
の
い
た
ゞ
き
、
岩
石
そ
は
た
ち
た
る
さ
ま
他
所
に
似
す

美
景

美
景
也
、
右
ハ
川
こ
し
東
の

山
の
数
十
丈
高
き
所
よ
り
水
流
れ
下
る
な
と
有
て
詠
め
あ
か
ず
、
さ
れ
と
惜
し
む
べ
し
、
流
れ
細
し
、
此
川
よ

り
ハ

高
千
穂
山

高
千
穂
山
の
入
口
也
、
御
休
所
よ
り
六
七
丁
下
り
一
里
杭
あ
り
、
又
三
丁
計
下
り
七
折
村
之
内
新
町
、
谷

間
也
、
家
数
十
八
軒
、
七
折
村
高
六
百
六
十
五
石
七
斗
八
升
四
合
壱
勺
四
才
、
新
町
の
家
中
に
七
橋
あ
り
、
上

り
坂
一
丁
又
下
り
一
丁
よ
、
岩
川
橋
あ
り
四
間
計
、
又
上
り
坂
三
丁
計
、
い
さ
ゝ
か
下
り
右
天
神
の
社
あ
り
、

七
折
村
之
内
船
尾
村
、
人
家
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
御
本
陣
禅
宗
昌
龍
寺
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七
月
晦
日

晦
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
ず
、
東
北
風
ふ
く
つ
よ
か
ら
ず
、
朝
夕
次
第
強
く
い
と
た
へ
か
た
き
迄
也
、
深

山
中
ゆ
へ
な
る
べ
し
、
辰
上
刻
船
尾
村
出
立
、
西
ノ
方
の
山
根
を
山
を
右
ニ
川
左
ニ
見
下
し
行
、
川
ハ
数
十
丈

深
し
、
川
を
へ
た
て
南
ノ
方
ニ
分
城
村
見
ゆ
、
廿
丁
よ
行
、
一
里
杭
あ
り
、
左
川
向
ひ
小
崎
村
見
ゆ
、
こ
の
分

シ
メ
ツ
ラ

城
村
、
小
崎
村
な
と
ハ
南
ノ
方
高
山
に
て
北
ハ
川
也
、
境
谷
と
て
小
流
の
橋
あ
り
、
十
丁
計
行
同
村
之
内
下
顔

村
、
左
右
人
家
あ
り
、
舟
尾
村
よ
り
下
つ
ら
村
迄
一
里
余
、
山
の
腰
を
川
を
見
下
し
行
也
、
所
々
少
々
の
上
下

あ
り
、
左
ノ
山
よ
り
流
れ
出
る
小
谷
川
の
小
橋
も
多
し
、
同
村
之
内
中
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
右
高
き
所
に
御

休
所
有
、
此
所
よ
り
三
四
丁
な
た
ら
に
下
り
一
里
杭
あ
り
、
七
八
丁
い
と
険
し
く
下
り
て
川
也
、
日
の
影
川
、

仮
橋
廿
間
計
、
此
川
大
石
い
と
多
く
□
く
清
流
た
り
、
上
り
五
六
丁
又
険
し
、
い
つ
れ
も
日
の
影
坂
と
い
ふ
よ

し
、
日
影
坂
上
り
は
て
ゝ
宮
水
坂
の
入
口
、
道
よ
り
右
四
十
間
計
入
、
畑
の
中
に

天
智
天
皇

天
智
天
皇
雨
や
と
り
し
給
ひ

し
楠
と
て
、
廻
り
十
抱
ニ
余
る
大
樹
あ
り
、
楠
壱
本
ニ
て
森
の
こ
と
し
、
木
の
下
ニ
小
祠
あ
り
、
天
智
天
皇
を

祭
た
る
よ
し
、
三
丁
計
行
宮
水
村
御
昼
食
の
御
本
陣
也
、
本
陣
ハ
畑
の
中
向
村
よ
り
高
く
、
山
の
根
ニ
勘
定
場

と
て
此
辺
の
収
納
取
立
る
所
の
よ
し
、
門
内
構
幾
ツ
も
あ
り
て
い
と
広
し
、
上
使
門
内
三
ヶ
所
ニ
て
御
昼
食
也
、

同
村
之
内
宮
水
村
人
家
少
々
あ
り
、
此
村
ハ
川
よ
り
隔
り
た
り
、
い
さ
ゝ
か
下
り
小
橋
な
と
あ
り
、
同
村
之
内

波
瀬
村

ハ

せ
波
瀬
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
右
名
奈
大
明
神
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
額
あ
り
、
此
地
の
森
中
を
通
る
、
四
五
丁
行

下
り
坂
五
丁
計
、
谷
川
な
か
れ
合
所
の
下
に
か
り
橋
あ
り
、
人
家
十
軒
計
あ
り
、
は
せ
川
村
と
い
ふ
、
宮
水
村

之
内
の
よ
し
、
一
丁
計
上
り
右
岩
戸
道
、
左
み
た
い
道
と
あ
り
、
二
丁
計
上
り
土
橋
あ
り
、
四
丁
計
上
り
一
水
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村
也
、
一
水
村
ハ
人
家
道
よ
り
左
ニ
多
く
見
ゆ
、
宮
水
村
よ
り
十
丁
余
上
る
、
険
し
き
所
あ
り
、
は
せ
川
の
川

は
た
よ
り
す
へ
て
廿
丁
よ
の
上
り
也
、
上
り
て
山
の
西
の
方
へ
廻
り
山
を
右
ニ
い
さ
ゝ
か
上
り
ゆ
く
、
此
所
に

フ
タ
カ
ミ

て
ふ
か
す
み
村
、
左
の
谷
間
也
、
人
家
十
軒
よ
、
谷
広
し
、
二
上
嶽
、
二
里
計
遠
く
申
酉
に
見
ゆ
、
南
方
村
之

内
の
よ
し
、
西
へ
た
を
七
八
丁
行
峠
也
、
御
休
所
有
、
右
五
も
と
に
わ
か
れ
た
る
大
杉
一
本
有
、
杉
ノ
下
に
南

七
折
村
、
北
岩
戸
村
と
杭
あ
り
、
此
所
迄
延
岡
札
ノ
辻
よ
り
十
一
里
あ
り
と
、
十
町
余
も
下
り
人
家
あ
り
、
野

形
野
村
の
内
也
、
野
形
野
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
申
酉
の
か
た
高
千
穂
の
櫛
触
ノ
峰
と
て
見
ゆ
、
則
く
し
ふ

り
明
神
と
て
い
ま
す
よ
し
、
神
主
田
尾
伊
予
正
と
て
い
ま
す
よ
し
、
北
よ
り
南
へ
さ
し
出
た
る
山
の
ひ
さ
き
に

て
杉
森
見
ゆ
る
所
也
、
三
田
井
村
之
内
、
申
上
刻
、
西
井
清
と
同
道
、
案
内
ニ
と
も
な
は
れ
て

天
岩
戸

天
岩
戸
参
詣
ニ

行
、
小
坂
を
下
り
橋
を
渡
り
、
右
ノ
方
へ
一
丁
計
行
、
川
上
也
、
鳥
居
あ
り
、
石
灯
籠
一
対
あ
り
、
拝
殿
三
間

四
方
計
、
天
磐
戸
神
殿
ト
あ
り
、
左
ノ
方
本
社
と
て
一
間
四
方
の
位
宮
有
、
一
之
岩
戸
ハ
川
こ
し
の
森
の
中
の

よ
し
、
見
へ
す
、
川
よ
り
上
り
難
く
、
上
り
下
り
か
た
く
、
其
穴
見
極
め
難
し
と
な
ん
、
天
浮
橋
、
橋
よ
り
一

丁
計
下
也
、
道
よ
り
川
は
た
へ
下
る
に
木
の
根
笹
竹
な
と
に
取
付
、
か
ら
う
し
て
川
辺
に
下
り
浮
橋
を
見
る
、

浮
橋
と
て
川
の
両
岸
の
か
た
よ
り
、
岩
の
峨
々
と
そ
ひ
え
た
る
あ
り
、
又
川
も
板
を
敷
た
る
如
く
浅
き
川
せ
あ

り
、
こ
こ
を
う
き
は
し
と
い
ふ
、
岸
下
に
ふ
ち
め
き
た
る
所
あ
り
、
川
水
清
澄
た
り
、
二
丈
計
高
き
所
一
丈
余

四
方
の
穴
あ
り
、
木
し
け
り
見
へ
す
、
こ
の
天
岩
戸
、
天
浮
橋
な
と
後
人
の
い
ひ
た
し
、
又
ハ
つ
く
り
な
せ
る

事
に
て
い
さ
ゝ
か

皇
国
書
籍

皇
国
書
籍
を
も
読
し
人
の
信
す
べ
き
事
に
ハ
あ
ら
ず
、
此
日
向
国
ハ
誰
も
し
れ
る
ご
と
く
三

代
の
神
迹
ま
し
ま
す
国
に
し
あ
れ
ば
、
た
と
へ
後
人
の
偽
仛
に
も
せ
よ
、
な
つ
か
し
く
尊
ふ
べ
き
国
に
し
あ
れ

ば
、
お
の
れ
も
ふ
か
は
へ
行
し
也
、
岩
戸
村
、
臼
杵
郡
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天
保
九
戊
戌
年
八
月

小

八
月
朔
日

朔
日

庚
午

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
ず
、
辰
よ
り
北
風
ふ
き
て
や
ま
ず
、
い
と
冷
気
也
き
、
辰
上
刻
岩
戸
村

出
立
、
本
陣
よ
り
二
丁
計
下
り
笹
野
戸
橋
、
板
橋
拾
弐
間
、
橋
を
わ
た
り
右
の
岩
磐
の
下
に
、
太
神
宮
御
塩
と

て
こ
と
〳
〵
し
う
石
に
ゑ
り
て
あ
り
、
さ
れ
と
塩
水
見
へ
す
、
い
さ
さ
か
岩
の
塩
ハ
異
た
る
の
ミ
也
、
い
さ
ゝ

か
記
す
へ
き
程
の
事
に
あ
ら
す
、
二
丁
計
上
り
右
岩
戸
道
ニ
行
、
殿
様
御
参
詣
ニ
付
御
供
也
、
岩
戸
村
之
内
笹

野
戸
村
、
人
家
大
か
た
道
よ
り
左
ニ
あ
り
、
二
丁
計
行
左
ニ
八
幡
ノ
社
あ
り
、
左
右
畑
也
、
左
二
三
丁
に
て
山

高
し
、
同
村
之
内
寺
尾
野
村
、
右
低
き
所
ニ
人
家
見
ゆ
、
左
ハ
山
也
、
十
丁
余
上
り
坂
也
、
岩
戸
坂
と
い
ふ
、

五
六
丁
険
し
、
峠
左
ニ
大
杉
あ
り
、
水
茶
屋
あ
り
、
右
下
野
村
の
境
杭
あ
り
、
肥
後
国
の
山
々
よ
く
見
ゆ
、
酉

戌
亥
の
方
高
山
み
へ
す
、
そ
か
中
に
大
や
山
ぬ
け
出
て
見
ゆ
る
、
山
の
か
た
ち
な
た
ら
也
、
申
に
か
う
さ
た
け

見
ゆ
、

阿
蘇
山

（
阿
）

安
蘇
山
ハ
亥
に
当
り
、
前
山
に
隠
れ
見
へ
す
、
下
り
十
丁
余
谷
間
也
、
五
丁
計
下
り
大
杉
一
本
あ
り
、

杉
の
も
と
一
里
杭
あ
り
、
又
五
六
丁
下
り
御
休
所
あ
り
、
下
野
村
の
内
才
母
寺
と
云
る
所
御
休
所
、
至
て
手
を

尽
く
せ
り
、
下
野
村
、
高
三
百
弐
拾
壱
石
壱
斗
五
升
六
勺
七
才
、
下
野
村
左
右
所
々
人
家
あ
り
、
土
橋
あ
り
、

下
野
村
ハ
岩
戸
郷
よ
り
田
畑
開
け
た
り
、
畑
か
ち
也
、
上
野
村
、
高
九
百
拾
三
石
壱
斗
七
升
三
合
三
勺
三
才
、

左
右
人
家
あ
り
、
一
里
杭
あ
り
、
板
橋
十
間
、
橋
を
渡
り
右
の
谷
間
へ
川
に
そ
ひ
上
る
、
御
小
休
龍
泉
寺
へ
行

し
也
、
も
と
の
道
橋
辺
迄
帰
り
、
二
丁
計
上
り

祖
母
嶽
大
明
神

祖
母
嶽
大
明
神
あ
り
、
鳥
居
に
額
あ
り
、
七
八
丁
上
り
坂
、
に

ん
ふ
坂
と
い
ふ
、
険
し
か
ら
ず
、
右
の
方
の
山
に
そ
ひ
次
第
に
下
る
、
田
原
村
の
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
二
上
山
、
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山
こ
し
に
申
酉
ニ
見
ゆ
、
田
原
村
、
高
六
百
弐
拾
石
八
斗
五
升
六
合
三
勺
三
才
、
当
村
之
内
芝
ノ
辻
と
云
る
所

御
休
所
あ
り
、
上
野
村
に
劣
ら
ず
二
三
丁
行
下
り
、
右
妙
見
宮
あ
り
、
土
橋
三
間
、
板
ふ
せ
坂
四
五
丁
上
り
也
、

険
し
か
ら
ず
、
下
り
二
丁
計
、
一
里
杭
あ
り
、
小
坂
切
通
し
め
き
た
る
を
こ
へ
川
内
村
杭
あ
り
、
十
丁
計
下
り

土
橋
あ
り
、
七
八
間
行
、
板
橋
八
間
、
此
二
ノ
谷
川
一
丁
計
下
に
て
落
合
也
、
橋
よ
り
左
へ
一
丁
計
行
御
本
陣

也
、
今
日
の
村
々
、
昨
日
の
七
折
郷
、
岩
戸
郷
の
地
勢
に
比
ふ
れ
ば
、
四
方
高
山
も
あ
れ
と
、
谷
間
広
く
田
畑

も
多
く
土
地
よ
し
、
村
高
を
見
て
も
お
し
量
り
し
ら
る
ゝ
事
也
、
谷
川
ハ
黒
く
左
の
方
へ
流
れ
た
り
、
末
ハ
延

岡
の
五
ヶ
瀬
川
へ
流
る
ゝ
也
、

河
内
村

河
内
村
、
高
四
百
四
石
四
斗
九
升
九
合
三
勺
三
才
、
右
之
内
川
内
宿
拾
三
軒

八
月
二
日

二
日

朝
よ
り
は
れ
て
く
も
ら
ず
、
東
南
風
吹
し
か
つ
よ
か
ら
ず
、
朝
間
冷
気
也
き
、
夜
も
猶
涼
し
、
夜
あ
け
て
川
内

村
を
出
立
、
三
四
丁
行
て
坂
を
上
る
二
丁
計
、
右
ハ
山
、
左
ハ
深
谷
を
南
へ
行
、
西
に
廻
り
て
行
、
五
丁
計
に

て
左
の
谷
間
へ
下
る
、
三
丁
計
り
険
し
、
と
こ
ろ
の
坂
と
い
ふ
、
谷
川
有
、
左
へ
流
、
国
界
領
境
也
、
東
ハ
日

向
国
臼
杵
郡
に
て
、
内
藤
能
登
守
殿
領
分
、
西
ハ
肥
後
国
阿
蘇
郡
に
て
、
細
川
越
中
守
殿
領
分
也
、
橋
あ
り
、

五
間
計
、

両
国
橋

両
国
橋
と
い
ふ
、
橋
よ
り
手
前
左
坂
の
下
に
、
従
延
岡
札
辻
是
迄
拾
五
里
三
拾
五
丁
と
杭
あ
り
、
橋

を
わ
た
り
、
右
ニ
従
是
西

細
川
越
中
守

細
川
越
中
守
領
分
、
熊
本
札
辻
よ
り
拾
五
里
九
間
と
あ
り
、
両
山
の
間
狭
き
谷
を
二

丁
余
小
溝
に
そ
ひ
行
く
、
右
の
谷
ハ
田
あ
り
、
上
り
坂
六
丁
計
急
な
ら
ず
、
西
川
内
坂
と
い
ふ
、
坂
の
上
り
果

る
所
左
ニ
清
水
あ
り
、
い
と
勝
れ
た
り
、
矢
来
を
い
り
番
所
左
に
あ
り
、
是
岩
神
口
と
云
り
、
草
ヶ
部
村
之
内
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也
、
番
所
に
続
き
岩
神
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
大
中
野
村
、
左
右
ニ
人
家
あ
り
、
畑
中
の
村
也
、
中
野
原
村
、

（
社
ヵ
）

人
家
左
ニ
あ
り
、
同
し
く
畑
中
也
、
佐
倉
村
、
左
右
ニ
人
家
有
り
、
あ
ま
か
せ
坂
、
下
り
一
丁
計
、
小
川
土
橋

（
マ
マ
）

有
、
上
り
二
丁
計
険
し
か
ら
ず
、
佐
倉
村
の
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
熊
本
迄
十
四
間
杭
あ
り
、
少
々
上
下
あ
り
、

草
ヶ
部
村
の
内
山
は
た
と
云
る
所
ニ
て
御
休
、
此
所
よ
り

阿
蘇
山

阿
蘇
山
戌
ノ
方
ニ
見
ゆ
、
ね
こ
嶽
、
亥
ニ
見
ゆ
、
此

所
に
て
遠
望
し
て
ハ
、
あ
そ
山
ハ
い
た
ゝ
き
東
西
に
長
く
聳
へ
た
る
所
も
あ
れ
と
、
険
し
く
ハ
見
へ
す
、
山
の

い
た
ゝ
き
東
へ
見
ゆ
、
鹿
児
島
に
て
桜
島
を
見
し
と
同
し
さ
ま
也
、
山
火
に
や
け
し
な
る
べ
し
、
ね
こ
た
け
ハ

い
た
ゝ
き
い
つ
く
も
聳
へ
、
さ
も
恐
ろ
し
き
さ
ま
ニ
見
ゆ
、
山
ハ
あ
そ
よ
り
小
し
、
御
立
場
よ
り
七
八
丁
坂
を

下
る
、
い
と
さ
か
し
、
谷
底
に
川
有
り
、
川
走
橋
十
二
間
、
橋
を
渡
り
左
ハ
山
、
右
の
川
に
そ
ひ
三
丁
計
行
、

又
坂
を
上
ル
、
十
丁
計
上
り
は
て
ゝ
御
休
所
あ
り
、
か
な
石
と
い
ふ
所
、
左
ハ
山
、
右
ハ
谷
也
、
二
三
丁
よ
り

ワ
サ
ナ
ラ

さ
き
ハ
大
か
た
左
右
山
な
れ
と
高
か
ら
ず
、
十
丁
余
行
、
早
楢
村
之
内
柳
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
昼
食
、
四
五

丁
行
、
板
橋
あ
り
十
間
、
別
当
橋
と
云
、
い
さ
ゝ
か
上
り
て
下
り
、
道
ノ
左
右
坂
あ
り
、
熊
本
よ
り
十
二
里
杭

あ
り
、
柳
村
御
小
休
よ
り
廿
丁
行
、
小
楢
坂
の
う
へ
御
休
、
柳
村
よ
り
此
所
迄
人
家
な
く
、
野
道
也
、
こ
な
ら

坂
下
り
十
三
四
丁
険
し
、
下
り
て
四
五
丁
行

高
森
町

高
森
町
也
、
小
楢
坂
の
う
へ
よ
り
西
北
を
見
下
せ
ば
、
阿
蘇
山
ハ

戌
亥
に
高
く
、
東
西
三
四
里
、
南
北
二
里
計
、
田
畑
莚
を
敷
た
る
ご
と
く
に
て
、
見
事
な
る
事
他
国
に
見
ず
、

う
る
は
し
、
高
森
村
之
内
高
森
町
、
肥
後
国
阿
蘇
郡
、
高
、
家
数
弐
百
弐
拾
弐
軒
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八
月
三
日

三
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
ず
、
朝
間
冷
気
也
、
巳
よ
り
西
北
風
ふ
き
し
か
、
申
上
刻
や
み
た
り
、
辰
上
刻

高
森
町
を
出
立
、
村
山
村
、
左
右
に
人
家
あ
り
、
つ
き
ま
は
り
山
右
ニ
見
ゆ
、
道
よ
り
七
八
丁
は
な
れ
峰
そ
は

た
ち
、
ね
こ
た
け
に
似
て
低
し
、
村
山
村
ノ
地
少
し
下
り
小
川
あ
り
、
水
な
し
、
四
五
丁
行
、
右
竹
田
道
の
石

あ
り
、
色
見
村
、
道
よ
り
右
に
あ
り
、
二
丁
計
行
、
高
森
よ
り
壱
里
杭
あ
り
、
右
道
の
杭
あ
り
、
い
さ
ゝ
か
下

（
マ
マ
）

り
て
上
り
、
鍋
の
ひ
ら
御
休
あ
り
、
色
見
村
之
内
十
丁
よ
行
、
高
森
よ
り
二
里
杭
あ
り
、
肥
ノ
尾
峠
、
一
里
計

こ
な
た
よ
り
次
第
上
り
也
、
あ
そ
た
け
と
ね
こ
た
け
と
続
け
る
低
き
所
を
越
行
也
、
峠
近
く
六
七
丁
険
し
、
道

ハ

ね
こ
た
け

ね
こ
た
け
の
麓
に
よ
り
て
上
る
也
、
阿
そ
の
方
ハ
小
谷
あ
り
、
峠
よ
り
二
丁
計
下
り
御
休
所
あ
り
、
又
二
丁

計
上
り
峠
也
、
是
よ
り
下
り
の
ミ
也
、
峠
よ
り
坂
梨
村
の
地
の
よ
し
、
杭
あ
り
、
廿
丁
計
下
り
小
谷
川
あ
り
、

水
な
し
、
四
五
丁
下
り
高
森
よ
り
三
里
の
杭
あ
り
、
杭
よ
り
五
丁
計
下
り
谷
川
木
橋
あ
り
、
此
辺
よ
り
阿
蘇
山

（
宮
地
）

の
い
た
ゝ
き

焼
口

焼
口
見
ゆ
、
六
七
丁
行
左
ミ
や
し
道
と
あ
り
、
さ
い
し
か
は
な
と
云
る
所
左
右
畑
、
廿
丁
よ
行
、

坂
梨
村
也
、
坂
梨
ハ
東
西
に
長
し
、
町
中
小
橋
あ
り
、
昼
食
、
町
の
出
口
板
橋
あ
り
四
間
、
三
丁
計
行
小
川
あ

り
水
な
し
、
七
丁
計
行
、
宮
地
村
之
内
、
で
こ
や
と
云
る
所
家
二
軒
右
ニ
有
、
大
榎
一
本
道
ノ
左
ニ
あ
り
、
あ

そ
の
宮
道
と
石
あ
り
、
此
所
よ
り
右
へ
北
ノ
方
八
丁
行
、

阿
蘇
宮

阿
蘇
宮
あ
り
、
出
口
左
ニ
大
宮
司
の
宅
あ
り
、
高
し
、

社
領
の
民
家
左
右
ニ
あ
り
、
一
ノ
鳥
居
、
南
北
の
道
ニ
あ
り
、
下
馬
札
左
ニ
あ
り
、
一
丁
計
い
り
二
ノ
鳥
居
東

ニ
向
へ
り
、
額
、
阿
蘇
宮
、
石
坂
六
段
上
り
左
右
ニ
石
灯
籠
一
対
、
太
な
ら
ず
、
石
坂
よ
り
廿
間
計
行
拝
殿
有
、

三
間
四
方
、
拝
殿
に
経
四
尺
計
の
鰐
口
あ
り
、
歌
を
ゑ
り
た
り
、
岩
よ
り
そ
お
ち
て
命
の
あ
や
ふ
さ
に
、
神
に
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祈
り
を
か
け
る
鰐
口

天
保
九
年
戊
戌
五
月
吉
日
、
肥
後
国
野
尻
手
永
尾
下
村
願
主
大
助
、
諸
神
東
向
三
間

相
殿
八
間
、
中
二
間
、
諸
神
宮
見
通
し

一
宮

健
磐
龍
神

日
本
記
ニ
あ
そ
宮

二
宮

比
咩
神

同

阿
蘇
都
姫

三
宮

玉
龍
神

草
部
吉
見
神
、
神
武
天
皇
第
一
ノ
御
子
彦
八
井
耳
命
ノ
御
子
也

四
宮

比
咩
御
子
神

国
龍
神
の
御
妃
な
り

五
宮

彦
御
子
神

大
神
御
孫
速
瓶
玉
命
第
一
御
子
惟
人
ノ
命
、
大
宮
司
の
先
祖

六
宮

若
比
咩
神

彦
御
子
神
御
姫
神
也

七
宮

新
彦
神

国
龍
神
ノ
御
弟
也

八
宮

新
比
咩
神

新
彦
神
ノ
御
姫
也
、
御
姉

九
宮

若
彦
神

新
彦
神
御
子
御
弟
也

十
宮

孫
比
咩
神

新
彦
神
ノ
御
后
也

十
一

北
向
三
間

玉
造
神

一
ノ
宮
御
子

十
二

南
向
三
間

金
凝
神

綏
靖
天
皇
神
八
井
耳
命
ノ
御
弟
ニ
て
一
ノ
宮
ノ
御
伯
父
神
也

拝
殿
ノ
左

御
祈
祷
殿

六
間
ニ
奥
行
三
間

右

神
楽
殿

間
口
三
間

奥
行
五
間
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神
輿
殿

拾
間

神
輿
四
ツ

十

八

六

四
宮

相
殿
八
間

五

三

七

九
ノ
宮

相
殿
八
間

何
れ
も
一
社
毎
に
石
灯
籠
一
対（

斎
垣
）

一
ノ
宮

御
陵

大
杉
一
本

い
か
き
あ
り

二
ノ
宮

御
陵

大
杉
一
本

い
か
き
あ
り

メ
ウ
ト

夫
婦
杉
、
木
の
玉
垣
あ
り
、
も
と
よ
り
分
レ
大
杉
也

宮
町
六
十
軒
、
宮
よ
り
北
ノ
方
ニ
あ
り
、
町
ノ
入
口
木
ノ
鳥
居
有
、
天
文
二
十
三
年
焼
失
、
此
節
再
造
営

二
月
卯
日

神
事

六
月
廿
六
日

大
神
事

同
月
十
五
日

神
事

年
中
神
事

七
十
四
度

三
月

田
作
神
事

六
月

田
植

八
月
十
五
日

新
嘗
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元
の
道
ニ
帰
り
追
分
よ
り
七
八
丁
行
、
け
し
や
う
川
水
少
し
、
六
七
丁
行
小
橋
、
熊
本
よ
り
十
二
里
杭
あ
り
、

塩
塚
川
小
橋
あ
り
、
一
丁
計
行
、
右
あ
そ
道
石
あ
り
、
前
と
同
し
、

塩
塚
村

塩
塚
村
左
右
人
家
有
り
、
小
溝
石
橋
あ
り
、

竹
原
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
御
休
所
あ
り
、
二
丁
計
行
、
小
橋
左
右
板
あ
り
、
熊
本
よ
り
十
一
里
杭
あ
り
、
今
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町
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
小
池
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
小
里
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
黒
川
板
橋
廿
五
間
、
此
黒

川
を
左
に
見
て
、
杉
並
木
の
道
を
十
丁
よ
行
、

内
牧
村

内
牧
村
也
、
内
牧
村
肥
後
国
阿
蘇
郡
、
高
、
家
数
弐
百
八
拾
軒

八
月
四
日

四
日

朝
よ
り
晴
し
か
未
よ
り
く
も
り
た
り
、
朝
よ
り
西
南
風
吹
し
か
つ
よ
か
ら
ず
、
午
中
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
し
か
、

夜
ニ
い
り
や
み
た
り
、
辰
上
刻
内
牧
村
出
立
、
宿
出
は
な
れ
左
天
満
宮
の
社
あ
り
、
鳥
居
ニ
天
満
宮
と
あ
り
、

左
川
也
、
小
川
橋
あ
り
、
熊
本
よ
り
十
里
杭
あ
り
、
二
丁
計
行
、
板
橋
十
二
間
、
四
五
丁
行
、
次
第
ニ
上
り
切

通
し
あ
り
、
又
下
る
、
左
ニ
あ
れ
沼
を
見
下
し
行
く
、
狩
尾
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
大
か
た
左
也
、
同
村
之
内

有
ノ
口
と
云
所
御
休
、
内
牧
よ
り
一
里
五
六
丁
行
、
狩
尾
人
家
あ
り
、
熊
本
よ
り
九
里
杭
あ
り
、
杭
よ
り
四
丁

計
行
橋
あ
り
、
左
右
人
家
、
狩
尾
村
之
□
道
よ
り
右
三
十
間
計
に
て
高
き
所
に
、
的
石
と
て
二
丈
四
方
計
の
石

あ
り
、
的
石
村
の
名
此
石
に
よ
り
て
名
付
た
り
と
、
そ
の
因
縁
か
た
り
聞
せ
し
か
、
う
る
さ
け
れ
ハ
記
せ
ず
、

的
石
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
六
十
九
軒
、
熊
本
よ
り
八
里
杭
有
、
車
返
村
之
内
坂
下
、
左
右
人
家
な
ら
ひ
町
め

き
た
れ
と
家
多
か
ら
す
、
四
丁
計
上
り
左
ニ
わ
か
れ
道
あ
り
、
ふ
た
元
峠
、
上
り
十
三
丁
あ
り
と
険
し
、
峠
よ

り
左
へ
い
さ
ゝ
か
上
り
さ
ま
に
ニ
二
三
丁
行
、
御
休
所
あ
り
、
此
所

眺
望
至
て
よ
し

眺
望
至
て
よ
し
、
肥
後
の
田
野
数
十
里
眼

下
に
見
へ
、
熊
本
の
城
申
ノ
方
ニ
当
ル
よ
し
、
島
原
ノ
温
泉
嶽
申
酉
に
高
く
見
ゆ
、
誠
遠
景
目
さ
む
る
心
地
せ

ら
れ
た
り
、
峠
の
小
屋
左
家
一
軒
、
中
ノ
小
屋
家
四
軒
、
方
里
か
谷
、
御
休
所
あ
り
、
家
四
軒
石
橋
あ
り
、
七

八
丁
下
り
、
十
丁
計
下
り
平
川
村
、
同
村
之
内
高
を
の
、
家
十
一
軒
人
家
あ
り
、
五
里
杭
あ
り
、
大
津
村
の
入
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口
近
く
、
道
ノ
左
右
桜
を
植
つ
ら
ね
た
り
、
村
ニ
い
り
四
丁
斗
行
、
右
高
き
所
山
王
宮
あ
り
、
肥
後
国
合
志
郡
、

大
津
村
之
内

大
津
町

大
津
町
、
高
、
人
家
三
百
九
拾
五
軒

八
月
五
日

五
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
終
日
く
も
ら
ず
、
さ
れ
と
快
晴
な
ら
す
、
朝
よ
り
西
北
風
ふ
く
、
強
か
ら
す
、
正
六
ツ
半
時

大
津
町
出
立
、
一
丁
計
下
り
石
橋
を
渡
り
二
間
計
、
溝
を
右
ニ
二
丁
計
行
、
又
右
へ
石
橋
を
渡
り
坂
を
上
る
、

松
古
か
坂
と
い
ふ
、
二
丁
余
、
橋
を
渡
ら
ず
真
直
に
行
ば
隈
本
道
也
、
左
右
畑
也
、
い
さ
ゝ
か
下
り
又
上
り
行
、

ト
ウ
サ
コ

塔
迫
村
、
天
満
宮
ノ
社
あ
り
、
人
家
道
よ
り
遠
し
、
平
川
村
、
昨
日
通
り
し
村
也
、
此
辺
よ
り
卯
ノ
方
飽
田
郡

金
峰
山
、
肥
前
温
泉
嶽
子
ノ
方
、

菊
池
郡

菊
池
郡
八
方
か
た
け
見
ゆ
、
一
里
杭
あ
り
、
杉
水
村
人
家
見
ゆ
、
小
坂
を
下

り
田
あ
り
、
小
橋
あ
り
、
坂
を
上
り
行
、
川
辺
村
之
内
か
□
か
け
松
、
当
五
月
廿
七
日
大
風
に
て
折
た
り
、
人

家
三
軒
左
右
ニ
あ
り
、
峠
坂
村
之
内
西
ノ
原
御
休
所
あ
り
、
左
大
榎
一
本
あ
り
、
二
里
杭
あ
り
、
少
し
下
り
仮

橋
十
間
余
、
二
丁
計
行
、
か
り
橋
八
間
、
住
吉
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
二
丁
計
行
、
菊
池
郡
上
古
閑
村
、
い
さ
ゝ

か
坂
を
上
り
六
七
丁
行
、
坂
を
下
る
、
な
た
ら
に
四
丁
計
下
り
小
橋
あ
り
、
左
右
田
十
丁
計
行
赤
星
村
、
左
右

人
家
あ
り
、
村
は
つ
れ
橋
あ
り
、
岐
路
也
、
右
え
行
菊
地
川
、
仮
橋
三
十
間
、
川
は
た
三
里
杭
あ
り
、
二
三
丁

（
額
）

行
又
小
橋
有
、
北
宮
村
、
右
川
に
て
左
ニ
人
家
あ
り
、
北
宮
ノ
社
あ
り
、
石
大
鳥
居
あ
り
、
か
く
北
宮
と
あ
り
、

普
請
よ
し
、
神
主
小
縣
若
狭
、
左
右
人
家
、
二
丁
計
行
石
橋
有
、
□
□
三
里
杭
有
、
正
観
寺
村
内
隈
府
町
、
昼

食
、
中
島
屋
仙
助
方
御
小
休
、
当
村
之
内
、
浄
土
宗
正
観
寺
、
菊
地
氏
菩
提
所
之
由
、
左
正
観
寺
村
内
林
正
寺

天保九年 幕府巡見使の従者日記（二）－ 255 －



村
、
右
袈
裟
村
、
野
間
口
村
、
貴
船
神
社
有
、
神
来
村
、
右
山
さ
き
村
見
渡
也
、
迫
間
川
土
橋
廿
一
間
、
一
丁

計
下
り
小
橋
、
四
里
杭
あ
り
、
中
富
村
之
内
鍛
冶
屋
村
、
右
道
よ
り
一
丁
計
は
な
れ
宇
佐
八
幡
宮
見
ゆ
、
き
の

川
、
板
橋
廿
間
計
、
堤
を
二
丁
計
上
り
、
同
村
之
内
上
川
原
と
云
る
所
御
休
所
あ
り
、
一
丁
計
行
、
内
田
川
、

土
橋
廿
間
、
山
鹿
郡
高
橋
村
、
右
八
幡
宮
あ
り
、
右
山
伏
宝
珠
院
宅
ニ
太
神
宮
あ
り
、
右
大
鳥
居
見
ゆ
、
同
村

之
内
右
天
満
宮
、
上
御
宇
田
村
之
内
新
町
、
左
右
人
家
あ
り
よ
き
町
也
、
古
閑
村
之
内
白
石
、
左
右
人
家
四
五

軒
あ
り
、
六
里
杭
あ
り
、
中
村
、
人
家
左
ニ
あ
り
、
稲
荷
の
社
あ
り
、
山
鹿
町
の
鎮
守
大
宮
大
明
神
の
社
あ
り
、

山
鹿
町

山
鹿
町
、
山
鹿
郡
湯
之
町
之
内
、

八
月
六
日

六
日

朝
よ
り
晴
た
り
し
か
、
未
よ
り
く
も
り
か
ち
な
り
、
午
よ
り
西
北
風
ふ
き
た
れ
と
つ
よ
か
ら
す
、
六
ツ
半
時
山

鹿
湯
町
を
出
立
、
町
を
出
て
二
丁
計
下
り
三
丁
計
行
、
石
橋
有
、
五
間
計

眼
鏡
橋

眼
鏡
橋
造
り
、
三
丁
計
行
ハ
石
橋
有
、

二
丁
計
行
、
左
ニ
杉
あ
り
、
杉
の
下
よ
り
清
泉
出
る
、
五
六
丁
行
板
橋
、
鍋
田
村
鍋
田
川
に
掛
り
た
り
、
廿
八

間
、
左
右
ニ
家
弐
軒
あ
り
、
小
坂
上
る
、
は
ひ
坂
右
五
丁
計
行
、
榎
あ
り
、
右
ニ
大
津
よ
り
七
里
拾
四
丁
壱
間
、

左
熊
本
よ
り
七
里
と
杭
あ
り
、
坂
を
下
り
田
場
を
通
り
車
通
坂
上
り
弐
丁
、
岩
村
、
右
人
家
あ
り
、
高
八
百
三

拾
九
石
余
、
人
家
百
弐
拾
軒
、
左
一
向
宗
光
行
寺
、
御
休
所
あ
り
、
一
丁
行
、
岩
村
坂
下
り
弐
丁
黒
村
、
人
家

こ
こ
に
も
あ
り
、
石
橋
大
こ
橋
造
り
、
六
間
、
岩
村
川
に
掛
る
、
四
五
丁
行
小
坂
、
水
落
坂
、
熊
本
よ
り
七
里

杭
あ
り
、
三
丁
計
上
り
也
、
平
野
村
、
高
四
百
四
拾
八
石
余
、
人
家
八
拾
弐
軒
、
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
平
野
川
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石
橋
、
袖
ぬ
き
十
三
間
あ
り
、
至
て
よ
し
、
二
丁
計
坂
上
り
一
丁
計
行
、
二
丁
計
下
り
土
橋
有
、
又
小
坂
上
ル
、

大
田
黒
村
、
高
八
百
五
拾
壱
石
余
、
人
家
百
六
十
弐
軒
、
太
田
黒
坂
上
り
一
丁
険
し
か
ら
ず
、
左
右
畑
あ
り
、

コ
イ
イ

肥
猪
村
め
ん
と
ん
じ
原
御
休
、
六
七
丁
行
下
り
坂
あ
り
、
又
上
り
肥
猪
村
之
内
肥
猪
町
、
宿
め
き
人
家
並
ひ
た

れ
ど
町
並
至
あ
し
く
、
左
ニ
氏
神
熊
野
宮
あ
り
、
左
ニ
肥
猪
村
、
高
千
三
百
廿
石
余
、
人
家
三
百
八
十
九
軒
、

い
さ
ゝ
か
下
り
小
橋
二
ツ
わ
た
り
又
上
り
、
十
里
杭
有
、
な
た
ら
坂
下
り
弐
丁
計
、
左
右
田
場
二
丁
計
行
、
石

橋
、
大
こ
橋
な
り
、
十
二
間
、
田
町
川
と
い
ふ
、
関
村
、
高
千
九
百
三
石
余
、
人
家
七
百
拾
五
軒
、
右
ニ
浄
土

宗
悟
真
寺
、
一
向
宗
真
光
寺
、
正
勝
寺
、
正
福
寺
、
昼
食
、
町
よ
り
四
丁
計
行
、
右
ニ
大
津
山
宮
見
ゆ
、
阿
蘇

一
ノ
宮
勧
請
之
由
、
う
し
ろ
ハ
高
山
也
、
木
し
け
り
た
り
、
道
よ
り
弐
丁
計
、
石
ノ
鳥
居
額
あ
り
、
道
よ
り
廿

間
計
奥
に
て
見
へ
す
、
二
丁
計
南
に
、
山
の
中
ほ
と
に
熊
野
宮
あ
り
、
別
山
也
、
左
右
山
の
田
畑
の
所
六
丁
計

行
、
小
橋
あ
り
、
坂
あ
り
、
上
り
二
丁
計
、
関
村
之
内
関
外
目
村
、
人
家
あ
り
、
小
坂
を
下
ル
、
右
ハ
山
左
ハ

田
也
、
道
ノ
左
木
に
て
、
南
細
川
越
中
守
領
、
熊
本
札
辻
よ
り
拾
壱
里
八
丁
弐
拾
間
と
あ
り
、
日
向
境
の
岩
神

口
よ
り
弐
拾
六
里
八
丁
拾
間
あ
り
と
語
れ
り
、
石
に
て
従
是
北

柳
川
領

柳
川
領
内
柳
川
、
札
ノ
辻
よ
り
四
里
三
十
丁
と

（
肥
後
）

あ
り
、
是
筑
前
国
玉
名
郡
、
筑
後
国
山
門
郡
の
国
界
也
、
小
橋
あ
り
、
し
か
村
之
内
ゆ
や
名
、
小
橋
を
わ
た
り
、

（
三
）

山
門
郡
北
関
村
と
あ
り
、
北
へ
向
ひ
谷
間
を
十
丁
行
、
い
さ
ゝ
か
上
り
一
丁
計
下
り
三
丁
計
行
、
土
橋
有
、
今

池
郡
亀
尻
村
と
杭
あ
り
、
北
関
村
、
人
家
左
右
に
あ
り
、
小
橋
を
わ
た
り
左
右
人
家
あ
り
、
左
荻
村
、
右
三
峰

村
の
杭
あ
り
、
杉
並
木
弐
丁
計
行
右
中
原
村
、
川
あ
り
十
間
計
、
左
右
中
原
村
人
家
あ
り
、
杉
並
木
七
八
丁
行
、

原
町
村
、
左
右
人
家
並
ひ
つ
ゝ
き
家
居
よ
し
、
御
休
、
町
を
出
二
丁
計
行
、
立
山
村
左
右
人
家
あ
り
、
土
橋
有
、
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左
竹
井
村
、
野
町
村
、
左
右
人
家
並
ひ
た
り
、
家
わ
る
し
、
右
祇
園
宮
、
天
満
宮
あ
り
、
村
中
、
柳
川
よ
り
三

り
ノ
石
あ
り
、
廿
間
計
行
、
右

清
水
寺
道

清
水
寺
道
ノ
石
あ
り
、
中
尾
村
、
右
在
刀
村
、
中
尾
村
之
内
、
清
水
御
休
、
小

橋
を
渡
り
松
延
村
之
内
吉
井
、
左
右
人
家
あ
り
、
橋
を
わ
た
り
上
小
河
村
之
内
吉
井
、
左
満
福
寺
あ
り
、
一
丁

計
行
、
左
天
満
宮
あ
り
、
大
竹
村
、
土
橋
あ
り
、
四
間
計
四
丁
計
行
、
土
橋
十
間
計
、
下
庄
村
、
左
右
人
家
、

瀬
高

瀬
高
上
庄
村
、
山
門
郡

八
月
七
日

七
日

あ
か
つ
き
よ
り
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
、
辰
上
刻
よ
り
く
も
り
、
巳
よ
り
時
々
日
か
け
見
へ
た
れ
と
大
か
た
く
も
れ

り
、
六
ツ
半
時
上
庄
町
を
出
立
、
町
中
に
右
宿
町
道
と
あ
り
、
石
傍
示
杭
也
、
土
橋
あ
り
、
五
丁
計
行
中
山
村
、

左
右
人
家
あ
り
、
四
五
丁
行
土
橋
あ
り
、
本
郷
村
、
十
丁
計
行
土
橋
、
左
右
人
家
長
し
、
村
の
出
口
土
橋
あ
り
、

廿
間
余
、
二
丁
計
行
、
左
ニ
柳
川
領
、

久
留
米
領

久
留
米
領
の
領
境
の
石
並
ひ
立
た
り
、
壱
丁
ヨ
行
、
久
留
米
領
今
寺
村
、

七
十
間
有
よ
し
の
杭
あ
り
、
一
丁
計
行
、
又
領
分
境
の
杭
あ
り
、
此
所
に

立
花
家

立
花
家
附
回
り
、
其
外

有
馬
家

有
馬
家
役
人

キ
ウ
ロ
ウ
ハ
ラ

等
出
居
た
り
、
本
郷
村
よ
り
土
手
の
う
へ
道
也
、
九
郎
原
村
、
土
手
ニ
御
休
所
あ
り
、
尾
島
村
、
右
ニ
み
ゆ
、

土
橋
有
四
間
、
野
町
村
、
左
右
人
家
並
ひ
い
と
長
し
、
さ
れ
と
人
家
あ
し
し
、
鶴
田
村
、
二
丁
計
行
土
橋
、
野

中
村
、
道
ノ
左
、
北
上
妻
郡
、
南
下
妻
郡
と
郡
界
石
あ
り
、
野
町
人
家
左
右
ニ
有
り
、
石
橋
六
間
、
秋
松
村
、

藤
島
村
、
土
橋
八
間
、
秋
松
村
、
藤
島
を
中
に
お
き
て
又
家
居
あ
り
、

羽
犬
塚
町

羽
犬
塚
町
に
続
き
た
り
、
羽
犬
塚
町
、

（
額
）

町
よ
し
人
家
多
し
、
土
人
ハ
イ
ツ
カ
マ
チ
と
唱
ふ
、
宿
中
六
所
宮
の
社
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
か
く
あ
り
、
坂
東
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寺
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
本
村
ハ
道
よ
り
左
、
土
橋
あ
り
、
三
間
並
木
有
、
四
丁
計
行
、
蔵
数
村
、
左
右
人
家

少
し
あ
り
、
一
条
町
左
右
人
家
よ
き
家
あ
り
、
喜
多
屋
文
蔵
方
ニ
て
御
休
、
岩
出
村
、
、
藤
田
川
仮
橋
拾
弐
間

計
、
藤
田
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
南
上
妻
、
北
三
井
郡
界
あ
り
、
土
橋
あ
り
十
間
計
、
左
右
松
あ
り
、
上
荒
木

村
、
車
路
と
い
ふ
所
に
て
御
休
所
あ
り
、
松
山
中
也
、
一
丁
計
行
、
右
領
主
祈
願
所
東
林
寺
あ
り
、
寺
ハ
見
へ

ず
、
二
丁
計
行
土
橋
あ
り
、
此
辺
よ
り

高
良
山

高
良
山
寅
ニ
見
ゆ
、
白
口
町
、
一
里
塚
あ
り
、
一
丁
よ
行
土
橋
有
、
津

福
町
、
申
下
刻
よ
り
水
天
宮
参
詣
ニ
行
く
、
堀
は
た
桜
馬
場
と
い
ふ
、
桜
百
間
よ
両
方
ニ
植
て
、
中
ニ
馬
場
あ

り
、
夫
よ
り
町
を
二
三
丁
通
り
田
地
を
左
右
に
見
て
二
丁
計
行
、
せ
の
し
た
町
と
云
る
、
左
右
家
ゐ
長
く
続
け

る
を
行
ば
右
ニ
石
鳥
居
あ
り
、
こ
こ
に
至
り
し
時
、
は
や
日
暮
た
り
、
す
へ
て
挑
灯
に
て
見
あ
り
く
、
鳥
居
の

柱
ニ
右
天
壌
無
窮
神
座
祈
祷
、
左
冥
加
正
直
萬
民
快
楽
と
あ
り
、
一
丁
計
行
二
ノ
鳥
居
あ
り
、
少
し
額
見
へ
兼

た
り
、
鳥
居
の
ま
へ
右
、
石
灯
籠
七
ツ
八
ツ
左
右
ニ
一
対
あ
り
、
鳥
居
を
過
右
、
石
と
う
ろ
う
十
計
、
石
坂
六

（
こ
）

段
上
り
社
前
也
、
石
灯
籠
一
対
、
同
あ
ま
犬
一
対
左
右
ニ
あ
り
、
拝
殿
三
間
半
ニ
二
間
、
本
社
三
間
ニ
二
間
計
、

拝
殿
本
社
造
り
続
け
り
、
拝
殿
額
水
天
宮
、
弟
子
高
大
楣
書
と
あ
り
、
中
に
も
水
天
宮
と
額
あ
り
、
左
り
の
う

し
ろ
隅
水
神
社
あ
り
、
一
間
計
鳥
居
あ
り
、
石
手
水
鉢
あ
り
、
鳥
居
よ
り
う
ち
左
ハ
筑
後
川
也
、
川
は
ゝ
百
間

（
真
木
）

計
、
二
ノ
鳥
居
う
ち
右
社
家
牧
和
泉
宅
あ
り
、
立
よ
り
て
暫
く
休
ら
ひ
た
り
、

久
留
米
城
下
町

久
留
米
城
下
町
、
筑
後
国
御

井
郡
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八
月
八
日

八
日

朝
よ
り
晴
た
り
終
日
く
も
ら
ず
、
西
北
風
ふ
き
た
れ
と
つ
よ
か
ら
ず
、
六
ツ
半
時

御
原
町

御
原
町
を
出
立
、
城
を
左
ニ

見
る
、
通
町
十
丁
、
五
丁
目
右
山
王
宮
あ
り
、
見
付
あ
り
、
通
外
町
一
丁
、
町
を
出
て
左
ニ
五
穀
神
あ
り
、
造

営
美
麗
な
り
、
能
舞
台
も
あ
り
、
石
鳥
居
額
あ
り
、
社
前
桜
並
木
あ
り
、
道
ノ
左
右
蓮
池
数
丁
頗
大
也
、
東
野

中
村
、
左
右
人
家
あ
り
土
橋
あ
り
、
右
水
神
ノ
社
あ
り
、
本
社
拝
殿
、
石
鳥
居
あ
り
、
二
丁
計
行
、
右
正
源
寺

往
還
と
あ
り
、
一
丁
計
行
、
右
わ
か
れ
道
あ
り
、
禅
宗
福
寿
寺
、
二
百
五
十
石
、
六
丁
行
、
府
中
町
入
口
壱
り

塚
あ
り
、
町
中
程
真
直
に
行
、
高
良
山
道
也
、
大
石
灯
籠
、
高
凡
二
丈
計
、
左
右
ニ
あ
り
、
玉
垂
宮
と
あ
り
、

右
下
馬
札
あ
り
、
石
鳥
居
頗
大
也
、
銅
額
あ
り
、
玉
垂
宮
と
あ
り
、
此
所
よ
り
高
良
山
宮
迄
上
り
十
五
丁
、
別

当
山
伏
蓮
華
院
、
社
領
五
百
五
十
石
、
公
儀
御
霊
屋
有
之
、
山
ハ
西
向
に
て
東
よ
り
続
け
る
高
山
の
出
崎
の
中

ほ
と
よ
り
上
也
、
樹
間
に
宮
社
な
と
多
く
見
ゆ
、
当
国
第
一
の
大
社
、
此
所
よ
り
卯
辰
ニ
当
ル
、
此
所
ニ
て
御

休
あ
り
、
左
え
わ
か
れ
行
、
二
丁
計
行
、
右
吉
井
田
主
丸
道
、
左

松
崎
道

松
崎
道
と
石
あ
り
、
小
橋
あ
り
、
此
所
よ
り

松
崎
へ
三
り
、
宰
府
え
六
り
之
由
、
阿
志
岐
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
同
村
之
内
追
分
、
右
ハ
豊
後
道
也
、
左
へ

（
宝
）

（
背
）

曲
り
行
也
、
左
右
田
也
、
東
南
耳
納
山
見
ゆ
、
高
し
、
筑
前
法
満
山
丑
ニ
見
ゆ
、
世
振
戌
ニ
見
ゆ
、
左
右
田
、

ダ
イ
ロ
ウ
ハ
ル

十
丁
計
行
、
小
橋
を
渡
り
大
郎
原
村
御
休
、
府
中
よ
り
三
十
三
丁
、
露
川
石
橋
二
間
計
、
左
東
山
本
、
西
御
井

分
界
と
あ
り
、
露
村
、
木
塚
村
三
丁
行
、
壱
り
塚
、
三
丁
計
行
、
大
橋
、
与
田
村
、
左
右
人
家
、
飯
田
村
、
左

鎮
西
本
山
善
導
寺
道
と
あ
り
、

善
導
寺

善
導
寺
門
前
町
あ
り
、
浄
土
宗
也
、
道
よ
り
一
丁
余
左
、
勿
体
島
村
、
常
持
村
、

左
右
人
家
、
二
丁
計
行
土
橋
あ
り
、
壱
里
塚
、
左
川
は
た
ニ
あ
り
、
城
下
よ
り
三
り
、
一
丁
計
行
石
橋
、
石
浦
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村
、
道
左
右
家
あ
り
、
御
休
、
石
浦
村
ノ
大
橋
、
土
橋
三
十
間
計
、
指
出
村
、
一
丁
計
行
、
西
山
本
、
東
竹
野

分
界
あ
り
、
西
牧
村
、
左
右
田
、
三
四
丁
行
、
左
右
ニ
土
橋
あ
り
、
家
あ
り
、
四
間
枝
川
也
、
左
東
牧
村
、
左

右
人
家
、
今
村
、
地
面
の
ミ
也
、
人
家
右
ニ
遠
し
、
馬
ノ
渡
り
村
、
江
口
村
、
志
床
村
、
壱
里
塚
有
、
城
下
よ

り
四
里
、
左
門
ノ
上
村
、
左
ニ
橋
あ
り
、
片
ノ
瀬
道
と
あ
り
、
口
高
村
、
蜷
川
村
、
左
ノ
川
に
そ
ひ
三
四
丁
行
、

左
怒
田
村
、
右

田
主
丸
村

田
主
丸
村
、
杭
左
右
ニ
あ
り
、
右
玉
垂
宮
ノ
社
見
ゆ
、
田
主
丸
町
、
筑
後
国
竹
野
郡
、
高
、
人

家
三
百
七
十
二
軒
、
左
ハ
用
水
川
に
て
、
右
片
側
町
を
弐
丁
計
行
、
左
へ
石
橋
渡
ル
四
間
計
、
祇
園
町
二
三
丁

行
、
左
一
向
宗
来
光
寺
、
祇
園
社
あ
り
、
新
町
一
丁
よ
行
、
木
戸
あ
り
、
一
丁
計
は
な
れ
吉
田
町
、
左
右
人
家

あ
り
、
よ
か
ら
ず
、
わ
つ
か
一
丁
よ
也
、
出
は
な
れ
右
祇
園
社
あ
り
、
左
右
田
也
、
明
石
田
村
、
諏
訪
村
、
壱

り
塚
あ
り
、
城
下
よ
り
五
り
也
、
蔵
成
村
、
分
地
村
、
蔵
八
村
、
樋
口
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
入
口
御
休
所
あ

り
、
中
徳
村
、
土
橋
あ
り
、
陣
内
村
、
菅
村
、
東
生
葉
、
西
竹
野
分
界
あ
り
、
岩
光
村
、
郡
界
十
丁
計
行
、
壱

り
塚
、
城
下
よ
り
六
り
也
、
左
八
幡
社
見
ゆ
、
二
丁
計
行
、
左
右
川
あ
り
、
左
吉
井
町
、
田
、
左
川
向
、
清
宗

村
、
島
村
、
金
本
村
ノ
田
あ
り
、
石
橋
あ
り
、
木
戸
入
、
吉
井
町
内
川
崔
町
、
金
ノ
甲
町
、
天
神
町
、

吉
井
町

吉
井
町
、

筑
後
国
生
葉
郡
、
高
、
人
家
四
百
拾
弐
軒
、
吉
井
村
之
内
若
宮
八
幡
宮
あ
り
、
吉
井
町
よ
り
八
丁
余
、
社
地
東

ノ
方
ニ
月
ノ
岡
と
て
塚
一
ヶ
所
、
西
ノ
方
ニ
日
ノ
岡
と
て
塚
一
ヶ
所
あ
り
、
古
来
よ
り
此
塚
の
草
を
か
り
、
又

ハ
馬
繋
き
な
と
す
る
時
ハ
、
忽
ち
病
気
起
り
又
ハ
怪
我
を
致
ス
、
神
主
三
七
日
祈
祷
し
て
祈
誓
し
て
窺
ひ
し
に
、

堀
ベ
キ
由
の
兆
な
れ
ハ
、
則
近
辺
の
氏
子
な
ど
打
集
り
堀
見
し
に
、
太
刀
、
矢
ノ
根
な
と
出
た
り
、
古
来
よ
り

為
朝
の
武
具

為
朝
の
武
具
と
も
い
ひ
伝
へ
け
れ
ハ
為
朝
の
物
な
る
べ
し
と
て
、
八
幡
宮
へ
納
め
霊
宝
と
せ
り
と
、
其
ほ
り
出

さ
し
ハ
廿
一
ヶ
年
前
、
文
政
元
寅
年
の
年
也
し
と
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八
月
九
日

九
日

朝
間
く
も
り
、
辰
よ
り
晴
し
か
午
よ
り
く
も
れ
り
、
時
々
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
、
申
下
刻
よ
り
雨
ふ
り
出

た
り
、
つ
よ
し
、
夜
半
や
ミ
た
り
、
辰
中
刻
吉
井
町
を
出
立
、
田
主
丸
町
迄
ハ
昨
日
の
道
な
れ
ハ
略
け
り
、
田

主
丸
町
よ
り
七
八
丁
行
、
片
瀬
道
と
あ
る
、
土
橋
を
渡
り
橋
四
間
計
、
左
西
亀
山
村
、
左
門
上
村
、
左
右
田
、

七
丁
計
行
、
同
村
之
内
原
村
御
休
所
有
、
唐
島
村
、
人
家
道
よ
り
右
ニ
あ
り
、
竹
松
村
、
原
村
よ
り
此
辺
迄
堤

ノ
上
ヲ
通
ル
、
左
鹿
狩
村
、
右
筒
井
村
、
塩
足
村
左
右
人
家
、

筑
後
川

筑
後
川
ノ
川
前
川
端
に
て
御
昼
飯
、
川
よ
り
御

井
郡
也
、
川
よ
り
松
崎
迄
一
里
三
十
五
丁
、
森
部
村
、
人
家
左
ニ
あ
り
、
堤
の
上
を
通
ル
、
右
ハ
本
郷
川
流
る
、

江
戸
村
、
下
川
村
、
堤
よ
り
右
へ
下
ル
、
松
崎
道
と
あ
り
、
三
丁
計
行
、
従
是
御
井
郡
、
御
原
郡
境
と
石
あ
り
、

土
橋
あ
り
、
本
郷
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
二
丁
計
行
、
又
左
右
ニ
人
家
、
甲
条
村
御
休
所
あ
り
、
是
よ
り
多
く

ハ
左
右
小
松
山
に
て
、
田
畑
ハ
少
し
、
十
丁
計
行
土
橋
あ
り
、
五
六
丁
行
小
川
、
仮
橋
あ
り
六
間
計
、
五
六
丁

行
、
左
右
小
松
山
、
岐
路
あ
り
、
右
ニ
石
に
て
右
秋
月
道
、
左
山
家
道
と
石
あ
り
、
四
方
え
分
レ
道
也
、
二
丁

計
行

松
崎
町

松
崎
町
え
入
、
松
崎
町
、
筑
後
国
御
原
郡
、
人
家
百
拾
六
軒
、
町
を
上
中
下
と
分
ち
名
付
く
、
松
崎
町
ハ

諸
方
へ
の
通
路
也
、
四
方
山
遠
く
よ
き
所
也
、
久
留
米
迄
三
里
弐
拾
壱
丁
、
府
中
迄
三
里
、
福
岡
迄
八
里
、
小

倉
迄
弐
拾
里
、
宰
府
迄
五
里
、
秋
月
迄
三
里
、
田
代
迄
壱
り
廿
八
丁

八
月
十
日

十
日

朝
よ
り
く
も
り
し
か
、
辰
下
刻
よ
り
雨
時
々
ふ
り
し
か
、
未
よ
り
や
み
た
り
、
辰
よ
り
西
北
風
吹
た
れ
と
烈
し
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か
ら
ず
、
六
ツ
半
時
松
崎
町
を
出
立
、
昨
日
の
道
を
帰
り
、
山
田
道
と
あ
る
所
よ
り
同
し
道
へ
入
也
、
二
丁
計

行
土
橋
を
渡
り
、
薬
師
村
、
左
ニ
薬
師
堂
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、
右
干
潟
村
、
杭
あ
り
、
十
二
三
丁
行
、
左

右
へ
わ
か
れ
道
あ
り
、
左
へ
ゆ
く
五
丁
計
行
、
一
里
塚
あ
り
、
三
丁
計
行
干
潟
の
本
村
左
右
ニ
あ
り
、
入
口
祗

園
ノ
社
、
石
ノ
鳥
居
、
額
あ
り
大
な
ら
ず
、
三
丁
計
行
乙
隈
村
、
杭
あ
り
、
三
丁
計
行
土
橋
、
お
と
く
ま
川
、

仮
板
橋
八
間
、
乙
隈
村
之
内
中
野
田
と
云
る
所
ニ
て
御
休
、
左
ニ
家
あ
り
、
松
崎
よ
り
一
里
三
丁
、
此
所
よ
り

国
境
迄
三
丁
、
国
境
、
小
溝
あ
り
橋
あ
り
、
橋
よ
り
こ
な
た
有
馬
家
、
橋
よ
り
さ
き

黒
田
家
の
役
人

黒
田
家
の
役
人
出
居
た
り
、

溝
よ
り
て
ま
え
左
ノ
方
ニ
、
石
ニ
て
従
是
南
筑
後
領
と
六
尺
計
の
石
也
、
従
是
北
筑
前
国
と
一
丈
余
高
く
石
也
、

境
溝
の
橋
の
さ
き
筑
前
国
に
て
道
よ
り
右
夜
須
郡
、
西
小
田
村
、
道
よ
り
左
御
笠
郡
東
小
田
村
、
二
丁
計
行
土

橋
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、
二
丁
計
行
小
田
川
、
仮
橋
、
十
間
、
東
小
田
村
之
内
丸
町
、
左
右
人
家
あ
り
、
出

（
マ
マ
）

は
な
れ
御
休
、
松
延
村
、
左
右
人
家
、
中
牟
田
村
、
左
右
人
家
、
村
中
壱
り
里
あ
り
、
朝
日
村
、
左
右
人
家
、

マ
カ
タ

五
六
丁
行
、
間
片
川
、
か
り
板
橋
十
間
、
此
辺
よ
り

山
家
村

山
家
村
地
也
、
壱
丁
計
行
、
右
ニ
山
家
町
道
あ
り
、
山
家

町
の
人
家
見
ゆ
六
丁
計
、
二
丁
計
行
又
山
家
町
道
あ
り
、
但
し
長
崎
道
也
、
朝
日
村
之
内
二
村
町
、
左
右
人
家
、

中
程
左
ニ
境
ノ
石
あ
り
、
天
山
村
、
左
右
人
家
、
阿
志
岐
川
、
か
り
橋
廿
二
間
、
牛
島
村
、
左
右
人
家
あ
り
、

針
摺
村
御
休
、
此
御
休
所
す
り
す
り
峠
と
い
へ
と
い
さ
ゝ
か
上
り
也
、
下
り
て
並
木
道
、

二
日
市
村

二
日
市
村
、
左
右
人

家
、
入
口
左
松
尾
明
神
ノ
宮
あ
り
、
右
八
幡
宮
あ
り
、
昼
食
、
二
日
市
町
を
出
れ
ば
、
石
橋
あ
り
三
間
計
、
川

を
右
に
見
て
五
六
丁
そ
ひ
行
、
左
通
古
賀
村
、
人
家
は
道
よ
り
左
ニ
遠
し
、
仮
橋
十
間
を
左
へ
わ
た
り
二
丁
計

行
、
右
片
野
村
、
人
家
ハ
遠
く
見
ゆ
、
此
辺
よ
り
右
ハ
宰
府
村
の
内
也
、
壱
丁
行
つ
き
当
り
、
宮
へ
つ
き
当
り
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右
へ
曲
り
て
行
、
十
丁
計
行
、
此
辺
東
北
の
田
畑
広
き
谷
間
也
、
左
右
七
八
丁
は
な
れ
山
也
、
観
音
寺
ハ
道
よ

り
左
六
七
丁
、
北
ノ
方
に
山
門
、
本
堂
な
と
見
ゆ
、
観
音
寺
ハ
南
に
向
ひ
、
前
ハ
田
な
り
、
う
し
ろ
ハ
山
な
り
、

此
山
ハ
木
し
け
ら
ず

宰
府
町

宰
府
町
、
御
笠
郡

一
ノ
鳥
居
、
唐
金
也
、
回
り
一
丈
位

奉
造
立
神
門
一
基

天
明
元
年
辛
丑
十
二
月
朔
旦
、
肥
前
国
唐
津
願
主
常
安
九
右
衛
門
保
道

二
ノ
鳥
居
、
石
也
、
回
り
一
丈
位

本
邦
牧
従
四
位
下
源
朝
臣
綱
政
建
立
、
元
禄
九
年
歳
次
丙
子
三
月
朔
旦

左
、
常
夜
灯
一
、
仁
王
門
ノ
前
也
、
高
一
丈
二
尺
位
、
文
政
十
三
年
庚
寅
八
月
、
京
都
よ
り
寄
進

左
、
右
同
一
対
、
寛
政
五
年
仲
冬
、
長
門
国
よ
り
寄
進

左
、
浮
殿
、
二
間
ニ
奥
行
四
間
余
、
車
の
上
の
品

左
、
常
夜
灯
一

薄
難
此
邦

肆
見
波
滄

霊
鑑
永
世

不
顧
其
光
、
備
後
菅
晋
師
拝
撰

文
化
十
年
仲
秋

右
、
百
度
石
、
四
角
に
て
一
尺
五
寸
計
、
高
サ
八
尺
計

常
夜
燈
一
対
、
八
尺
計
、
正
面
ハ
延
寿
院
也
、
門
前
ニ
石
を
立
た
り
、
留
主
職
司
務
別
当
大
鳥
居
、
延
寿
王
院

三
ノ
鳥
居
、
石
也
、
本
社
ノ
正
面
南
向
也
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大
常
夜
燈
一
対
、
高
一
丈
五
尺
計
、
寛
政
五
年
長
門
萩
よ
り

（
マ
マ
）

左
右
常
夜
燈
、
石
也
、
高
一
尺
二
尺

右
同
、
一
、
左
六
あ
り
、
高
不
同

池
、
周
り
百
八
間
あ
り
と

橋
、
反
橋
七
間
七
八
尺
間
也
、
橋
幅
凡
二
間
位
、
擬
宝
珠
左
右
九
ツ
ヽ

中
島
、
南
北
六
間
、
東
西
十
間
計
也
、
左
右
常
夜
燈
二
対
、
右
塔
あ
り
、
二
間
四
方
計
、
観
世
音
を
安
置
ス
、

額
、
施
無
畏

橋
、
五
間
七
八
尺
、
橋
幅
二
間
位
、
擬
宝
珠
左
右
八
ツ
ツ
ヽ

二
ノ
島
、
東
ノ
方
ハ
続
け
り
、
さ
れ
と
島
の
ご
と
し

常
夜
燈
一
対

右
、
宮
あ
り
、
志
嘉
大
明
神
、
一
間
四
方
、
此
所
左
ニ
小
島
あ
り
、
つ
き
山
ご
と
し
、
植
木
・
石
な
ど
あ
り
、

奇
麗
也

（
マ
マ
）

二
ノ
そ
り
橋
、
五
間
八
尺
間
位
、
凝
宝
珠
左
右
八
ツ
ヽ

右
、
常
夜
燈
四
ツ
、
左
同
七
ツ
、
橋
よ
り
楼
門
迄
凡
一
丁
余
、
此
間
石
燈
籠
、
右
十
二
、
左
十
一

右
、
島
原
城
下
接
待
所
あ
り
、
右
楓
宮
二
間
半
四
方
位
、
左
安
養
院
、
七
八
尺
間
、
三
間
四
方
、
安
養
院
と

額
有

左
、
絵
馬
堂
、
東
西
四
間
、
南
北
二
間
二
間
半
間
也
、
種
々
の
絵
馬
多
く
、
国
々
よ
り
献
し
あ
り
、
右
末
社
あ
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り
、
上
会
所
、
高
良
大
明
神
、
宝
満
社

右
、
唐
金
の
牛
、
大
サ
五
六
尺
位
、
文
化
二
年
福
岡
博
多
連
中
よ
り
寄
進

右
、
経
蔵
、
三
間
四
方

同
発
句
ノ
碑
あ
り
、
太
宰
府
に
参
拝
し
て

風
に
飛
や
神
の
昔
の
梅
花

宗
因

と
べ
は
匂
ふ
梅
や
自
身
の
取
合
せ

梅
翁

鼻
祖
連
歌
の
発
句
に
寄
て
、
神
詠
を
か
し
こ
み
遥
拝
し
奉
る
に
草
木
き
は
め
る
時
な
り
け
れ
ハ

な
か
る
ら
ん

と
り
わ
け
て
其
松
に
秋

素
外

橋
よ
り
楼
門
迄
に
茶
屋
多
し
、
右
三
四
軒
、
左
十
軒
余
あ
り

右
、
車
井
戸
あ
り
、
傍
ニ
碑
あ
り
、
天
満
宮
潔
手
盤
銘
と
大
き
く
書
て
、
漢
文
あ
れ
と
長
文
細
字
読
ず
、
過
略

楼
門
、
長
四
間
四
尺
、
横
二
間
四
尺
、
慶
長
年
中
石
田
治
部
小
輔
三
成
建

裏
ノ
方
、
槿
額
、
仰
高
、
同
聖
徳
、
勝
蘭
、
結
聚
水
月
、
同
然
、
咸
通
、
皆
横
額
也

回
廊
、
楼
門
に
続
き
、
左
右
東
西
六
間
、
八
尺
余
、
東
西
十
一
間
、
八
尺
余
、
都
合
四
十
九
間
也
と
、
黒
田
長

政
建
立

石
あ
ま
い
ぬ
、
左
右
、
銅
燈
籠
一
対
、
宝
暦
九
年
十
一
月
、
平
戸
よ
り
寄
進

右
、
常
夜
燈
あ
り
、
池
あ
り
、
石
橋
五
尺
計

右
、
唐
金
の
手
水
鉢
、
享
和
二
年
二
月
寄
進
、
八
尺
計
高
き
よ
り
水
ふ
き
出
し
濡
る
也
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同
、
唐
金
の
燈
籠
一
対
、
貞
享
四
年
八
月
、
博
多
よ
り
寄
進

左
、
二
重
塔
、
大
な
ら
ず
、
二
丈
計
、
塔
ノ
中
ニ
唐
金
の
香
炉
あ
り
、
寛
政
十
一
年
南
呂
博
多
よ
り
寄
進

左
、
銅
燈
籠
一
基
、
宝
永
七
年
五
月
、
博
多
よ
り
寄
進

唐
金
の
花
瓶
一
対
、
享
和
二
年
二
月

右
、
飛
梅
、
木
の
い
か
き
あ
り
、
い
と
若
木
也
、
左
に
も
あ
り

本
社
、
東
西
七
間
、
間
数
不
問
、
宝
物
之
内
、
天
国
ノ
宝
剣
、
菅
公
河
内
国
誉
田
八
幡
宮
よ
り
授
り
給
ふ
名
剣

也
と
、
箱
ニ
神
刀
治
工
天
国
と
有
、
三
条
小
鍛
冶
宗
近
、
浪
平
行
安

菅
公
真
蹟

普
問
品
、
巻
物
一
軸
、
紺
紙
金
泥
、
法
華
経

詩
一
首
、
草
書
也
、
五
絶
ノ
詩
を
二
幅
ニ
し
た
り
表
具
也

離
家
三
四
月

落
涙
百
千
行

萬
事
皆
如
夢

時
々
仰
彼
蒼

本
社
の
う
し
ろ
末
社

貴
布
祢
大
明
神
、
若
宮
、
神
名
額
な
し
、
福
部
社
、
玉
神
子
、
尼
神
子
、
柳
神
子
、
石
ノ
牛
あ
り
、
老
松
社
、

御
霊
社
、
新
羅
明
神

右
、
石
坂
十
七
段
上
り

法
性
坊
、
太
神
宮
、
金
比
羅
宮
、
東
法
華
堂
、
三
間
四
方
計
、
七
八
尺
間

社
よ
り
西
、
回
廊
外
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常
夜
燈
十
五
、
土
蔵
二
ツ
、
宝
物
庫
、
神

馬
一
匹
居
た
り
、
鐘
楼
高
し
、
上
り
見
ず

此
所
に
大
楠
二
本
あ
り
、
十
余
抱
の
老
木

西
法
花
堂
、
六
間
四
方
計
、
薬
師
堂
、
霊
現
の
薬
師
安
置
、
天
智
天
皇
勅
願
霊
場

（
マ
マ
）

安
楽
寺
大
講
堂
、
本
尊
薬
師
瑠
理
光
如
来
、
天
智
四
乙
丑
歳
三
月
十
二
日
遷
座
、
仏
工
春
日
之
作
也
、

自
天
智
四
乙
丑
歳
至
于
天
保
九
歳
戊
戌
年
、
一
千
一
百
七
十
有
五
年

聖
徳
太
子
堂
、
七
尺
四
方
計
、
此
所
西
ノ
方
よ
り
池
へ
は
ひ
覆
へ
る
楠
の
老
木
有
、
根
数
地
に
ひ
ろ
こ
り
い
と

め
て
た
し

常
夜
燈
一
基
、
ま
よ
ひ
子
救
の
碑
あ
り
、
石
高
サ
六
尺
計
、
四
角

ま
よ
ひ
子
、
自
然
御
見
当
被
成
候
ハ
ヽ
、
此
所
へ
御
つ
れ
可
被
成
候
、
子
供
衆
へ
御
は
く
れ
被
成
候
ハ
ヽ
、
此

所
御
た
つ
ね
可
被
成
候
、
取
次
小
野
加
賀
、
文
政
九
丙
戌
歳
十
一
月

此
碑
ハ
い
と
〳
〵
深
切
の
碑
に
て
、
紀
ノ
長
島
ノ
碑
に
も
ま
さ
れ
り
、
心
あ
さ
き
さ
か
し
ら
人
エ
ハ
却
て
笑
は

ん
も
計
り
か
た
け
れ
と
、
誠
に
有
か
た
き
し
わ
さ
也
き

仁
王
門

太
宰
府
社

太
宰
府
社
内
略
記

天
源
山
安
楽
寺
廟
院

一
、
天
満
宮

御
本
社

桧
皮
葺

聖
廟
、
宝
殿
、
桁
行
九
間
、
梁
行
七
間
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醍
醐
天
皇
御
宇
延
喜
五
年
、
以
勅
味
酒
安
行
造
立
之

一
、
往
立
末
社
七
拾
五
ヶ
所
、
只
今
現
数
四
十
一
社
、
左
之
通

一
、
老
松
大
明
神
、
一
、
祢
都
大
明
神
、
一
、
御
霊
大
明
神
、
一
、
太
神
宮
、
一
、
東
法
華
堂
、

本
尊
毘
沙

門
、
一
、
西
法
華
堂
、
本
尊
大
威
徳
、
一
、
大
講
堂
、
本
尊
薬
師
、
一
、
安
養
院
、
同
阿
弥
陀
仏
、
一
、
十
一

面
観
音
堂
、
一
、
志
賀
大
明
神
、
一
、
楓
宮
、
一
、
人
麿
社
、
同
、

一
、
櫛
田
大
明
神
、
一
、
山
王
権
現
社
、

（
マ
マ
）

一
、
藤
太
輔
侍
、
太
宰
小
弐
廣
朝
、
一
、
貴
船
大
明
神
、
一
、
若
宮
、
一
、
玉
宮
天
満
宮
御
子
、
一
、
尼
宮
天

神
御
子
、
一
、
柳
宮
、
一
、
新
羅
大
明
神
、
一
、
荒
神
社
、
一
、
法
性
坊
天
神
御
師
、
一
、
弁
財
天
、
一
、
今

尾
吉
祥
天
女
、
一
、
小
太
郎
左
近
社
、
一
、
四
天
皇
堂
、
一
、
太
郎
左
近
、
一
、
榎
寺
、
一
、
理
趣
院
、
一
、

回
廊

四
十
九
間
、
梁
行
一
丈
弐
尺
五
寸
、
一
、
浮
殿
、
一
、
文
庫
、
一
、
楼
門
、
一
、
仁
王
門
、
一
、
鐘
楼
、

一
、
会
所
、
一
、
御
休
所
、
一
、
神
廐

外
、
一
、
八
満
宮
、
一
、
宝
満
宮
、
一
、
高
良
社

此
三
ケ
所
ハ
書
上
以
来
出
来

又
外
ニ
、
一
、
金
比
羅
社
、
一
、
星
御
国
社
、
一
、
絵
馬
堂

天
満
宮
御
宝
物

天
満
宮
御
宝
物

（
鎖
）

一
、
天
神
御
太
刀
、
兵
庫
鏁
、
天
国
作

一
、
天
神
御
自
筆
観
音
経
、
一
巻

一
、
二
幅
ニ
五
絶
句

天保九年 幕府巡見使の従者日記（二）－ 269 －



一
、
太
刀
、
六
腰
、
古
来
よ
り
所
々
寄
付
、
小
鍛
冶
、
行
平
、
国
房
、
信
国
、
包
平
、
青
江

一
、
天
満
宮
社
辺
、
東
西
六
十
三
間
、
南
北
百
七
十
間

一
、
池
の
回
り
、
百
八
間

一
、
社
家
五
十
六
坊
、
内
廿
六
坊
上
官
、
三
十
坊
下
官

一
、
町
数
九
町
、
下
町
、
横
町
、
連
歌
屋
、
大
町
、
小
鳥
居
小
路
、
二
条
溝
尻
町
、
新
町
、
馬
場

一
、
真
言
宗
寺
数
三
ヶ
寺
、
光
蓮
寺
、
来
光
寺
、
西
正
寺

一
、
家
数
四
百
軒
余

一
、
人
数
弐
千
弐
百
人
余

一
、
高
弐
千
九
百
六
十
七
石
余

一
、
御
輿
休
、
七
尺
四
寸

一
、
飛
梅
玉
垣
、
長
弐
間
、
同
横
七
尺

一

桜
馬
場
、
横
九
間
半
ニ
長
サ
橋
よ
り
大
鳥
居
迄
百
九
十
五
間

一
、
蓮
池
、
大
楠
之
元
よ
り
楼
門
通
路
迄
九
十
間

一
、
楼
門
よ
り
三
ノ
橋
迄
三
十
三
間

一
、
東
法
花
堂
、
脇
山
手
垣
よ
り
西
法
華
堂
玉
垣
迄
六
十
壱
間

一
、
本
社
後
屏
よ
り
三
ノ
橋
迄
七
十
八
間

一
、
上
ノ
橋
、
横
弐
間
、
長
八
間
半
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一
、
中
ノ
橋
、
横
弐
間
、
長
七
間
三
尺
七
寸

一
、
一
ノ
橋
、
横
弐
間
、
長
十
間
半

一
、

門
山
宝
満
宮
迄
、
神
前
よ
り
五
十
一
丁

（
マ
マ
）

一
、
天
羽
山
武
蔵
寺
迄
、
壱
り
程

一
、
榎
寺
迄
、
廿
五
丁

一
、
染
川
、
天
満
宮
南
ニ
有
、
小
川
也

一
、
石
踏
川
、
同
北
ニ
あ
り
、
思
ひ
川
の
上
、
同
し
流
也

一
、
思
川
、
大
宰
府
町
え
西
ニ
渡
る
川
也

一
、
浄
明
寺
、
榎
寺
、
天
満
宮
ノ
未
申
ノ
方
ニ
あ
り

一
、
幸
橋
、
榎
寺
ハ
少
々
前
ニ
あ
り

一
、
白
川
、
榎
寺
ノ
東
南
ニ
有
、
二
日
市
ニ
近
し

一
、
六
条
院
、
仁
安
三
年
初
て
日
別
神
食
備
る
事
初
ル

一
、
味
酒
安
行
誌
、
宮
司
三
軒
ニ
成
、
後
白
河
院
御
宇
、
菅
公
九
世
孫
菅
原
善
昇
詔
ニ
て
西
府
ニ
下
り
社
職
を

勤
、
祭
礼
司
ら
れ
、
後
ニ
剃
髪
し
て
信
貞
と
号
ス
、
嫡
子
を
信
昇
と
い
ふ
、
是
よ
り
大
鳥
居
、
小
鳥
居
家
別

レ
、
相
続
く
、
御
供
所
執
行
浦
ノ
坊
と
五
坊
ニ
分
ル
元
祖
也

（
マ
マ
）

外
ニ
都
合
五
十
六
坊
、
内
弐
拾
六
坊
上
官
、
三
十
官
下
官

〆
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一
、
今
之
神
殿
、
天
正
十
九
年
造
立
成
就
也
、
小
早
川
隆
景

一
、
楼
門
、
慶
長
三
年
石
田
三
成
、
当
国
仮
ノ
代
官
之
時
建
立

一
、
中
門
、
回
廊
四
十
九
間
、
長
年
中
長
政
建
立

一
、
石
鳥
居
、
綱
政
建
立

一
、
輪
橋
、
近
き
石
鳥
居

往
古
よ
り
あ
り
、
誰
人
之
建
立
と
い
ふ
事
を
知
ら
ず

一
、
大
町
、
か
ね
の
鳥
居
、
天
明
元
年
丑
、
肥
前
国
唐
津
常
安
九
右
衛
門
保
道
建
立

八
月
十
一
日

十
一
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
中
刻
よ
り
晴
し
か
、
と
か
く
陰
り
か
ち
也
、
巳
よ
り
西
南
風
吹
し
か
つ
よ
か
ら
す
、
早

朝
出
立
、
中
牟
田
村
、
わ
か
れ
道
迄
帰
り
、
右
松
崎
郷
、
左
あ
ま
き
道
と
あ
り
、
廿
間
計
行
、
西
中
牟
田
村
東

松
延
村
と
あ
り
、
左
右
人
家
あ
り
、
御
休
所
有
、
篠
隈
村
、
土
橋
あ
り
二
間
位
、
人
家
あ
り
二
丁
行
土
橋
、
並

木
二
丁
計
行
土
橋
有
八
間
、
曾
根
田
村
、
左
右
人
家
、
長
者
町
村
、
左
右
町
家
あ
り
、
畑
島
村
、
人
家
あ
り
土

橋
有
二
間
、
栗
田
村
、
左
右
人
家
、
御
休
有
、
一
丁
行
一
里
塚
、
七
八
丁
行
板
橋
三
間
、
所
々
人
家
少
々
あ
り
、

ヒ
サ
ミ
ツ

土
橋
二
間
、
又
家
あ
り
、
栗
田
分
久
光
村
、
三
丁
計
行
わ
か
れ
道
あ
り
、
右
甘
木
、
日
田
、
左
秋
月
と
石
あ
り
、

一
丁
計
行
、
左
五
穀
社
の
宮
あ
り
、
石
坂
高
し
、

弥
永
村

イ
ヤ
ナ
カ

弥
永
村
、
左
右
人
家
あ
り
、
少
し
田
場
を
通
り
弥
永
の
町
屋

あ
り
、
こ
な
た
の
角
ニ
、
右
ハ
か
た
、
さ
い
ふ
、
左
く
る
め
、
ま
つ
さ
き
と
あ
り
、
町
長
し
、
町
は
つ
れ
左
大

神
大
明
神
の
社
内
御
休
あ
り
、
石
花
表
あ
り
、
寛
文
第
十
二
壬
子
歳
仲
冬
、
三
十
間
計
行
石
坂
十
五
段
上
り
御
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庭
也
、
本
社
四
間
、
額
大
神
宮
、
二
丁
計
行
一
里
塚
、
小
橋
あ
り
、
隈
江
村
、
一
丁
計
行
土
橋
、
三
丁
行
土
橋

ナ
ラ
ハ
ラ

三
間
、
楢
原
村
、
左
ニ
人
家
見
ゆ
、
甘
水
村
、
同
千
手
村
、
左
右
人
家
、
土
橋
七
間
、
右
川
は
た
水
神
ノ
社
あ

（
夫
婦
）

り
、
小
也
、
二
丁
計
行
、
川
の
よ
と
み
に
、
み
う
と
石
と
て
大
石
二
ツ
水
中
に
あ
り
、
石
よ
り
二
丁
計
行
川
二

ツ
に
分
ル
、
左
ノ
川
に
そ
ひ
三
丁
計
行
、
土
橋
あ
り
十
間
、
川
を
左
に
し
て
五
丁
計
行
、
町
入
口
也
、
隈
江
村

よ
り
城
下
迄
一
里
計
ハ
、
丑
寅
さ
し
て
十
丁
計
の
谷
間
也
、
田
地
也
、
町
の
西
よ
り
北
ハ
木
し
け
り
、
山
至
て

高
し
、
町
よ
り
東
方
水
上
、
田
地
あ
る
さ
ま
見
ゆ
、
町
ニ
い
り
、
魚
町
、
石
橋
八
間
、
中
町
、
つ
き
当
り
左
へ

い
る
、
新
富
町
、

秋
月
城
下

秋
月
城
下
、
筑
前
国
夜
須
郡
秋
月
山
大
源
寺
、
秋
月
城
下
、
魚
町
、
中
町
、
新
富
町
、
今
小

路
町
、
浦
泉
町
、
〆
五
町
、
町
家
弐
百
九
拾
五
軒

八
月
十
二
日

十
二
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
下
刻
よ
り
は
れ
、
午
よ
り
わ
け
て
快
晴
、
巳
よ
り
西
北
風
ふ
き
し
か
、
未
時
や
み
た
り
、

辰
上
刻
出
立
、
門
前
よ
り
右
へ
上
る
、
新
富
岡
町
也
、
夫
よ
り
左
右
家
中
町
、
二
丁
計
坂
の
地
形
に
随
ひ
家
作

し
た
り
、

下
秋
月
村

下
秋
月
村
、
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
両
山
高
き
谷
間
を
、
谷
川
を
左
に
右
の
方
の
山
の
根
を
西
北
さ
し

て
上
り
ゆ
く
也
、
十
丁
計
上
り
石
橋
あ
り
、
右
ニ
滝
あ
り
、
桜
瀧
と
い
ふ
、
又
ハ
不
動
ノ
瀧
、
ぬ
の
を
か
の
瀧

な
と
ゝ
名
あ
り
美
景
也
、
不
動
尊
あ
り
、
石
の
五
輪
の
塔
あ
り
、
左
ニ
家
一
軒
あ
り
、
一
丁
計
上
り
又
土
橋
あ

り
、
此
辺
両
山
殊
ニ
高
し
、
わ
か
れ
道
あ
り
、
十
丁
計
上
り
峠
也
、
石
ほ
と
け
坂
と
云
、
東
下
秋
月
村
、
西

（
木
ヵ
）

甘
水
村
の
杭
あ
り
、
此
所
よ
り
下
り
也
、
峠
と
い
へ
と
両
山
の
間
の
ひ
く
き
所
を
道
と
せ
り
、
四
方
山
高
く
眺
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望
な
し
、
六
丁
計
下
り
土
橋
あ
り
、
右
家
一
軒
あ
り
、
甘
水
村
ノ
内
也
、
是
よ
り
谷
間
ハ
大
か
た
高
下
な
し
、

二
丁
行
小
橋
、
一
丁
行
小
橋
、
五
六
丁
行
白
坂
、
三
丁
計
上
り
峠
ニ
一
里
塚
あ
り
、
道
ノ
右
ニ
北
嘉
麻
郡
泉
河

内
村
と
あ
り
、
左
、
西
夜
須
郡
三
ヶ
山
村
、
東
甘
水
村
と
あ
り
、
五
丁
計
下
り
小
橋
、
五
丁
計
下
り
又
土
橋
あ

り
、
是
秋
月
侯
、

福
岡
侯
領

福
岡
侯
領
境
也
、
西
北
穂
波
郡
弥
山
村
と
杭
あ
り
、
谷
間
ノ
左
右
田
地
、
五
六
丁
行
小
橋
、

弥
山
村
之
内
は
た
村
、
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
右
多
し
、
小
橋
を
わ
た
り
谷
間
、
小
坂
を
上
下
し
十
四
五
丁
行
、

弥
山
村
、
左
右
人
家
石
橋
有
、
谷
間
を
行
、
左
の
山
の
ね
を
上
り
行
、
弓
坂
峠
、
弥
山
村
之
内
、
峠
ニ
御
休
所

あ
り
、
眺
望
よ
し
、

豊
前
彦
山

豊
前
彦
山
卯
辰
ニ
見
ゆ
、
山
こ
し
ニ
中
よ
り
う
へ
の
ミ
見
ゆ
、
い
た
ゝ
き
峰
三
ツ
也
、
同

（
宝
）

国
あ
か
の
山
丑
ニ
見
ゆ
、
高
し
、
筑
前
黒
崎
辺
の
山
子
ノ
方
、
法
満
山
酉
戌
ノ
方
、
北
ノ
方
田
野
遠
く
見
ゆ
二

ハ

ジ

丁
計
行
、
土
師
村
、
下
り
坂
五
丁
計
土
橋
有
、
平
地
五
六
丁
行
、
道
ノ
左
右
ニ
道
あ
り
、
石
あ
り
、
左
ノ
石
ニ

右
秋
月
、
左
大
く
ま
ひ
こ
山
道
と
有
、
左
ノ
石
ニ
右
飯
塚
道
、
左
太
宰
府
道
と
あ
り
、
二
丁
計
行
御
休
所
有
、

三
丁
計
行
土
橋
、
一
丁
計
行
土
居
村
、
道
よ
り
三
丁
計
左
老
松
宮
ノ
社
あ
り
、
森
し
け
り
鳥
居
見
ゆ
、
土
居
川

か
り
橋
八
間
、
土
居
村
人
家
左
右
ニ
あ
り
、
寿
命
村
、
右
ハ
山
左
ハ
人
家
也
、
こ
な
た
の
左
角
ニ
石
に
て
右
肥

前
海
道
、
左
秋
月
海
道
と
あ
り
、
此
肥
前
海
道
ハ
す
な
ハ
ち
長
崎
道
也
、
此
辺
左
ニ
法
満
山
近
く
見
ゆ
、
高
山

也
、
右
ニ
彦
山
も
見
ゆ
、
寿
命
村
と
土
居
村
の
間
に
て
見
ゆ
る
也
、
二
丁
計
行
道
の
左
大
楠
一
本
あ
り
、
御
休

所
あ
り
、
二
丁
計
行
一
里
塚
あ
り
、
天
道
村
、
町
長
し
よ
か
ら
ず
、
左
□
天
道
宮
ノ
社
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
が

ラ
ク
イ
チ

く
あ
り
、
十
丁
計
行
楽
市
、
左
右
家
い
さ
ゝ
か
あ
り
、
秋
松
村
、
忠
隈
村
、
堀
池
村
い
つ
れ
も
人
家
道
を
は
な

れ
て
あ
り
、
境
め
き
た
る
道
を
ゆ
き
右
へ
下
り
、
一
丁
計
行
、
此
辺
よ
り
彦
山
よ
く
見
ゆ
、
徳
前
村
、
左
右
ニ

人
家
あ
り
、
飯
塚
と
続
け
た
れ
と
わ
つ
か
也
、
一
里
塚
あ
り
、

飯
塚
村

飯
塚
村
、
穂
波
郡
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八
月
十
三
日

十
三
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
ず
、
辰
よ
り
西
風
ふ
き
し
か
、
未
時
や
み
た
り
、
夜
に
い
り
月
か
け
清
明
な
り
、

今
日
出
立
す
べ
き
を
、
御
用
向
き
御
取
調
の
儀
有
之
候
と
て
滞
留
也
、
辰
上
刻
、
殿
様
御
儀
御
参
会
の
由
ニ
て
、

曽
我
様
へ
御
出
、
送
り
行
て
帰
ル
、
早
朝
よ
り
筆
と
り
て
、

筑
前
国
続
風
土
記

筑
前
国
続
風
土
記
第
八
、
御
笠
郡
中
天
満
宮
ノ
部

を
写
し
始
め
た
り
、
申
上
刻
、
殿
様
御
迎
ニ
行

八
月
十
四
日

十
四
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
ず
、
風
も
ふ
か
ず
い
と
〳
〵
空
気
よ
し
、
夜
ニ
い
り
月
か
け
を
と
れ
り
、
朝
飯
前

ニ
、
続
風
土
記
天
満
宮
ノ
部
終
切
、
今
日
、
御
用
向
相
済
兼
候
由
ニ
て
御
滞
留
也

八
月
十
五
日

十
五
日

朝
間
く
も
り
、
辰
上
刻
頃
日
出
し
か
、
ま
な
く
又
く
も
り
た
り
、
辰
下
刻
よ
り
晴
て
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
ず
、

（
年
頃
）

（
月
食
）

夜
ニ
い
り
月
出
し
よ
り
、ち
り
は
か
り
の
雲
な
く
、清
光
と
し
こ
ろ
な
き
月
見
也
き
、さ
る
に
、亥
六
刻
、月
そ
く
、

か
け
た
り
し
か
、
ま
な
く
は
れ
て
の
ち
、
よ
す
か
ら
く
ま
な
く
す
め
り
、
月
そ
く
、
九
分
半
、
亥
の
六
刻
左
と

下
の
間
よ
り
か
け
始
め
、
子
ノ
四
刻
、
下
左
ニ
甚
し
く
、
丑
の
二
刻
下
の
方
に
終
る
、
今
日
、
御
用
向
相
済
兼

候
由
ニ
て
御

滞
留

滞
留
也
、
七
ツ
時
曽
我
様
へ
御
出
ニ
付
、
送
り
行
、
夜
ノ
四
ツ
時
御
迎
ニ
行
て
帰
ル
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八
月
十
六
日

十
六
日

朝
間
く
も
り
、
辰
時
よ
り
晴
し
か
、
午
中
刻
よ
り
く
も
り
、
未
下
刻
頃
よ
り
雨
ふ
り
出
て
や
ま
ず
、
巳
よ
り
東

風
ふ
き
て
未
時
や
ミ
た
り
、
申
上
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
て
夜
す
か
ら
や
ま
ず
、
さ
れ
と
強
か
ら
ず
、
辰
上
刻
出
立
、

町
は
つ
れ
左
り
高
き
所
に
天
満
宮
、
八
幡
宮
、
祇
園
社
あ
り
、
一
ツ
社
地
也
、
石
坂
あ
り
、
石
鳥
居
あ
り
、
額

あ
り
、
一
丁
よ
行
片
島
村
、
人
家
左
右
六
十
弐
軒
、
五
丁
行
石
橋
あ
り
四
間
、
川
津
村
、
人
家
四
十
軒
左
人
家

コ
ノ
ミ

有
、
右
法
満
宮
あ
り
、
袋
村
、
人
家
五
十
軒
町
長
し
、
町
ノ
入
口
許
斐
宮
の
社
あ
り
、
丸
く
小
高
く
木
繁
り
た

シ
ヤ
カ
ノ
オ

る
森
也
、
中
村
、
道
よ
り
左
ニ
見
ゆ
五
十
軒
、
柳
橋
村
、
家
数
十
九
軒
一
里
塚
あ
り
、
石
橋
有
り
三
間
、
目
尾

村
、
家
数
三
十
五
軒
、
同
村
之
内
こ
さ
こ
原
御
休
、
此
辺
右
ハ
川
也
、
左
ニ
南
穂
波
郡
、
北
鞍
手
郡
の
郡
界
石

あ
り
、
勝
野
村
、
人
家
左
右
ニ
長
く
続
き
宿
駅
ノ
や
う
也
、
左
貴
布
祢
ノ
社
あ
り
、
川
除
堤
を
十
丁
余
行
一
里

塚
あ
り
、
五
丁
計
行
、
南
良
津
村
、
左
右
人
家
廿
四
五
丁
行
、
靏
田
村
、
左
ニ
人
家
あ
り
、
御
休
所
あ
り
、
な

ら
つ
村
よ
り
堤
を
行
し
也
、
此
辺
水
損
場
也
、
新
山
崎
村
、
小
坂
あ
り
、
山
部
村
、
左
下
多
賀
宮
あ
り
、
下
境

村
、

直
方
村

直
方
村
新
町
、
宿
駅
に
ゝ
た
り
、
家
数
百
三
拾
壱
軒
、
石
橋
あ
り
、
直
方
村
新
町
を
は
な
れ
石
橋
有
、
左

多
賀
宮
有
、
社
地
高
く
石
ノ
鳥
居
あ
り
、
額
あ
り
、
直
方
村
本
町
、
町
並
よ
し
人
家
百
廿
軒
、
本
町
よ
り
廿
間

計
り
は
な
れ
、
村
、
直
方
川
、
川
は
ゞ
五
十
間
計
、
川
は
た
稲
荷
ノ
社
あ
り
、
宮
作
り
よ
し
、
頓
野
村
、
左
ノ

方
ニ
あ
り
、
石
橋
あ
り
四
間
、
三
丁
計
下
り
右
宮
有
、
壱
里
塚
有
り
、
感
田
村
、
人
家
道
よ
り
左
ニ
あ
り
、
木

屋
ノ
瀬
宿
入
口
、
左
こ
な
た
の
角
ニ
、
右
赤
間
、
左
飯
塚
道
と
あ
り
、

木
屋
ノ
瀬
宿

木
屋
ノ
瀬
宿
、
鞍
手
郡
、
人
家
弐
百
八

拾
軒
、
南
ノ
方
近
く
川
流
れ
、
四
方
山
遠
く
田
畑
の
中
也
、
五
丁
計
行
、
石
橋
あ
り
四
間
、
西
鞍
手
郡
、
東
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（
橋
）

遠
賀
郡

遠
賀
郡
の
郡
界
の
石
あ
り
、
楠
浜
村
、
人
家
百
拾
六
軒
、
松
並
木
道
也
、
ば
ゞ
山
村
、
左
右
人
家
、
五
六
丁
行
、

石
坂
村
、
左
右
人
家
、
石
坂
川
大
橋
あ
り
十
間
余
、
石
佐
峠
、
上
り
三
四
十
間
に
て
家
あ
り
、
上
石
坂
と
云
、

御
休
所
あ
り
、
下
り
小
橋
あ
り
、
又
小
坂
上
ル
、
上
香
月
村
、
小
嶺
村
、
下
り
て
二
丁
計
行
、
壱
り
塚
あ
り
、

カ
ミ
カ
ウ
シ
ヤ
ク

二
丁
計
行
土
橋
有
、
田
場
也
、
上
々
津
役
村
左
右
人
家
あ
り
、
土
橋
有
、
下
上
津
役
村
、
小
坂
上
り
三
丁
計
行
、

右
天
満
宮
あ
り
、
鳥
居
あ
り
、
下
り
て
左
右
人
家
あ
り
、
下
上
津
役
村
也
、
並
木
二
丁
計
行
下
り
田
地
あ
り
、

土
橋
あ
り
四
間
、
道
右
ニ
西
市
瀬
村
、
東
熊
手
村
と
杭
あ
り
、
道
ノ
左
、
東
熊
手
村
、
西
引
野
村
と
杭
あ
り
、

谷
間
也
、
熊
手
村
の
内
ノ
人
家
五
六
軒
、
道
の
右
ニ
あ
り
、
熊
手
村
之
内
京
良
城
と
云
る
所
御
休
所
あ
り
、
一

丁
行
土
橋
あ
り
、
二
丁
ヨ
行
、
一
里
塚
あ
り
、
十
丁
計
な
た
ら
に
下
り
、
左
高
き
所
に
天
満
宮
あ
り
、
石
橋
あ

り
三
間
計
、
一
丁
計
行

黒
崎
町

黒
崎
町
也
、
一
丁
計
行
、
右
黒
田
宮
有
、
高
き
所
也
、
宮
居
よ
く
見
ゆ
、
石
鳥
居
あ
り
、

が
く
岡
田
宮
、
一
丁
よ
行
石
橋
あ
り
、
黒
崎
宿
、
遠
賀
郡
藤
田
村
之
内

八
月
十
七
日

十
七
日

朝
間
小
雨
ふ
り
し
か
、
辰
上
刻
よ
り
や
ふ
〳
〵
晴
て
終
日
く
も
ら
ず
、
朝
よ
り
西
北
風
ふ
き
し
か
、
午
よ
り
や

み
た
り
、
今
日
御
用
向
御
取
調
ニ
付
滞
留

八
月
十
八
日

十
八
日

朝
間
く
も
り
、
辰
中
刻
よ
り
は
れ
た
れ
と
く
も
り
か
ち
也
、
巳
よ
り
東
風
吹
た
れ
と
つ
よ
か
ら
ず
、
夜
ニ
い
り
、
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雨
た
ひ
〳
〵
ふ
り
来
て
や
み
た
り
、
御
用
向
御
取
調
ニ
付
滞
留
、
未
中
刻
、
殿
様
、
近
藤
様
え
御
出
ニ
付
送
り

行
、
申
下
刻
御
帰
ニ
付
迎
ニ
行

八
月
十
九
日

十
九
日

朝
雨
た
ひ
〳
〵
ふ
り
て
辰
中
刻
よ
り
晴
た
り
、
未
よ
り
大
か
た
く
も
れ
り
、
朝
よ
り
西
北
風
吹
た
れ
と
つ
よ
か

ら
ず
、
今
日
も
御
用
向
御
取
調
ニ
付
滞
留

八
月
廿
日

廿
日

朝
よ
り
く
も
り
、
辰
時
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
し
か
、
巳
よ
り
晴
た
り
、
未
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
東
風
吹

つ
よ
か
ら
ず
、
申
刻
や
ミ
た
り
、
今
日
も
御
用
向
取
調
ニ
付

滞
留

滞
留

八
月
廿
一
日

廿
一
日

朝
間
く
も
り
し
か
、
辰
時
や
う
〳
〵
た
り
し
か
く
も
ら
す
、
西
北
風
巳
り
ふ
き
た
れ
と
、
は
け
し
か
ら
す

八
月
廿
二
日

廿
二
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
辰
よ
り
く
も
り
し
か
、
又
は
れ
な
と
し
て
と
か
く
定
ま
ら
ず
、
巳
よ
り
西
北
風
い
さ
ゝ
か
ふ

く
、
ゆ
ふ
暮
や
ミ
た
り
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八
月
廿
三
日

廿
三
日

朝
間
く
も
り
、
辰
下
刻
よ
り
雨
ふ
り
出
て
や
ま
ず
、
未
よ
り
つ
よ
し
、
辰
よ
り
東
風
ふ
き
て
や
ま
ず
、
は
け
し

か
ら
ず
、
夜
半
よ
り
強
く
な
り
、
終
夜
風
雨
や
ま
す
、
今
日
も
御
滞
留

八
月
廿
四
日

廿
四
日

朝
よ
り
小
雨
、
巳
よ
り
や
ミ
、
未
時
後
時
々
い
さ
ゝ
か
日
か
け
見
へ
た
れ
と
、
く
も
れ
り
、
あ
か
つ
き
よ
り
東

風
ふ
き
や
ま
ず
、
未
頃
よ
り
や
ミ
し
か
夜
半
北
風
つ
よ
く
や
ま
ず
、
未
上
刻
黒
崎
町
を
御
出
立
、
町
を
出
て
十

間
計
ゆ
き
左
へ
わ
か
る
、
右
ハ
小
倉
道
、
左
の
古
城
山
の
根
に
そ
ひ
七
丁
余
行
、
右
へ
橋
を
渡
り
一
丁
計
ま
た

小
橋
、
二
丁
計
行
御
乗
船
場
あ
り
、
妙
見
崎
と
い
ふ
、
妙
見
の
社
右
の
山
下
の
少
し
高
き
所
に
あ
り
、
妙
見
の

う
し
ろ
の
山
丸
く
小
高
き
山
也
、
波
戸
場
、
土
俵
を
積
て
廿
間
計
築
出
し
あ
り
、
御
三
方
様
御
待
合
、
御
乗
船
、

申
上
刻

若
松
浦

若
松
浦
ニ
着
船

八
月
廿
五
日

廿
五
日

朝
間
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
、
辰
時
よ
り
や
ミ
終
日
く
も
り
、
時
々
い
さ
ゝ
か
雨
ふ
り
来
た
り
、
東
北
風
あ
か
つ
き

よ
り
は
け
し
く
、
終
日
や
ま
ず
、
今
日
逆
風
ニ
付
、
若
松
浦
ニ
船
泊
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八
月
廿
六
日

廿
六
日

朝
よ
り
晴
て
終
日
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
東
北
風
烈
し
く
、
午
よ
り
よ
は
り
、
南
に
か
は
れ
り
、
申
時
や
ミ
夜
半

よ
り
南
風
ふ
き
出
て
や
ま
ず

八
月
廿
七
日

廿
七
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
い
さ
ゝ
か
く
も
ら
ず
、
あ
か
つ
き
よ
り
南
風
つ
よ
か
り
し
か
、
巳
よ
り
よ
は
り
た
り
、
暁

七
ツ
時
よ
り
船
支
度
し
、
日
出
て
若
松
出
船
、
若
松
入
江
、
人
家
を
左
ニ
見
て
三
四
丁
計
に
て
海
也
、
若
松
の

村
の
う
し
ろ
北
向
に
山
王
宮
の
社
あ
り
、
海
辺
に
石
鳥
居
あ
り
、
右
ハ
出
さ
き
也
、
大
木
ま
は
ら
に
あ
り
て
其

内
ハ
田
畑
也
、
左
ニ
、
右
小
倉
侯
の
遠
見
番
所
あ
り
、
海
辺
山
つ
ゝ
き
の
内
わ
き
て
高
く
海
へ
な
り
出
た
る
所

也
、
此
番
所
の
西
南
筑
前
国
遠
賀
郡
、
豊
前
国
企
救
郡
の
境
に
て
、
小
笠
原
太
膳
大
夫
殿
、
松
平
美
濃
守
殿
領

境
也
、

小
倉
城
下

小
倉
城
下
、
西
南
若
松
口
よ
り
東
北
、
内
裏
口
迄
凡
一
里
計
あ
り
と
、
海
辺
ハ
悉
く
石
垣
を
築
た
り
、

城
ハ
町
の
中
程
樹
間
に
小
高
く
矢
倉
塀
な
と
見
ゆ
、
川
口
よ
り
大
橋
も
見
ゆ
、
こ
の
橋
ハ
鉄
の
き
ほ
う
し
ゆ
な

り
と
語
れ
り
、
若
松
口
の
見
付
ハ
わ
き
て
高
く
大
き
く
海
辺
に
な
り
出
て
よ
く
見
ゆ
、
此
城
下
ハ

九
州
の
咽
喉

九
州
の
咽
喉

に
て
、
城
下
町
ハ
福
岡
、
熊
本
な
と
よ
り
広
か
ら
ね
と
、
繁
花
ハ
西
海
道
第
一
な
り
と
、
当
地
の
形
容
、
東
ハ

鳥
こ
へ
山
近
く
、
南
ハ
田
地
二
里
計
あ
ら
ん
か
、
西
の
帆
柱
山
に
つ
ゝ
き
小
山
あ
り
、
か
つ
筑
前
に
誠
に
せ
ま

れ
り
、
北
ハ
海
あ
り
、
小
倉
よ
り
丑
寅
に
と
り
こ
え
山
、
南
北
に
長
く
い
と
高
し
、
と
の
う
へ
山
に
つ
ゝ
け
り
、

と
の
上
村
、
と
り
こ
へ
山
に
つ
ゝ
き
、
北
ノ
方
に
て
高
し
、
い
つ
れ
も
峰
ハ
樹
木
多
し
、
左
ニ
引
島
あ
り
、
西

－ 280 －



よ
り
東
に
二
里
よ
も
長
か
ら
ん
、
南
ノ
方
に
ふ
く
ら
の
湊
あ
り
、
か
ゝ
り
舟
多
く
あ
り
、
東
ノ
方
に
田
ノ
首
湊

あ
り
、
い
つ
れ
も
人
家
見
ゆ
、
左
ノ
方
此
島
、
右
ハ
内
裏
浦
の
海
中
に
与
次
兵
衛
灘
あ
り
、
海
中
に
塚
め
き
て

い
さ
ゝ
か
高
く
岩
有
て
、
其
う
へ
に
石
塔
一
ツ
あ
り
、
よ
く
尋
ね
バ
気
も
付
ま
し
き
程
の
石
塔
な
り
、
ひ
き
島

（
巌
流
島
）

に
二
三
丁
は
な
れ
、
岸
柳
嶋
あ
り
、
此
島
の
事
ハ
四
月
廿
八
日
の
条
ニ
云
り
、
皆
左
ノ
方
ニ
見
て
の
り
行
く
也
、

左
り
小
倉
城
下
の
浦
近
き
船
中
に
て
、
若
松
申
ニ
当
ル
、
引
島
子
丑
、
長
州
子
丑
、
は
い
と
ま
り
亥
、
小
倉
よ

り
内
裏
迄
、
陸
路
ハ
東
ハ
と
り
こ
へ
、
と
の
う
え
な
と
の
山
に
て
、
西
ハ
海
也
、
海
と
山
の
間
田
畑
十
丁
余
有

て
、
海
辺
ハ
並
木
め
き
て
松
あ
り
、
し
ら
き
崎
、
小
倉
と
内
裏
の
間
浜
辺
あ
り
、
人
家
見
ゆ
、
多
か
ら
す
、
内

裏
、
海
辺
近
く
人
家
並
ひ
よ
き
所
也
、
と
の
う
へ
山
の
西
北
の
ふ
も
と
也
、
浜
辺
ハ
松
原
也
、
門
司
、
内
裏
と

お
な
し
さ
ま
の
所
也
、
う
し
ろ
の
山
内
裏
よ
り
低
し
、
前
ハ
海
也
、
西
に
向
ひ
た
り
、
巳
下
刻
、

下
ノ
関

下
ノ
関
ニ
着

船
、
船
泊
、
下
関
浦
よ
り
方
角
、
筑
前
・
帆
柱
山
未
申
、
豊
前
と
り
こ
へ
午
、
と
の
う
へ
巳
、
内
裏
巳
午
、
門

司
卯
、
は
や
と
も
寅
、
引
島
午
よ
り
申
、
岸
柳
島
午
未
、
下
ノ
関
町
屋
酉
よ
り
子

天
保
九
戊
戌
年
九
月

大

九
月
朔
日

朔
日

巳
亥

朝
よ
り
小
雨
ふ
り
、
巳
時
や
ミ
し
か
、
ま
な
く
ふ
り
出
て
終
日
小
雨
や
ま
ず
、
朝
よ
り
東
北
風
ふ
き
し
か
、
つ

よ
か
ら
ず
、
午
よ
り
大
か
た
や
ミ
た
り
、
今
日
風
雨
あ
し
き
ニ
付
、
田
ノ
浦
船
出
さ
ず
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九
月
二
日

二
日

朝
間
く
も
り
辰
上
刻
よ
り
晴
、
終
日
く
も
ら
ず
、
朝
よ
り
西
風
ふ
き
て
や
み
、
未
上
刻
よ
り
西
風
吹
出
て
つ
よ

く
、
夜
半
北
風
に
か
は
り
た
り
、
辰
中
刻

田
浦

田
浦
を
出
船
、
左
ノ
方
長
門
の
山
高
く
続
き
、
海
辺
に
長
府
の
城
見

（
マ
マ
）

ゆ
、
干
珠
島
、
満
珠
島
皆
左
也
、
右
ハ
へ
さ
き
番
番
所
よ
り
北
ノ
方
ハ
人
家
な
く
、
廿
丁
は
か
り
有
て
又
海
辺

に
家
十
軒
余
見
ゆ
、
西
北
向
也
、
田
ノ
浦
ノ
内
の
よ
し
、
前
の
所
と
違
ひ
皆
し
つ
か
ふ
せ
屋
の
ミ
也
、
そ
れ
よ

り
十
丁
余
あ
り
て
、
へ
さ
き
村
あ
り
、
北
に
向
へ
り
、
家
多
か
ら
ず
、
是
豊
前
の
北
へ
な
り
出
た
る
所
也
、
船

ハ
豊
前
の
方
へ
よ
り
て
の
り
ゆ
く
、
左
ノ
方
長
門
の
地
方
遠
く
見
ゆ
、
朝
よ
り
風
吹
と
も
南
風
な
れ
ハ
帆
を
さ

け
こ
き
舟
に
て
行
、
本
山
崎
、
長
門
の
内
也
、
戌
亥
よ
り
辰
巳
へ
出
た
る
崎
也
、
出
さ
き
ハ
は
げ
山
の
か
げ
の

所
あ
り
、
五
六
丁
、
地
方
芝
山
の
高
き
所
数
丁
あ
り
、
南
の
海
へ
た
ハ
畑
に
な
し
た
り
、
此
辺
に
て
見
れ
ハ
豊

前
と
の
う
へ
山
酉
、
筑
前
法
満
山
午
未
ノ
間
、
彦
山
午
未
ノ
間
、
豊
後
冨
士
巳
午
、
豊
後
北
ノ
崎
辰
巳
ノ
間
、

姫
島
辰
、
周
防
柴
ノ
み
さ
き
卯
、
へ
さ
き
戌
、
長
府
干
珠
島
、
万
珠
島
亥
ノ
方
、

長
府

長
府
よ
り
本
山
迄
の
間
は
な

人
家
あ
り
、
和
田
出
さ
き
也
、
か
り
や
人
家
あ
り
、
木
戸
人
家
あ
り
、
い
つ
れ
も
船
中
よ
り
幽
ニ
見
ゆ
、
末
の

み
さ
き
、
海
へ
さ
し
出
て
松
原
也
、
新
泊
、
み
さ
き
よ
り
東
北
の
奥
也
、
右
に
高
き
山
の
出
さ
き
あ
り
、
家
幽

に
見
ゆ
、
と
こ
な
み
、
新
泊
と
で
さ
き
を
へ
た
て
東
北
の
方
ニ
あ
り
、
人
家
見
ゆ
、
丸
を
さ
き
、
と
こ
な
ミ
、

東
出
は
り
た
る
所
也
、
岩
屋
、
丸
く
し
け
り
た
る
山
ノ
下
、
人
家
見
ゆ
、
を
こ
ふ
り
、
お
な
し
な
ら
ひ
人
家
多

く
見
ゆ
、
さ
ゝ
島
、
右
の
海
中
に
あ
り
、
さ
ば
島
お
な
し
く
右
ニ
有
、
あ
い
を
、
左
出
崎
也
、
松
あ
り
、
た
し

ま
、
左
人
家
あ
り
、
む
か
ふ
、
左
舟
中
よ
り
近
し
、
大
き
な
る
島
也
、
む
か
ふ
と
西
ノ
浦
の
あ
は
ひ
よ
り
中
ノ

－ 282 －



関
見
ゆ
、
地
方
也
、
此
中
ノ
関
ノ
奥
、
み
田
尻
、
太
神
江
な
と
あ
り
と
、
馬
島
、
す
く
も
、
此
二
島
右
に
あ
り
、

う
つ
き
崎
、
笠
田
、
大
崎
、
宮
の
す
、
鼠
島
な
と
夜
中
ニ
過
ぬ
、
夜
あ
け
て

室
積

室
積
ニ
着
、
田
ノ
浦
よ
り
へ
さ
き

へ
一
り
、
へ
さ
き
よ
り
本
山
へ
五
里
、
本
山
よ
り
み
さ
き
へ
三
り
、
み
崎
よ
り
丸
を
崎
へ
三
り
、
丸
を
崎
よ
り

岩
屋
へ
弐
里
、
岩
屋
よ
り
花
香
へ
二
里
、
花
香
よ
り
向
へ
三
り
、
向
よ
り
す
く
も
へ
三
り
、
す
く
も
よ
り
う
つ

き
へ
二
り
、
う
つ
き
よ
り
笠
戸
へ
弐
り
、
笠
戸
よ
り
室
積
へ
三
り
、
〆
三
十
里

九
月
三
日

三
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
く
も
ら
ず
、
未
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
西
北
風
吹
し
か
午
時
よ
わ
り
、
未
よ
り
西
北

風
し
は
し
ふ
き
北
風
と
変
し
た
り
、
強
か
ら
ず
、
辰
上
刻
よ
り
出
船
、
室
積
の
事
ハ
四
日
の
記
に
委
し
け
れ
ハ

書
ず
、
半
道
計
行
、
左
山
の
中
段
に
人
家
あ
り
、
海
辺
に
も
高
く
石
坂
を
上
り
宮
あ
り
、
村
名
を
問
と
舟
人
も

ヒ
ラ
オ

し
ら
ず
、
一
里
半
行
、
平
尾
村
、
入
江
の
奥
に
人
家
多
く
い
と
に
き
ハ
し
く
見
ゆ
、
右
に
牛
島
、
流
芦
島
な
と

見
ゆ
、
さ
う
し
せ
を
右
に
見
て
長
島
を
右
に
左
に
周
防
の
地
方
を
見
て
ゆ
く
、
左
ハ

室
津

室
津
、
人
家
数
百
軒
、
多

く
ハ
土
蔵
作
り
、
高
き
所
宮
又
ハ
寺
な
と
も
見
ゆ
、
う
し
ろ
北
ノ
方
ハ
山
高
く
、
南
の
ま
へ
ハ
海
に
て
、
上
ノ

関
と
向
ひ
、
一
丁
余
海
を
へ
た
て
東
西
に
家
長
く
続
き
た
り
、
右
ハ
上
ノ
関
、
北
の
ま
へ
ハ
海
に
て
、
三
方
ハ

山
め
く
り
谷
あ
ひ
め
き
広
し
、
家
数
多
く
見
ゆ
、
海
の
口
に
宮
あ
り
、
高
き
所
に
舟
人
め
あ
て
の
常
夜
燈
あ
り
、

下
ノ
関
な
と
の
ご
と
く
海
辺
に
一
軒
並
ひ
に
て
ハ
な
し
、
縦
横
に
小
路
あ
り
て
、
家
む
ら
か
り
あ
り
、
海
岸
、

岩
石
、
老
松
の
さ
ま
い
と
奇
景
也
、
し
ろ
村
、
室
津
の
て
さ
き
の
三
四
丁
東
也
、
室
津
の
う
し
ろ
さ
ま
也
、
東

天保九年 幕府巡見使の従者日記（二）－ 283 －



向
也
、
家
廿
軒
計
も
あ
ら
ん
、
せ
ん
ば
が
た
け
、
し
ろ
村
の
東
北
の
高
き
山
よ
り
海
へ
な
り
出
た
る
岩
石
の
所
、

（
崖
ヵ
）

（
平
郡
）

か
け
、
お
し
な
べ
て
名
づ
く
、
池
ノ
浦
、
右
あ
ま
た
島
、
八
島
、
横
し
ま
、
へ
ぐ
り
、
へ
く
り
ハ
島
大
き
也
、

沖
ノ
か
む
ろ
し
ま
、
沖
の
か
む
ろ
の
東
、
ゆ
か
島
、
小
き
島
也
、
に
な
い
嶋
に
に
た
り
、
鹿
居
る
と
語
れ
り
、

右
に
な
ひ
島
、
に
な
ひ
島
二
ツ
あ
り
、
此
所
よ
り
左
へ
い
り
行
は
、
き
ん
た
い
橋
、
宮
島
へ
舟
道
也
、
四
月
ハ

に
な
い
島
と
大
島
の
内
だ
い
は
島
の
間
を
乗
た
り
、
今
日
ハ
右
に
見
て
ゆ
き
し
か
ば
左
ニ
あ
り
、
に
な
ひ
よ
り

二
里
計
行
て
日
暮
は
て
、
こ
き
舟
ニ
て
か
む
ろ
を
過
て
、
地
の
か
む
ろ
の
出
さ
き
を
廻
り
て
舟
掛
し
、
夜
を
あ

か
し
ぬ
、
此
所
を
牛
か
首
と
い
ふ
よ
し

九
月
四
日

四
日

朝
よ
り
快
晴
、
未
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
あ
か
つ
き
よ
り
西
北
風
吹
し
か
、
未
よ
り
北
風
は
け
し
く
夜
す
か
ら

（
油
宇
ヵ
）

た
ゆ
ま
ず
、
卯
上
刻
頃
出
船
、
左
よ
し
づ
泊
、
由
府
な
と
人
家
見
ゆ
、
左
さ
や
ノ
島
、
島
丸
く
い
さ
ゝ
か
長
く
、

（
津
和
地
ヵ
）

樹
木
と
ほ
し
、
左
つ
わ
島
、
右
ぬ
わ
島
の
間
を
こ
き
行
、
か
ら
こ
と
島
に
巳
上
刻
着
て
、
汐
待
し
ぬ
、
か
ら
こ

と
ハ
、
く
す
な
島
の
内
南
よ
り
い
り
た
る
湊
也
、
人
家
三
百
軒
余
あ
り
と
、
ほ
ん
湊
よ
り
ハ
辰
巳
の
天
満
宮
の

社
地
の
下
に
舟
か
ゝ
り
し
た
り
、
山
の
た
ゝ
す
ま
ひ
い
と
を
か
し
、
未
上
刻
か
ら
琴
を
舟
出
す
、
次
第
に
北
風

は
け
し
く
な
り
、
こ
き
舟
に
て
亀
が
首
に
至
り
て
舟
泊
り
、
さ
や
島
の
辺
よ
り
所
々
島
の
あ
は
ひ
よ
り
、

安
芸

安
芸

の
地
方
、
宮
島
、
う
し
ろ
の
山
な
と
見
ゆ
、
右
ハ
伊
予
地
の
山
々
、
見
へ
さ
る
所
島
陰
の
ミ
也
、
殊
に
遠
か
ら

ず
見
ゆ
、
今
日
か
ら
こ
と
島
に
て
交
代
し
、
本
船
に
行
た
り
、
亀
が
首
ハ
北
よ
り
東
へ
な
り
出
た
る
崎
也
、
せ

ま
き
所
廿
間
計
に
て
、
二
丁
計
行
て
東
ノ
方
山
高
く
大
き
く
松
生
た
り

－ 284 －



九
月
五
日

五
日

（
マ
マ
）

朝
よ
り
快
晴
、
あ
き
つ
き
よ
り
東
北
風
つ
よ
く
吹
て
や
ま
ず
、
ゆ
ふ
く
れ
や
ミ
し
か
、
戌
の
時
こ
ろ
よ
り
北
風

又
吹
出
た
り
、
は
け
し
か
ら
ず
、
今
朝
よ
り
逆
風
強
く
舟
の
ゆ
る
ゝ
事
い
は
ん
方
な
し
、
舟
出
さ
ず
、
夜
ニ
い

り
て
こ
ぎ
舟
に
て
出
船
、
夜
ノ
九
ツ
上
刻
頃
、
横
島
に
着
て
舟
泊
、
亀
か
首
よ
り
横
島
迄
の
事
ハ
四
月
の
日
記

ニ
見
へ
、
殊
ニ
闇
夜
な
れ
ハ
左
右
見
わ
か
ら
ず
、
筆
を
と
ゝ
め
ぬ
、
横
島
北
の
方
、
地
方
に
つ
ゝ
き
た
る
や
う

に
見
ゆ
る
、
松
生
し
け
り
た
り

九
月
六
日

六
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
ず
、
朝
よ
り
北
風
ふ
き
し
が
未
時
や
ミ
、
夜
ニ
い
り
西
南
風
い
さ
ゝ
か
ふ
き
し
が
、

戌
時
よ
り
北
風
や
ま
ず
、
日
出
て
横
島
出
船
、
今
朝
も
北
風
な
れ
ば
こ
き
船
に
て
ゆ
く
、
右
に
と
い
島
、

御
手
洗
島

御
手

洗
島
、
島
大
也
、
人
家
ハ
島
の
北
ニ
有
、
す
く
れ
て
に
き
ハ
し
き
湊
也
と
、
左
ハ
安
芸
の
地
方
、
お
ほ
く
ハ
樹

（
土
居
ヵ
）

木
も
な
し
、
海
辺
に
高
と
ひ
、
人
家
よ
ほ
と
見
ゆ
、
小
し
ば
、
大
し
ば
、
人
家
少
し
あ
り
、
い
つ
れ
も
海
辺
の

い
り
こ
ミ
た
る
所
な
り
、
下
い
か
り
、
海
中
に
岩
大
な
ら
ず
そ
は
た
ち
あ
る
所
也
、
樹
木
生
る
ほ
と
に
ハ
な
し
、

日
向
泊
、
左
ノ
方
人
家
あ
り
、
出
さ
き
あ
り
、
ま
つ
か
ら
、
同
し
方
東
に
向
へ
り
、
人
家
多
く
見
ゆ
、
み
つ
き

た
に
、
同
し
方
辰
巳
に
向
へ
り
、
人
家
殊
ニ
多
く
見
ゆ
、
村
の
西
南
し
ほ
浜
を
高
く
つ
き
立
た
る
な
と
見
ゆ
、

（
マ
マ
）

と
う
せ
ん
、
四
月
委
し
く
し
る
す
、
高
原
、
入
江
の
奥
也
、
人
家
多
く
見
ゆ
、
か
ゝ
り
舟
多
し
、
南
に
南
北
高

く
島
の
ご
と
く
に
見
ゆ
る
、
高
か
ら
ぬ
山
ま
は
ら
松
あ
り
て
、
人
家
の
南
は
し
を
か
く
せ
り
、
と
う
せ
ん
よ
り
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一
丁
よ
、
高
さ
き
よ
り
出
さ
き
を
廻
り
人
家
あ
り
、
高
さ
き
の
内
な
る
べ
し
、
忠
ノ
海
、
う
し
ろ
の
方
北
ハ
山

也
、
前
ハ
南
に
海
也
、
人
家
南
北
ニ
入
江
を
め
く
り
て
数
百
軒
見
ゆ
、
村
よ
り
高
き
所
に
寺
二
軒
山
の
小
高
き

所
に
宮
も
見
ゆ
、
の
う
じ
、
た
ゝ
の
海
よ
り
出
さ
き
を
へ
だ
て
、
お
な
し
く
南
に
向
ひ
、
う
し
ろ
ハ
山
也
、
そ

の
山
の
上
に
宮
あ
り
、
是
ハ
山
の
出
さ
き
也
、
そ
の
う
し
ろ
山
高
し
、
人
家
よ
り
東
の
方
、
谷
ふ
か
く
い
り
、

人
家
も
見
ゆ
、
忠
ノ
海
よ
り
人
家
少
し
、
右
ハ
大
島
、
い
と
大
き
な
る
島
也
、
北
よ
り
南
西
へ
長
し
、
大
島
の

東
に
ミ
し
ま
と
て
あ
り
、
小
島
也
、
大
島
の
内
め
は
る
さ
き
の
東
也
、
す
な
み
村
、
卯
辰
に
向
へ
り
、
う
し
ろ

の
山
至
て
高
し
、
人
家
ハ
南
に
よ
り
多
し
、
う
し
ろ
の
山
い
た
ゝ
き
迄
畑
ニ
な
し
た
り
、
こ
の
す
な
ミ
村
の
丑

寅
の
出
さ
き
を
廻
れ
ハ
、

三
原
ノ
城

三
原
ノ
城
并
町
一
里
計
奥
に
見
ゆ
、
城
ハ
海
へ
つ
き
出
し
た
る
や
う
に
見
わ
た
さ
る
、

矢
倉
十
あ
ま
り
見
ゆ
、
町
屋
ハ
城
よ
り
東
西
に
見
ゆ
、
北
ノ
方
う
し
ろ
ハ
松
、
お
ひ
た
る
松
東
西
長
く
あ
り
て
、

其
う
し
ろ
に
一
き
わ
高
き
山
、
是
も
東
西
長
く
あ
り
、
樹
木
な
し
、
町
屋
も
多
き
や
う
也
、
さ
れ
と
情
い
か
な
、

田
畑
あ
た
り
に
む
け
に
少
し
、
糸
さ
き
、
北
を
う
し
ろ
に
山
也
、
南
を
前
に
し
て
家
多
か
ら
ず
、
東
村
は
つ
れ

に
八
幡
あ
り
、
宮
居
よ
し
、
石
鳥
居
あ
り
、
夜
ノ
五
ツ
時
糸
さ
き
、
本
船
也
、
右
山
伏
島
、
め
か
り
島
、
い
ん

の
島
、
左
野
島
、
田
島
、
あ
ふ
と
な
と
、
夜
中
な
れ
ハ
た
ゞ
山
の
か
た
ち
の
ミ
見
て
過
ぬ
、
夜
ノ
八
ツ
下
り
鞆

に
着
て
船
泊
、
夜
ノ
九
ツ
時
安
藝
守
殿
よ
り
領
分
境
引
取
の
断
、
裁
判
参
り
、
安
部
伊
勢
守
殿
よ
り
大
舟
頭
松

本
郡
右
衛
門
、
漕
舟
、
水
船
召
つ
れ
候
旨
断
り
ニ
来
ル
、
七
ツ
上
刻
、

鞆

鞆
着
船
之
節
、
右
郡
右
衛
門
、
伊
勢
守

殿
使
者
佐
原
熊
之
助
な
と
来
ル
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九
月
七
日

七
日

朝
間
う
す
く
も
り
、
辰
よ
り
は
れ
、
申
上
刻
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
北
風
吹
て
や
ま
ず
、
さ
れ
と
強
か

ら
ず
、
午
上
刻
鞆
を
出
船
、
左
ハ
番
所
の
う
し
ろ
、
岩
山
高
く
つ
き
立
た
る
ご
と
く
に
て
、
寺
あ
り
、
海
の
上

に
堂
あ
り
、
其
山
の
北
ノ
方
低
き
所
、
海
辺
に
遊
女
屋
並
ひ
立
り
、
北
ノ
方
、
南
の
方
よ
り
一
丁
は
な
れ
、
か

の
遊
女
屋
を
へ
た
つ
、
寺
あ
り
、
此
寺
、
頗
普
請
よ
く
、
つ
き
立
た
る
如
き
境
内
に
て
、
眺
望
い
か
ば
か
り
よ

か
ら
ん
と
覚
ゆ
、
鞆
ハ
戌
亥
ハ
高
山
、
辰
巳
ハ
海
に
て
丑
寅
よ
り
午
未
の
方
へ
長
し
、
町
中
に
古
城
跡
と
て
、

上
た
い
ら
な
る
大
松
ま
ば
ら
に
生
た
る
小
山
あ
り
、
そ
の
山
を
め
く
り
て
家
あ
り
、
大
山
よ
り
番
所
の
山
の
方

へ
ハ
、
三
丁
計
も
出
さ
き
な
ら
ん
、
下
関
な
ど
の
ご
と
く
海
辺
に
の
ミ
並
た
る
に
ハ
あ
ら
ず
、
縦
横
に
立
つ
ら

ね
た
り
、
二
千
軒
あ
り
と
云
る
も
偽
と
も
い
ひ
難
し
、
殊
ニ
寺
院
多
く
眺
望
も
寺
々
す
く
た
り
、
其
名
を
と
へ

と
、
舟
人
な
れ
ば
む
け
に
知
ら
ず
書
残
し
ぬ
、
四
月
見
し
と
ハ
大
ニ
か
は
り
、
こ
た
ひ
を
証
と
す
べ
し
、
一
り

よ
出
て
、
左
ニ
遠
く
せ
み
ぞ
と
て
山
を
う
し
ろ
に
人
家
見
ゆ
、
申
上
刻
白
石
に
着
て
舟
泊
、
四
月
、
舟
か
ゝ
り

せ
し
所
也
、

備
中
国
小
田
郡

備
中
国
小
田
郡
に
て
当
時
脇
坂
中
務
大
輔
殿
御
預
所
也
、
鞆
よ
り
白
石
迄
三
里

九
月
八
日

八
日

朝
間
く
も
り
、
辰
よ
り
時
々
日
か
け
見
へ
し
か
、
巳
下
刻
よ
り
小
雨
ふ
り
出
て
や
ミ
、
又
ふ
り
な
と
せ
し
か
、

夕
方
よ
り
雨
や
ま
ず
ふ
り
、
夜
半
や
ミ
た
り
、
朝
よ
り
北
風
ふ
き
午
時
や
ミ
た
り
、
夜
あ
け
て
白
石
を
出
船
、

逆
風
な
れ
ば
艪
に
て
三
郎
島
迄
行
し
か
、
北
風
い
よ
〳
〵
強
く
、
こ
き
ゆ
き
兼
、
巳
下
刻
再
ひ
白
石
島
に
帰

り
ぬ
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九
月
九
日

九
日

朝
間
く
も
り
、
辰
よ
り
晴
た
れ
と
く
も
り
か
ち
な
り
、
朝
よ
り
西
風
ふ
く
、
時
々
よ
わ
り
た
り
、
夜
戌
時
よ
り

西
北
風
と
な
れ
り
、
強
か
ら
ず
、
辰
上
刻
白
石
島
を
出
船
、
左
三
郎
島
、
水
島
、
右
塩
飽
島
の
島
々
、
此
辺
水

島
な
だ
と
い
ふ
、
左
下
津
井
、
日
比
、
右
大
づ
ゝ
、
此
辺
よ
り
高
松
の
城
、
天
守
白
く
見
ゆ
、
や
し
ま
の
南
也
、

六
七
里
計
も
あ
り
と
、
京
上
﨟
の
辺
よ
り
日
く
れ
、
夜
ノ
九
ツ
時
牛
窓
に
着
て
船
泊

九
月
十
日

十
日

朝
間
日
出
し
か
ま
な
く
陰
り
、
巳
中
刻
小
雨
ふ
り
出
た
り
し
か
、
ま
な
く
や
ミ
午
上
刻
よ
り
は
れ
た
り
、
朝
よ

り
西
風
ふ
き
午
よ
り
わ
き
て
は
け
し
、
夜
ノ
戌
時
は
け
し
さ
い
ハ
ん
方
な
し
、
夜
あ
け
て
牛
窓
を
出
帆
、
な
よ

ふ
津
泊
、
た
て
、
大
田
府
、
あ
ふ
こ
さ
き
左
ニ
見
ゆ
、
赤
穂
、
左
二
里
計
に
見
ゆ
、
城
ハ
松
木
並
し
け
り
、
矢

倉
四
ツ
五
ツ
、
へ
い
白
く
見
ゆ
る
の
ミ
也
、
町
ハ
城
よ
り
北
に
見
ゆ
、
城
を
中
に
し
て
南
北
塩
浜
多
く
見
ゆ
、

（
虫
損
）

東
一
方
海
に
て
あ
と
三
方
ハ
山
め
く
れ
る
土
地
也
、
左
□
□
□
□
□
□
□
也
、
人
家
多
く
見
ゆ
、
北
よ
り
出
崎

あ
り
て
、
森
し
け
り
た
り
、
赤
波
山
陰
に
て
見
へ
ず
、
右
ハ
小
豆
島
長
く
、
か
ら
と
島
な
と
見
ゆ
、
巳
中
刻
雨

ふ
り
来
け
れ
ハ

室
津
明
神

室
津
明
神
を
左
に
見
て
過
行
、
室
ノ
北
浦
に
舟
着
た
り
、
此
所
ハ
室
と
い
さ
ゝ
か
の
山
を
へ
た

（
マ
マ
）

て
ゝ
背
中
合
の
所
也
、
人
家
ハ
な
し
、
此
所
よ
り
戌
亥
丁
は
か
り
な
れ
は
、
辰
巳
向
入
江
の
奥
に
西
泊
の
人
家

見
ゆ
、
此
北
浦
ハ
領
主
の
船
蔵
二
ツ
あ
る
の
ミ
也
、
夜
五
ツ
時
頃
よ
り
西
風
ま
す
〳
〵
烈
し
く
、
四
ツ
時
頃
船

な
か
れ
出
な
と
し
て
、
大
き
に
さ
は
か
し
く
、
夜
す
か
ら
船
ゆ
ら
れ
よ
く
と
ね
ら
れ
ず
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九
月
十
一
日

十
一
日

朝
よ
り
晴
し
か
午
上
刻
頃
空
か
き
く
も
り
、
村
雨
ふ
り
来
て
心
も
と
な
き
空
合
な
り
し
か
、
兵
庫
辺
ハ
い
さ
ゝ

か
ふ
り
し
の
ミ
也
、
未
よ
り
再
ひ
日
出
て
く
も
ら
す
、
朝
よ
り
西
風
吹
し
か
、
巳
時
頃
わ
き
て
烈
し
く
、
午
中

刻
よ
り
風
よ
は
り
た
り
、
夜
あ
け
、
し
は
し
有
て
室
を
出
帆
、
右
播
磨
の
地
方
所
々
人
里
見
ゆ
、
し
か
ま
の
津
、

広
き
田
場
に
て
姫
路
の
天
守
、
矢
く
ら
な
と
も
見
ゆ
、
書
写
山
の
山
も
遠
く
見
ゆ
、
め
か
、
福
泊
、
そ
ね
、
大

さ
き
、
高
砂
、
べ
ふ
、
小
宮
、
う
し
き
、
□
岡
、
江
島
、
こ
ハ
、
さ
か
と
□
、
明
石
、
高
砂
辺
よ
り
明
石
辺
ま

で
山
な
く
地
面
多
く
明
石
の
城
ハ
大
木
の
中
に
矢
倉
数
多
く
見
へ
、
長
く
見
わ
た
さ
る
ゝ
也
、
大
く
ら
谷
、
か

ふ
す
崎
、
塩
屋
、
一
ノ
谷
内
裏
あ
と
、
て
つ
か
い
か
ミ
ね
、
駒
ヶ
休
な
と
ミ
ゆ
、
右
ハ
た
ん
げ
、
く
ら
か
け
、

亀
島
、
此
辺
は
り
ま
灘
の
半
也
と
云
り
、
は
り
ま
な
た
と
ハ
室
よ
り
明
石
ま
て
十
二
里
を
い
ふ
、
此
所
地
方
遠

浅
、
掛
場
な
く
、
阿
波
・
淡
路
の
方
よ
り
浪
よ
せ
来
て
、
南
風
抔
に
て
ハ
一
切
舟
行
し
か
た
し
と
、
舟
人
の
甚

恐
る
ゝ
所
也
、
さ
れ
ハ
九
州
・
四
国
の
大
名
衆
、
室
よ
り
の
ミ
御
乗
船
也
と
云
り
、
淡
路
、
あ
か
し
と
の
わ
た

（
マ
マ
）

り
至
て
せ
ま
し
、
赤
石
沖
辺
、
今
日
浪
高
き
事
い
ハ
ん
か
た
な
し
、
九
州
渡
海
の
沖
に
も
覚
へ
な
き
迄
也
、
午

時
空
く
も
り
、
は
や
て
め
き
た
り
と
て
舟
人
さ
ハ
き
、

兵
庫
の
湊

兵
庫
の
湊
へ
舟
着
た
り

九
月
十
二
日

十
二
日

朝
よ
り
日
出
た
れ
と
快
晴
な
ら
ず
、
未
上
刻
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
し
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
夜
ニ
い
り
月

出
清
明
也
、
午
中
刻
兵
庫
浦
を
出
船
し
、
申
中
刻
大
阪
川
口
ニ
着
て
舟
泊
、
兵
庫
浦
に
て
ま
や
山
子
、
生
田
鳥
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（
マ
マ
）

居
子
丑
ノ
方
、
一
谷
申
酉
ノ
方
、
て
つ
か
い
か
峰
戌
ノ
下
り
、
伊
駒
山
卯
、
大
坂
川
口
卯
、
金
剛
山
辰
巳
、
二

上
山
卯
、
加
田
ノ
崎
午
未
ノ
間
、
淡
路
島
申
よ
り
酉
迄
、
湊
川
戌
、
舟
の
り
出
る
に
随
ひ
四
方
眺
望
い
は
ん
方

（
マ
マ
）

な
し
、
北
ノ
方
六
甲
山
の
下
通
り
、
浦
々
里
々
多
く
、
浜
辺
に
人
家
多
く
見
ゆ
、
大
坂
阿
治
川
口
の
海
中
に
て

住
吉
卯
辰
ノ
間
、

大
坂
御
城

大
坂
御
城
寅
、
有
馬
亥
子
ノ
間
ニ
当
ル
、
六
甲
山
、
か
ふ
と
山
亥
、
金
剛
山
辰
巳
ノ
間
、
兵

庫
酉
、
加
田
未
申
ノ
間
、
一
ノ
宮
酉
上
、
淡
路
国
申
酉
ノ
間
、
く
ら
か
り
峠
卯

九
月
十
三
日

十
三
日

朝
よ
り
は
れ
し
か
、
巳
よ
り
く
も
ち
か
ち
な
り
、
未
中
刻
し
く
れ
一
し
き
り
ふ
り
て
や
ミ
、
日
出
た
れ
と
大
か

た
く
も
り
た
り
、
夜
ニ
い
り
月
出
た
れ
ど
お
ほ
ろ
に
て
、
良
夜
と
も
思
ワ
れ
さ
り
し
か
、
夜
半
よ
り
く
ま
な
く

は
れ
た
り
と
人
ハ
語
れ
と
、
己
レ
ハ
見
ず
、
辰
中
刻
、
御
召
替
船
ニ
乗
替
、
御
三
方
御
一
同
ニ
順
々
乗
出
し
、

御
三
方
共
御
召
舟
・
御
供
舟
共
、
船
は
勿
論
、
幕
は
外
共
新
規
ニ
拵
候
也
、
大
川
筋
、
阿
治
川
橋
、
中
橋
、
湊

橋
、
玉
屋
橋
、
た
ミ
の
橋
、
筑
前
橋
、
肥
後
橋
、
越
中
橋
、
栴
檀
木
橋
、
難
波
橋
、
よ
し
や
橋
、
高
麗
橋
、
平

野
橋
、
思
案
橋
の
下
を
通
り
、
西
町
奉
行
所
の
右
側
備
後
町
湊
へ
御
上
陸
也
、
未
下
刻
、
曽
我
様
御
本
陣
へ
御

立
寄
り
、
近
藤
様
御
一
同
に
て
本
町
筋
を
行
、
御
城
代
中
や
し
き
番
場
を
通
り
、

東
町
奉
行
所

東
町
奉
行
所
へ
行
、
谷
町
筋

を
五
六
丁
行
大
手
筋
を
通
り
、
西
町
奉
行
所
へ
ゆ
き
、
日
く
れ
御
本
陣
迄
御
帰
り
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九
月
十
四
日

十
四
日

朝
よ
り
く
も
り
、
辰
上
刻
よ
り
小
雨
休
々
ふ
り
て
や
ミ
、
終
日
く
も
り
か
ち
也
、
風
ふ
か
ず
、
夜
あ
け
を
待
て
、

御
本
陣
を
出
立
、
高
麗
橋
を
通
り
八
軒
屋
へ
ぬ
け
、
左
天
満
橋
、
天
神
橋
見
ゆ
、
京
町
一
丁
目
よ
り
五
丁
め
迄

通
り
、
京
橋
渡
り
、
右
御
城
、
左
川
向
ひ
片
町
、
橋
を
渡
り
野
田
村
、
今
福
村
、
鴨
田
村
、
関
目
村
、
家
い

さ
ゝ
か
あ
り
、
道
ニ
て
御
立
場
、
守
口
、
宿
駅
な
れ
と
家
つ
く
り
あ
し
く
、
新
山
庄
兵
衛
方
休
、
佐
太
村
、
右

（
額
）

ヒ
ラ
カ
タ

天
神
宮
あ
り
、
右
道
は
た
石
鳥
居
か
く
あ
り
、
大
和
や
善
右
衛
門
、
枚
方
村
、
と
ろ
町
、
新
町
、
三
池
新
町
、

御
小
休
河
内
屋
弥
左
衛
門
、
町
長
し
、
左
ハ
川
也
、
右
ハ
山
に
て
川
に
そ
ひ
町
あ
り
、
此
辺
よ
り
左
一
里
余
遠

く

高
槻
城

高
槻
城
見
ゆ
、
楠
葉
村
、
、
橋
本
村
、
は
し
も
と
よ
り
前
、
冑
山
へ
ゆ
く
小
道
二
所
あ
り
、
橋
本
入
口
、
石

清
水
領
の
杭
あ
り
、
左
ハ
川
向
ひ
山
さ
き
、
右
ハ
石
清
水
の
社
山
に
て
山
下
に
橋
本
の
町
あ
り
、
煙
草
屋
徳
兵

衛
休
、
淀
大
橋
、
木
津
川
ニ
掛
ル
百
廿
五
間
、
孫
橋
、
橋
流
舟
渡
、
城
下
町
を
通
ル
、
左
城
あ
り
、
小
橋
、
橋

普
請
中
ニ
て
舟
渡
、
凡
百
間
計
、
小
倉
堤
を
通
り

伏
見
町

伏
見
町
ニ
入
ル
、
新
し
橋
和
田
三
左
衛
門
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）

（
マ
マ
）

守
口
町

新
出
武
兵
衛
、
佐
太

大
和
屋
善
右
衛
門
、
枚
方

河
内
屋
与
左
衛
門
、
橋
本

煙
草
屋
徳
兵
衛
、

淀

八
は
ん
元
蔵

九
月
十
五
日

十
五
日

朝
よ
り
く
も
り
、
巳
時
よ
り
日
か
け
い
さ
ゝ
か
見
へ
し
か
、
終
日
く
も
り
か
ち
也
、
朝
間
北
風
い
さ
さ
か
ふ
き

て
や
む
、
早
朝
伏
見
を
出
立
、
町
長
け
れ
と
略
す
、
藤
森
文
殊
四
郎
休
、
是
よ
り
一
丁
計
手
前
右
、
深
草
古
禅
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林
と
額
あ
り
、
小
寺
也
、
一
丁
計
行
左
藤
森
社
有
、
道
は
た
ニ
鳥
居
あ
り
、
三
丁
計
奥
宮
あ
り
、
大
社
也
、
二

丁
計
行
左
大
津
、
三
り
十
六
丁
、
宇
治
へ
一
里
と
あ
り
、
二
丁
計
行
、
光
明
山
即
成
院
有
、
石
橋
あ
り
、
大
亀

谷
、
左
右
田
谷
間
也
、
小
坂
を
上
り
左
右
茶
屋
二
軒
有
、
、
右
八
幡
あ
り
、
勧
修
寺
御
門
跡
道
ノ
左
ニ
あ
り
、

石
橋
あ
り
、
田
場
二
町
よ
也
、
水
ハ
右
へ
流
る
、
右
醍
醐
道
の
杭
あ
り
、
左
右
山
高
し
、
従
是
東
西
北
小
堀
主

税
支
配
所
と
右
ニ
あ
り
、
藪
下
茶
屋
あ
り
御
立
場
也
、
勧
修
寺
よ
り
廿
四
丁
、
左
蓮
如
上
人
御
塚
道
と
杭
あ
り
、

十
丁
計
行
、
京
と
追
分
あ
り
、
追
分
町
長
し
、
荒
物
屋
喜
右
衛
門
休
、
逢
坂
左
右
山
高
く
松
木
し
け
り
た
り
、

草
津
宿

草
津
宿
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
藤
森

文
珠
四
郎
、
観
修
寺
村

大
黒
屋
伊
兵
衛
、
追
分

荒
物
屋
喜
右
衛
門
、

鳥
ゐ
川

官
兵
衛
、
姥
餅

金
沢
治
郎
右
衛
門
、
草
津
宿

田
中
七
左
衛
門

九
月
十
六
日

十
六
日

（
マ
マ
）

朝
よ
り
小
雨
ふ
り
終
日
や
ま
ね
と
つ
よ
か
ら
ず
、
風
も
ふ
か
ら
ず
、
暁
七
ツ
半
時
出
立
、
梅
木
に
て
挑
灯
を
け

し
た
り
、
御
休
、
坂
下
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
梅
木

せ
さ
い
、
石
部

小
島
全
右
衛
門
、
田
川

植
木
屋
庄
左

衛
門
、
水
口

薄
井
又
左
衛
門
、
大
野
村

金
屋
磯
兵
衛
、
土
山

堤
忠
左
衛
門
、
猪
鼻
村

加
島
屋
伝
右
衛

門
、
坂
下

若
林
加
兵
衛

九
月
十
七
日

十
七
日

朝
よ
り
日
出
た
り
、
時
々
く
も
り
、
午
よ
り
く
も
り
か
ち
也
、
午
よ
り
北
風
ふ
き
出
た
れ
と
強
か
ら
ず
、
ゆ
ふ
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暮
い
と
冷
気
な
り
、
暁
七
ツ
時
、
坂
ノ
下
宿
を
出
立
、
関
宿
に
て
人
馬
を
継
替
、
の
ち
夜
明
に
な
り
た
り
、

桑
名

桑
名
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
関

鈴
鹿
屋
七
右
衛
門
、
亀
山

樋
口
太
郎
兵
衛
、
西
菊
田
村

新
右
衛
門
、
庄

野

楠
与
兵
衛
、
石
薬
師

黒
川
彦
兵
衛
、
東
富
田

酒
屋
五
郎
兵
衛
、
□
村

新
屋
浅
右
衛
門
、
桑
名

丹

羽
善
左
衛
門

九
月
十
八
日

十
八
日

朝
よ
り
は
れ
た
れ
と
、
時
々
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
西
か
せ
ふ
き
、
辰
時
や
ミ
終
日
静
な
り
、
夜
あ
け
て
桑

名
を
船
出
し
た
り
、

池
鯉
鮒

池
鯉
鮒
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
熱
田
口

湊
屋
与
兵
衛
、
鳴
海

西
尾
伊
右
衛
門
、
阿
野
坂

縁
屋
善
左
衛
門
、
池
鯉
鮒

木
綿
屋
嘉
十
郎

九
月
十
九
日

十
九
日

朝
よ
り
晴
て
終
日
く
も
ら
ず
、
風
も
ふ
か
ず
、
朝
間
い
と
〳
〵
冷
気
也
き
、
暁
七
半
時
頃
地
露
つ
よ
か
ら
ず
、

暁
七
ツ
時
地
鯉
鮒
宿
出
立
、
大
浜
に
て
夜
あ
け
た
り
、

吉
田

吉
田
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
大
浜

丸
屋
清
蔵
、
黒

崎

服
部
専
左
衛
門
、
藤
川

藤
屋
半
次
郎
、
法
花
寺
門
前

鈴
木
新
助
、
赤
坂

平
松
弥
一
右
衛
門
、
小
坂

井
村

治
郎
兵
衛
、
吉
田

山
田
新
右
衛
門
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九
月
廿
日

廿
日

朝
よ
り
晴
た
り
、
未
よ
り
く
も
り
か
ち
な
り
、
辰
よ
り
西
風
ふ
き
し
か
未
よ
り
や
み
た
り
、
暁
七
ツ
時
、
吉
田

城
下
を
出
立
、
二
川
に
て
人
馬
継
替
、
暫
し
休
ミ
て
出
し
か
、
や
う
〳
〵
し
ら
み
ゆ
き
た
り
、

見
附

見
附
泊
、（
頭

注
に
あ
り
）
二
川

松
坂
権
右
衛
門
、
白
須
賀

桐
屋
惣
次
郎
、
新
庄

疋
田
八
郎
兵
衛
、
舞
坂

宮
崎
伝
左

衛
門
、
浜
松

杉
村
助
右
衛
門
、
篠
原
村

鈴
木
喜
兵
衛
、
池
田

島
屋
政
吉
、
見
附

鈴
木
孫
兵
衛

九
月
廿
一
日

廿
一
日

朝
間
、
雨
い
さ
ゝ
か
ふ
り
て
や
ミ
、
や
か
て
く
も
れ
り
、
未
時
い
さ
ゝ
か
日
影
見
へ
し
か
、
お
ほ
か
た
曇
り
た

り
、
暁
七
ツ
時
見
附
宿
を
出
立
、
袋
井
に
て
人
馬
継
替
、
其
う
ヘ
休
ミ
、
ふ
せ
川
の
辺
ニ
て
や
う
〳
〵
夜
あ
け

た
り
、

藤
枝

藤
枝
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
袋
井

大
田
八
兵
衛
、
原
町

池
野
平
兵
衛
、
掛
川

河
野
弥
三
左
衛
門
、

日
坂

黒
田
屋
富
三
郎
、
中
山

市
郎
左
衛
門
、
金
屋

佐
塚
佐
次
右
衛
門
、
島
田

置
塩
藤
四
郎
、
三
軒

屋

岩
崎
屋
太
郎
右
衛
門
、
藤
枝

村
松
伊
右
衛
門

九
月
廿
二
日

廿
二
日

朝
よ
り
快
晴
、
終
日
く
も
ら
ず
風
も
ふ
か
ず
、
い
と
〳
〵
あ
た
ゝ
か
也
、
暁
七
ツ
上
刻
出
立
、
岡
部
宿
に
て
夜

（
マ
マ
）

中
人
馬
継
替
、
う
つ
の
や
の
上
り
坂
に
て
夜
明
た
り
、
沖
津
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
岡
部

江
戸
屋
治
郎
助
、
う

つ
の
や
村

江
戸
屋
団
右
衛
門
、
ま
り
子

横
田
三
左
衛
門
、
安
部
川

破
風
屋
六
兵
衛
、
府
中

平
尾
清
三

郎
、
小
吉
田

杉
山
久
左
衛
門
、
江
尻

日
高
平
七
、
奥
津

手
塚
十
右
衛
門
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九
月
廿
三
日

廿
三
日

朝
日
出
し
か
ま
な
く
く
も
り
、
巳
上
刻
雨
ふ
り
出
し
か
午
よ
り
や
ミ
、
終
日
は
れ
ず
、
朝
よ
り
南
風
吹
、
つ
よ

か
ら
ず
、
八
ツ
時
頃
よ
り
支
度
し
て
出
た
り
、
由
井
宿
に
て
人
馬
継
替
、
御
休
有
之
、
蒲
原
宿
に
て
御
昼
食
也
、

行
灯
に
て
食
事
し
た
り
、

沼
津

沼
津
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
由
井

岩
辺
四
右
衛
門
、
蒲
原

江
戸
屋
久
右
衛
門
、
岩

ふ
ち

常
磐
弥
兵
衛
、
吉
原

神
尾
六
左
衛
門
、
柏
原

浮
島
理
右
衛
門
、
原

香
具
や
市
郎
右
衛
門
、
沼
津

高
田
弥
三
左
衛
門

九
月
廿
四
日

廿
四
日

朝
よ
り
く
も
り
、
辰
下
刻
よ
り
晴
た
れ
と
時
々
く
も
り
か
ち
也
、
朝
よ
り
東
風
吹
烈
し
か
ら
ず
、
夜
戌
時
よ
り

大
雨
、
八
ツ
下
刻
、
沼
津
城
下
を
出
立
、
み
つ
や
に
て
夜
明
、

小
田
原

小
田
原
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
三
島
宿

大
和
屋

善
兵
衛
、
三
つ
谷

伏
見
屋
伊
左
衛
門
、
山
中

宗
閑
寺
、
箱
根

川
田
覚
右
衛
門
、
畑
宿

油
尾
伝
七
、
湯

本

伊
豆
屋
定
右
衛
門
、
小
田
原

清
水
彦
十
郎

九
月
廿
五
日

廿
五
日

朝
間
小
雨
、
辰
よ
り
く
も
り
、
巳
よ
り
日
出
た
れ
と
く
も
り
か
ち
な
り
、
夜
ノ
酉
時
よ
り
時
雨
ふ
り
し
が
、
夜

（
酒
匂
川
ヵ
）

半
や
ミ
た
り
、
暁
八
ツ
下
刻
出
立
、
佐
川
を
渡
り
□
津
に
て
夜
明
た
り
、

戸
塚

戸
塚
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
梅
沢

松

屋
作
右
衛
門
、
大
磯

小
島
才
三
郎
、
平
塚

安
兵
衛
、
南
郷

江
戸
屋
八
郎
左
衛
門
、
四
谷

藤
ヤ
平
左
衛

門
、
藤
沢

和
田
七
郎
右
衛
門
、
戸
塚

内
田
七
郎
兵
衛

天保九年 幕府巡見使の従者日記（二）－ 295 －



九
月
廿
六
日

廿
六
日

朝
よ
り
晴
、
終
日
く
も
ら
す
風
も
ふ
か
す
、
寒
か
ら
す
、
夜
明
て
戸
塚
出
立
、
神
奈
川
に
て
休
ミ
、

川
崎

川
崎
泊
、

八
ツ
時
御
着
、
用
人
児
玉
泰
輔
殿
御
知
行
村
役
人
、
其
外
御
親
類
方
役
人
衆
な
と
御
迎
に
来
居
た
り
、
泰
輔
殿

よ
り
、
給
地
名
主
壱
人
御
屋
敷
迄
参
り
居
、
尤
明
日
取
込
ニ
付
、
御
帰
府
之
節
世
話
を
頼
置
候
旨
物
語
有
之
、

川
崎
泊
、（
頭
注
に
あ
り
）
境
木

若
林
長
四
郎
、
保
土
ヶ
谷

苅
部
清
兵
衛
、
神
奈
川

鈴
木
源
右
衛
門
、
な

ま
麦

藤
屋
伝
七
、
川
崎

佐
藤
惣
左
衛
門

九
月
廿
七
日

廿
七
日

朝
よ
り
誠
に
快
晴
、
終
日
少
し
も
く
も
ら
す
、
風
も
ふ
か
す
、
誠
に
天
気
よ
し
、
暁
た
か
く
川
崎
を
出
立
し
、

品
川

谷
ニ
至
り
し
に
、
い
ま
た
夜
あ
け
ず
、
此
所
迄
御
迎
来
し
事
幾
人
と
な
し
、
巳
中
刻
、
品
川
出
立
し
、

う
月
出
立
之
道
筋
を
通
り
、

赤
羽
根

赤
羽
根
に
て
御
休
、
午
中
刻
御
屋
敷
ニ
御
着
、

今
日
の
事
筆
記
に
暇
あ
ら
す
、

別
書
に
ゆ
つ
り
て
略
き
ぬ
、
お
の
れ
ハ
、
御
玄
関
間
に
て
御
馳
走
を
い
た
ゝ
き
、
日
く
れ
本
郷
六
丁
目
三
河
屋

五
郎
右
衛
門
ニ
行
て
や
と
る
、
其
は
当
年
雨
天
か
ち
ニ
付
、
田
作
よ
ろ
し
か
ら
す
、
地
頭
所
え
願
立
せ
ん
と
て

村
々
総
代
ニ
十
五
沢
村
名
主
、
郡
次
出
府
し
て
、
牛
込
御
屋
敷
迄
来
て
待
居
た
れ
は
、
本
郷
迄
同
道
し
た
り
き
、

わ
か
同
役
其
外
、
御
向
屋
敷
松
平
勘
太
郎
様
御
長
屋
を
御
拝
借
有
之
、
尤
郡
次
御
用
役
中
よ
り
御
頼
ニ
て
諸
事

引
請
、
世
話
取
持
等
致
ス
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此
日
記
ハ
、

西
国
巡
見
使

西
国
巡
見
使
大
久
保
勘
三
郎
君
に
御
供
し
て
、
こ
と
し
天
保
九
年
四
月
朔
日
、
大
江
戸
を
出
立
て
、

九
月
廿
七
日
帰
り
つ
き
し
迄
の
日
記
な
り
、
そ
ハ
日
こ
と
に
見
め
く
り
し
村
里
山
川
の
た
ゝ
す
ま
ひ
を
も
は
ら

と
記
し
て
、
や
ん
事
な
き
事
を
も
筆
の
つ
い
て
、
ま
れ
ま
れ
書
の
せ
し
も
あ
り
、
お
の
れ
は
や
く
よ
り
、
皇
御

国
の
ふ
み
よ
む
事
を
好
ミ
て
、
は
し
め
清
水
浜
臣
大
人
に
名
つ
き
お
く
り
、
平
田
篤
胤
、
前
田
夏
蔭
な
と
ゝ
む

つ
ひ
か
は
し
、
ま
た
立
原
任
ぬ
し
、
青
山
拙
斎
ぬ
し
、
亀
田
鵬
斎
な
と
の
す
く
れ
た
る
は
か
せ
を
、
と
し
こ
ろ

訪
ひ
行
て
、
か
ら
の
や
ま
と
の
ち
よ
ろ
つ
の
事
を
と
ひ
あ
き
ら
め
し
こ
と
お
ほ
か
り
き
、
そ
か
中
に
、
わ
き
て

地
理
の
書
を
好
ミ
よ
み
て
、
わ
か
国
の
日
記
、
紀
行
な
と
い
へ
る
を
し
た
ふ
あ
ま
り
、
お
の
れ
も
さ
き
つ
と
し
、

文
政
三
年
、
東
路
よ
り
熊
野
を
経
て
、
内
つ
国
々
ゆ
き
め
く
り
、
木
曽
路
よ
り
帰
り
し
日
記
を
は
し
め
、
ち
か

き
国
々
十
日
、
五
日
、
い
さ
ゝ
か
一
夜
二
夜
の
旅
寝
を
も
書
記
し
お
く
の
く
せ
あ
り
、
そ
ハ
わ
き
て
道
ノ
記
な

と
名
つ
け
て
、
詞
を
か
さ
り
書
つ
め
し
に
ハ
あ
ら
す
、
わ
か
き
と
し
よ
り
、
日
こ
と
に
筆
に
ま
か
せ
て
書
し
る

せ
る
日
記
ノ
中
の
、
道
ノ
記
と
も
い
ふ
へ
き
事
を
か
い
ぬ
き
て
、
貝
原
翁
の
諸
州
め
く
り
、
吾
嬬
路
ノ
記
、
木

曽
路
記
な
と
名
つ
け
し
に
な
ら
ひ
て
、
伊
勢
日
記
、
雨
降
日
記
、
房
総
日
記
な
と
名
つ
け
し
也
、
此
日
記
ハ
、

つ
く
し
旅
路
の
日
こ
と
の
事
を
、
思
ひ
出
る
に
ま
か
せ
て
、
其
夜
こ
と
に
書
き
つ
め
お
き
し
を
、
黒
崎
よ
り
大

坂
迄
の
船
中
に
て
、
わ
が
大
久
保
君
の
見
そ
な
は
し
給
は
ん
と
仰
有
し
を
、
其
し
た
か
き
、
あ
ま
り
に
く
た

〳
〵
し
く
見
く
る
し
け
れ
は
、

船
中
に
て
書

船
中
に
て
書
あ
ら
た
め
て
見
せ
奉
り
し
也
、
み
ち
す
か
ら
ふ
る
き
宮
寺
よ
り
、

名
た
ゝ
る
所
々
引
ま
ほ
し
き
古
書
お
ほ
け
れ
と
、
旅
路
に
一
巻
の
ふ
み
を
も
た
ね
は
、
有
し
さ
ま
を
の
ミ
か
く

そ
し
て
、
六
ノ
巻
ま
て
書
し
時
、
は
や
大
坂
に
船
は
て
け
れ
は
、
筆
を
と
ゝ
め
、
七
ノ
巻
ハ
男
要
蔵
、
良
広
か
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日
記
を
見
て
書
ぬ
き
せ
し
也
、
お
の
れ
、
も
と
よ
り
物
か
く
わ
さ
に
つ
た
な
き
に
、
よ
る
ひ
る
お
ほ
や
け
事
の

つ
と
め
し
け
き
い
と
ま
に
書
た
る
な
れ
は
、
其
書
さ
ま
の
あ
し
き
は
、
人
の
見
る
め
も
つ
ゝ
ま
し
う
な
ん
、
か

さ
ね
て
い
と
ま
の
を
り
か
ら
、
大
か
た
を
尽
し
て
か
い
つ
け
ん
、
う
け
を
ま
つ
に
な
ん
有
け
る

上
総
人

天
保
十
年

立
野
太
郎
兵
衛

三
月

良
道
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